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昔、学生の頃、各学部の発行する雑誌に「紀要」という言葉を使っていたこと

を思い出す。その殆どを読んだ記憶はないが、こんな難しい文章をよく書く人が
いるなと感心したことを覚えている。読ませるよりは書きたいことが縷々述べら
れていて、書く文化とも云うべき領域があると思った。話すことから書くに至る
数万年の歴史のなかで書く行為はほんの僅かな時間であったと思うが、書くこと
の決定的な歴史的意義は本人にとっても、他人にとってもそれが後世に残ること
に尽きると思われる。尤も書いたものが全て事実であったり真実であったりする
ことはないことすべての書物に共通していること、誰でも分っていることとして
も。 
日本人は話べたであるし、また論理よりは情が先行するため、どうしても話し

言葉を文章化するのは難しくしてしまう。大阪弁や落語を書き言葉にできないよ
うに。そこで書き言葉に創意と工夫を凝らして、漢字、カタカナ、ひらがな、和
製英語や和製漢語を駆使して文章化していくことになる。そして世界中で一番難
しい言語を形成してきた。難しい書き言葉を普及させ、後世に残すために出版が
起こり図書館ができた。 
図書寮は民草の書籍を集めるだけでなく、自らの人材を擁して、官製とはいえ

自らの書物も多く作成したに違いない。その時代、時代の要請を受け、また書き
人の趣味や遊びや信念を著すものとして、かつては貪るようにして読まれ、尤も、
図書館が出来てから黙読がはじまり、朗読が廃れたというのは本当かどうか知ら
ないが今は活字文化の一翼をになうものとして。 
大阪府立図書館紀要もこのような歴史的経緯を踏まえたものとして発行され、

1964 年に第１号を出版して今回第 35 号を久しぶりに発行することにした。今回
新たに、執筆された論考府立図書館に勤められていた方、現に勤められている方
のいずれも力作である。 
司書がこのような形で書くという行為を紀要で纏められたこと、今後の図書館

司書のあり方やまた活字文化の一端の担い手として意義深いものだと自画自賛
し復刊への挨拶としたい。 
最後に「国破れても、言葉あり」としたい。そのためにも紀要の継続を期待す

る。 
 



 
 

「大阪府立図書館紀要３５号」 
 
 

巻頭 紀要の再刊について       石﨑 重雄 中之島図書館長 
 
 

目        次 
 
〈寸描〉天王寺分館から夕陽丘図書館へ         貴田 春男    ( 3) 
 
少年院と図書館サービス                脇谷 邦子    (  7) 

日置 将之 
 

「子どもの本を読む会」の果たした役割             前田 千慧    ( 33) 
     大西  登貴子 

前野  貞子 
脇谷  邦子 

 
『大原文庫』をめぐって（第１部） 
 大阪府立図書館収蔵までの道程 ―大原社会問題研究所と大阪府社会事業会館－    

森田  俊雄   ( 47) 
 
翻刻  役者更紗目鏡                      佐藤  敏江   (  一) 

 
福澤諭吉『覚』についての考察       稲垣  房子 (三十七) 
 
小野十三郎遺漏詩二十四篇        高松 敏男 (四十七) 

 
 

編集後記 
 

 
 
 



 3 

 

 

 

〈寸描〉天王寺分館から夕陽丘図書館へ 
 
                  貴田 春男（元夕陽丘図書館） 

 

 

 

 館丁（守衛）さんが振り鳴らす開館、閉館の時を知らせる振鈴の音は、半世紀以上を経た今

でも耳朶に新たである。「中之島百年」を繙きながら、戦後間もない頃から中之島―天王寺―

夕陽丘と共にあった 36 年間を懐古するとき、ただ感慨無量という他はない。百年の歴史と数々

の故事来歴は、本書はあれこれと説き明かしてくれ、時を忘れて往時のそこかしこに引き入れ

てくれることに感謝したい。 

 特にこのたびは、天王寺と夕陽丘の両館について何か紹介をということなので、その頃を振

り返りながらいくつかの様子を紹介することにしたい。 

 

１ 天王寺分館発足の頃 

 大阪に残された大原社会問題研究所図書館書庫内に設けられていた大阪府立図書館天王寺

別館は、1950(昭和 25)年 4 月 1 日付で大阪府立図書館天王寺分館として設置され、同年 8 月

10 日開館。中之島図書館の閲覧係から数名が天王寺分館勤務を命ぜられ、私もその中の一人で

あった。天王寺分館は木造 2 階建てで、既に完成し、内部の仕上げが少し残っているだけで、

閲覧机や椅子、開架室の設備や目録カード箱の搬入などの仕事が待っていた。 

 当時の組織は、分館長以下、庶務係、司書係は第 1 係と第 2 係、それに閲覧係で構成され、

司書第 1 係は、旧大原社会問題研究所の蔵書整理、第 2 係は、新刊図書の受入れ整理を担当し

ていた。第 1 係は戦災を免れた大原時代の書庫内の一室を事務室として整理作業を開始した。

焼け残った書庫と新館との間が離れていたため、書庫内での作業が効率的であるという判断か

らであった。整理は冊数の多い経済学分野からスタートし、現在貴重書とされているディドロ

とダランベールの百科全書をはじめマルサス、スミス、カントやルソーなどの名著の初版に出

会い、これらを手にしながらえも言われぬ感激を覚えたものである。 
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 さて、目録はＮＣＲ、分類はＮＤＣの第 5 版、件名はＮＳＨを採用。ところが作業開始から

数ヶ月ばかり経過した頃、ＮＤＣの第 6 版が刊行されたため、整理済の図書約 3 千冊を第 5 版

から第 6 版に切り換え、8 月 10 日の開館日には、開架室用の図書はすべて新分類により利用者

に提供された。 

２ レコードコンサートの開催 

 開館後、図書館業務も順調に進み出した頃、何か新しい利用者サービスをということが話題

になり、レコードコンサートなら開催できるのではということになった。 

 当時の分館は、大原社会問題研究所の蔵書を母体とした学術図書館という面もあって、開館

時間は午前 9 時から午後 5 時まで、利用者は 20 才以上の一般成人（大学生は除く）に限られ

ていた。 

 したがって、閉館後の時間を活用し、毎月第 3 金曜日の午後 6 時から定期的なレコードコン

サートを開催することになった。当時はＬＰレコードが出はじめた頃であったが、価格が高か

ったため、音楽愛好家にとっては、評判もよく奈良、和歌山などからの来聴者もあった。 

 解説プログラムはガリ版刷（謄写版）、ポスターは、ポスターカラーによる自作のものを梅

田、大月楽器店の店頭に貼ってもらうことを頼んだりした。これもコンサート用の新盤を適宜

購入していたことから店主が快く協力してくれたお蔭であった。 

 一方、演奏用の機器類は、南諭造分館長の計らいで某氏が材料や部品を調達して組み立てて

くれたセットであった。現在の多種多様な音響機器に比べると、そのスタイルや性能などは、

とても足下にも及ばないが、当時としては素晴らしい音響効果を発揮してくれた。 

 閉館後、これらの機器類を閲覧室に運び入れてセットし、解説のアナウンスは、曲目ごとに

司書が交代で担当した。しかし、夜間開館の実施を契機に多くのファンに惜しまれながら、そ

の幕を閉じることになった。 

 

３ 天王寺分館から新館建築までの経緯 

 夜間開館の開始とともに勤め帰りの利用者が多くなった。主に司法試験や会計士試験などの

国家試験を目指す利用者たちで小さな休憩室は、受験勉強の情報交換場所としてとても賑やか

であった。やがて中之島から自動車文庫が移転してきて府下一円に対するサービスの拡大を開

始する。 

 しかし、図書館機能の拡大、整備と裏腹に分館は開館後 10 年程経過した頃から、閲覧室の

壁面が剥がれ落ちたり、大原社会問題研究所書庫棟の老朽化による雨漏りが年々ひどくなって



 5 

きたので「天王寺分館改築計画委員会」が設置され、5 年間活動の後、調査費 100 万円が計上

されたので「大阪府立図書館調査に関する会議」（座長 朝日放送社長飯島幡司氏、調査主担

者 京都大学教授小倉親雄氏）が設置され、調査の結果は、1970(昭和 45)年 11 月、「大阪府立

図書館基本構想に関する報告書」としてまとめられた。天王寺分館の改築計画を発端に府立図

書館全体の将来構想が明らかにされたわけである。 

 その 2 年後の 1972(昭和 47)年 1 月 4 日から天王寺分館は館外貸出を停止。2 月 1 日から閲覧

停止。その後昭和町にあった桃山学院大学あとの図書館を借用して臨時館を 4月 1日から開館。

それまでの間に開架室の図書と自動車文庫用図書の移転、大原文庫をはじめとする書庫内図書

約 10 万冊を新館完成までの間、住友倉庫へ預け入れる作業を行った。また、桃山学院正門横

の空地を借用し、自動車文庫用の車庫を新設し、巡回文庫活動に支障を来たさないように留意

した。 

 

４ 工事期間中のあれこれ 

 1972(昭和 47)年 6 月 1 日、分館の解体工事開始、10 月 1 日、新築工事着工。地下 1 階（書

庫は 2 層）地上 4 階（書庫棟は将来 2 階分増築可能）の建築工事が進むにつれて、当初より懸

念していたことが起こった。建物の工事が 3 階あたりまで達した頃から、図書館西側の民家等

にテレビ電波の障害が出始めた。ＮＨＫの現場調査を数ヶ所で実施してもらったデータをもと

に、その対策を検討した結果、影響のある各戸を訪ねながら、共同視聴設備を取り付けさせて

もらうことで了解を得た。 

 又、一方では、地下書庫建設のため必要とされる地下 8 米の地盤調査は、幸いにも地下鉄谷

町線敷設による地盤調査のデータを参考資料として提供してもらえたことは有難いことであ

った。 

 しかし、地下工事の掘削作業が始まると、某民家から庭の泉水の水が濁り出したというクレ

ームもあって、府立公衆衛生研究所へその水を持参し、分析、調査を依頼したことなど、工事

に関連した数々のできごとは、今でも鮮やかに甦る。 

 やがて 1974(昭和 49)年 1 月 31 日に工事竣工。続いて館内設備の工事が急ピッチで進められ

た。特に地下に設置される積層の電動書架をはじめ書架の組み立て工事は、技術者が近くの旅

館に泊り込み、その完成を急いだ。 

 書架工事の完成にともない、中之島図書館から大量の内外特許資料、国立国会図書館関西地

区科学技術資料館として寄託されているＰＢ、ＡＤ、ＡＥＣリポートなどの科学技術資料が移
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管され、昭和町の臨時館から開架図書と巡回文庫用図書の移転、それに住友倉庫預け分の搬入

など順調に進められ、1974(昭和 49)年 4 月 1 日、従来の天王寺分館は、大阪府立夕陽丘図書館

として新しい機能を備えた府立 2 館目の独立図書館としてその第一歩を踏み出したのである。 
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少年院と図書館サービス 
 

脇谷 邦子（中央図書館） 

日置 将之（中央図書館） 

    

 

はじめに 

大阪府立図書館(以下、「府立図書館」という)と浪速少年院(1)との交流は 1958(昭和 33)

年から始まり、1989(平成元)年まで続けられていた。この交流では、図書の貸出だけでは

なく、少年院の院生を招いた図書館見学の実施や、少年院の読書関係行事に司書が参加す

る等、様々な取り組みがなされていた。このような、図書館と少年院との交流については、

関係雑誌等でもほとんど報告が見られないため、珍しい取り組みであったと考えられる。 

上述した浪速少年院と府立図書館との交流は、残念ながら現在は完全に途絶えている。

「子どもの読書活動の推進に関する法律」(平成 13 年法律第 154 号)が制定され、子どもの

読書活動に対する社会的関心が高まっている今こそ、このような交流が必要なのではない

だろうか。 

そこで本稿では、図書館と少年院との交流が再び活性化することを期して、以下の点を

中心に論述する。 

（1）府立図書館を中心とした大阪の公共図書館と、浪速少年院との交流の歴史を明らか

にする。 

（2）少年院の読書環境や読書の活用方法を明らかにし、少年院における読書の意義につ

いて考察する。(全国の少年院を対象に実施したアンケート調査を実施)  

（3）法務省矯正局が策定した先進的な図書館運営指針である「矯正図書館基準案」を紹

介し、少年院における読書活動との関わりについても考察する。 

（4）（1）から（3）の内容を踏まえ、現在の図書館が少年院に対して提供することが可能

なサービスを提案する。 
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１ 少年院と図書館 大阪での交流の歴史 

この章では、大阪の図書館と少年院との交流の歴史について、図書館及び少年院関係者

等、多くの方々へのインタビューを中心に明らかにする。 

 

1．1 浪速少年院と府立図書館との交流 

 府立図書館が浪速少年院と関わりをもった歴史は古い。1958(昭和 33)年頃には団体貸出

をしていたことが、資料によって裏づけされている。『圖書あんない』No.15 の巡回文庫回

付団体一覧に浪速少年院の名が見られる(2)。その後、およそ 2～4 ヶ月ほどの間隔をおいて、

定期的に図書の交換をしていた。この状態は 1960(昭和 35)年の年末まで続いていたことが

『圖書あんない』No.43 により判明している(3)。しかし、その後の状況は分からない。『圖

書あんない』はこの号で終刊となり、以降は『わだち』と改題された新しい広報紙が刊行

されることとなったが、『わだち』は自動車文庫活動が中心で、貸出文庫の記述が一切見ら

れなくなったためである。また、1961(昭和 36)年から、貸出文庫の貸出方法を改め、それ

まで個々の団体と図書館が直接やり取りしていたのが、ブックステーションから各文庫に

貸し出すという方式に変更されたため、実情が把握できなくなった(4)。当時の記録もなく、

当時の関係者にも聞いて廻ったが、関係者の記憶にも残っていないことが多く、詳細は不

明である。この頃から、自動車文庫の利用が活発化していくのと反比例して、貸出文庫の

利用は減少していく。そのため、業務としての比重も軽くなり、印象も薄いものになって

いったようである。 

浪速少年院が貸出文庫を利用するようになった理由としては、下村治男元法務教官(5)に

よれば、少年院の建て替え工事(1959 年 11 月～1961 年 8 月)で、書籍に回す予算がなくな

ったために借りることにしたのではないかとのことである。当時の少年院では本の扱いも

軽く、記録も必要と思われていなかったので、府立図書館の貸出文庫利用については、少

年院の内部資料も含めて記録は残っていない。ただ、1961(昭和 36)年以降、1971(昭和 46)

年に利用が再開されるまでの間、貸出文庫利用が長期間中断していたことは確かであると

思われる。 

 

1．2 利用の再開、読書会への参加 

 図書館と少年院との交流が再開したのは 1971(昭和 46)年 6 月からである。『浪速五十年

の歩み』の年表によれば、昭和 46 年、「6・23 各寮文化係の院生 3 名は、大阪市立天王寺
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図書館へ図書借出しを兼ねて見学にいく」とある (6)。大阪市立天王寺図書館とあるが、こ

れは大阪府立図書館天王寺分館の誤りである。下村氏へのインタビューにより確認した。 

 本の重要性が分かってもらえる院長に変わったことが大きな理由だったそうで、見学に

行った時、神谷司書から「院生はどんな本を読んでいますか」と聞かれて、「(少年院に)

来てください」、「行きますよ」ということで、読書会参加が実現した。図書館からの読書

会参加が 2～3 回あった後で、11 月 26 日には府立図書館整理課の上野武彦係長が少年院の

読後感想発表会に講師ならびに審査員として招かれている。その後、浪速少年院から 2 ヶ

月に 1 回程度、見学を兼ねて、本の借り出しに訪れ、図書館からは少年院の読書会に定期

的に参加している。浪速少年院側の記録によれば、1973(昭和 48)年 9 月神谷房子司書、

1974(昭和 49)年 2 月に林郁子司書、『浪速会たより 浪速少年院創立 80 周年記念誌』(以下、

「80 周年記念誌」という) (7)や、他の資料(8)により、1974(昭和 49)年 5 月に松岡澄子・吉

田敏代司書、7 月に吉田敏代・木下紀夫司書が参加していたことが確認できる。1975(昭和

50)年 4 月に「府立図書館から司書 2 名が来院し、読書会を行なう。少年 6 名参加」とあり、

6 月にも司書 1 名が参加とある。1975(昭和 50)年以降は 1978(昭和 53)年までの間、夕陽丘

図書館読書振興課振興係の前野貞子司書が 2 ヶ月に 1 回程度、定期的に参加していた。図

書館・少年院双方の関係者の証言によれば、『80 周年記念誌』では少年院に行った事柄が

全て網羅されているわけではなく、実際の回数はもっと多かったとのことである。 

 読書会に参加した職員は課題図書の選定に関与していないこともあるのか、総体的に取

り上げた本の内容、読書会の印象等は薄いものであった。また、前野司書の話によれば、

前半の 2 年ぐらいは読書会であったが、後半の 2 年は読後感想文発表会であり、講評を求

められたとのことであった。府立図書館からの少年院派遣は前野司書を以て終わった。 

少年院読書会への職員派遣が実現した背景としては、以下のことが考えられる。 

（1）1971(昭和 46)年ごろは自動車文庫友の会の活動が活発化し、各地に多くの読書会

が誕生していた。 

（2）夕陽丘図書館開館に前後して、子ども文庫が各地に誕生し、自動車文庫の利用者

も増加していた。また、子ども文庫に関わったお母さん方による図書館設置の住民

運動が府内全域で活発になっていた。 

（3）高度経済成長期で地方財政も潤い、各市で図書館が建設され、図書館振興・読書

振興の気運が高かった。 

このような状況のもとに、利用者の要求に応えて、府立図書館職員は積極的に各地域の
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読書会に参加していった。ところが、高度成長期も終息し、各市の図書館が充実してきた

ところで、読書会への参加は本来府立図書館の仕事なのかという課内の声もあり、地元の

茨木市立図書館にバトンタッチすることになった。しかし、図書館見学と図書の貸出は自

動車文庫終焉の 1989(平成元)年まで続いていた。 

 

 1．3 茨木市立図書館等と少年院との交流 

 茨木市立図書館と浪速少年院との関わりは1977(昭和52)年 2月に府立図書館からの紹介

で、団体貸出の登録をしたことから始まる。当時の久保田吉温館長（館長就任後司書資格

取得）が元教員で、理解のある人であったため、積極的に協力したのだと思われる。おそ

らく館長の仲介であろうと思われるが、1977(昭和 52)年 11 月には図書館障害者サービス

のボランティアグループである「グループ藍野」が少年院文化祭で朗読を行なっており、

以後 2 回行なっていることが『グループ藍野のあゆみ』に記録されている(9)。『80 周年記

念誌』によれば、「昭和 53 年 5 月 29 日、茨木市立図書館司書来院、読後感想発表会を行な

う」とある。この時、参加した斉藤茂夫司書(10)の当時のメモが残っており、5 月 29 日（月）

13 時～15 時だったことが分かった。これも府立図書館からの紹介だった。斉藤氏の話では

「前もって 3 通ほどの感想文が届き、これに対して講評しなければならなかった。当日は

講堂に院生が集められ、壇上で 15 分ほど話をした」とのこと。少なくとも 1981(昭和 56)

年までは毎年担当者が招かれていた。それ以降は斉藤氏の異動があって分からない。異動

で再び戻ってきた 1984(昭和 59)年には少年院への職員派遣は終わっていた。市長部局から

異動で廻ってきた人が担当になったりして、派遣が困難になったのではないかと推測され

る。 

 茨木市立図書館の他に、東大阪市立図書館と河内少年院との交流もあった(11)。浪速少年

院から異動した下村氏は、転勤先の河内少年院でも地元の図書館との交流を試みた。東大

阪市立図書館に出向き、選書の相談をしている。当時の職員(山本久子司書)はそのことを

よく覚えていて、できる限り相談に応えようと思ったと、回想している。団体貸出や、読

書会への参加にまでは至らなかった。当時の東大阪市立図書館の蔵書はそれほど充実して

いなかったこともあったのかもしれない。 

 

1．4 読書会のようす 

 少年院での読書会の位置付けはクラブ活動の一環であり、文芸クラブに所属していた院



 11 

生が読書会を行なったり、詩や文芸の創作等も行なっていたようである。文芸クラブは週

1 回の活動だった。課題図書の選定は少年院の教官がしており、図書館に相談はなかった。

関係者とのインタビュー等により判明している課題図書名は、『老人と海』(へミングウエ

ィ著)、『大陸』(有馬頼親著)、『丁稚』(花登筐著)、『二十四の瞳』(壷井栄著)、『高瀬舟』

(芥川竜之介著)、『野菊の墓』(伊藤左千夫著)等である。教官の一人は、本を読む時は主人

公を自分に置き換えて、自分ならどうするかを考えて読むように指導していたという。『二

十四の瞳』と『高瀬舟』は、境遇の似通った少年たちにとって思うところが多かったよう

で、『高瀬舟』では全国の少年院の感想文コンクールで何年も連続して金賞を取ったという。

読書会に参加した松岡司書は、課題図書の関連資料を用意していった。司会進行は松岡司

書が行なった。「ポンポンと話が盛り上がるというのではないけれど、順番に話してもらう

感じではあるが、それでも結構、意見はたくさん出た」と言う。その後の読書会では少年

の一人が司会を行なっている。それなりにしっかりした意見を述べている。参加した図書

館職員のほとんどが取り上げた本のタイトルを覚えていない。松岡司書は芥川の小説と有

馬頼親の小説(後に『大陸』と判明)とだけ覚えていた。茨木市の斉藤司書は『野菊の墓』

は覚えていた。後、およそ 10 人の職員が読書会に参加しているのだが、書名や光景をはっ

きり覚えているものは少なかった。行ったこと自体も覚えていない職員もあった。ある職

員はあまり面白い本ではなかったようだったと言っている。 

また、少年院生と茨木市立西中学の生徒とが合同で読書会を行ったことも数回あったと

いう。西中学の国語の担当の先生に選書の相談にのってもらったりしていて、実現した。

中学生 4～5 人、院生 10 人程度で行なうのだが、それなりに活発な話し合いになった。そ

れを院内の読後感想文にも生かしていたというのは、服部明夫元法務教官の話であった(12)。 

 

1．5 少年たちの図書館見学と本の借出し 

 図書館に本を借りに来ていた少年たちのことを記憶に留めている職員は少なくない。来

館人数は 2～3 名で、詰襟の学生服(少年院から貸与)を着用していた。おとなしく、真面目

そうだったという印象で、口数は少なかった。外出を許される少年は出院間近の優良生に

限られるとのこと。前野司書は、一般の閲覧室から対面朗読室、児童室、そして特許資料

閲覧室へと、できるだけ丁寧に案内することを心掛けたという。選ぶ本は府立図書館の場

合は自動車文庫用の書庫の本に限られていたが、茨木市立図書館では一般開架室から選べ

た。事前に「こういう本を借りてきてくれ」と他の院生から頼まれることもあった。借り
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る冊数は、府立図書館は 1 回 150 冊。茨木市立図書館の場合、1978(昭和 53)年は年間 452

冊、79 年 600 冊、1980(昭和 55)年には 1000 冊と増加しているが、1981(昭和 56)年以降は

統計が文庫活動中心になったため、実数は分からなくなった(13)。少年たちが選んだ本は木

箱に入れて院生が車両まで運んでいた。借りた本は少年院に戻ってから教官がチェックを

行い、不適当な本(犯罪の手口が出ているもの、情緒不安定になると思われるもの、性的描

写の多いもの等)は取り除いた上で寮内文庫に配っていた。 

 また、図書館から帰ってくると、全員の前で報告発表をした。利用者のマナーのよさと

か、同世代の利用者が多くいたことや、もっと勉強をしなければいけないと思ったとか、

図書分類が分かり、出版に興味を持った等の感想が寄せられている。 

 府立夕陽丘図書館の見学と図書の借出しは平成元年頃まで続いていたようである。毎回

150 冊、2～3 ヶ月に 1 回程度、定期的に来館していた。天王寺分館時代、夕陽丘図書館建

設のため分館が閉鎖していた時には中之島図書館の見学を行っていた。茨木市立図書館の

場合は 1984(昭和 59)年ごろには貸出冊数は減少していった。    

いずれにしても、浪速少年院との交流は 1989(平成元)年には両図書館とも終息する。府

立図書館は自動車文庫の廃止、茨木市立図書館は新館準備で忙しくなる、浪速少年院も建

て替えで院生が少なくなるという状況が重なり、30 年余の長きにわたる交流は中断した。 

 少年院へのサービスはヤングアダルトサービスであり、アウトリーチサービスでもある。

関わった職員には、その当時、そういう意識はなかったが、今日の社会状況においては、以

前の時代にも増して、少年院へのサービスの重要性は高まっているのではなかろうか。 

 

２ 少年院と読書 

この章では、少年院の読書環境や読書の活用方法について概説した上で、少年院におけ

る読書活動の意義について考察する。なお、この章の内容は、雑誌論文や図書等の関係資

料、少年院を対象としたアンケートの結果、元浪速少年院職員等への聞き取り調査、並び

に筆者(日置)自身の経験を踏まえたものである(14)。 

 

2．1 少年院の読書環境 

（1）蔵書数及び図書予算 

少年院の蔵書数や図書予算は、アンケート結果が示しているとおりである(15)。図書室の

蔵書数(問 1)は 500 冊から 11,958 冊、購入予算(問 5)は年間 11 万から 60 万円となってお
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り、いずれも施設ごとの違いが大きい。施設の規模が多様であるため一概には比較できな

いが、読書環境の整備に力を入れている施設と、そうでない施設とでは極端な違いがある

と言えるだろう。少年院の運営方針は、院長をはじめとする幹部の意向に大きく影響され

る傾向があるため、このような違いについても、施設ごとの運営方針が色濃く反映されて

いるのではないかと考えられる。 

平均所蔵冊数(4,940 冊)や平均図書予算(312,500 円)については、類似施設であると考

えられる学校図書館の平均(小学校：8,132 冊・54 万 7 千円、中学校：9,659 冊・71 万 6

千円、高校：24,198 冊・102 万 5 千円)と比較すると、かなり見劣りするものとなっている

(16)。このように、少年院の蔵書数や図書予算は、一部の施設を除き、充実しているとは言

えないものである。 

（2）読書が可能な場所・時間 

少年が読書を行う場所は、居室内か寮内のホールが一般的である。保安上の問題から、

少年に図書室を長時間開放して読書に供することはほとんどない。このため、少年が図書

室を訪れることができるのは、図書の貸出や返却を行う時だけの場合が多い。 

読書が可能な時間は、食後の休憩等といった余暇時間や自己計画時間(自己の計画によ

り、ＴＶ視聴・読書・学習等を行う時間)等である。また、日課に読書の時間を設けている

少年院もある。 

 

2．2 少年院における図書の取り扱い 

少年院で扱われる図書は、官本と私本の 2 種類に大別できる。官本は少年用図書として

入手された官有の図書で、少年院によって整備、管理されているものである。これに対し

私本は、少年が入院時に携行した図書や、面会、郵送などにより差し入れられた私物図書

のことである(17)。 

図書の取り扱いについては、すべての少年院に共通のルールが存在しているわけではな

く、刑務所等に適用される「収容者に閲読させる図書、新聞紙等取扱規定」(18)等に準じた

規則が、各少年院の実情に応じて定められている。このため、少年院によって運用形態は

様々であるが、官本は図書室や寮内に配され、私本は少年の申し出に応じて各寮の担当教

官によって交付されるのが一般的である。官本(図書室と寮内)と私本の一般的な取り扱い

方法は、以下のとおりである。 

（1）図書室 
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 正式名称は矯正図書館という(19)。学校図書館における学校司書や司書教諭のような専門

職員が配置されているわけではなく、図書担当教官が寮担任や職業補導などの業務と並行

して、図書の購入や図書室の整備を行っているのが一般的である。 

図書の種類は、アンケート結果(問 2)が示しているように多様なものである。マンガを

置いている施設もあるが、歴史マンガや手塚治虫の『火の鳥』『ブッダ』等の教育的な内容

のものが多いようである。購入図書の選定方法は、施設によって様々であると考えられる

が、少年から希望を募る、職員アンケートを実施する、出版社や読書関係団体の目録を参

照する等の方法が一般的であろう。以前は、法務省矯正局による推薦図書目録が各施設に

配布されていたが、この目録の作成は 2004(平成 16)年に廃止された。 

アンケート結果(問 8)からも分かるように、少年が図書室を利用できる頻度は「二週間

に一回」、「週に一回」、「週に二回」等となっており、施設によって大きく異なっている。

貸出の方法は、少年が直接書棚から図書を選ぶものや、図書目録から希望する図書を選ば

せるものなど様々であるが、貸出記録は図書カードや記録ノートに名前等を記入する形式

がほとんどである(20)。 

なお、図書室を少年に開放していない少年院も数多く存在している。このような施設で

は寮内文庫が主体となっており、図書室は書庫的な存在として位置づけられている。 

（2）寮内文庫 

寮内文庫の図書は、少年のたちの最も身近にある図書である。寮内の廊下や食堂、集会

室などに書棚が置かれており、担当教官と共に、図書係の少年が図書の管理等を行うのが一

般的である(21)。 

少年への貸出については、同じ少年院でも寮ごとにルールが異なっている。これは、少

年が個室で生活する寮と集団で生活する寮とでは性質が異なっているためである(22)。単独

寮の場合は、決められた曜日に少年を一人ずつ居室から出して図書を選ばせる方法等がと

られており、集団寮の場合も、曜日を指定して図書の交換を行っているところや、教官の

許可があればいつでも図書の交換ができるところ等があるようである。  

なお、寮内文庫が主体となっている施設では、定期的に文庫内の図書を書庫(図書室)や

他寮の図書と入れ替えている。 

（3）私本 

 私本には、官本の不足を補うという役割があるものの、管理運営上の問題から様々な制

限が設けられている。例えば、犯罪の手段・方法や、性的感情を著しく刺激する内容が記
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述されている等、矯正教育上不適当であると認められる図書は、差し入れがあっても閲読

が許可されない場合がある。このような許可・不許可の判断は安易にできるものではない

ため、担当教官だけではなく、首席専門官や統括専門官等の幹部による確認が行われてい

る。また、少年が同時に所持できる私本の冊数には、通常３冊以内といったような制限が

設けられている。ただし、辞典や学習用図書は制限の対象外に置かれている場合が多い。

所持期間についても同様で、通常の図書には一ヶ月以内といったような期限が設けられて

いるが、辞典等の場合は必要な期間とされていることが多い(23)。 

読み終わった私本は少年の願い出により領置扱いとなり、出院時まで領置庫に保管され

る。しかし、在院期間が長い少年や私本の差し入れが多い少年の場合は、図書が領置庫に

入りきらなくなることもあるため、面会に来た家族等が持ち帰ることもある。 

このほか私本については、不正書込み等の不正行為(24)に利用される可能性が高いため、

定期的に点検が行われている。 

 

2．3 少年院における読書の活用  

 少年院における読書は、矯正教育として利用する「読書指導」と、余暇時間における「読

書」の二種類に大別できる。 

（1）読書指導 

読書指導は処遇技法の一種として古くから研究されており、これまでに様々な方法が実

践されている。近年は個別処遇が重視される傾向にあり、読書指導も個別担任の教官と少

年との、一対一の関係の中で行われることが多くなってきている。各施設での実践形態は

様々であるが、読書指導の主要な方法としては以下のものが挙げられる。 

・・・・課題図書  課題図書を利用した読書指導は多くの少年院で実施されている。実施方

法は少年院によって様々であるが、少年の問題性や必要性等を考慮して個別担任が図

書を準備し、読書記録や読書感想文などを書かせた上で、面接等を行うのが一般的な

流れである(25)。通常、課題図書の目録は各少年院で作成されている。 

・・・・読書会   対象者が読んだ図書を紹介するものや、順番に朗読するもの、感想を発

表し話し合うもの等の形式がある。対象者を(読書)能力や問題性等でグループに分け、

少人数で行うのが一般的である。また、施設によっては外部講師を招き、近隣にある

中学校や高等学校の生徒を交えて実施しているところもある(26)。  

・・・・読書集会  少年院で伝統的な処遇技法である集会指導に、読書指導を組み合わせた
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ものである。参加する少年の数は読書会よりも大人数で、全員が課題図書を読んでい

ることが前提となる。少年に司会をさせて討議を行い、指導教官は必要に応じて助

言・指導を加え、最後にまとめを行うのが一般的である。読書会と同様、外部の援助

者を招いて実施している施設もある(27)。  

・・・・読書感想文発表会 読後感想文発表会ともいう。アンケート結果(問 15)にあるように、

多くの少年院で実施されている。課題図書を定めて行う場合や、少年自身に図書を選

ばせて行う場合がある。対象となる少年すべてに 1,500 字程度の感想文を作成させ、各

寮で数名の代表者を選抜した上で、全院生の前で発表させるのが一般的な流れである。

発表の講評は、篤志面接委員や教誨師等の外部の援助者に依頼することが多い(28)。 

（2）特徴的な取り組み 

少年院によっては、読書を用いた独自の取り組みを行っているところがある。例えば、

盛岡少年院では、郷土の偉人である宮澤賢治を題材にした「賢治祭」を毎年９月に実施し

ている。この行事では、本番の数ヶ月前から賢治に関する壁新聞やポスターの作成等とい

った準備が始められ、その過程で賢治の伝記や作品を少年たちが自然と読み込んでゆける

ようになっている。本番では、読書感想文の発表や合唱、創作劇の上演等、賢治をテーマ

にした多彩なプログラムが実施されている。この行事は、まさに読書を中心にすえた取り

組みであると言えるだろう(29)。 

また、1 章で述べたような浪速少年院と公共図書館との緊密な連携についても、非常に

特徴的な取り組みであったと言える。現在でも公共図書館と連携している少年院は存在し

ている(アンケート結果の問 12 参照)が、図書の貸出や図書館見学といった単純なものがほ

とんどである。当時の浪速少年院と府立図書館・茨木市立図書館の関係のような多角的な

連携を行っている少年院は、現在では存在していないだろう。 

（3）余暇時間における読書 

 すでに述べたように、少年院で読書ができる時間は、余暇時間や自己計画時間、「読書」

に関する日課の時間に限られている。この内、自己計画時間や「読書」に関する日課の時

間は、概ね週数時間であるのに対し、食後等の余暇時間は比較的豊富に存在している。こ

のため、少年が読書をする時間は余暇時間が中心となっている。 

余暇時間には、学習・読書・新聞閲読・手紙の作成のほか、ＴＶ視聴等を行うことがで

きる。ただ、ＴＶ視聴については、少年が自由にできるわけではなく、平日の午後８時台

や休日の午後など、決められた時間のみに認められているのが一般的である(30)。また、新
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聞についても各寮で一紙程度をまわし読みすることが多く、読める時間は限られている。

このため、余暇時間に少年が自分の判断で自由にできることは、学習や読書、手紙の作成

にしぼられる。これらの中で、娯楽としての要素がある活動は読書だけである。そのため

もあってか、少年院の少年は概してよく本を読むと言われている(31)。このように読書は、

少年院における数少ない娯楽の一つとして、非常に重要な位置を占めている。 

 

2．4 少年院における読書の意義 

（1）読書の意義 

アンケート結果(問 11)が示しているように、少年院の職員は読書の意義を大いに認めて

いる。では、具体的にどのような意義があるのだろうか。『矯正処遇技法ガイドブック』の

「読書指導」に関する解説では、以下のようなものが挙げられている(32)。 

・・・・「人の社会化」に大きな役割を果たす代理経験を与え、人格形成に影響を与える。 

・・・・社会生活に必要な様々な情報を伝える。  

・・・・人に様々な慰安を与え、余暇には娯楽を提供する。 

・・・・視野を広め、語彙を豊かにして自己表現力を高める。 

・・・・認識を明確化して、自己の客観視を可能にする。 

これらの働きは読書一般に当てはまるものだと思われるが、罪を犯した少年の、社会不

適応の原因を除去し、健全な育成を図ることを目的とする少年院にとっては、特に有意義

なものであると考えられる。 

上述したもの以外にも、少年院にとっての意義として、他の処遇との相乗効果が考えら

れる。例えば、読書感想文や読書集会は読書指導と作文指導・集会指導を融合させたもの

であるし、教官と少年が「読書」を共有すれば、個別面接の話題にすることも可能である。 

少年院に入院してくる少年には早期に学校をドロップアウトした者が多く、本を読んだ

経験がほとんどない者も多い。そのためもあってか、少年たちには、概して語彙力や表現

力が乏しいという特徴がある。このような少年たちに対して、適切な指導を行えば読書習

慣を身につけさせることができるという点も、少年院における読書の意義と言えるだろう。 

（2）少年の言葉 

少年院経験のある俳優の宇梶剛士は、少年院で出会った一冊の本が人生のターニングポ

イントになったと述べている(33)。同氏によれば、少年院で読んだチャップリンの伝記が契

機となり、役者の道に進もうと考えるようになったそうである。 
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筆者の接した少年の中にも、「もっと早く読書に出会っていたら、少年院に来ることもな

かったかも知れません」と、読書の意義を自らの実感として述べた少年がいた。この少年

は、これまで見向きもしなかった読書から様々ことを学び、考えさせられたという。そし

て、傷害事件を起こした自分の短絡さや想像力の無さをあらためて思い知ったと述べてい

る。この少年は、「これ以上道を踏み外さないためにも、少年院を出てからもずっと読書を

続けていきたい」とも述べており、読書が自分にとって必要なものであるとの認識を示し

ていた。このような少年の例は、全国の少年院で数多く存在しているのではないかと思わ

れる。 

本から最も遠い存在であった少年たちが読書の楽しみを知り、出院後も読書を続けるこ

とで生きる力を得られるのならば、少年院における読書には極めて大きな意義があると言

えるだろう。 

 

３ 矯正図書館基準案について 

 この章では、矯正図書館基準案とはどういうものなのか、また、この案がその後、矯正

局関係者にどう伝えられたのか、また伝えられなかったのかということについて考察する。 

 

3．1 矯正図書館基準案とは 

調査の過程で「矯正図書館基準案」の存在を知った。この基準案に関しては「「矯正保

護図書館規定」立案審議」(34)、「わが国の矯正図書館」(35)、「日本の刑務図書館―行刑施

設被収容者の｢本と読書｣をめぐる制度と現状」(36)等の先行文献がある。「日本の刑務図書

館」には「基準案」の全文と、「基準案」に先立つ「矯正保護図書館規定案」全文も紹介さ

れている。この「基準案」を初めて目にした時は驚かされた。第 1 章・総則では、「施設内

に矯正図書館を設けなければならない」(1 条)、「収容者の希望等に基づいて運営しなけれ

ばならない」（2 条）、「少年を収容した時は、矯正図書館の運営に特別の考慮を払わなけれ

ばならない」（3 条）、「地方教育委員会、公共図書館、学校その他の機関と密接な連絡を取

り、その協力を得ること」（5 条）とある。第 2 章・職員では、「矯正図書館主任及び司書

を置く」（7 条）、「他の機関の主催する講習会、会合に参加させる、公共図書館等を見学さ

せる」（10 条）。第 3 章・施設と設備においては、「便利な場所に設置すること」（11 条）、

「自由接架式」（13 条）、「絵画や植木等も設けるように」（14 条）。第 4 章・資料の整理と

保管では「ＮＤＣで分類すること」（19 条）、第 6 章・読書指導では、「公共図書館関係職
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員や著名な著者を招いてその講演をきかせること、公共図書館を見学させること」（32 条）、

第 7 章・閲覧室の運営では、「自由時間はできる限り閲覧室を開放して、収容者が十分これ

を利用することができるように考慮しなければならない」等々、収容者の人権をも尊重し

たきわめて先進性、理想性の高い内容である。教育委員会、公共図書館、学校等との連携・

協力や、運営や活動内容に関して、具体的な内容に触れていることにも注目したい。 

「矯正保護図書館規定案」は 1949(昭和 24)年に、「基準案」は 1953(昭和 28)年に策定

されているが、残念ながら成案には至らなかった。先述の文献等によれば、図書館の機能

を高く評価し、必要性を認識し、矯正施設の図書館を改善して、収容者にも優れた図書館

サービスを提供しようと努力した矯正局関係者が少なくなかったことが伺える。 

 

3．2 「基準案」はどう伝えられたのか 

「矯正図書館の管理と読書指導」という資料がある(37)。加藤正明(38)が、研修会講師を

務めた時の配布資料であるらしい。第 2 回目まとめの資料として、「矯正図書館基準案を作

るまで－九州管区教育家の調査によると」として、「（1）明治 9 年の監獄への私本差入許可」

から、「(12)昭和 20年 8月の刑政甲第 1720号での私本の取り扱い」までの経緯を記した後、

「基準案」に関して、触れている。少し長くなるが引用する。 

（13）昭 23 国会法、昭 25 公共図書館法、昭 28 学校図書館法と我が国の図書館は、

その社会的重要性が認められて飛躍的に強化されてきたので、矯正局菊池教育課長

（現高松管区長）、井田課長補佐（現在新潟少年院長）等は矯正図書館も日本の図書

館運動におくれることなく強化するため、矯正図書館基準案を立案するに至った。 

（14）この案は、現在、案のみで止まっているが、その内容は中央矯正研修所の図書担当

官研修で伝達され、昭 27、矯正施設の図書館にも NDC が採用されるなど、1 部分は

とり入れられて実施されている。 

（15）矯正図書館は将来何らかの法的保護のもとに強化されなければならない。そして学

習の資料センターとして、教養資料センターとして活動すべきである。そのために

は単なる図書の格納庫たるに止まらず、教材のクリッピング、ファイリングを行い、

視聴覚資料等の教材センターをも兼ねて、寮生活の憩いの場となるべきであり、図

書担当係官は熱心に読書指導を行なうことにより、良き生徒の教官たるつとめを果

たすべきである。それらの活動の評価は別紙学校図書館評価基準により、反省向上

の道へ進んでゆきたいものである。 
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 1953(昭和 28)年から、案の状態で止まったままであるが、(14)にあるとおり、細々と伝

達されており、矯正職員必携の『矯正実務六法』には矯正図書館基準案が収録されていた

という。しかし、現在の矯正関係職員の中に、その内容の詳細を知る人は少ない。 

 この「基準案」を知った時、浪速少年院の取り組みは、まさにこの基準案に沿ったので

はないかと思い、読書会・図書館見学に関わった下村・服部の両氏に尋ねたところ、「関係

はない」と否定された。「基準案」があろうとなかろうと、少年たちの更生と読書を大切に

思うが故の試みは、自ずと決まってくるというものなのかもしれない。 

「矯正図書館基準案」はなぜ成案に至らなかったのであろうか。「矯正局教育課から示

されている矯正図書館基準案なるものに初めてお目にかかった。あまりに立派すぎて、こ

れが実施されると、さぞや各少年院、鑑別所は当惑するのではなかろうか。まあ、案でよ

かった、と当所のお粗末な図書室を見回しながら・・・」(39)という矯正職員の本音が成案

に至らなかった理由の一つなのであろうと推測される。あまりに理想主義的すぎたのかも

しれない。残念なことである。 

 

４ 少年院への図書館サービスをすすめるために 

 この章では、少年院に対して図書館サービスを進めるための、法務省矯正局と図書館双

方の役割について考察し、図書館で実行できる具体的な取り組みについて提案する。  

 

4．1 法務省矯正局の役割 

 少年院の少年たちはよく本を読むという。調査の過程で、少年院の図書室も見せてい

ただいた。本当によく読まれていると実感した。しかし、新しい本が少ない。特に今、

「外の社会」で少年たちが読んでいる本とは大きな隔たりがある。少年院の図書予算は

少ない。忙しくてじっくり本を選ぶ時間的余裕もない。勢い、名作物や古典に偏るのは

いたしかたない。ほとんどの少年院では法務省矯正局教育課が選定した推薦図書リスト

を参考にして、購入図書を選ぶという(40)。リスト作成にあたっては半年に一度出版社

の新刊情報から 600冊ほどを選んで買い、それを各施設に 20～30冊ずつに分けて送り、

手分けして読んでもらってコメントをつけて送り返してもらうのだという。それで、ち

ょっとした解説付きのリストができあがるという。600 冊選ぶ基準は特にないが、色々

なジャンルからバランスよく選び、猥褻なもの、犯罪の知識を植えつけるもの、読めそ

うもない難しい専門書は外すという。この推薦図書リストは少年院のみを対象にしたも
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のではない。刑務所等を含む矯正施設全般を対象にしている。しかし、この推薦図書リ

ストの作成は 2004(平成 16)年度から廃止されている。2005(平成 17)年度の組織改変で、

教育課自体がなくなった。矯正図書館基準案も最新の「矯正実務六法」からは、姿を消

したという。 

2001(平成 13)年に「子どもの読書活動の推進に関する法律」が制定され、2002(平成 14)

年には「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」も策定されている。この基本計画

の中では、社会全体での取り組みの推進が謳われている。しかし、障害児(者)や在住外国人

への配慮については、「計画」の中やパブリックコメントでも、指摘され、触れられているが、

少年院の中の少年たちのことは忘れ去られている。少年院は行刑施設ではなく、教育施設で

ある。しかも、国の機関である。ある少年院関係者に、法律制定後に読書活動の推進につな

がるような通達や取り組みの奨励などの、何か変化はなかったかと問うたところ、残念なが

ら「何もない」という答えであった。アンケート(問 11)によれば、少年院関係者の方のうち

100％の方々が読書は役に立つと回答されているとおり、読書の重要性が認識されているにも

かかわらず、少年院の読書環境の整備は遅れていると言わざるを得ない。 

法務省は「子どもの読書活動の推進に関する法律」の精神にそって、少年院の読書環境の

整備を図るべきではないだろうか。すなわち、図書室の環境整備、図書の充実、自由に本が

読める環境、矯正職員への啓発等――いずれも“人”と“金”を要することなので大変かも

しれないが、少しずつ計画的に取り組む方法もあれば、公共図書館等との連携により、解決

できる部分もある。 

「矯正図書館基準案」は立案された当時は、あまりに理想主義的で先進的すぎたかもしれ

ないが、21 世紀の今からみれば、当たり前の内容ではないだろうか。もちろん、矯正施設と

しての制約もある。しかし、「文字・活字振興法」(平成 17 年 7 月 29 日法律第 91 号)が制定

され、読書の重要性が再認識された今こそ、法務省によって、新たな「矯正図書館基準案」

の制定が検討されることを望みたい。 

 

4．2 少年院への図書館サービス～具体的取り組みの提案 

図書館界における取り組みも充分とはいえない。読みたい人に読みたい本を届けるの

は図書館人としての使命である。矯正施設収容者に対する図書館サービスについては中

根憲一らが長らく取り組んでおり、論文も多数執筆されている(41)。また、第 52 回 IFLA 東

京大会において、アウトリーチサービスの一つとして取り上げられているが(42)、その後、
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具体的なサービスの取り組みが進んでいるとは言いがたい状況である。そこで、今回の研

究をきっかけに、過去の図書館と少年院の交流や、少年院の実情を踏まえて、「本を読みた

い少年たちがいる」ことを多くの図書館関係者に知ってほしい。図書館で何ができるか考

え、以下の取り組みを広く図書館界に提案したい。 

 

（1）本の情報を届ける 

現状では法務省も少年院も、少年たちに適切な図書の選定を行なうことは極めて困

難な状況がある。図書館ならば、多くの新刊図書の中から、適切な図書を選び出し、

解説をつけて届けることができる。勿論、選定基準については少年院関係者と調整

する必要がある。古典も名作も悪くないけれど、今を生きる少年たちが共感できる

作品を届けたい。 

（2）団体貸出をする。 

少年院の蔵書冊数は限られている。予算も少ない。本を読みたい少年たちの読みた

い気持ちに応えて、団体貸出を行なうことは、今日の多くの図書館では可能なはず

である。場合によっては、移動図書館等を活用して少年院に図書を届けることも可

能であろう。 

（3）読書会等へ参加する 

読書会は、多様な人の多様な読みや感想を知ることで、自分自身の読みが深まる。

多くの場合、教誨師や更正保護婦人会等の年配者の参加が多いらしいが、あまり教

育・矯正ということを少年たちに意識させない、ということで、図書館司書が参加

する意義がある。 

（4）朗読会やストーリーテリング、ブックトーク等を出前する 

少年院では、本が読めなくて、読むということ自体から指導しなければならない少

年も少なくないという。図書館ではその子の読書力に応じて、適切な本を紹介する

ことができる。本を読めない少年には読み聞かせや、ストーリーテリングを通して、

本に親しんでもらうことができる。ブックトークを通じて、読書意欲を喚起するこ

とができる。 

（5）少年院からの見学を受け入れる 

情報時代の今日、最も身近で、誰もが利用できる図書館の役割を知ることは、出院

後、社会に戻った少年たちにとって、その後の人生に役立つであろう。 
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以上の取り組みは、現在の公共図書館では充分に可能な取り組みである。以上の取り組

みができることを少年院に知らせ、法務省にも働きかけていきたい。 

少年院の少年は本を求めている。図書館界はこのことを心に刻み、少年院への図書館サ

ービスの取り組みが少しでも前に進むことを期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この論文は、「日本図書館研究会 児童ヤングアダルト図書館サービス研究グループ」

の協同研究として取り組み、最終的に脇谷・日置がまとめたものです。 

この論文を執筆するにあたり，多くの方々・関係機関のご協力をいただきました。 こ

こに謹んで謝意を表します。 
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資料 

 

少年院の読書環境アンケート 

 

 

アンケート調査の概要 

 調査目的：1. 全国の少年院がどのような読書環境にあるのかを調べる。 

2. 少年院内での、読書の活用方法について調べる。 

3. 少年院と公共図書館との連携に関する情報を集める。 

実施対象：医療少年院を除く、全国の少年院（50施設） 

実施期間：2005 年 10 月下旬に郵送で送付。（回答期限は同年 11月 15 日とした） 

 回 答 数：25（この内、回答できない旨の返答が 3件あったため、有効回答数は 22 であ

った） 

 

アンケート結果 

問問問問１１１１．．．．図書室図書室図書室図書室のののの蔵書数蔵書数蔵書数蔵書数はおよそはおよそはおよそはおよそ何冊何冊何冊何冊ありますかありますかありますかありますか。。。。        

  500 冊～11958 冊 平均 4940 冊 

※図書室を設置していない施設の場合は、寮内等の所蔵冊数 

 

問問問問２２２２．．．．どんなどんなどんなどんな資料資料資料資料がありますかがありますかがありますかがありますか。（。（。（。（複数回答複数回答複数回答複数回答））））    

 

1. 文芸書 22 100％ 

2. 学習用図書 22 100％ 

3. 資格取得のための図書 22 100％ 

4. 芸術関係 20 91％ 

5. 一般教養書 22 100％ 

6. 実用書 22 100％ 

7. その他       3 21％ 

  「その他」内訳：犯罪もの、ポルトガル語を中心とした洋書、宗教関係  
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問問問問３３３３．．．．マンガマンガマンガマンガをををを置置置置いていますかいていますかいていますかいていますか。。。。    

 

1. 置いている a 図書と同じ扱い    12 55％ 

 b 特別な時のみ閲覧可    6 27％ 

2. 置いていな

い 

    4 18％ 

「図書と同じ扱い」にあった注記：歴史マンガ 

 「特別の時のみ閲覧可」にあった注記：夏冬特別期間のみ、許可制、薬物治療解説書 

  「置いていない」理由：・限られた入院期間内に資格取得の勉強や良書の読破に集中

させて矯正教育の効果をあげるため 

・矯正教育に支障がでる 

・不要 

 

問問問問４４４４．．．．雑誌雑誌雑誌雑誌をををを置置置置いていますかいていますかいていますかいていますか。。。。    

 

1. 置いている       8 36％ 

2. 置いていない       14 64％ 

  「置いていない」理由：・「マンガ」を「置いていない」理由に同じ 

・私費で購入 

 

問問問問５５５５．．．．年間購入予算年間購入予算年間購入予算年間購入予算はどれくらいですかはどれくらいですかはどれくらいですかはどれくらいですか。。。。        

11 万円~60 万円 平均 312,500 円 

 

問問問問６６６６．．．．図書室以外図書室以外図書室以外図書室以外にににに本本本本をををを置置置置いているところがありますかいているところがありますかいているところがありますかいているところがありますか。（。（。（。（複数回答複数回答複数回答複数回答））））    

 

1. 寮に置いている 22 100％ 

2. その他       2 9% 

3. 図書室以外においていない       0           － 

「その他」内訳：・教科教室 
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問問問問７７７７．．．．寄贈図書寄贈図書寄贈図書寄贈図書をどうしていますかをどうしていますかをどうしていますかをどうしていますか。（。（。（。（複数回答複数回答複数回答複数回答））））    

 

1. 内容をみて図書室に受け入れ

る 

16 79％ 

2. 寮内文庫に入れる      7 32％ 

3. 原則的に受け入れない      0      － 

4. その他      1 5％ 

  「その他」内訳：・職員が教育部門に保管し、必要に応じて貸出す 

 

問問問問８８８８．．．．入院者入院者入院者入院者がががが図書室図書室図書室図書室をををを利用利用利用利用できるできるできるできる回数回数回数回数はどれくらいですかはどれくらいですかはどれくらいですかはどれくらいですか。（。（。（。（複数回答複数回答複数回答複数回答））））    

 

1. 2 週間に 1回       2 9％ 

2. 1 週間に 1回       3 14％ 

3. 1 週間に 2回       4 18％ 

4. いつでも       5 23％ 

5. その他       8 36％ 

「その他」内訳：・図書室は設置していない 

・各寮の図書を週に 2回程度交換している 

・図書室は実質「図書保管室」として運用しているため、被収容者

は通常入室しない 

・寮単位に図書館コーナー設置されている 

・個別処遇のものについては適宜担任が用意する 

・必要に応じて、月一回程度、各寮の文芸担当者に委任 

・各寮内に任せてある 

・職員が許可をし、貸し出す 

 

※「いつでも」と回答した施設の内４施設は、寮内文庫についての利用回数（図書室を

設置していないか、設置していても少年には開放していないとの記述があった） 
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問問問問９９９９．．．．図書室図書室図書室図書室のののの担当者担当者担当者担当者はははは決決決決まっていますかまっていますかまっていますかまっていますか。。。。    

 

1. 決まっている 18 82％ 

2. 決まっていない       4 18％ 

 

問問問問１０１０１０１０．．．．矯正図書館基準案矯正図書館基準案矯正図書館基準案矯正図書館基準案をををを知知知知っていますかっていますかっていますかっていますか。。。。    

 

1. よく知っている       0      － 

2. 知っている       4 18％ 

3. 聞いたことはある       6 27％ 

4. 知らない       12 55％ 

 

問問問問１１１１１１１１．．．．読書読書読書読書はははは入所者入所者入所者入所者にとってにとってにとってにとって役役役役にににに立立立立つとつとつとつと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。    

 

1. 大いに役に立つ 22 100％ 

2. まあまあ役に立つ       0      － 

3. あまり役に立たない       0      － 

 

問問問問１２１２１２１２．．．．地域地域地域地域のののの公共図書館公共図書館公共図書館公共図書館とととと連携連携連携連携していますかしていますかしていますかしていますか。。。。    

 

1. 連携している A 本を借りている    2 9％ 

 B 本についての情報を聞く    0      － 

 C 図書館見学    2 9％ 

 D 図書館からの訪問受け入れ    0      － 

 E その他    1     5％ 

2. 連携していな

い 

 17 77％ 

「その他」内容不明 
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問問問問１３１３１３１３．．．．図書館図書館図書館図書館にににに団体貸出団体貸出団体貸出団体貸出のののの制度制度制度制度がありがありがありがあり、、、、希望希望希望希望すればすればすればすれば、、、、まとめてまとめてまとめてまとめて本本本本をををを貸出貸出貸出貸出しているのをしているのをしているのをしているのを

ごごごご存存存存知知知知ですかですかですかですか。。。。    

 

1. 既に利用している A 図書館が選書   0   － 

 B 指導教官が選書      0   － 

 C 院生が選ぶこともある    2 9％ 

 D その他   0     － 

2. 知っているが利用していない   11 50％ 

3. 知らない    9 41％ 

 

問問問問１４１４１４１４．．．．上記質問上記質問上記質問上記質問でででで②②②②、、、、③③③③とととと答答答答えたえたえたえた方方方方にににに、、、、理由理由理由理由をおをおをおをお聞聞聞聞かせくださいかせくださいかせくださいかせください。。。。((((母数母数母数母数 20)20)20)20)    

 

1. 手続きが面倒       3 15％ 

2. 希望する本がない       0      － 

3. その他       15 75％ 

回答なし       2 10％ 

「その他」内訳：・検討中 ・今後検討 ・以前に利用していたが休止中 

・現在、図書の整備を図っているため、院内にある本で充足 

 

問問問問１５１５１５１５．．．．読書読書読書読書にににに関関関関するするするする取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを実施実施実施実施していますかしていますかしていますかしていますか。（。（。（。（複数回答複数回答複数回答複数回答））））    

 

1. 読書会       3 14％ 

2. 読後感想発表会       15 68％ 

3. その他       8 36％ 

4. 実施していない       0      － 

「読書会」の頻度：毎月、月 2回 

 「読後感想発表会」の頻度：毎月、2 ヶ月に 1 回、3,4 カ月に 1 回、4 カ月に 1 回、半年

に1回、年に1回、寮ごとに毎月及び全体で年1回、頻度不明 
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「その他」内訳：・月 1回「図書だより」発行 

・毎日新聞社主催の読書感想文コンクールへの参加 

・少年の問題性に応じて個別に課題図書を指定し、その感想を書かせ

ている 

 

問問問問１６１６１６１６．．．．公共図書館公共図書館公共図書館公共図書館へのへのへのへの希望希望希望希望（（（（自由自由自由自由回回回回答答答答））））    

  ・新刊図書や人気図書の情報があれば、当院にもその情報を教えてほしい。 

  ・図書館にある本の案内などがあれば、利用しやすいのではないかと思う。 

  ・今回のアンケート結果を図書館研究会の発表に反映させたいということですが、当

院の教育資料として役立てたいと思いますので、今回の研究の発表原稿の要旨でも

結構ですが、送付していただけるとありがたい。 

  ・巡回文庫などがあればいいと思います。 

  ・連携についての制度等の広報につとめてほしい。 

  ・この度の結果を参考にさせていただき、当方の改善に役立てたいと考えております

ので、よろしければ調査結果を送付していただけましたら幸いと存じます。ご多忙

だとは思いますが、よろしくお願いいたします。 

  ・10 代、若者を対象とした就労・就職を支援する図書(出版)の充実。 
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「子どもの本を読む会」の果たした役割 
 

前田 千慧 （元中央図書館） 

大西 登貴子（中央図書館） 

前野 貞子 （中之島図書館） 

脇谷 邦子 （中央図書館） 

   
 
 

はじめに 
 大阪府立図書館に「子どもの本を読む会」(以下、「読む会」)という職員有志による研

究会があった。1968(昭和 43)年 2 月に発足し、2004(平成 16)年 3 月に解散するまで、じつ

に 36 年間にわたって活動を続けてきた会である。 

 「読む会」の活動については、中之島図書館の百周年記念に刊行された『中之島百年』

において、1974(昭和 49)年に夕陽丘図書館で児童室が設置され、その活動が中央図書館の

こども資料室へとつながっていった経過とともに簡潔にまとめられている(注 1)。また発足

当初からの「読む会」の活動については、『大阪府立図書館紀要』第 8 号にまとめられて

いる(注 2)。あわせてお読みいただきたい。 

 この 36 年の間に「読む会」にかかわった府立図書館職員は多数にのぼり、そうした人た

ちの努力の積み重ねによって今日の府立図書館の児童サービスが作り上げられたといって

も過言ではないであろう。 

 この小稿は、夕陽丘図書館における児童室開室の頃を中心に、その前後における「読む

会」の活動の歴史をたどり、活動の記録として書き留めておくことを目的とし、「読む会」

が府立図書館の中で果たした役割についても考察する。 

 

１ 夕陽丘図書館での児童室開室前後を中心に 

１．１ 児童書合評会を通して 

 「読む会」では、資料をみる目を養うことを目的に子どもの本の合評会を“とぎれそう

でとぎれることなく続け”てきた（注３)。合評会の成果は、府立図書館巡回文庫課の広報

紙『わだち』の中での児童書の紹介や、児童書のリスト作成等の業務に活かされていた。 

 『わだち』には 1968(昭和 43)年から“子ども達に楽しい読書を！”（注４）“子供たち

にこんな本を！”、“私の選んだ本”、“新刊ガイド本を読むたのしみ”などの欄で本の

紹介をしたり、“○○栄養士の子供の読書についての講義”(注 5)、“子どもと子どもの本
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と自動車文庫と”（注 6）、“子どもと一緒に楽しもう―子どもの読書とお母さん―”(注 7)

などの子どもの本と読書に関する記事も随時掲載された。 

児童書紹介リスト『児童読み物案内』は、夏休みに向けて、1969～1971(昭和 44～46)年

のいづれも 7 月に４ページだてで発行され、『わだち』と一緒に配布された。その後巡回

文庫課での配布を目的に冊子の形をとることになり、1972(昭和 47)年 10 月には『としょ

かんで借りて読むどうぶつの本』が作成された。このリストは、“はじめに”に記されて

いるように館の職員研修事業に組み込まれることになった。さらに翌年からは会員も参加

する形の児童書リスト編集委員会が組織され、1973(昭和 48)年 10 月には『こどものため

の１００冊の本 １９７３』を、夕陽丘図書館開館後の 1976(昭和 51)年 12 月には『としょ

かんでかりてよむこどもの本 １９７６』が刊行された。なおこれらリスト作成にあたって

は、巡回文庫課と「読む会」との関係づけ、リスト作成に伴う研修のこと、定価表示の可

否、リストの名称など、館当局と「読む会」との間で、さまざまな論議があったことを付

記しておきたい。また、館報『ゆうひがおか』の“新刊紹介 みんなで楽しい読書を”な

どでの図書紹介に会員も参加した。これらのことが児童室開室後の閲覧課と読書振興課共

編の『なつのほんだな』刊行へと継続されていったといえるだろう。 

 1977(昭和 52)年 7～8 月には「読む会」メンバーが中心となって、大阪新聞に“夏休み

図書案内”として、お薦め本を紹介した。また、1980～1984(昭和 55～59)年にかけては毎

月、『職員時報』（注 8）に“シリーズ児童文学のすすめ”や “読書フリータイム”を連

載、1981(昭和 56)年 3 月末からはふたたび大阪新聞の“この本読んでごらん”のコーナー

で子どもの成長をとらえた作品を紹介したりもした。 

 

１．２ 「こっぺぱん」の創刊～児童サービスの開始を願って 

都道府県立図書館では児童への直接サービスは必要ないという考え方が多数をしめる中

で、「読む会」の会員は、府立図書館においても児童への直接サービスを実施するべきだ

と考えており、新しく開館する夕陽丘図書館ではぜひ児童サービスをと願っていた。一方、

府立図書館の外でも、60 年代末から活発になっていた子ども文庫関係者を中心に夕陽丘図

書館での児童サービスを望む声が強く出ていた。 

しかし、1974(昭和 49)年 5 月の夕陽丘図書館開館時には児童への直接サービスは見送り

になっていた(注 9)。 

開館に先立つ 1973(昭和 48)年 2 月には「読む会」として、府立図書館の組合分会の機関

紙『日刊ペチカ』に“新分館で直接児童奉仕を”を５回にわたり掲載した。また、図書館

問題研究会大阪支部では 1973 年 3 月 8 日に問題別集会を開催したが（注 10）、この集会に

向けた討議資料を「読む会」が作成するなど、府立図書館での児童サービスの必要性を訴

える活動を行っていた（注 11）。 

こうした中で｢読む会」では、自らの機関紙を発行して府立図書館職員へ児童サービスの

必要性を訴えることが必要と考え、手作りの機関紙『こっぺぱん』を創刊した。 

以下に『こっぺぱん』の目次を紹介しながら、児童室開室に至るまでの動きを振り返っ

てみることにする。（〔 〕は補注） 
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 ０号 1974(昭和49)年5月13日 ［B4 1枚／2種類あり] 

         ［他に小型のちらし＜ぼくたちに本をください！＞も作成配付した。］ 

   ・子どもの本をよむ会からのメッセージ！ 

          あなたもいっしょにべんきょうしませんか！！  

   ・『こっぺぱん』・・・？ 

   ・［会員からの］ひとり一言 

 

 創刊号 1974(昭和49)年5月27日    ［B5 6ページ］ 

   ・創刊のあいさつ 

   ・大阪の図書館 むかし・・・そして今・・・ 遠山孝子（大阪市立中央図書館） 

   ・BOOK GUIDE  キスなんてだいきらい   

   ・府民センターだより 南河内府民センター図書室  脇谷邦子 

   ・「課題図書」の課題 

   ・［会員からのひとり一言］ 

 

 1.5号 1974(昭和49)年6月15日  ［B5 １ページ］ 

   ・“こっぺぱん”問題についてみなさんに訴えます！ 

 

『こっぺぱん』創刊号を発刊してすぐに大きな問題が発生した。館から、『こっぺぱん』

は「府立図書館では児童への直接サービスを行わない」という館の方針にそわないことを

外部に向けて発信するものであるとしてクレームがついたのである。館長・副館長・司書

部長・司書部各課長と「読む会」との話し合いがもたれたが、以降の館内での会の活動禁

止を言い渡されることになった。これに対して緊急発行されたのが『こっぺぱん』1.5 号

である。組合分会も組合員が自主的に作ったサークルであるとして、「読む会」を支持し、

活動禁止の撤回を求めて館との交渉をおこなった（注 12）。 

しかし、図書館内が『こっぺぱん』問題で揺れていた時、図書館の外では大きな動きが

起きていた。当時の黒田了一知事が、大阪府内の家庭文庫・地域文庫でつくる「家庭文庫

・地域文庫を育てる会」の要望に応える形で、6 月 12 日に夕陽丘図書館に主婦や児童のた

めの部屋を設けると発言したのである。この発言以降、図書館は児童室づくりに向けて急

展開した。「読む会」でも、あるべき児童室の姿を検討し、『こっぺぱん』2・3 号で発表

した。 

       

 ２号 1974(昭和49)年8月15日  ［B5 4ページ］ 

   ・夕陽丘図書館の児童室問題に想う 

   ・編集後記 
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 ３号 1974(昭和49)年)9月7日   ［B5 4ページ］ 

   ・夕陽丘図書館の児童室問題に想う(２) 

    ［付］こんな児童室はいかがですか？  ［B5とB4の図2枚］ 
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 ４号 1974(昭和49)年9月末   ［B5 6ページ］ 

   ・東京・図書館見てあるき その１ 町田市立町田図書館 

          南河内府民センター図書室 川本香代子 

   ・［BOOK GUIDE］絵本ねずみくんのチョッキ 

   ・［東京・図書館見てあるき その２］浦和市立図書館を見学して 

                       大阪キリスト教短期大学付属図書館 高橋寿恵子 

   ・イギリスだより （１） エクセター会議への出席  

                         ［大谷女子短期大学助教授］三宅興子 

 

 ５号 1974(昭和49)年10月末   ［B5 8ページ］ 

   ・イギリスだより （２） グリーン・ノウへの旅  

                         ［大谷女子短期大学助教授］三宅興子 

   ・［東京・図書館見てあるき その３］昭島市民図書館を見学して 

   ・夕陽丘図書館に児童室が！ 

   ・編集後記 ［図書館問題研究会全国大会分科会で事例報告をしたことなど] 

 

この間、9 月 22～24 日に富山で開催された図書館問題研究会の全国大会第５分科会“子

供のための図書館活動”で、「読む会」の活動について事例発表をおこなった（注 13）。 

10 月 4 日には、1975(昭和 50)年 4 月からの児童室設置に向けて予算要求が、さらに 10

月 8 日には部課長会議で児童奉仕についての方針が決定された（注 14）。 

      

 特別号 1974(昭和49)年11月19日  ［B5 7ページ］ 

   ・［11月7日の］「夕陽丘図書館の児童奉仕に関連して司書部長との話し合い」 

      から 

 

11 月 7 日に行われた司書部長との話し合いの内容は、(1)リスト作成について (2)西河

氏の寄付金による児童書購入について (3)児童室の設置についてであった。 

(1)は、中之島図書館で発行していた“あなたの読書のためにー灯下の 100 冊”が、図書

館は良書推薦事業をすべきではないという理由で、発行中止になったことを受け、子ども

の本のリストも発行中止と決定された。(2)は、箕面市在住の西河久平氏より 500 万円の寄

付の申し出があり、10 月 28 日付けで児童書 6,792 冊を受け入れたもので(注 15)、その後の

児童サービス展開の基礎資料となった。「読む会」は購入リストの作成などの協力を行っ

た。(3)児童室の設置については、この時点では館が予算要求をしている段階であった。司

書部長から運営方針や奉仕内容の説明を受け、研修体制の確立の必要性や児童書資料コー

ナーと児童室との関連などを話し合った。 

さらに 11 月～12 月には副館長、司書部長、庶務課長と職員の意見交換会がもたれ、府

立のかかえる様々な事柄（2 階休憩室の騒音対策、書架増設の必要性や禁帯出資料の範囲
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の緩和、延滞料廃止の検討等々）について話し合われたが、児童奉仕についても基本的な

考え方が示された（注 16）。 

 

 ６号 1974(昭和49)年12月23日 ［B5 6ページ］ 

   ・図書館とマンガ――第一回マンガを読む会より 無仁彰 

   ・再出発にあたって 吉田［敏代］ 

   ・イギリスだより （３） チルドレンズ・ブック・センター  

                                    ［大谷女子短期大学助教授］三宅興子 

   ・記録 夕陽丘図書館の児童奉仕基本方針 

    ［11～12月の］副館長等との意見交換会／［10月8日の］部課長会議報告より 

   ・子どもの本をよむ会この一年をふりかえって 

この年も、「児童書を読む会」(1969(昭和 44)年 10 月に府内の図書館員を中心に発足)

やストーリーテリングの勉強会「あまのじゃく」、英語原書で子どもの本を読む「オルコ

ット会」、児童図書館研究会近畿支部（1973(昭和 48)年 1 月発足）の学習会などに参加し

ている。1973・74(昭和 48・49)年の 11・12 月には、夜間に高石市にある保育士の養成校

である南海保育専門学院の講師として児童文学を担当し、会員が交代で講義を行った。 

 

 ７号 1975(昭和50)年3月18日   ［B5 8ページ］ 

   ・東京からのおたより 府県立図書館における児童奉仕について 

              東京都立日比谷図書館児童奉仕係長 中多泰子 

   ・［BOOK GUIDE］「十三才の夏」合評会より 

   ・ハンディキャップを持つ人々への図書館サービス(1) 

           “ふきのとう文庫”と公共図書館  無仁彰 

   ・編集雑記 

 

 第 7 号の「編集雑記」では、地域文庫「町の子文庫」のことが紹介されている。この文

庫は 1975(昭和 50)年 5 月 24 日に大阪市の阿倍野区に誕生。篤志家から 100 万円の寄贈と

建物の提供をうけ、運営は図書館問題研究会大阪支部に一任された。府内各地の図書館員

らが中心になって毎週土曜日に開いたが、ここにも会員が交代で参加していた（注 17）。 

家庭文庫・地域文庫との交流は、会発足当時から会員が願っていたことであり、巡回文

庫課の職員らを中心に積極的に文庫行事などに参加していった。1970(昭和 45)年 10 月に

会員の自宅で開設された「くすのき文庫」（のちに地域文庫に移行）やこの「町の子文庫」

では実際に運営にかかわった。なお 1970(昭和 45)年 7 月に松原市に誕生した「雨の日文庫」

（中川徳子氏主宰）開設（注 18）や、吹田市の「青山台文庫」（正置友子氏主宰）の運営に

も会員がいろいろな形でかかわっている。  

また、障害者（児）サービスにも目を向け、1973(昭和 48)年の秋に府立砂川厚生福祉セ

ンターの見学や（センターの都合で絵本の読み聞かせなどの実践は結局できずに終わって
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しまったが）職員との話し合いを試みたことがある。 

 

 ８号 1975(昭和50)年7月14日   ［B5 8ページ］ 

   ・(寄稿)夕陽丘図書館の児童奉仕について 一研究者より 

   ・まず動きだしましょう！ 千葉県立中央図書館 荒井督子 

   ・ヨコハマだより(私信)  元当館職員 辻田敏代  

   ・街頭紙芝居の保存を！ 

   ・『図書館白書'74』のさしえから  大谷女子短期大学助教授 三宅興子 

   ・［編集後記］ 

 

 ９号 1975(昭和50)年9月13日   ［B5 4ページ］ 

   ・新たなる出発のために――夕陽丘図書館児童室の課題 

   ・編集後記 

   ［付］大阪府立夕陽丘図書館児童室（周辺図） ［B4 1枚］ 

   

 9 月 14～16 日に神戸市須磨区で開催された図書館問題研究会全国大会に参加し、第 15

分科会“児童室の設計・運営”で、児童室の現状を事例報告（注 19）。この第 9 号はその討

議資料を兼ねている。 

 

 １０号 1976(昭和51)年3月15日  ［B5 4ページ／この号で休刊］ 

   ・まんが研究会開かれる――「はだしのゲン」を中心に 

   ・“ベスト３”の掲載について 

     生きることの意味／いちご／まぼろしの丘／りんごがたべたいねずみくん 

 

各会員おすすめの“ベスト３”は次号にも掲載する旨の記述がある。休刊の理由は今と

なっては定かでない。会員のさまざまな事情が絡んでいたのだろうが、児童室の開設とい

う大きな目的を達成し、また府立図書館において児童サービスが必要だという認識が拡が

ったということで、『こっぺぱん』は役割を終えたのだと評価したい。 

 

２ 児童室開室から児童サービスの基盤を確立するまで 
 念願の児童室が、1975(昭和 50)年 7 月 18 日に開室した。 

 児童室は、当初職員 2 名、広さ 90 ㎡のささやかなものであったが、ここに確かな“場”

と “人”を得たことで着実に実践活動を広げていくこととなった。 

児童室の活動とそれに関わる「読む会」会員について、＜行事＞ ＜ブックリストの発

行＞ ＜展示＞ ＜講演会・研修会＞ ＜じどうしつだより『はらっぱ』の発行＞と、項

目を立てて動きをたどっていこう。 

 



 40 

２．１ 行事 

児童室では、開室当初の 1976(昭和 51)年 1 月、「映画とブックトークの会」、同年 8

月「紙しばいとおはなし会」を開いた。しばらく途絶えていたが、5 年後に定例行事とし

て年間を通じて行われるようになった。 

・定例かみしばい会    1981 年 7 月 ～ 

（毎月第二水曜日  1 回目  2：30～  2 回目 3：30～） 

・定例おはなし会     1982 年 6 月 ～ 

（毎月第一木曜日  2：30～ ） 

「おはなしの部屋」というスペースのない児童室では、絵本コーナーや書架と書架の間

を利用するなど試行錯誤と工夫を重ねながら＜おはなしの時間＞が定着していった。その

後、夏休みには＜なつのおたのしみ会＞、冬休みには＜クリスマス会＞等季節に合わせた

行事も年間行事計画に組み入れられるようになった。 

「読む会」の会員は児童室の行事に生かしたいと人形劇グループ「こっぺぱん座」をつ

くり、会員外の人も巻き込んで練習に励んだ。この一座は府内各地の図書館行事などにも

参加した。また、読み聞かせやストーリーテリングの勉強に再度取り組んだり、会員外の

職員にも理解を広めようと職員向けの「おはなし会」を開いたりもした。 

 

２．２ ブックリストの発行 

子どもたちに本を紹介するものとして、ブックリストの果たす役割は大きい。読書意欲

高まる時期に魅力的な本を紹介しようと、ブックリストの発行が年間発行計画の中に組み

入れられるようになった。 

     ・『なつのほんだな』      1981 年 7 月 ～ ('93)  

      （年間の推薦図書の紹介：年１回刊行） 

     ・『わたしのほんだな－あき－』 1981 年 10 月 ～ ('92) 

       次号より『あきのほんだな』に改題 

      （テーマに沿った本の紹介：年 1 回刊行) 

・母親に向けた『ほんはともだち－おかあさんごいっしょに』や、ミニ・ブッ

クリスト（おりがみの本、クリスマスの本、おいしい本など）も次々に発行 

読みつがれてきた本を知ること、本を選ぶ目を養うことは児童サービスの基本である。 

従来から「読む会」が続けてきた児童書の合評会は、この＜本を選ぶ目＞を育ててきたと

いえるだろう。また、会員は、系統立てて児童書を学んでいこうと、昼休みの時間を利用

して、『日本児童文学案内』（鳥越信著 理論社）等をテキストに児童文学史の勉強を開

始するなど活動はさらに多様になっていった。 

児童サービスを担う部署は、児童室のほか、読書振興課、整理課（集書係児童書受入担

当）があった。いずれにも「読む会」の会員がいて、互いに協力しつつサービスの展開を

担っていった。特筆すべきは、1983(昭 58)年に始まった選書会議である。当初は児童室担

当者と集書係であったが、のちに読書振興課振興係児童書担当も加わり、定例化していっ

た(注 20)。府立図書館の児童書の収集は幅広く、受け入れる多様な児童書の中から直接こ
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どもたちが手に取る開架室に置くにふさわしい資料かどうか等一冊一冊を手にとって意見

を交えた。「選書」には児童サービスについての経験と研鑽が欠かせない。選書会議は“

人”を育て、その人材の輪を広げる役目も果たしていたといえるだろう。 

ブックリストにあげる図書の選定や紹介原稿の執筆にはさらに多くの会員の支援があっ

た。 

 

２．３ 展示 

       直接子どもたちが利用する資料以外に、府立図書館所蔵の児童書の収集範囲は幅広く、

特に外国絵本のコレクションには貴重な資料が多い。児童室開室１周年記念として

1976(昭和 51)年 7 月「世界の民話・昔話絵本」展が行われた。その後も幾度か展示は行わ

れ、やがて、研究者のみでなく一般利用者にももっと楽しんでもらおうと１階展示コーナ

ーで児童書の展示が活発に行われるようになった。 

       ・こどもに空想とやさしさをおくる絵本作家－アメリカの絵本作家三人展(1981.10) 

・ラテン 5 ヶ国の絵本(1982.5) 

・マザーグースの世界(1983.6) 

・アルファベットの絵本(1983.8) 

・こんな家に住みたいナ 絵本にみる住宅と都市(1984.7)等々。 

以後も毎年継続して、さまざまなテーマで活発に展示が行われている。 

 

２．４ 講演会・研修会 

 1977(昭和 52)年１月、児童室主担で、間崎ルリ子氏を講師に迎え「お母さんのための読

書研修会」が行われた。 

府内図書館や文庫等子どもと本に関わる人たちへの研修は、府立図書館の児童サービス

の大きな柱のひとつである。ただし、文庫活動への支援・振興業務は、読書振興課（自動

車文庫係・振興係）が担っていた。かつて、府内に図書館が少なく自動車文庫の果たす役

割が大きかった時代に比べ、次第に市町村図書館が建設され、児童サービスにおいてもサ

ポートが求められていた。府内図書館職員等も含めもっと幅広く子どもと本に関わる人た

ちへの研修を行っていくには、児童室と読書振興課が連携していくことが必要になってい

た。ここでも、「読む会」会員がそれぞれの部署にいて、スムーズな連携協力を可能にし

た。 

「北欧圏の絵本の現状」（木村由利子氏） 1982(昭和 57)年 10 月 

「現代に生きる子どもとおはなし」（大月ルリ子氏）1984(昭和 59)年 3 月 

「幼年文学をめぐって」（上田由美子氏） 1986(昭和 61)年 2 月 

以後、児童文学・児童サービスに関する講演会を読書振興課と協力しつつ、隔年で担当

していくこととなった。 

 

２．５ じどうしつだより『はらっぱ』の発行 
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1985(昭和 60)年に府内図書館向けの情報提供誌“大阪府立夕陽丘図書館じどうしつだよ

り『はらっぱ』”が創刊された。府内図書館の児童サービスを支援する情報を発信するこ

の冊子は、児童室の長年の課題であり念願でもあった。「読んでみてどこか心に残り、傍

らにおいて少しは役立ち、そして子どもと本に関わる者の思いを交流できるものをめざし

たい」これが創刊号に記された『はらっぱ』の目標である。初期の号は児童室以外の会員

の関わりの度合いが大きかった。児童書の評価、資料紹介、子どもの本の世界大会報告、

行事、読書離れ、児童奉仕のあり方等を取り上げて、問題提起と情報提供に努めた。 

 

２．６ “人の輪”が力になって 

1979(昭和 54)年 10 月に鳥越信氏の児童文学関係コレクションが大阪府に寄贈されるこ

とが決定した（注 21）。1984 年に大阪府立国際児童文学館が誕生した。この児童文学館と

府立図書館の役割分担が新府立図書館建設構想の中で論議の対象となった。行政改革の見

地からも、大阪府としての児童に対する図書館サービスのあり方が検討課題となり、組合

分会でも論議がなされた（注 22）。開室から 10 年を経て、実践を積み上げ、サービス基盤

を確立してきたことが、新府立図書館での児童サービス継続決定の力になったといえるだ

ろう。 

 また、「読む会」会員を中心とした図書館内部からの支援、加えて、府立図書館の児童

サービスの継続を願う府内図書館・文庫関係者の方たちからの声が大きな支えとなったの

も確かである。こどもと本を結びつける直接サービス、そして、府立図書館として市町村

図書館の児童奉仕活動を支援する間接サービス、どちらの面においても、府立図書館の児

童サービスが「読む会」の有形無形の援助に支えられてきたことは言うまでもない。 

サービスは“人”が育てていくものであり、また、“人”はサービスを真摯に続けてい

く中で育てられる。「読む会」という人の輪は、その大きな源泉となっていたといえるだ

ろう。 

 

３ 読書振興課で果たした役割 

３．１ 「読む会」での学習を力に 

 府立図書館にあって、児童室開始以前は府民と直接接する自動車文庫が実質的な児童サ

ービスを担っていた。1974 年の夕陽丘図書館開館を機に、巡回文庫課から、読書振興課へ

と課名を改め、自動車文庫係に加えて振興係を設けて、府内全体の読書振興、図書館未設

置市町村に対する補完サービス並びに図書館設置を促すための役割も果たしていった。時

に子ども文庫の隆盛期で、図書館設置を求める住民運動が各地で盛んになってきた時期で

もあった。文庫のお母さん方の学習意欲も高く、各地で読書会や勉強会が開かれ、振興係

の職員は講師として、進行役として、館外に出向いていくこととなった。そういう時にも

「読む会」で力をつけていたことが大いに役立った。 

読書振興課では自動車文庫用と読書会用に資料を収集・提供していたが、自動車文庫に

載せる児童書の選定及び読書会用児童書の選定には会員である職員があたった。府内の読

書会で取り上げる作家･画家の作品を出来るだけ集め、作家・画家の研究書と共に提供した。



 43 

特に松原市や熊取町や阪南市（当時は町）の文庫では児童書の合評や研究が活発に行われ

ており、レベルの高いレファレンスも多く寄せられた。日本語の参考文献が少ない作家・

画家についての質問もあり、その場合も、児童室とタイアップして、英語のレファレンス

・ブックで調査し、作家・画家のプロフィールや、書誌をコピーし図書とともに提供した。 

絵本作家では、例えば、センダック、ワイルド・スミス、レオ・レオーニ、エッツ、エ

リック・カール、バーニンガム等々。この時も、「読む会」の日ごろの研究活動による知

識・経験の蓄積が大いに役立ったといえる。 

 

３．２ 市町村図書館への協力  

府内に新しい図書館が設置されるときは、読書振興課が府の社会教育課と共に支援した

が、資料面では、基本図書リスト、参考図書リストや、児童書のリスト作成にあたった。

児童書のリスト作成に関しては、「読む会」の会員が全面的に協力した。1989(平成元年) 

阪南市立図書館(当時は町立)など多数の開館に立ち会った。  

 読書振興課では、一日緑陰図書館と銘打って自動車文庫車数台で出向き、主に子ども向

けの企画を催した。1979(昭和 54)年、1983(昭和 58)年、いずれも豊能町にて実施。  

 また、自動車文庫の出動休みの 8 月には、府内各図書館主催の「としょかんサマーキャ

ラバン」に自動車文庫車で赴き、協力参加した。1981(昭和 56)年 於：和泉市立図書館 

1982(昭和 57)年 於：茨木市立図書館 1982(昭和 57)年 於：和泉市立図書館 等。これ

らの行事にも会員の経験が生かされた。 

 児童奉仕活動の一環として、1979(昭和 54)年に、会員を中心に結成した人形劇団「こっ

ぺぱん座」は、館内の児童室のみならず、府内の図書館、公民館、保育所などで「三匹の

やぎのがらがらどん」「食べられた山姥」「白雪姫と七人の小人たち」「赤ずきん」「な

かよし」等の人形劇や、紙芝居、ペープサート、絵本の読み聞かせなどを公演し、読書の

楽しみにつながる活動をめざした。 

 

４ 終焉、そして新たな始まりへの期待 

４．１ 36 年間を振りかえって 

「子どもたちと本をつなぎたい、図書館サービスを子どもたちにも届けたい」との思い

で始まった「読む会」であった。時代が変わり、社会が変わり、大阪府立図書館における

児童サービスがスタートし、「読む会」会員の協力により、着実に地歩を固めていった。

しかし、サービスが定着してもまだ、図書館職員全体からみれば、｢府立図書館に児童サー

ビスは必要ない｣と考える職員も多く、係員 2 名のちっぽけな児童室存在の比重は軽かっ

た。そんな中で、月に 1 回、「読む会」で本について語り合い、情報交換することは会員

にとっては、楽しみであり、心の支えともなっていた。時には子育ての悩みをこぼしあっ

たり・・・、よいストレス解消の場にもなっていた。 

会員はリスト作成の協力、休暇をとって行事に参加したりと、有形無形の協力をしてい

たが、次第に時間外の協力が困難になってきた。児童室は図書館の一つの業務として課・

係の中で自立することが求められていた。 
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そんな中で、新図書館建設が決まり、様々な人々の努力と協力があって、児童室存続が

決定した。新府立中央図書館でのサービス開始準備に向けての取り組みが始まった。長期

間にわたって、子どもの本を読み、自費で研修に参加し、勉強を続け、図書館員としての

技量を磨きつづけ、お互いの学びや，経験を「読む会」を通して共有してきた実績は大な

るものがあった。会員の思いと蓄積してきたノウハウが新府立中央図書館での児童サービ

スに結実したのだと言えよう。中央図書館でのサービスの展開については『中之島百年』

に記されているので、ここではふれない。 

 

４．２ 「読む会」の果たした役割は受け継がれていく 

しかし、新中央図書館開館後、「読む会」は残念ながら休会状態となってしまった。職

場環境の変化や、開館直後の利用増大による業務に追われ、少なからぬ会員が会を続ける

ゆとりを無くしてしまった。児童サービスが図書館業務としてしっかりと確立・自立でき

たことも理由の一つである。 

休会状態になってしまった「読む会」は 2004(平成 16)年 3 月，発足当初の会員の退職

を機に区切りをつけ、解散することとした。過去に「読む会」で徴収していた会費(合評

会のための図書の購入目的等で月 100 円徴収、時に児童サービスのために使ってきた)の

残額(約 9 万円あった)は絵本を購入して、「読む会」として中央図書館に寄贈して清算し

た。 

1968(昭和 43)年の会の結成以来、「府立図書館で、子どもたちと本をつなぎたい、図書

館サービスを子どもたちにも届けたい」と、思いつづけた願いはかなった。 

その間、「読む会」を通して、多くの本を読んできた。「読む会」を通して、多くのこ

とを学んできた。多くの会員の学習と体験を交流しあい、お互いを高めあうことができた。

本だけでなく、人形劇など、子どもの文化全般に対する視野を広げることができた。図書

館の仕事全体に対しても、真摯な意欲を持ちつづけることができた。 

1993 年、夕陽丘図書館の若い職員を中心に勉強会「夕陽丘倶楽部」が発足した。「子ど

もの本を読む会」が一つのモデルになったと思いたい。大会・研修会等の参加報告、障害

者サービス、レファレンス、YA サービス，図書館の自由等のテーマに加えて、組織の話、

予算についてもテーマとして取り上げている。仕事に対する研鑚を積み、仕事に熱意と意

欲を喚起していった。ただ、この「夕陽丘倶楽部」も新図書館が開館してまもなく中断し

てしまった。 

しかし、今また新たな勉強会が中央図書館の若い人たちを中心に幾つか試みられてい

る。「読む会」以来の図書館員(専門職)としての誇りと、よりよい仕事を追及したいとい

う熱意は、大阪府立図書館にしっかりと根付いている。 
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陽丘図書館 1981 年 

(22) 児童サービスについては、『分会ニュース』 No.439（1984.9.12）に当時の児童室担当の大西

登貴子と前田千慧が“あなたとともに考えていきたい児童室のしごと・今後”と題して現状と

課題を掲載。他に『図書館問題研究会大阪支部報』 No.186（1983）に“府立図書館の児童資料

サービスのあり方を考えるために”(前田千慧)を掲載した―のち加筆訂正し『こどもの図書館』 

Vol.31，No.5（1984）にも掲載。 
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    『大原文庫』をめぐって（第１部）  

 

大阪府立図書館収蔵までの道程   

―大原社会問題研究所と大阪府社会事業会館－  

   

第１部 大原社会問題研究所の資料蒐集 

 

                           森田 俊雄（中之島図書館）                            

 

はじめに 

筆者は 1998(平成 10)年度から 2002(平成 14)年度まで大阪府立中央図書館資料情報課第

2 係長として大原文庫(1)の洋書の遡及入力業務に携わった。前任の福井係長から引継ぎを

受け係員の宗保、安井両司書に細かな作業手順を教わる形で始まり、書誌データ作成は大

原文庫と旧中之島図書館所蔵の洋書を合わせ年平均 8,000 冊のペースで進んでいった。  

夕陽丘図書館勤務時代、大原文庫の和図書を手に取ることがあったが、洋書はほとんど

なかった。この遡及作業で大原文庫の洋書に触れ実に様々な内容と装丁の図書、古書店の

シール、所蔵者の書き込み、献呈者のサインを目の当たりにして改めて大原文庫への関心

が高まっていった。 

大原文庫は倉敷紡績株式会社社長大原孫三郎が 1919(大正 8)年大阪天王寺区に創設した

大原社会問題研究所(以下「大原社研」)の蔵書である。1937(昭和 12)年大原社研は土地、

建物、蔵書約７万冊を大阪府に譲渡して東京に移転した。大阪府は旧大原社研の土地、建

物を大阪府社会事業会館として転用、譲渡の図書も収蔵し社会事業の拠点施設として活用

した。その後厚生会館と名称を改め昭和 20 年には活動を停止した。戦後大原文庫は譲渡条

件を巡ってその行方が注目されたが、大阪府は旧大原社研跡地を大阪府立図書館の天王寺

別館とし厚生会館から大原文庫の蔵書を移管させた。 

戦後天王寺別館の活動は焼け残った旧大原社研の書庫から始まり、1950(昭和 25)年開館

の天王寺分館を経て 1973(昭和 48）年夕陽丘図書館となった。大原文庫は貴田春男氏の「＜
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寸描＞天王寺分館から夕陽丘図書館へ」（本誌掲載）にあるように天王寺分館時代に再整理

され公開された。1996(平成 7)年大阪府立中央図書館が東大阪市荒本に開館し、夕陽丘図

書館は廃止され大原文庫は中央図書館に移管された。 

このような経緯から大阪府立図書館には幾人かの職員が大原文庫に強い関心と愛着を持

ち、加藤和基、石井敬三の両氏はこれまでに『大阪府立図書館紀要』等で大原文庫の紹介

や研究を発表している（2）。 

筆者は 2002(平成 14)年中之島図書館開館百周年記念出版物『中之島百年』(3)に大原社

研の創設から夕陽丘図書館に至る歴史について執筆依頼を受けた。しかし大原社研につい

ての知識もそれほどあるわけではなく書けるとは到底思えず拒み続けていたが、遡及入力

業務で手に触れた大原文庫の洋書とその蒐集への関心が一方にあり、この機会に調べてみ

るのも勉強になるだろうと東京町田の法政大学大原社会問題研究所を訪ね資料を閲覧し、

それを用い大原社研の初期の図書蒐集の様子などを交え一応の歴史は辿ることができた。   

今回ここに平成 10 年以来発行が止まっていた『大阪府立図書館紀要』が再刊になり、『中

之島百年』では書くことができなかった大原社研の欧州での図書蒐集のエピソードや図書

室の活動等を中心にその様子を描き、大原文庫が最初に譲渡された大阪府社会事業会館の

図書室の様子にも触れながら大阪府立図書館に大原文庫が収蔵されるまでを辿ってみたい。 

 

 

1-1 資料蒐集の始まり 

    大内兵衛(4)は大原社会問題研究所の大阪時代をこんな風に紹介している。『大原社会問

題研究所が、大阪時代にやろうとしたことは三つあった。一つは世界で一番いい社会問題

研究所をつくろうということ。それには世界中の社会主義および社会運動に関する図書、

資料を含めて集めよう。これが高野先生の一つの理想であった。高野先生は本が非常に好

きな人で、大原さんもそれにはずいぶん金を出しました。モスクワにいまマルクス・レー

ニン研究所というのがありますが、それと競争して、それにまけないような立派なものが

できあがったのです。』(5)、最初に海外で資料蒐集に当たったのは櫛田民蔵と久留間鮫造

で、２人が神戸港から旅立ったのは 1920(大正 9)年 10 月 29 日であった(6)。櫛田民蔵(7)

は当時 34 歳。東京外国語大学、京都帝国大学、東京帝国大学に学び、東京帝国大学経済学

部時代に高野岩三郎と知ることになる。同志社大学の学生部長から大阪朝日新聞社を経て

1919(大正 8)年 4 月高野の勧めで大原社研の嘱託として勤務同年 7 月研究員となった。 
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久留間鮫造(8)は倉敷市生まれの 26 歳。1918(大正 7)年に東京帝国大学政治学科を卒業

後、一時大阪の住友銀行に入行したがほどなく退社し、友人の林桂二郎の紹介で大原孫三

郎に面会、新しくできる大原社研に入所の希望を伝え、高野岩三郎から入所の許可をえた

青年であった。 

1-2 櫛田民蔵 

大阪府立中央図書館の大原文庫には Eltzbacher 文庫が含まれている。この Eltzbacher

文庫入手の経緯について宇佐美誠次郎は以下のように紹介している。 

『エルツバッハー(Paul Eltzbacher,1868～1928)は、アナーキズムの研究者であるとと

もにアナーキズム文献の収集家として世界的に知られ、大原社会問題研究所が彼のコレク

ションを譲り受けた当時はベルリン商科大学の教授であった。エルツバッハー文庫は、1921

年に櫛田氏がエルツバッハー教授から譲り受けた 956 冊の基本蔵書をもとに、1922-23 年

に森戸氏が譲り受けた補充を加えたものであって、補充分は教授がフランス・ドイツ・オ

ーストリヤ・イタリヤのアナーキストたちに依頼して基本蔵書に欠けているものおよびそ

の後の出版物を収集したものである。』（9）。 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

櫛田民蔵と Eltzbacher （法政大学大原社会問題研究所蔵） 

1921(大正 10)年ドイツで資料蒐集をしていた櫛田はどのような機会に Eltzbacher と知

りあったのだろうか。櫛田と Eltzbacher は 1921(大正 10)年以前から知人であったのだろ

うか。仮に交流があったにしても櫛田が Eltzbacher と意気投合し、というよりも

Eltzbacher が櫛田に魅かれて、と言ったほうが当たっているかもしれない。個人の蔵書を

譲渡されたというところに、櫛田民蔵という人物の人柄を想像することができよう(10)。 
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Eltzbacher が櫛田に送った自分のポートレートが残っている。49 頁右の写真がそうであ

るが、その台紙に彼のサインで櫛田と２人の美しい思い出にという趣旨の添え書きがある。

またドイツの櫛田の下宿先であろうか、彼と櫛田らしき人物が写った写真も残っている

(11)。大原社研から欧州に派遣され図書蒐集に任じた人は他にもいたが、このようなエピ

ソードを残したのは櫛田を置いて他にいない。 

筆者が見た限りで、櫛田の手紙は走り書きというのだろうか、大変読みにくい。読みや

すく書くことなど全く拘らない風である。大原社研の研究員であった林要は自著『おのれ・

あの人・この人』で、櫛田の人物描写をしている。「そっ歯で、よく食べものの汁などを髭

からたらした。」、「蓬頭垢面(垢面の証拠は不十分だが)に無精ヒゲの櫛田さん」とか、取り

分けた野菜を、食べたばかりのオムレツの残汁に漬けて食べたと書いている(12)。揶揄と

もとれるこの描写から伺えるのは、何事にも飄然として、あるがままに生きる櫛田の人柄

をよく表しているのではないだろうか。飄とした櫛田がドイツの古書店にひょっこり現れ、

本の注文をする光景を想像するだけで楽しいものである。 

欧州で蒐集旅行中の櫛田の手紙を読むと、若い久留間を気遣い、励まし、時に慰めてい

る。同行した久留間鮫造は気遣いと繊細さの人であったから、彼の拘らない性格に援けら

れることも多かったのではないだろうか。櫛田には大原社研入所までに屈折した人生経験

があったが、彼の経験と天性の人柄が Eltzbacher や図書蒐集を競った当のロシアのリャザ

ーノフ(13)からも一目置かれてロシアに招かれるなど、人と運までも引寄せて貴重な図書

を大原社研にもたらしたと言えよう。なお櫛田がドイツで 1921(大正 10)年 8 月 14 日から

1922(大正 11)年 5 月 16 日の間、大量に書籍を購入した書店などはフォック書店、フライ

ハイト社、ユンゲガルテ書店、ストライサンド書店、オエスターヘルド書店であった（14） 

    

1-3 久留間鮫造の図書蒐集 

久留間鮫造は櫛田と共に 1921(大正 10)年 1 月７日ロンドンに到着した。櫛田は 10 日ほ

ど滞在し 1 月 17 日ドイツへ旅立っていった。久留間の最初の住所は、30,Upper Park Road, 

Hampstead, London であった。ほどなくして Highgate 地区、Causton の下宿に移った。   

Highgate はロンドン北部の「高い台地上の住宅地」(15)で、Highgate Cemetery(ハイゲ

イト墓地)は有名で、墓地にはカール・マルクスの墓がある。久留間は Highgate にマルク

スの墓があることを知っていて半年間同宿した星島茂と何度か行ったという（16）。今では

ロンドン中心部と Highgate の間は地下鉄で結ばれているが、当時は Causton の近くに
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Edgware, Highgate & London Railway の Highgate 駅があり、久留間はここからロンドン

の書店に通った。                                                                                                    

久留間は 1921(大正 11)年 3 月、研究所から次の電報(17)を受取っている。日付は 1921

年 3 月１日、午後 3 時 30 分。文面はローマ字で手書きである。 

“mazukaiireni kakare atofumi ”（まず、買いいれにかかれ、あとふみ） 

久留間はこの電報を受取る前に研究所に何を相談したのだろうか、その回答としての「買

いにかかれ」の文面には緊迫感が感じられる。 

電報を受け取ってから１ヶ月ほど経った、1921 年 4 月 22 日付けの所長高野岩三郎宛の

手紙で、高野からの図書購入の指示については、その趣旨を十分承知したこと、また本の

買い入れには少しも手違いが生じないこと、しかし途中で購入の方針を変更した為、努力

のわりには購入が捗っていないことを御推察くださいと書いている。途中からの変更とは、

「当初はなるべく一般的に(方面に付いても年代に付いても)蒐集」する方針だったが、丸

善でも蒐集できるような本は止め、ロンドンでしか蒐集できない「オーエニズムとチャー

ティズムとを中心として先世紀前半迄の労働問題関係文書」（18）を集めた。労働問題関係

文書は、「ネグレクトせられて居ました事とて目録を作って本屋に渡しても十分に集めるこ

とが出来ませぬ、それでやむを得ず２週間餘りもかかってミュージャム・ブックストアー

と云う本屋(此種のものを一番多く蔵して居る店)の穴倉から山積した本を出して来て其中

から選り出しました。先週の土曜日にやっと穴倉漁りを終りました。」(19)と報告している。

その結果「オーエンのものは殆ど完全、チャーディ
マ マ

ズムのものも比較的に善いコレクショ

ン」が出来たが、チャーティズムの有名なものは、ロシア政府の代表者がきて購入した後

だったという。後に久留間は「下宿におちつくとすぐ、ぜひこれだけはなくてはならぬと

わかっている本のリストを作って本屋にわたすと同寺に、猛烈な俄勉強をはじめた。経済

学史、社会思想史、社会運動史、といった種類のものをいろいろ読んで、第二次、第三次

とリストを作って本屋にわたし、またチャーロング
マ マ

・クロスを中心にかなり方々歩きまわ

って古書漁りもしました。」(20)と回想している。 

    

1-4 久留間とイギリスの書店 

大原社研に送られてきたロンドンの古書店のカタログ(21)から久留間の回想の中にある

The Museum Book Store、George Harding、P. S. King & Son、Luzac & Co.の４軒を紹介

する。 
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The Museum Book Store は、大英博物館の正面ゲート近く Museum Street にあった。 

1926(昭和 5)年発行の The Museum Book Store のカタログ 102 号は“Political economy 

―An extensive collection of important books and pamphlets relating to all braches 

of political and social science―”というタイトルである。内容は Agriculture にはじ

まり、“Chartism and the chartist movement”“Comers and trade”“East India trade”

“Fisheries”と続き、最後は“Early socialist movement”“Transport”で終わる。 

163 ページ、2,834 タイトルが掲載されている。掲載されている書籍の出版年代は 17 世紀

から 20 世紀初頭までの本である。1926(昭和 2)年当時の経営者は L.Kashnor。久留間が穴

倉にもぐりこんで探したというのに相応しい品揃えの豊富な店である。 

George Harding 書店は、大英博物館の西、Great Russell Street にあった。ここで久留  

間は経済を中心とした書物を集め、George Harding から発送している。1921(大正 10)年発

行のカタログのタイトルは“Catalogue of old & modern books etc.”、古書店兼新刊本

を扱っていた。内容は Part1～Part5 に仕分けされている。Part1 は考古学、伝記、年代記、 

歴史、法律、哲学、地誌学等。Part2 はチャールズ 1 世、Civil War(チャールズ 1 世と議

会の争い)、イギリス共和国、チャールズ 2 世関係。Part3 は女性問題関連図書。Part4 は

書誌学。Part5 は最新入荷分。カタログ中最古のものは 1640(寛永 17)年に出版された

〔Parker 著〕：Case of ship mony briefly discoursed according to the grounds of law, 

policie
マ マ

, and conscience, presented to the High Court of Parliament.である。17 世

紀の出版物をかなり多く販売している。 

政府刊行物はキングで、東洋関係の資料はリューザックで蒐集したという。 

キングとは、P. S. King & Son のこと。1819(文政 2)年の創業である。ウエストミンス

ター寺院の西を南北に走る Great Smith Street と Orchard Street が合流する付近にあっ

た。1927(昭和 2)年発行のカタログ King’s monthly list の書店名の下段にサブタイトル

風に、Publishers,Parliamentary and General Bookseller, Bookbinder and Printers.

と印刷されている。キングはイギリス政府刊行物の販売者であり、書籍の製本、印刷、出

版者を兼ねた書店である。カタログを見ると統計書、年報、報告書や国際連盟、コロンビ

ア大学出版局の出版物や The American political science review なども扱っている。 

1921(大正 10)年 6 月 15 日付けの P. S. King & Son から大原社研宛の手紙(22)には、久

留間が選んだ Parliamentary Papers を 3 つの大きな木箱で送ったこと、将来にわたって

大原社研にその都度必要に応じて、議会関係、公的刊行物、政治、経済、社会関係の図書
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を提供できるであろうと書いている。実はこの Parliamentary Papers の蒐集では King 側

の対応に久留間は苛立ちを隠さず「大部なので今二週間もかゝらねば蒐集が出来ぬと云い

ます(英国人の呑気で獺惰なのに殆んど愛想がつきます)」と高野に書き送った(23)。蒐集

に追われる日々と、ドイツ行きを控えた久留間の正直な気持ちであった。 

リューザックは Luzac & Co.で 46,Great Russell Street にあった。1928(昭和 3)年のカ

タログのタイトルは“A short list of secondhand books on the history & geography, etc., 

of the Orient”である。タイトルの通りロンドン、パリやインド、エジプトなどで出版さ

れた仏教、ヒンズー教関係の書籍、中東・アジアの芸術、宗教、神話、文学などの出版物

が掲載されている。1904 年発行、狩野元信の画の写真複製本“Masterpieces of Motonobu” 

(2vols.)は 18 ポンド 3 シリングである。 

久留間はマンチェスターやオックスフォードにも出かけた。マンチェスターではサット

ンという古書店を訪ねている。サットンとは Albert Sutton のことで、店は 43,Bridge 

Street, Manchester にあった。1929(昭和 4)年のカタログには、B. Sutton, H. Sutton の

名前が列記されているので彼等が経営者であろう。1929 年発行のカタログのタイトルは

“Catalogue of interesting literature”。カタログは辞書体目録風に著者と主題がアル

ファベット順に配列してある。これを見る限りでは社会科学関係の書籍が目立って多いわ

けではない。掲載された古書の出版年代は 17 世紀から 20 世紀初頭まで。最古は 1638(寛

永 15)年出版の Northampton shire の主題の下に配列された Reynoldes 著の“Sermon 

touching the peace and edification of the church, preached at Daventry, June 12,1637.”

である。久留間はサットンの地下室で「ローソク片手に発掘作業」をしたと回想している

（24）。 

後年久留間は自分が図書委員に選ばれ、「とくに外国へいって本をずいぶん集めて来た関 

係から、外国のいろいろの古本屋からカタログを送ってくる。」(25)それを見て本を発注し

たと回想している。カタログが残る B. H. Blackwell, John & Edward Bumpus, The Communist 

Book shop, Grafton & Co.なども久留間が訪れたイギリスの書店であろう。     

 

1-5 図書蒐集リスト 

1921(大正 10)年 7 月 19 日ロンドンを出航した香取丸で大原社研に送付した図書のリス

トには 148 冊がリストアップされている(26)。それについて大阪府立天王寺分館が大原文

庫の再分類に使用した日本十進分類法第 6 版の主題名称に従いその一部を紹介する。 
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 労働問題、A worker looks at history. By Mark Starr, 社会病理、Perils of wealth  

and poverty. by Canon Barnett, 経済学・経済思想、Wealth. by Edwin Cannan, 婦人問

題・性問題、Straight talks to women. By Mary Scharlieb, 社会政策、Social insurance 

unified and other essays. by Joseph L. Cohen, 労働者保護、The children of the 

unskilled. by E.Llewelyn Lewis. 共産主義、Creative revolution. by Eden & Cedar Paul. 

労働組合及び運動、A short history of the modern British working-class movement. by 

W.W.Craik, 婚姻問題、The disinherited family. by Eleanor F. Rathbone. 労働条件、

The wages of men and women. by Mrs. Sidney Webb. 労使協調・温情主義、The whitley system 

in the Civil Service. by J.H.Macrae Gibson.などである。この他には社会保健、婦人解

放・男女平等論・婦人参政権、住宅問題、国語教育、民族学、産婦人科、鉄道運輸関係の

図書が書かれている。 

 また Stevenson の Treasure Island. Edward Bellamy の Equality、 J.S.Mill の

Utilitarianism. Lenin の The state and the revolution, Kautsky の Dictatorship of the 

proletariat.  More の Utopia, 辞書では Japanese English dictionary, French Japanese 

dictionary, Baedeker のガイドブック Belgium and Holland なども購入している。 

 この蒐集リストは、櫛田との約束で久留間が購入を受け持った経済学史、社会思想史、

社会運動史関係の図書の一部ということができる。このリストを見て本来なら蒐集範囲で

はない宝島やユートピア、ガイドブックがあったことに何か安堵した思いである。何故な

ら異国の地で来る日も来る日も社会・労働関係の専門図書を探し続けた久留間は神経衰弱

気味になっていった(27)。専門書ばかりを集めていたら久留間ならずとも神経衰弱になろ

うというものである。宝島やユートピアやガイドブック何でも良い自分の好きな本を買う

ことで束の間の休息を見つけた久留間を想像したからである。 

  

図書の蒐集とは、“人間的な余りにも人間的な”行為ではないか。図書を目の当たりにし

蒐集しようとする人間には様々な迷いや思いが交錯する。そして自分に何かを諦めさせる

ように迷いを断ち切りそれを買う。しかしそれで安心したわけではない。買った傍からま

た迷い、反省し、悔やむことになるのである。これは図書を蒐集する人間に共通の偽らざ

る気持ちであり思いではないか。久留間を神経衰弱に陥れたのは蒐集という魔物であった。 

筆者は久留間が蒐集した貴重書や稀購書に興味はない。むしろその辺に転がっていた本、

たいして価値はないけど面白そうと思って久留間が買った本に、彼の蒐集への想いを感じ
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取りたいからである。しかしそれはないものねだりと言うものであろう。 

 

1-6 蒐集と留学生 

久留間は蒐集生活から健康を害した。幹事の高田慎吾が久留間鮫造に宛てた 1921(大正

10)年 6 月 7 日付けの手紙がある。その中で高田は久留間の健康を案じ、同時に『御手紙に

依れば色々内地では得難い珍本が殷々に集りますそうで(１字不明)に結構に存じます。貴

方の海外に於ける御努力が今後研究所の研究調査の上にどれ程多大な効果を齎すかを思い

ますと(１字不明)に感謝に堪えません。』(28)と書き、また書庫を現在増築中で８月には完

成する予定だとも書いている。幹事高田の優しい気遣いが感じられる手紙である。久留間

はこの手紙を受取った後にロンドンを発ち、櫛田のいるドイツに向かう事になるのである。

ただ、久留間の蒐集旅行には、ちょっとした行き違いが生じた。 

 久留間が命じられたのはあくまでロンドンでの資料蒐集であった。ところが途中で留学 

生に変更したいという希望を洩らしたらしい。それは櫛田の意見でもあったようだ。留学

生への変更を申し出たのは、櫛田・久留間が航海中に何れかの停泊地から手紙で願い出た

らしい。それは久留間がロンドンに到着して早々に、幹事高田に宛てた手紙からの推測で

ある。文面の最初に謹賀新年と書いてあり 1921 年 1 月 30 日にロンドンで書かれたものと

思われる(29)。その手紙の中で久留間は旅程の変更は櫛田の旅程の変更に伴うもので、櫛

田の厚意と忠告であると述べ、希望が適わなくても自分としては不本意とも失望すること

もないと書いているからである。 

この申し出に対し幹事高田は、2 人の洋行が決定した経過や所員への説明からして、途

中で名義を留学生に変更するのは「面白くない結果があるように思われて仕方がありませ 

ん。」と書き、久留間の滞欧期間が当初半年であったものが、1 年 2 年それ以上に延びても 

「本の買い入れと(1 字不明)研究所との連絡を計ることに努めてくださる方がよいと思い

ます。」(30)とし、大原孫三郎も久留間の半年間の出張には無理があり、海上の日程は除く

方向で考えていたことを伝え、更に「期日が延びるのは仕方がないとして、研究所の関係

者には矢張り初めの通りにしておく方がよいと思います。」(31)と研究所を取り仕切る幹事

としての気遣いを見せている。この手紙の大阪・高津局の消印は 1921 年 3 月 26 日である。 

 “1-3 久留間鮫造の図書蒐集”で紹介した“まずかいいれにかかれあとふみ”の電報は

この辺りの事情が背景にあり、余計なことは考えずにまず蒐集の仕事に専念せよと、若き

久留間鮫造に対して幹事高田慎吾が檄を飛ばしたのであろうか。 



 

56 

この手紙の宛先は、Upper Park Road,Hampstead,London となっていて、その文字に打消

しの線が引かれ、下に Highgate の住所が書かれている。Hampstead の滞在は短期間であっ

たのであろう。 

    結局久留間は留学生扱いにはならなかったが、櫛田と共に約 2 年間の蒐集生活を送り、

無事に帰朝したのは、1922(大正 11)年 8 月 15 日であった。同年 9 月 21 日の『日誌』(32)

には次の記事がある。 

『午後 6 時より食堂に於いて櫛田、久留間両氏の歓迎会を開く。出席者大原、小河、 

両評議員他所員 22 名。河上、河田、米田、柿原、(2 字不明)欠席の旨通知来る。 

食後会議室にて櫛田、久留間両氏の報告あり 10 時閉会』 

2 人を送り出した大原孫三郎、小河滋三郎は出席したが、河上肇、河田嗣郎、米田庄太

郎、柿原政一郎は欠席だった(33)。彼らにとっては気骨の折れる蒐集の旅(34)であったが、

2 人を大原社研最初の図書蒐集に派遣した大原孫三郎たち首脳陣の人選は実に見事であっ

たと言うべきであろうか。 

    なお書籍購入費であるが、櫛田は 2 万 6678 円 20 銭 1 厘(3179 磅 13 志 11 片)。久留間は

2 万 102 円 7 銭 4 厘(2206 磅 7 志 2 片)であった(35)。 

    

〔久留間鮫造に関するメモ〕 

久留間鮫造がイギリスへ到着してから図書蒐集のため猛勉強を始めたが、それは船中で

櫛田と蒐集分担の話しになり、「経済学、社会主義、社会運動の文献を主として」集めるこ

とになったからである(36)。また当初久留間は、櫛田の助手的存在として欧州に同行し蒐

集を手伝うということだったため、特に文献について勉強していなかったこともがあるだ

ろう。 

久留間はまだ経済学の専門家ではなかった。これから研究生活に入ろうとする青年であ

った。回想によれば欧州航路の途中、櫛田にイギリスでの蒐集を半ば強制された形でしぶ

しぶ引き受けさせられたのである(37)。櫛田が強制したのなら、久留間に半年で帰国され

たのでは困るので、久留間を単なる蒐集助手の立場から、留学生扱いにして長期の滞欧生

活ができるよう大原社研首脳陣に願い出た。あるいは半年で蒐集するのが無理と考えた櫛

田が、首脳陣に日程の変更と久留間の留学生扱いを願い出たとも考えられる。櫛田自身は

留学生扱いだった。それについて先に紹介したように幹事高田慎吾は困惑し否定的見解を

久留間に送付した。 
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久留間は蒐集を押し付けられたが、そのことは所長の高野、幹事高田には報告している

はずである。してみれば、高野は久留間に文献蒐集の指示を与えざるを得ない。従って久

留間の手紙を紹介したとおり、高野からの指示があり、そのとおり蒐集はしていますと報

告した。高野が久留間にどのような資料の蒐集を命じたかはわからないが、具体的な資料

名を挙げたわけではなく、学問分野での指示であろうし、かなり広範な分野を指示したの

かもしれない。しかし久留間は途中からある程度分野を限定し、日本の丸善でも蒐集がで

きるものではなく、ロンドンでしか入手できそうもない文献の蒐集を図った。それについ

て高野は余計なことをするなと叱ったわけではないから、久留間の判断を尊重し、幹事高

田はそれを感謝していのるのは手紙のとおりである。 

久留間が猛然と蒐集したのは労働問題関係文書であったが、これは高野からの指示がな

く彼の独断であった。 

        

1-7    初期の資料整理    

大原社研は創立時の規定の中で、図書主任 1 名、司書若干名を置くことを明記していた。

大原社研の歴代の図書主任は初代が森川隆夫、2 代が内藤赳夫(38)であるが、2 人とも研究

員に昇格している。 

森川は 1884(明治 17)年生まれ。広島県出身、採用当時 35 歳。京都帝国大学文科(言語学)

を 1915(大正 4)年に卒業した文学士であった。京大の附属図書館には 1915 年 8 月 31 日か

ら 1919(大正 8)年 3 月 31 日まで勤務した（39）。 

森川が大原社研の図書主任として採用されたのは 1919 年 4 月である。1919 年の大原社

研の『日誌』に森川は事務長という肩書きで書かれている。当時の森川は単なる図書主任

ではなく事務長も兼ねていた。幹事の高田慎吾、庶務主任の鷹津繁義（鷹津は『日誌』で

書記と書かれることもある。）らと研究所の予算事務も担当していた。森川は 1920(大正 9

年)年 4 月に研究員となる。 

森川の入所当時の年俸は、同時期に入所した研究員大林宗嗣の 1 千 860 円と同額であっ

た。年俸が 1 千 500 円、手当が年 360 円で合計 1 千 860 円である。この額は 1919 年 3 月研

究員として入所した久留間鮫造の年俸よりも高給である(40)。1 千 860 円という年俸である

が、当時の大阪府立図書館長の年俸は 1 千 600 円、司書は 576 円であったからかなりの高

額といってよい(41)。図書主任兼事務長の立場がそうさせたのだろうが厚遇を以って迎え

られている。 
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図書主任森川の最初の仕事場は、大阪市西区江戸堀北 1 丁目の倉敷紡績内の臨時図書室

であった(42)。西区江戸堀北 1 丁目は、頼山陽生誕の地や関西大学の前身である大阪法律

学校があった土地である(43)。ここに倉敷紡績が出張所を開設したのは 1918(大正 6)年 4

月 15 日のことであった(44)。 

森川が臨時図書室で見た資料の中には、櫛田民蔵、久留間鮫造がロンドンやベルリンな

どで蒐集した資料はまだなかった。しかしこの時点で既に内外の図書が倉敷紡績の臨時図

書室集められ、高野岩三郎が図書分類整理の指導をしている(45)。 

1922(大正 11)年の研究所の『日誌』には、多忙な図書整理や分類作業を伺わせる次のよ

うな記事がある。 

“9 月 21 日、平岡君に休職中図書整理賃(14 日分 1 日 1.50)21.00 円支給” 

“9 月 23 日、樋口恒一郎君を臨時図書整理員として採用月手当 50.00 本日より勤務” 

この時期は櫛田、久留間が外国で購入した書籍が続々と研究所に運び込まれていた時期

であった。そのため 1922 年 9 月 23 日の記事によれば、1 階の閲覧室は当時共同研究室と

して使用されていたが、急遽購入書籍の保管場所とすることになり、労働年鑑編集室を会

議室に社会事業年鑑編集室を所長室に、所長室は東隣に移転。あおりを受けて細川嘉六・

水谷長三郎、櫛田・久留間の研究室がそれぞれ移動させられた。どうやら研究室は 2 人 1

組で使用していたようである(46)。1922 年当時閲覧室はまだ一般公開されていず、公開さ

れるのは 1924(大正 13)年 4 月のことである。 

“10 月 6 日、山岡実四郎君を臨時図書整理員として採用月手当 40.00” 

“10 月 13 日、小泉鉄氏（書籍分類を委託す）今朝所長同伴来所、本日より分類に着手”

“10 月 16 日、小泉鉄氏に臨時図書分類事務嘱託の件” 

“10 月 24 日、山下一雄君を臨時図書整理員として採用” 

“11 月 16 日、図書部臨時整理の為 1 箇年の契約にて井上進一氏を採用す、本日より出

勤” 

この他に図書カードのタイプ打ち 1,202 枚を個人に外注している。この間に邦文タイプ 

ライター、机などが続々と買い込まれている。1922(大正 11)年は図書整理の大繁忙期で

あった。 

 

1-8 事務会の決定事項 

大原社研の事務上の問題は毎月第 1 木曜日に開催された事務会に於いて決定された。
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1930(昭和 5 年)年 5 月 23 日に開催された事務会での資料(47)に添って資料収集事務の流れ

と事務会の役割について触れておきたい。 

この時の事務会の出席者は、所長高野岩三郎、森戸辰男、細川嘉六、久留間、森川、鷹 

津繁義、越智道順、後藤貞治、笠信太郎、鷹羽であり、内藤は出張中であった(48)。事務

会での議題は次ぎのようなものであった。高野の報告は（1）大原夫人葬儀ニ際シ研究所ノ

執リタル敬悼方法ノ件（2）「研究所雑誌」発行ニ関スル件（3）内藤君出張ノ件（4）図書、

資料室ニテ雇員各一名試験的採用ノ件（5）会計監査ヲ細川氏担当ノ件。その他協議事項 3

件であった(49)。 

また資料取扱い事務については次ぎのように決定された。受け付けた文書、刊行物は事

務室受付係で受信簿に記帳した後、資料室、図書室に回付する。受け取った各室は受信簿

に受取印を押印し授受の責任を明らかにする。ただし書店が直接資料室、図書室に持ち込

んだものは別とする。この決定以前、寄贈図書の記帳、礼状送付は一括して事務室が処理

していたが、決定以後は資料室、図書室各室の責任で受付けから礼状の発送まで行うこと

となった。 

資産台帳上の決定事項では、「櫛田、森戸両氏独乙より臨時購入洋書価格評価の件」があ

る。購入当時マルクの暴落で法外に廉価な価格で購入したが、その購入価格をそのまま資 

産に繰り入れることになると、将来紛失、弁償の際に不都合が生じるのではないか、よっ

て適正な価格に評価し直し、台帳に記載するのが妥当ではないか。いまだそれが実現して

いない。当該図書の台帳の金額欄が空白で、計算することができない。至急再評価を行う

ことが望ましい。という提起があり、高野の意見で図書室と事務室で協議し処理をするこ

とが決まった。 

図書受入伝票への価格記入について、Hugo Streisand(50)を初めとする外国書店からの

洋書の購入、和書寄贈本の価格評価、予約出版物、メンバーシップ出版物の価格の図書受

入伝票への記入を図書室が行うこと等が決定された。 

以上の決定事項の最後は次ぎのような厳しい叱声の言葉で結ばれている。 

「研究所重要資産ノ最タル整理済ノ図書ガ右ノ如キ原因ノ為ニ資産ニ繰入レラレズシテ

宙ニ浮ケルガ如キ有様ニアルハ、ヨシ危惧スルガ如キ問題惹起セズトスルモ資産管理上永

クカゝル不健全ナル状態ニ置ク事ハ如何カト思ハル。」 

 

図書室の決定事項 
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(1)購入図書 購入図書受付簿を備え  

記入事項 受付日付、受付者の捺印、著者名、出版年月日、定価、

購入先 

(2)寄贈図書 寄贈図書受付簿を備え  

記入事項 受付日付、受付者の捺印、寄贈者名、寄贈図書の著訳者 

名、書名「出版年月日」及び「定価」。礼状発送の年月日（礼状は図

書室より発送す）。礼状の形態（例えばはがき又は封書等） 

寄贈交換依頼簿を備え  

寄贈図書を選択し図書委員の許可を受け寄贈依頼状を発送す 

寄贈図書にして欠本、欠号の補充及び継続を要するものは定期に之 

を調査して寄贈依頼状を発する 

寄贈図書の成績は随時図書委員に報告する 

        記入事項 発信日付、著者、書名、部数、冊数、出版年月、定価、発行所 

(3)購入寄贈不明の図書  図書臨時受付簿を備え 

到着の図書にして購入か寄贈か不明なるものの受付を正確にする 

所属判明次第購入或は寄贈簿に記入す 

                                        記入事項 受付日付、受付者の捺印、著者名、書名、出版年月、定価、発

送先 

  図書室報の発刊---- 

     記載事項 

      1.研究所へ購入、寄贈の図書 

      2.定期刊行物の社会問題に関する記事索引 

 この時課題に挙がった「図書室報」の発刊であるが「資料室報」のように独立した形で

発行はされなかった。それは『大原社会問題研究所雑誌』が 1933(昭和 8)年 11 月 5 日発行

の第 10 巻第 3 号で終刊となり、1934(昭和 9)年 7 月 8 日に『月刊大原社会問題研究所雑誌』

として復刊された時、巻末に図書室が編集した「社会問題関係主要雑誌記事目録」と図書

室・資料室共編の「新着図書資料」も掲載しその責務を果たすこととなった。  

前記の「図書室事務取扱上の申し合せ決定事項」によれば、当時の図書室のメンバーは、 

内藤赳夫、荻野秀一(51)、椹木通夫であり、次のような決定事項が書かれていて、図書委

員（研究員）を長とする図書室の寄贈、見計いの様子が把握できる。 
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（1）寄贈については、1.寄贈図書（単行本並に定期刊行物）の依頼は、図書委員の許

可を得てから行う。2.寄贈依頼の結果を随時図書委員に報告すること。 

（2）見計注文は、1.係員は図書目録類を蒐集し図書を選択発注する。その際、必ず図書

委員に認可を得ること。 

以上の決定事項とは別に見計いについては以下の資料(52)がある。 

シュトライザンド･丸善･登美屋 → 図書委員認定 → 重複調査 → 購入簿記入 

→ 雑カード作成及繰込 → 受入伝票作成(図書室保存) → 各書店請求書(現品ト照

合ノ上主任サインス) → 会計課ニテ支払 

 見計い図書については次のような添え書きがある。 

○見計図書ノ注文 

見計図書ノ書店ニノミ一任セズ適当ト思ハレル図書ヲコチラヨリ積極的ニ注文センガタ

メニ、係員ハ図書目録類ヲ蒐集シ適当ト思ハレル図書ヲ選択シ、又所員ヨリ依頼セラレ

タル見計注文図書ヲ整理シ、図書委員ノ認可ヲ得テ注文ス。 

○見計図書ノ成績調査 

 見計注文図書ノ原簿ヲ作リ、定期ニ成績ヲ調査シ、其未到着ノモノヲ督促スル事。  

 見計注文図書ハ定期又ハ随時図書委員ニ報告スル事。 

 

法政大学大原社会問題研究所にはHugo Streisandの見計い用図書書リストが残されてい

る。期間は 1927(昭和 2)年から 1935(昭和 10)年 10 月 12 日までのものである。 

見計い用図書リストを見ると、中に返品と赤で書かれた文字があり、図書主任森川の押

印がある。1932(昭和 7)年森川死去後は後任の内藤が押印している。返却の文字などから

見計いは現品を見て選択した可能性がある。1929(昭和 4)年に Hugo Streisand に送付した

と思われる英文タイプで打たれた手紙の下書きがある。それには返品した書籍が請求書に

入っていたから次の請求書でその分差し引いて請求するように指示している。また必要な

書籍は社会主義、経済学で哲学、文学、宗教は必要がないと書いている。哲学、文学、宗

教を蒐集しなかったわけではないが、Hugo Streisand のような社会科学の専門書店からは

買うことがなかったのであろう。 

丸善(大阪心斎橋）、登美屋(大阪西区阿波堀)の見計いが現物を見た上で購入手続きされ

たものかは今のところわかっていない(53)。 
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〔図書室に関するメモ〕 

大原社研の図書室の活動等に関しては、資料がほとんどなく調査されることも多くない。

ここで図書室というのは『大原社会問題研究所雑誌』や大原社研内部資料での表現であ 

る。そして図書室とは、室の名称ではなく、図書の蒐集から受入れ整理までの業務を担当

する部署という意味である。 

大原社研の図書室は何時からあったのか。厳密に言えば 1930(昭和 5)年以前は確認でき

ない。 

 森川隆夫が図書主任として採用されたのが 1919(大正 8)年４月。この当時の大原社研は

まだ独立の建物を持たず石井記念愛染園(54)の中にあった。石井記念愛染園は手狭で臨時

図書室は前述したように倉敷紡績にあり、そこで図書の発注業務、分類、整理がされてい

たのであろう。しかしそれはまだ図書室の業務ではなく森川個人の仕事であった。1919 年

から 1924(大正 13)年の図書室の一般開放までの 5 年間は“図書室以前の時代”である。 

『大原社会問題研究所栞』(55)は 1926(大正 15)年に越智道順が作成した(56)。その平面

見取り図を見ると、図書事務室の名称がある。そしてこの年に図書委員ができた。図書室

委員ではなく“図書委員”である。図書委員は研究員の役割で図書購入・寄贈の最終決定

者である。図書委員制度は導入されたが、図書室の業務については『大原社会問題研究所

五十年史』(57)に説明がなく、明確にはならない。この時分類は研究員の共同作業に決定

した。 

1926 年以前、研究員たちは自由に図書を発注していたのかもしれない。そうであれば図

書委員導入により無断で図書の発注を禁じたということになる。この時分類の共同分担と

同時に「会計の内部監査に当たる会計委員を設けること」が決まっている。これにより予

算執行面でのチェック機能が加味され、自己検査を厳密にし、従って図書の選定購入も曖

昧さを排除し委員制度を導入して、購入の決定権を 1 人に集約し、所員の勝手を制限し図

書発注に厳密さを求めたものであろう。 

1930(昭和 5)年に至ってようやく図書室の姿が浮かび上がってくる。 

まず図書購入先である。これを見計いという形で整えた。ここで初めて図書室が主体と

なって図書の選定から購入までを統括する体制ができたのである。図書室の職員に図書選 

定・寄贈依頼の権限が与えられている。無論最終判断は図書委員である研究員にあるが、

図書室の職員の図書収集の役割がようやく認められたということであろう。1930 年の図書

室、資料室との合同会議でもわかるように、図書の管理的な部分は後回しにされている。
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大原社研の発足当時の図書受入簿ともいうべきものに、「仕分簿」(58)がある。仕分簿には、

購入年月日、書名、購入価格が記入されているだけである。仕分簿のような簡単な書式で

購入図書等の管理がされて 10 年以上が経過したのであろう。 

1930(昭和 5)年の事務会で、当初外国で購入した書籍が資産に組み込まれていないとの

指摘を紹介したが、櫛田が外国で購入した書籍の価格を、庶務主任の鷹津繁義が時価で円

に換算したと宇佐美誠次郎が紹介している(59)。(櫛田の書籍が大原社研に到着したのは

1921(大正 10)年から 1922(大正 11)年ごろのことである。)この時の換算が法外に安価であ

ったため台帳未記入となったのだろうか。その最終調整を鷹津がいた事務室と図書室で協

議し決定することとなったのだが、1930 年のこの苦言は 1936(昭和 11)年に現実となり、

大阪府に図書約 7 万冊譲渡の際、貴重な資料も極めて安価な譲渡額となったのであろうか。

1922年の財団法人登録時の和洋図書合計冊数は 11,519冊、評価額は 3万 2829円であった。

単純に 7 倍しても 20 万円は超えることになる。因みに 1922 年当時の土地の評価額は 10

万円、建物 10 万円、書庫 5 万円、それに図書を合わせて約 29 万 3000 円(60)。それを 1936(昭

和 11)年 20 万円で購入したのだから本当に安い買い物であった訳である。「森戸辰男より

久留間鮫造あて」1936 年 11 月 25 日付けの手紙に、「図書の方は府の購入目的、支払うる

金額が判明せず、同時に当方の譲渡部分の明細が出来かね、旁々足踏みの状態です。」とあ

る(61)。この表現を見る限り図書の評価額の積上げと言うよりも、大阪府が図書一括の値

段を提示する形での交渉だったようにも思われる。 

 

1-9 大原社研の図書と資料    

大原社研は図書資料を図書室と資料室で受け入れた。図書室で受入したものが“図書”

と呼ばれた。和洋の単行本、叢書、全集等で大原社研の図書分類表によって分類された。  

一方資料室が受け入れたものは“資料”と呼ばれ、官庁、団体等が出版した調査、統計、

報告書等の資料であり日本労働年鑑、日本社会事業年鑑編纂のための資料として受入され

た。 

 

資料は A 類から F 類の 6 種類に区分された(62)。 

A 類―統計年報、地方官公庁統計書類・・・発行主体別に整理 

B 類―臨時的に発行される調査報告書及其他の資料・・細分類して整理 

C 類―定期的刊行の調査、統計、報告書及其他資料・・発行主体別に整理 
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D 類―定期的刊行の官公私報及諸機関紙類 

E 類―新聞資料・・・・新聞切抜分類による整理 

F 類―実地調査報告 

これらは、購入、交換、寄贈等の方法で蒐集された。『月刊大原社会問題研究所雑誌』の

1934(昭和 9)年 1 月から“資料”として掲載されたのは A～D 類の資料の内 A 類・統計類と

B 類・調査類であった。 

寄贈資料は事務部（1929(昭和 4)年当時の表現、事務室と同義）が寄贈図書原簿に記入

する。次に A 類から E 類の整理は以下のように行われた。 

○A 類 B 類の資料整理～資料室は単行本的な資料につき、「本カード」(小分類で整理）

と「雑カード」(発行主体別に整理)を作り、必要なものは内容索引を作成する。ここで

受入られた資料は、1 年乃至数年後に図書部に回付され普通図書に準じて整理される。

ビラ、ポスター、リーフレット、写真などは台紙に貼って綴込みして整理する。 

○C 類 D 類の資料整理～受付簿に記帳し、必要なものは記事索引を作成する。1 年後には

図書部に回付し製本して整理される。 

○E 類の資料整理～24 種の新聞と大阪朝日、大阪毎日、東京日日の地方版から必要記事

を「切抜分類」の符号、新聞略名、月日を色鉛筆で記入、切抜 1 件 1 枚ごとに台紙に貼

り、分類整理して『日本労働年鑑』編纂として利用した後は必要部分を残し目次を作成

し整理する。 

 

 B 類だけは「B 類資料小分類」によって分類された、大項目だけを記せば、Ⅰ社会状態、

Ⅱ社会運動、Ⅲ施設及対策、Ⅳ社会思想家運動、Ⅴ国際労働問題、Ⅵ政治(国別に分類す)、

Ⅶ経済、Ⅷ財政、Ⅸ人口、Ⅹ社会思潮である。この大項目はアルファベットの小文字を用

いて細区分された。 

例えば、「大阪機械工作所争議の真相」という資料は、B 類分類表のⅡ．社会運動の a．

労働争議 であるから分類は、Ⅱ.a とされた。 

また B 類には、雑誌論文の抜刷、別刷や『大阪風水害誌』(大阪市）、『樺太土産』（秋守

常太郎）、『子は国の宝』(日本少年保護協会）といった“単行本的”と称される図書も、内

容が日本社会事業年鑑等の編纂に必要と看做されたものは資料扱いにされた。 

“資料”は年鑑編纂を目的として収集されたので、一般書とおぼしきものでも内容が検

討され厳密に“図書”と区別された。“資料”は受入時点から年鑑編纂用であり、一般の閲
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覧対象ではなかったから、図書室利用者は閲覧することはできなかったであろう。説明に

あるように１年乃至数年で図書室に送付され、再整理されて閲覧に供された。 

 

図書については、大原社研の図書分類表(別表)にあるように当時としてはかなり詳細な

分類表である。分類表の詳しい検討は稿を改めるとして、この分類表の作成者は高野岩三

郎 1 人ではなく、櫛田、久留間、細川嘉六、大内兵衛、権田保之助たちとの協同制作では

ないだろうか。大原社研の初期の研究員たちは高野を慕う学徒らで構成されていることを

考えれば、高野の呼びかけで研究所の分類表作りに参加することは極めて自然なことであ

る。この分類表には、高野が思い描いた「社会主義および社会運動に関する図書、資料」

(63)を収蔵する理想の図書館像があり、それを共有する形で櫛田、久留間、細川、大内、

権田たちの社会経済問題等に対する射程も反映しているのであろう。また図書整理実務及

び図書室の運営については図書主任森川隆夫、司書内藤赳夫が所属した青年図書館員聯盟

(64)の影響が考えられる。また青年図書館員聯盟の 1929(昭和 4)年 8 月第１回図書館講習

会に荻野秀一を出席させ、図書室司書育成を図っている。 

                                

（別表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大原社会問題研究所図書分類表」（）内の数字は便宜上漢数字とした。 

１．社会問題 

 （一）社会問題一般１（二）特殊研究２（三）歴史及記述３ 

（四）労働運動 

 a.労働運動一般 4 b.亜米利加 5 ｃ.豪洲 6  d.欧羅巴 7 e.日本 8 

f.其他 9 

（五）産業組合運動 10（六）労働立法 11（七）少年労働 12（八）婦人問題 13（九）失業及職

業紹介 14（十）和解及仲裁制度 15（十一）社会保険 16（十二）利潤分配及幸福増進設備 17

（十三）土地及小作人問題 18（十四）中流階級問題 19（十五）生計費 20（十六）住宅問題

21（十七）租税其他ノ財政問題 22（十八）雑 23 

２．社会事業 （一）公民学 24（二）一般自治問題 25（三）都市問題 26（四）農村問題 27（五）

貧困問題 28（六）救済事業 29（七）児童保護 30（八）婦人救護 31（九）犯罪学及矯化制度

32（一〇）雑 33 

３．社会主義 （一）社会主義一般 34（二）集産主義 35（三）ギルド社会主義 36（四）サンディ

カリズム 37（五）共産主義 38（六）無政府主義 39（七）雑 40 
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注記 

                

はじめに 

(1) 大原文庫の歴史：「社会問題の解決は公平なそして飽くまで根本的な立場からするを要し、決して

一部利害関係者の見地からすべきではない。それには問題の基礎に溯り、我国の実際に鑑み、且諸外

国の実例に徴して、充分研究調査を遂げなければならぬ。」というのが大原孫三郎の大原社会問題研

究所設立の趣旨である。1919(大正 8)年 2 月 9 日創立。1920(大正 9)年 5 月 9 日天王寺区伶人町 24 番

地に大原社研の新築成る。同年 7 月 9,10 日開所式。所長は当時東京帝国大学教授だった高野岩三郎

である。社会問題の科学的研究の機関として活動するが、1937(昭和 12 年)土地、建物、図書約７万

冊を 20 万円で大阪府に譲渡し、大原社研は 1937(昭和 12)年、東京都淀橋区柏木(現新宿区)の日本画 

壇の重鎮山内多門の旧邸に移転したが、1945(昭和 20)年 5 月 25 日の空襲で焼失、貴重書等を入れた

土蔵だけが焼け残る。戦後、法政大学と合併、1950(昭和 25)年財団法人法政大学大原社会問題研究 

４．社会衛生 （一）基礎医学 41（二）臨床医学 42（三）歴史及伝記類 43（四）通俗医学書類

44（五）雑 45 

５．経済学 （一）経済学一般 46（二）特種研究 47（三）経済学史 48（四）経済史 

  及経済事情 49（五）原始産業 50（六）工業 51（七）貨幣銀行 52（八）商業 53 

   （九）交通 54（十）経営学会計学 55（十一）独占及合同 56（十二）人口問題 57 

   （十三）殖民 58（十四）保険 59（十五）財政 60（十六）雑 61 

６．社会学 （一）社会学一般 62（二）社会科学史 63（三）歴史及記述 64（四）純正  

  社会学 65（五）応用社会学 66（六）雑 67 

７．統計学 （一）統計学一般 68（二）人口統計 69（三）経済統計 70（四）社会統計 

  71（五）各国統計 72（六）都市統計 73（七）雑 74 

８．政治学 （一）政治 75（二）法律 76 

９．哲学 （一）哲学 77（二）宗教 78（三）教育 79 

１０．理学 80 

１１．歴史地理 （一）歴史 81（二）地理 82 

１２．文学 83 

１３．定期刊行物 84 

１４．辞書類 85 

１５．雑 86 
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所として再出発し、現在は財団法人を解散し法政大学の付属研究所として活動を続けている。初代所

長は久留間鮫造である。(『大原社会問題研究所五十年史』法政大学大原社会問題研究所 1970) 

なお大阪府立天王寺分館が引き継いだ「大原文庫の蔵書構成は、和漢書 24,126 冊、洋書 37,637 冊、

総数 61,763 冊であり、主に社会科学関係の資料が多く、経済学を中心として、政治・法律・労働・

教育・社会福祉等に関する図書である。」(加藤和基「大原文庫紹介」『大阪府教育委員会月報―特集

大阪府立夕陽丘図書館』No.306 大阪府教育委員会 1975.7) 

(2) 加藤和基(元大阪府立中央図書館)「大原文庫稀購書紹介１」『大阪府立夕陽丘図書館だより ゆうひ

がおか』No.1 大阪府立夕陽丘図書館 1974.10、「大原文庫稀購書紹介 2」『大阪府立夕陽丘図書館だよ

り ゆうひがおか』No.2 大阪府立夕陽丘図書館 1975. 1、「大原文庫紹介」『大阪府教育委員会月報―

特集大阪府立夕陽丘図書館』No.306 大阪府教育委員会 1975.7、「大原文庫についてーその由来と利用

―」『大阪府立夕陽丘図書館だより ゆうひがおか』No.11 大阪府立夕陽丘図書館 1977.10、「大原社会

問題研究所の足跡」『大阪府立図書館紀要』第 4 号 大阪府立図書館 1968.3.31 

石井敬三(元大阪府立中之島図書館)「大阪府立夕陽丘図書館蔵 大林宗嗣旧蔵書目録 洋書の部」

『大阪府立図書館紀要』第 25 号 大阪府立図書館 1989.3.31、『大原文庫研究の栞』No.1～No.3 石

井敬三編発行 1989～1990、「欧州図書収集物語―大原社研・櫛田民蔵・久留間鮫造のことなどー」『大

阪府立大学附属図書館報 図書館だより』第 29 号 大阪府立大学附属図書館 1992.3.20、「大原社会

問題研究所図書室の図書整理作業」『転換期における図書館の課題と歴史 石井敦先生古稀記念論集』

石井敦先生古稀記念論集刊行会編 緑蔭書房 1995.9、「大阪府立夕陽丘図書館蔵 大林宗嗣旧蔵書

目録 和書の部」『大阪府立図書館紀要』第 26 号 大阪府立図書館 1990.3.31、「＜研究ノート＞大林

宗嗣旧蔵書・書き込みの概要」『大阪府立図書館紀要』第 27 号 大阪府立図書館 1991.3.31 *(注)

『大阪府立図書館紀要』の 25,26,27 号は大阪府立中之島図書館と大阪府立夕陽丘図書館の共同編集

発行である。 

(3) 中之島図書館百周年事業の一環として 2004(平成 16)年 2 月 24 日に発刊された。非売品。 

1-1 資料蒐集の始まり 

(4) 大内兵衛「大原社研と労働年鑑」『法政大学大原社会問題研究所資料室報』No.116 法政大学大原社

会問題研究所資料室 1966.1  25 頁 大内兵衛：1888(明治 21)年～1980(昭和 55)年。1920(大正 9)

年には大原社研の嘱託となる。 

(5) 大内兵衛「大原社研と労働年鑑」『法政大学大原社会問題研究所資料室報』No.116 法政大学大原社

会問題研究所資料室 1966.1 “高野先生”は高野岩三郎のこと。高野岩三郎：1871(明治 4)年～1949(昭

和 24)年。大正・昭和期の統計学者、社会運動家、東京帝国大学教授、大原社会問題研究所長。(『新 
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訂・増補人物レファレンス事典』日外アソシエーツ、2000 年) 

(6) 『大原社会問題研究所五十年史』法政大学大原社会問題研究所 1970  

(7) 櫛田民蔵：明治 1885(明治 18)年 11 月 16 日～1934(昭和 9)年 11 月 16 日。大正・昭和期の経済学者。

(『新訂・増補人物レファレンス事典』日外アソシエーツ、2000 年) 

(8) 久留間鮫造：1893(明治 26)年 9 月 24 日～1982(昭和 57)年 10 月 20 日。(『新訂・増補人物レファレ

ンス事典』日外アソシエーツ、2000 年) 

1-2 櫛田民蔵 

(9) 宇佐美誠次郎「大原研究所所蔵の『資本論』初版本とクーゲルマン文庫、ハースバハ文庫など」（下）

『法政大学大原社会問題研究所資料室報』No.206 法政大学大原社会問題研究所資料室 1974.8 

(10) Eltzbacher 文庫の 956 冊の譲渡価格は 8 千 911 円 58 銭 9 厘。（注(9)の宇佐美文献）。櫛田民蔵の

略歴等について次の資料に詳しい。「故櫛田民蔵氏肖像及略歴」「櫛田民蔵氏著作目録」「研究員櫛田

民蔵氏の訃（所報）」、「櫛田民蔵氏追憶会（所報）」、『月刊大原社会問題研究所雑誌』昭和 9 年 12 月

号、昭和 10 年 1 月号。「櫛田民蔵顕彰碑建立さる」、「高野岩三郎・櫛田民蔵両先生追憶会」、『法政大

学大原社会問題研究所資料室報』No.241, No.245  法政大学大原社会問題研究資料室 1978.1、1978.6、

宇佐美誠次郎「櫛田民蔵蔵書に関連して」『法政大学大原社会問題研究所研究資料月報』No.298 法政

大学大原社会問題研究資料室 1983.7 

「櫛田民蔵氏追憶会」からの一節に「会場には黒幕のバック前に白い花輪に包まれて故人の遺影が

掲げられ、その前に大原孫三郎氏より贈られた一対の供花が置かれたほかには故人の著作目録、遺著

及絶筆の手稿（本誌所載）が中央の卓上を飾るのみで、故人の風格にふさわしく極めて簡素。」とあ

る。 

(11) 法政大学大原社会問題研究所が所蔵している。Eltzbacher について宇佐美誠次郎が久留間鮫造の

印象を紹介している。「久留間先生の思い出によると、エルツバッハーは顔が黒く、感じのいい人柄

であった。ベルリン郊外の立派な家に住んでいたが、レストランで会食したとき、床におとしたチー

ズをひろってたべていたのが印象に残っている。また、エルツバッハーは背の低い金井延と同級だっ

たので、背の高い久留間さんに、君は本当に日本人か、君のお父さんは日本人か、と聞かれたという

ことである。」（注（9）の宇佐美文献、23 頁の〔注 70〕） 

(12) 林要『おのれ・あの人・この人』 法政大学大出版局、1970  

(13) リャザーノフ、1870～1938 リャザーノフは筆名。ソヴィエト・ロシアの経済学者、歴史家、マル

クス文献学者。(『社会科学大事典』19 巻 1971)1921 年から 31 年までマルクス・エンゲルス研究所 



 

69 

 

の所長。（注（9）の宇佐美誠次郎文献、8 頁） 

(14) 櫛田民蔵・久留間鮫造関係文書。法政大学大原社会問題研究所蔵。書店名は記述のとおり。 

1-3 久留間鮫造の図書蒐集 

(15) 『コンサイス外国地名事典』第 3 版、三省堂 1998 

(16) 「社会科学五〇年の証言 10 ―久留間鮫造 第 3 回 欧州の思い出―」『週刊エコノミスト』1973(昭

和 48)年 9 月 4 日 毎日新聞社  

(17) 法政大学大原社会問題研究所蔵「久留間鮫造関係ファイル」 

(18)(19) 久留間鮫造の高野岩三郎宛の手紙（大正 10 年 4 月 22 日付）法政大学大原社会問題研究所蔵 

(20) 久留間鮫造「学究生活の思い出」『思想』No.350 岩波書店 1953.8 

1-4 久留間とイギリスの書店 

(21) 大阪府立中央図書館蔵 大原文庫関係未整理資料  

(22) 法政大学大原社会問題研究所蔵 

(23) 高野岩三郎への手紙、1921(大正 10)年 4 月 22 日付け、法政大学大原社会問題研究所蔵 

(24)「社会科学五〇年の証言 10 ―久留間鮫造 第 3 回 欧州の思い出―」『週刊エコノミスト』1973(昭

和 48)年 9 月 4 日 毎日新聞社 

(25)「社会科学五〇年の証言 9 ―久留間鮫造 第 2 回 大原社会問題研究所の草創期―」 『週刊エコノ

ミスト』1973(昭和 48)年 8 月 23 日号 

1-5 図書蒐集リスト 

(26) 大阪府立中央図書館蔵 大原文庫関係未整理資料 

(27) 「社会科学五〇年の証言 10 ―久留間鮫造 第 3 回 欧州の思い出―」『週刊エコノミスト』1973(昭

和 48)年 9 月 4 日 毎日新聞社 

1-6 蒐集と留学生 

(28) 高田慎吾から久留間鮫造への手紙、1921(大正 10)年 6 月 7 日付け。法政大学大原社会問題研究所蔵 

(29) 久留間鮫造から高田慎吾への手紙、1921(大正 10)年 1 月 30 日付け。法政大学大原社会問題研究所蔵 

(30)(31) 高田慎吾から久留間鮫造への手紙、1921(大正 10)年 3月 23日付け 法政大学大原社会問題研究所蔵 

(32)『日誌』法政大学大原社会問題研究所蔵 大阪時代の研究所日誌、『日誌』は大原研究所の業務日誌

のようなものである。全 26 冊。第 1 冊 1919(大正 8)年 3 月 17 日～10 月 20 日から第 26 冊 1936(昭和 

11)年 7 月 25 日～1937(昭和 12)年 2 月 28 日までのものを指す。以後『日誌』とはこれを指す。 

(33) 小河滋三郎：1864(文久 3)年～1925(大正 4)年。大原救済事業研究所の委員。大原社研評議員。 河 
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上肇：1879(明治 12)年～1946(昭和 21)年。 河田嗣郎：1883(明治 16)年～1942(昭和 17)年。明治～

昭和期の経済学者。大阪市立商大学長。 米田庄太郎：1873(明治 6)年～1945(昭和 20)年。明治～昭

和期の社会学者。同志社大学、京都帝大教授。日本の社会学会にタルド、ジンメルなどを紹介。（『新

訂・増補人物レファレンス事典』日外アソシエーツ、2000 年） 

(34)「あなたもつかれたでせうが わしも大分つかれた。此処で一つ切り上げてご一緒に旅行でもしま

せう。」と Highgate の久留間に宛てた櫛田の手紙がある。年代不詳。『櫛田民蔵・日記と書簡』(社会

主義協会出版局 1984)はこの手紙を“大正 11 年推定”としている。 

(35) 櫛田民蔵･久留間鮫造関係文書。法政大学大原社会問題研究所蔵 

(36) 「社会科学五〇年の証言 9 ―久留間鮫造 第 2 回 大原社会問題研究所の草創期―」 『週刊エコ

ノミスト』1973(昭和 48)年 8 月 23 日号 

(37) 「社会科学五〇年の証言 9 ―久留間鮫造 第 2 回 大原社会問題研究所の草創期―」 『週刊エコ

ノミスト』1973(昭和 48)年 8 月 23 日号 

1-7    初期の資料整理    

(38) 内藤赳夫：1896(明治 29)年 4 月 9 日～1944(昭和 19)年 4 月 2 日。1910(明治 43)年京都基督教青年

会英語学校高等科を卒業と同時に京都帝国大学附属図書館に 1910(明治 43)年 5 月 3 日から 1919(大

正 8)年 2 月 27 日まで勤務し、1919(大正 8)年 7 月に大原社会問題研究所図書館に採用された。大原

研究所に入所してから勉学の機会を与えられ 1923(大正 12)年に関西大学専門部経済科を卒業、更に

1925(大正 14)年には大阪外国語学校（現大阪外国語大学）別科独逸語科を終了している。内藤も入

会時期は森川隆夫より後になるが青年図書館員聯盟の会員であった。内藤は青年図書館員聯盟で森清

の『日本十進分類法』作成に協力した。森は『日本十進分類法』初版のハシガキで、分類表作成に助

力してくれた人々の名前をあげて感謝の言葉を残しているが、その中に社会学分野の助力者として内

藤赳夫の名前が挙がっている。また内藤の業績として挙げておきたいのは『日本マルクス主義文献』

と、そのドイツ語訳『Die Japanische Literatur uber Marx, Engels und Marxismus von 1919 bis Ende 

1927』、内藤は 1927(昭和 2)年高野とロシアのマルクス・エンゲルス研究所を訪れロシア語訳を同研

究所に寄贈している。萩野秀一と協力して編纂した『エルツバッヘル無政府主義文献』や自著『労資

協調論者としての片山潜』がある、いずれも大原社会問題研究所雑誌に発表したものである。大原社

研が東京移転の際、森戸辰男らは内藤の再就職先として大阪府に採用を打診していたが実現しなかっ 

た。 

(「東京移転に関する資料」『研究資料月報』No.304 法政大学大原社会問題研究所 1984.2) 
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(39) 『京都大学附属図書館六十年史』京都大学附属図書館 1961。森川の経歴等は法政大学大原社

会問題研究所蔵。『人名簿』 森川隆夫：1884(明治 17)年 8 月 17 日～1932(昭和 7)年 11 月 18

日。森川は 1927(昭和 2)年 11 月 25 日に発足した青年図書館員聯盟の創設に参画。第１期か

ら第 3 期の評議委員、第 1 期、2 期の理事員を勤めた。大阪図書館協会の創立調査委員に選ばれ、そ

の後理事職に就いている。(『青年図書館員聯盟十年略史 1927―1937』 青年図書館員聯盟本部 

1937、仲田憙弘「近畿図書館倶楽部(近畿図書館協議会)事歴稿」『大阪府立中之島図書館紀要』第 17

号 1981.3.31) 

(40) 法政大学大原社会問題研究所蔵。『人名簿』。久留間は年俸 1 千 100 円、月手当 30 円で合計 1 千 460 円。 

(41) 『大阪府統計書 大正 8 年』大阪府 1921 

(42) 『大原社会問題研究所五十年史』には住所までは書いていないが、『倉敷紡績百年史』には当時の

倉敷紡績の大阪出張所は大阪市西区江戸堀北１丁目とあるため、臨時図書室は西区と断定した。 

(43) 『西区史』第 3 巻 西区史刊行委員会編 清文堂出版 1979 

(44) 『倉敷紡績百年史』倉敷紡績株式会社 1988 

(45) 『大原社会問題研究所五十年史』法政大学大原社会問題研究所 1970 

(46) 大原社研の建築は、本館は 2 階建て 1 階 10 室 2 階 10 室の計 20 室があった。建築はソルヴェー研

究所を模したと紹介される。それはベルギー科学者 Ernest Solvay が建てた研究所であろうと思われ

る。大原社研の設計者名などは判明していない、ただ書庫の増築を依頼されたのは内藤という技師で

あったことが『日誌』からわかるのみである。 

１-８事務会の決定事項 

(47) 『事務室事務取扱上ノ申合セ〔昭和 5 年 5 月 23 日事務会ニ於テ決定〕』法政大学大原社会問題研究所蔵 

(48) 細川嘉六：1888(明治 21)年～1962(昭和 37)年。大原社研入所は 1920(大正 9 年)。治安維持法違反

で 1933(昭和 8)年 3 月 20 日検挙、4 月 20 日起訴、犯罪事実は共産党シンパサイザー。(『復刻版特

高月報 昭和 8 年 4 月』内務省警保局保安課 政経出版社)、1935(昭和 10 年)復職。 鷹津繁義：

1885(明治 18)年～1969(昭和 44)年。1919 年(大正 8)年 3 月 1 日大原社研入所。1937(昭和 12)年大阪

府社会事業会館主事。社会福祉法人石井記念愛染園の常務理事でもあった。 越智道順：1893(明治

26)年？～1965(昭和 40)年。治安維持法違反で 1933(昭和 8)年 3 月 14 日検挙、4 月 7 日起訴、犯罪事

実は党シンパサイザー。(『復刻版特高月報 昭和 8 年 4 月』内務省警保局保安課 政経出版社)、越   

智道順は大原社研在職期間中 3 冊の翻訳書を出版した。1923(大正 12)年『産業民主制論』（ウェッブ

夫妻著）、越智は久留間鮫造、宇野弘蔵、山村喬、山名義鶴たちと共同翻訳者に名を連ねている。『資 
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本主義のヨーロッパと社会主義のロシア』(プライス著)は、大原社会問題研究所パンフレット No.17

として大原社研から 1924(大正 13)年 12 月 5 日出版された。3 冊目は同人社から 1926(大正 15)年 5

月、大原社研の同僚萩原久興と共同翻訳した『英国は何処行く』である。そして越智が大原社研から

去った後に『戦時経済とインフレーション― ドイツ・マルクの混乱より安定まで―』（Ｈ．シャハト

著）が 1935(昭和 10)年、叢文閣から出版されている。大原社研退所後渡米、ロスアンゼルスの邦字

新聞「羅府新報」の主筆。『南加州日本人移民史』を纏めた。(『法政大学大原社会問題研究所資料室

報』No.253 法政大学大原社会問題研究所資料室 1979.3)  後藤貞治：1896(明治 29)年～1945(昭和

20)年。大原社研入所は 1921(大正 10)年。“大原研究所の名物男”ぶりについては『法政大学大原社

会問題研究所資料室報』No.245 1978.6 を参照のこと。 笠信太郎：1900(明治 33)～1967(昭和 42)。

大原社研入所は 1928(昭和 3)年。1936(昭和 11)年退所。昭和期の新聞人、評論家。朝日新聞社論説

主幹。(『新訂・増補人物レファレンス事典』日外アソシエーツ、2000 年) 

(49) 大原孫三郎夫人寿恵子は 1930(昭和 5)年 4 月 25 日逝去。数え年 48 歳。(『大原孫三郎伝』大原孫

三郎伝刊行会編 中央公論事業出版製作 1983 非売品)。内藤赳夫は全国図書館大会出席を兼ね本邦

社会主義文献のため上京中であった。この時事務会は第 1 木曜日から第 2 木曜日に変更となった。 

(50) ドイツ、ベルリンの古書店。Hugo Streisandは書店主の名前で、店名でもある。櫛田民蔵、向坂逸

郎、有沢広巳、細川嘉六らが訪れて親交を結んだ。Hugo Streisandは資料蒐集する日本人にとっては

神様のような古書店主だった。ナチスに迫害を受けたStreisandだったが1932(昭和7)年の販売カタロ

グにはヒトラーの著書『わが闘争』が掲載されている。“Hitler, Adolf : Mein Kampf. Sonderausgabe. 

München 1932.〔E17〕Zwei Bände in Lw. Je 2.85”。フーゴー・シュトライザンド「ある古本屋の

生涯」川崎八郎訳、向坂逸郎解説『学燈』1952(昭和27)年5月号の中に「私が特に国家学の領域を扱

っていた関係から、この頃研究のためにドイツへ留学していた日本人の学者のなかから、非常に興味

深い幾人かの客が、私の店にあらわれた。最初に訪れた人の１人は、日本の百萬長者オーハラ（大原）

の息子が大資金で創立した大原社会問題研究所の指導者であった。若き大原は、友人の社会主義者た

ちと共同研究しているうちに、私のきいたところによると、「資本主義の誤謬と社会主義の福祉」と

を確認し、抗議として、この研究所を創立したのであった。」との記述がある。 

(51) 荻野秀一は 1908(明治 41)年 1 月生れ、和歌山県出身。1920(大正 9)年 5 月 12 日図書室給仕として

月手当 15 円で採用された。 (『日誌』1920(大正 9)年、法政大学大原社会問題研究所蔵『人名簿』)。 

「社研を退かれ和歌山高商の図書課に勤務されている。-中略-その後、1943 年(昭 18)には東京帝国大

学東洋文化研究所に移られたが、敗戦の混乱の中、1946 年(昭 21)に退職されている。1947 年(昭 22) 
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に大阪府立図書館に入られ、その後、天王寺分館の司書係長、本館の目録分類係長、調査係長等歴任

の後、1968 年(昭 43) 3 月 31 日をもって退職されている。」（石井敬三「荻野秀一氏のこと」『大原文

庫研究の栞』No.3 石井敬三編発行 1990.4.23） 

(52) 法政大学大原社会問題研究所蔵。「見計購入手続」 

(53) 丸善の大阪出張所の開設は 1893(明治 26)年。1899(明治 32)年 2 月支店に昇格。1921(大正 10)年

11 月 26 日新築開店。大原社研の 1919(大正 8)年の「仕分簿」の洋書欄に京都丸善の文字がある。丸

善京都支店は 1907(明治 40)年 6 月に開店した。(『丸善百年史』上・下・資料編 丸善 1980-81) 

(54) 石井記念愛染園とは、大原社研の創立者大原孫三郎が人生で最大の感化を受けた人にクリスチャン

で社会事業家の石井十次がいた。その石井が大阪に開いた民間の社会事業福祉施設・岡山孤児院大阪

分院を母体とする。石井は途半ばの 1914(大正 3)年に死去、後にその意志を継いだ大原が財団法人石

井記念愛染園を開いたのは 1918(大正 7)年であった。理事は大原孫三郎、大阪朝日新聞社長上野理一、

大阪毎日新聞社長山本彦一、済世会大阪府病院長石神亮、法学博士小河滋次郎らであった。鷹津によ

れば、愛染園は愛染橋夜学校や保育所を経営したほか「新に救済事業研究室を設けて図書を購入しそ

の他諸般の救済事業の科学的研究を為す」ことが決議され、「その計画が着々実を結んで後にはこの

救済事業研究室が胚胎となって大原社会問題研究所を生」んだと解説している。(鷹津繁義『石井記

念愛染園三十五年小史』社会福祉法人石井記念愛染園 1953 非売品) 

(55) 『大原社会問題研究所栞』法政大学大原社会問題研究所蔵、発行年不詳。 

(56) 越智が作成したものを大林宗嗣が英訳したと『大原社会問題研究所五十年史』にある。なお大林

の英訳の原稿は法政大学大原社会問題研究所に保管されている。 

(57) 法政大学大原社会問題研究所編発行 1970 

(58) 法政大学大原社会問題研究所に保管されている。 

(59) 宇佐美誠次郎「大原研究所所蔵の『資本論』初版とクーゲルマン文庫、ハースバハ文庫など（下）」

『法政大学大原社会問題研究所資料室報』No.206 法政大学大原社会問題研究所資料室 1974.8  

(60)『大原社会問題研究所五十年史』法政大学大原社会問題研究所編発行 1970 

(61)「東京移転に関する資料」『研究資料月報』No.304 法政大学大原社会問題研究所 1984.2  

1-9 大原社研の図書と資料 

(62)「資料室の栞」大原社研資料室 1929 法政大学大原社会問題研究所蔵 

(63) 大内兵衛「大原社研と労働年鑑」『法政大学大原社会問題研究所資料室報』No.116 法政大学大原社

会問題研究所資料室 1966.1 
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(64) 青年図書館員聯盟が図書館員の教養の向上、図書館管理法準則の確立など 5 つの綱領を掲げ、“一

般民衆”の図書館に対する要求に応じるべく、閉鎖的な図書館を否定し、先進国の図書館の模倣でも

なく、図書館と図書館職員を変革し自ら理論的、組織的研究をし、図書館員が連帯して図書館を刷新

するために立ち上がったのは昭和 2 年のことであった。（『青年図書館員聯盟十年略史 1927―1937』 

青年図書館員聯盟本部 1937）。『日誌』の 1923(大正 12)年 9 月 29 日に「図書カード代共他 72.40 間

宮払」の記述があり、青年図書館員聯盟の書記で図書館用品を販売した間宮不二雄経営の間宮商店か

ら図書館用品を購入している。 

 



 一 

翻
刻 

役
者
更
紗
目
鏡  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

佐
藤 

敏
江 

（中
央
図
書
館
）     

は
じ
め
に 

底
本
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵 
（
九
七
一
／
一
六
四
） 

黒
表
紙 

 

二
冊
（
十
三
×
一
八
．
五
ｃ
ｍ
）  

台
簽
の

書
名
「役者

更
紗
眼
鏡
」
、
内
題
「
役
者
更
紗
目
鏡
」
、
序
文
は
二
丁
、
本
文
は
各
三
二
丁
、
本
文
末
に
文
政
三
年

（一
八
二
〇
） 

五
文
舎
一
笑
写
と
あ
り
、
四
明
荘 

 
豊
前
別
中
津
濱
田
氏
蔵
書 

の
印
が
あ
る 

三
代
目
中
村
歌
右
衛
門
と
二
代
目
嵐
吉
三
郎
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
は
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
前
半

の
大
坂
の
歌
舞
伎
の
黄
金
期
を
現
出
す
る
要
因
と
な
っ
た
。
二
人
の
役
者
と
そ
の
フ
ァ
ン
の
存
在
が
、
演
劇
界
を

始
め
、
多
く
の
出
版
物
や
役
者
グ
ッ
ズ
等
文
化
・風
俗
・経
済
活
動
な
ど
多
方
面
に
影
響
を
与
え
た
。
本
書
は
そ

う
し
た
資
料
の
一
つ
で
。
冒
頭
に
大
坂
住
居
大
哥
舞
妓
役
者
衆
中
平
日
行
状
と
あ
る
様
に
、
当
時
の
大
坂
在
住

の
大
歌
舞
伎
で
活
躍
す
る
役
者
の
平
生
の
生
活
を
中
心
に
、
芸
評
、
人
物
評
を
役
者
評
判
記
仕
立
て
で
書
上
げ
、

一
見
華
や
か
な
役
者
の
世
界
の
内
実
、
素
顔
が
覗
け
る
フ
ァ
ン
必
見
の
珍
し
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。 

 

凡
例 

本
文
は
底
本
の
忠
実
な
翻
刻
を
原
則
と
し
た
が
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
て
返
り
点
、
句
読
点
を
施
し
た
。 

底
本
に
あ
る
旧
字
体
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
が
、
一
部
活
字
の
な
い
物
は
通
行
の
字
体
と
し
た
。 

底
本
に
あ
る
振
り
仮
名
は
す
べ
て
そ
の
ま
ま
と
し
た
。 

活
字
の
な
い
特
殊
な
合
字
・異
体
字
・連
字
体
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。  

各
丁
の
終
わ
り
に 

」 

を
付
し
た
。 

底
本
が
虫
損
に
よ
り
、
判
読
困
難
な
場
合
は
□虫
で
、
判
読
が
可
能
な
場
合
は
〔 

〕で
示
し
た
。 

反
復
記
号
「ゝ
」
「ヽ
」「
ゞ
」
「
貼
」は
底
本
の
ま
ま
で
表
示
し
た
。 

本
分
中
の
紋
・図
は
、
紋
・
図
、
或
は
図
の
説
明
文
を
付
し
た
。 

（例
） 

青
海
波
図  

白
抜
き
の
文
字
は
、
該
当
部
分
の
下
に
（白
ヌ
キ
）と
表
示
し
た
。 

（例
）上
上
吉
（三
文
字
白
ヌ
キ
） 



 二 

  

(1)

役
者
更
紗
目
鏡 

 
 

大
阪
巻 

二
冊
之
内
」 

見
た
い
ナ

貼 
芳
野
の
桜
よ
り
も
人
の
見
た
が
る
芝
居
の
楽
屋
、
さ
わ
き
ぬ
れ
事
、 

〔
む
〕
ほ
ん
人
道
外
、 

〔
荒
〕
事
、
舞
台
に
か
ハ
る
内
の
気
質
、
二
の
替
り
、
新
狂
言
趣
向
の
よ
し
あ
し
夫
よ
り
も
、
聞
く
嬉
し
き
平
日
乃

行
状
、
正
月
二
日
に
本
出
し
の
、
例
年
の
評
書
か
と
、
ち
よ
つ
と
覗
け
ば
こ
り
や
珎
し
い
更
紗
目
鏡
」 

○
當
世
は
裏
の
裏
行
楽
屋
口
か
ら
出
這
入
す
る
役
者
衆
中
の
褒
貶
會 

月
花
餘
情
色
八
卦
な
と
の
粹
書
に
は
、
所
謂
妓
婦
哥
技
乃
内
證
は
な
し
、
手
管
の
穴
を
著
せ
し
も
、
い
ま
た
俳

優
家
の
癖
を
記
せ
し
書
と
い
へど
も
漸
楽
屋
方
言
田
舎
芝
居
の
ミ
也
。
夫
さ
へ
十
返
舎
一
九
が
膝
栗
毛
乃
糟
粕

を
掌
た
顔
す
れ
と
趣
向
古
し
。
こ
ゝ
に
戯
れ
に
著
す
ハ
、
八
文
舎
の
評
□虫
に
准
え
初
め
に
役
者
衆
中
の
目
録
見

□虫
□虫
こ
し
附
、
位
は
う
が
つ
て
数
穆
乃
名
目
を
冠
ら
し
む
。
是
し
も
眠
獅
撰
な
と
の
糟
粕
よ
と
笑
ハ
ゞ
笑
へ
、
四

方
乃
山
々
莟
の
梅
も
笑
ひ
を
含
ム
、
初
春
の
筆
初
目
出
度
尽
し
乃
歳
旦
、
春
興
も
雅
人
の
耳
を
よ
ろ
こ
は
す
程

の
趣
向
も
な
く
、
風
雅
で
も
な
く
洒
落
で
な
く
、
し
や
う
こ
と
な
し
の
此
帖
、
凝
ツ
て
ハ
思
案
に
あ
た
わ
ず
と
、
初

□虫
乃
途
中
庚
申
の
日
乃
雪
乃
帰
る
サ
、
風
□虫
□虫
ひ
出
る
侭
を
は
な
し
乃
か
わ
り
に
□虫
附
る
も
、
楽
屋
を
見
ざ
る

人
々
の
常
に
聞
ざ
る
事
共
を
い
わ
ざ
る
ゝ
そ
よ
け
れ
と
も
、
又
い
わ
で
過
ん
も
い
か
ゞ
と
て
、
年
酒
か
ら
梯
子
し

て
雪
を
ば
し
の
ぐ
傘
の
下
、
ま
た

貼
夫
か
ら
立
寄
た
。
酔
中
の
む
だ
言
。  

五
文
舎
一
笑
」 

大
坂
住
居
大
哥
舞
妓
役
者
衆
中
平
日
行
状 

 

戯
品
定 

○
見
立
芝
居
に
持
扱
ふ
も
の
左
の
こ
と
し 

▲
惣
巻
頭 

大
丈
夫 

片
岡
仁
左
衛
門 

 
  

道
頓
堀
北
側 

當
時
座
頭
乃
名
は 

 
 

 
 

 

通
り
札 

▲
立
役
之
部 

勇
気 

 

市
川
蝦
十
郎 

 
 

 
 

 

布
袋
町 

□虫
□虫
ぶ
り
ハ
り
つ
ぱ
な 

  

一
枚
看
板 

古
風 

 

中
山
新
九
郎 

 
 

 
 

 

太
左
衛
門
は
し 

美
〔
艶
〕香
の
仕
に
せ
は 

 
 

 

大
坂
名
代 

當
世 

 

嵐
三
五
郎 

  

大
西
の
芝
居
へ
お
り
た 

 
  

な
ら
く 

天
然 

 

市
川
団
蔵 

  

小
が
ら
で
も
親
の
名
を 

 
  

繾
足 

 
  



 三 

余
風 

 

坂
東
重
太
郎 

 
 

    

ぬ
し
や
丁 

鬢
附
や
の
狂
言
を 

 
 

 
 

 

似
顔
画 

為
功 

 
中
山
文
七 

 
 

 
 

   

太
左
衛
門
は
し 

ど
ふ
し
て
も
や
わ
ら
か
な 

 
 

ふ
た
い
蝋
燭 

律
儀 

 

嵐
猪
三
郎 

 
 

 
 

   

南
た
ま
や
丁  

 
 

□虫
質
ハ
き
つ
し
り
と
し
た 

 
 

西
場
図
帳 

出
世 

 

浅
尾
勇
治
郎 

 
 

 
 

 
御
前
町 

し
ば
ら
く
乃
間
に 

 
 

 
 

 

勢
り
上
ヶ 

竒
麗 

 

小
川
吉
太
郎 

 
 

 
 

 

道
頓
堀
北
が
ハ 

や
つ
し
役
ハ
よ
ふ
う
つ
る 

   

鏡
薹 

若
半 

 

中
山
一
蝶 

 
 

 
 

 
  

新
九
郎
同
居 

と
り
廻
り
ハ
し
や
ん
と
し
た 

 

上
下
上
ヶ 

大
様 

 

中
村
歌
七 

 
 

 
 

 
 

 

南
か
さ
や
丁 

芝
翫
丈
に
内
縁
を 

 
 

 
 

 

引
象 

追
号 

 

冨
士
松
山
十
郎
」  

同 
 

  

中
山
小
三
郎 

同 
 

  

市
川
市
靏 

 
 

 
 

   

九
郎
衛
門
丁 

同 
 

  

大
谷
此
友 

 
 

 
 

 
 

 

大
谷
同
居 

 
 

 
 

  

同 
 

  

嵐
璃
三
郎 

 
 

 
 

 
 

 

新
川 

同 
 

  

片
岡
十
蔵 

同 
 

  

中
山
新
平 

同 
 

  

嵐
嶌
三
郎 

 
 

 
 

 
 

 

當
時
江
戸 

同 
 

  

市
川
濱
蔵 

 
 

 
 

 
 

 

な
ん
ち 

同 
 

  

三
桝
亀
五
郎 

 
 

 
   

同 

同 
 

  

坂
東
荒
太
郎 

 
 

 
 

  

生
玉 

同 
 

  

小
川
又
九
郎 
 

 
 

 
  

長
丁 

▲
実
悪
敵
役
之
部 

巧
者 

 

浅
尾
工
左
衛
門 

 
 

   

ほ
て
い
丁 

が
く
屋
で
ポ
ン

貼
と
い
ふ   

 

銕
鉋 

強
気 

 

大
谷
友
右
衛
門 

 
 

 
  

ほ
て
い
丁
」 



 四 

懐
ロ
が
大
き
に
見
ゆ
る 

 
 

   

鼻
紙
板 

曰
ア
リ 

出
情
（白
ヌ
キ
） 

嵐
冠
十
郎 

    
 

同
丁 

江
戸
ふ
う
て
大
き
な 

 
 

 
 

 

紋
板 

世
話 

 

浅
尾
國
五
郎 

 
 

 
 

 
   

な
ん
ち 

頭
□虫
が
わ
り
に
あ
ち
こ
ち 

 
 

 

立
廻
り 

師
風 

 

浅
尾
為
十
郎 

 
 

 
 

 
   

當
時
江
戸 

ぶ
た
い
ハ
賑
ハ
し
ゐ 

 
 

 
 

 
 

 
騒
キ
哥 

可
笑 

 

嵐
團
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

き
く
や
丁 

ぶ
た
い
と
地
と
は 

 
 

 
 

 
  

早
替
り 

追
号 

 

片
岡
小
六
郎 

 
 

 
 

 
   

九
郎
右
衛
門
丁 

同 
 

  

桐
山
紋
治 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同 

同 
 

  

坂
東
國
五
郎 

 
 

 
 

 
   

な
ん
ち 

同 
 

  

片
岡
蝶
十
郎 

  
 

 
 

 
  

ほ
て
い
丁 

同 
 

  

桐
嶌
儀
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

同 
 

  

浅
尾
此
兵
衛   

 
 

 
 

 
 

新
川
」 

同 
 

  

小
川
馬
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

高
津
新
地 

同 
 

  

大
谷
鳴
右
衛
門 

 
 

 
 

  

同 
 

  

嵐
岡
十
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

す
ミ
や
丁 

▲
若
女
形
之
部 

風
雅 

 

嵐
小
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

道
と
ん
ほ
り
北
側 

ひ
か
し
山
の
月
花
を 

 
 

 
 

 

遠
見 

髟(

頓
ヵ)

智 

中
村
哥
六 

 
 

 
 

 
 

 
   

周
防
町 

は
で
を
こ
の
む 

 
 

 
 

 
 

  
 

持
衣
装 

今
様 

 

中
村
松
江 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
津
寺
丁 

楽
□虫
で
気
性
ハ  

 
 

 
 

 
 

 

高
二
重 

端
手 

 

藤
川
花
友 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
ふ
し
江
戸 

つ
ね
の
気
だ
て
ハ  

 
 

 
 

 
 

江
戸
見
へ 

美
景 

 

嵐
冨
三
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

南
笠
や
丁 

い
つ
で
も
き
れ
い
な 

 
 

 
 

 

人
形
ぶ
た
い 



 五 

花
実 

 

澤
村
國
太
郎 

 
 

 
 

 
 

  

玉
や
丁
」  

仕
内
ハ
し
つ
と
り
と
し
た 

 
 

 
 

 
 

獨
吟 

閑
情 

 
嵐
か
な
ふ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

南
笠
や
丁 

ど
ふ
や
ら
淋
ふ
な
る 

 
 

    

本
釣
鐘 

気
性 

 

市
川
門
之
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

市
川
同
居 

年
□虫
り
り
か
う
に 

 
 

 
 

   

廻
り
道
具 

深
窓 

 

片
岡
愛
之
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

片
岡
同
居 

お
爺
様
を
こ
わ
が
る 

 
 

 
 

 
 

奥
屏
口 

利
發 

 

嵐
璃
光 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
津
寺
丁 

人
の
し
な
ん
を
見
て 

 
 

 
 

 
 

 

シ
ヤ
ギ
リ 

曰
ア
リ 

一
入
（白
ヌ
キ
） 

澤
村
璃
荅 

 
 

 
 

 
 

な
ん
ち 

愛
敬 

 

浅
尾
徳
三
郎 

 
 

 
 

 
 

   

宗
右
衛
門
丁 

追
号 

 

可
眠
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
六
同
居 

同  
 

 

中
山
み
よ
し 

 
 

 
 

 
    

太
左
衛
門
は
し 

同  
 

 

中
山
枩
代 

 
 

 
 

 
 

 
   

三
津
寺
丁 

同  
 

 

浅
尾
吉
三
郎 

 
 

 
 

 
    

工
左
衛
門
同
居｣ 

同  
 

 

浅
尾
か
な
め 

 
 

 
 

 
 

   

勇
次
郎
同
居 

孝
行

ほ

う

ひ  
 

片
岡
枩
江 

 
 

 
 

 
 

 
   

高
津
し
ん
ち 

大
坂
の
末
々
ま
て
も 

 
 

 
 

 
 

 

触
紙 

洒
落 

 

尾
上
多
見
之
助 

同  
 

 

荻
野
に
し
き 

 
 

 
 

 
 

 
  

同 
   

嵐
源
之
助 

▲
花
車
道
外
之
部 

器
用 

 

澤
村
徳
三
郎 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

南
た
ま
や
丁 

 

追
号 

 

中
山
岩
次
郎 

▲
〔
頭
〕取
之
部 

勤
仕 

 

柴
崎
薹
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

竹
田
ま
へ 

篤
実 

 

桐
の
谷
権
十
郎 

 
 

 
 

 
   

坂
丁 



 六 

俠
気 

 

坂
東
國
右
衛
門 

 
 

 
 

 
   

南
た
ま
や
丁  

▲
狂
言
作
者
之
部
」  

金
澤
龍
玉 

川
井
良
助 

金
澤
芝
助 

澤
嵐
納
老 

並
木
重
蔵 

奈
河
晴
助 

近
枩
恒
助 

奈
河
卯
十
郎 

並
木
半
蔵 

濱
枩
氏
助 

奈
河
一
洗 

▲
惣
巻
軸 

豪
傑 

 

中
村
歌
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

南
笠
屋
町 

ひ
い
き
は
こ
ぞ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

町
触
太
鞁
」 

正
風 

 

嵐
吉
三
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

ほ
て
い
丁 

仕
打
も
気
質
も
す
ぐ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

花
道 

千
龝
萬
歳
楽 

ち
よ
つ
と
御
断
申
上
升
濱
芝
居
出
勤
な
か
ら
此
處
て
評
い
た
し
升
る 

ほ
う
ひ 

孝
行 

 

百
村
紋
九
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
津
し
ん
ち 

此
お
人
西
高
津
新
地
九
丁
目
大
野
屋
善
右
衛
門
借
家
高
津
屋
多
七
同
居
去
卯 

三
十
六
才 

祖
□虫 

 
 

 
 

妙
清 

 
 

 
 

 
 

 

去
卯
百
二
才 

手
當
□虫
と
し
て
米
十
俵
被
万
下
置
候
此
よ
し
御
ふ
れ
有
万
之
候    

開
口 

頭
取 

い
つ
れ
も
様
方
お
好
乃
道
て
早
々
乃
御
来
駕
、
評
判
所
の
大
慶
い
か
斗
り
か
難
万
有
仕
合
。
併
今
日
の

評
義
は
例
年
八
文
舎
自
笑
と
の
ゝ
致
さ
□虫
升
る
三
ヶ
津
惣
役
者
藝
品
定
と
ハ
□虫
替
り
、
大
坂
住
居
の
哥
舞
妓
役

者
衆
中
、
平
日
乃
気
質
ニ
風
雅
も
有
レ
ハ
血
気
も
あ
り
。
又
見
か
け
ニ
似
合
ぬ
利
屈
嗅
き
も
あ
れ
は
、
護
广
の
牛



 七 

王
な
も
あ
る
。
其
気
に
こ
ゝ
ろ
の
評
判
て
厮
り
升
か
ら
、
さ
様
ニ
思
召
被
万
下
升
ふ
。 

コ
リ
ヤ 

コ
リ
ヤ
珎
し
ゐ
評

判
て
面
白
か
ら
ふ
。 

芝
イ
好 

夫
な
ら
は
巻
頭
の
せ
り
合
、
ヒ
イ
キ

貼
の
力
味
も
出
来
マ
イ
。
頭
取 

サ
ア
夫
故
立

役
、
敵
や
く
、
若
女
形
と
部
を
分
ま
し
て
、
大
低
役
者
衆
中
の
烈
に
評
致
升
ふ
。 

皆
々 

惣
巻
頭
ハ
誰
じ
や

貼
。
」 

 

▲
惣
巻
頭 

大
丈
夫 

□紋 

片
岡
仁
左
衛
門 

ヒ
イ
キ 

ヤ
レ
我
童
さ
ま
、
と
ふ
し
て
も
三
ヶ
津
で
役
者
の
親
玉
座
頭
と
ハ
折
紙
付
キ
じ
や
。
早
ふ
評
か
聞
た
い
貼
。 

頭
取 

當
時
大
哥
舞
妓
に
て
座
頭
と
人
の
赦
せ
し
大
建
物
ハ
此
お
人
、
浅
尾
国
五
郎
と
申
せ
し
敵
や
く
よ
り

段
々
旧
功
を
つ
ミ
、
片
岡
仁
左
衛
門
と
い
ふ
名
ハ
〔
役
〕
者
道
に
て
ハ
急
度
し
た
代
々
の
〔
銘
〕
家
。 

芝
イ
好 

ヲ
ツ

ト
其
系
図
家
す
じ
ハ
、
頭
〔
取
〕
が
ひ
ろ
ふ
せ
い
で
も
よ
ふ
し
つ
て
居
る
。
何
角
ハ
さ
て
お
き
當
時
の
我
童
丈
の
気
質

乃
評
は
ど
ふ
じ
や
ナ
。 

頭
取 

な
る
ほ
と
系
図
ハ
勿
論
藝
道
の
評
ハ
、
本
家
八
文
舎
の
品
定
ニ
差
か
ま
ひ
升
れ
ハ
、

則
楽
屋
の
評
に
か
ゝ
り
升
ふ
。 

女
中
連 

わ
た
し
や
は
よ
ふ
り
く
わ
ん
様
の
評
義
か
聞
た
い
わ
い
ナ
ア
。 

頭
取 

東
西

貼
、
各
々
さ
ま
が
た
の
聞
た
が
ら
る
ゝ
〔
花
〕
か
た
を
待
か
ね
さ
せ
舛マ

ス

ル
が
評
判
所
の
□虫
密
と
申
も
の
て
厮

り
升
る
。 

女
中
連 

ヱ
ゝ
気
の
わ
る
ゐ
し
ん
き
な
仕
方
し
や
な
い
か
い
な
。 

頭
取 

扨
ま
つ
い
づ
れ
の
役
者
衆
中
で

も
内
乃
い
や
ミ
ハ
大
低
同
し
お
も
む
き
に
て
、
建
者
衆
乃
内
の
か
ま
へ
、
寝
所
ハ
何
處
て
も
中
ニ
階
が
お
定
り
、
繻

子
物
乃
類
ひ
乃
衣
装
の
古
で
拵
た
小
夜
着
、
蒲
團
乃
う
へ
に
、
さ
な
か
ら
大
名
高
位
乃
心
持
に
て
、
ま
た
一
睡

乃
夢
も
覚
や
ら
ぬ
う
ち
、
芝
居
に
ハ
戎
太
鞁
も
打
切
、
三
番
嫂
も
す
ミ
、
ヱ
イ
ヤ
ヲ
」
お
う
と
弐
番
目
が
モ
ウ
詰

り
升
る
と
中
働
き
が
知
ら
せ
に
戻
る
と
、
内
義
か
下
女
か
其
よ
し
を
い
ひ
つ
ぐ
と
、
そ
ろ

貼
と
起
上
れ
ハ
、
び
ろ

う
ど
う
に
て
是
も
衣
装
乃
古
て
拵
へ
た
丹
前
姿
、
細
帯
乃
侭
に
て
、
手
水
乃
湯
を
汲
せ
り
。
は
ん
ぞ
う
、
鵜
飼
茶

碗
、
ゆ
つ
ぎ
に
を
（
も
ヵ
）
其
家
々
に
紋
所
い
か
め
し
く
舌
か
き
磨
き
、
楊
枝
一
ツ

貼
お
傍
つ
か
への
妼
と
い
へ
ば
し

ほ
ら
し
け
れ
ど
、
摺
□虫
ら
し
の
下
女
が
い
や
ミ
歌
、
又
は
當
時
乃
流
行
哥
な
ど
を
口
癖
乃
や
う
に
諷
ひ
な
が
ら
、

い
と
の
さ

貼
と
立
廻
り
手
水
も
済
と
、
其
む
か
し
嵐
三
右
衛
門
時
代
に
は
諸
見
物
乃
悦
ん
だ
丹
前
六
法
乃
所

作
な
ら
て
、
内
着
乃
丹
前
姿
に
て
六
法
よ
り
も
四
方
八
方
乃
神
仏
を
拝
ミ
廻
ス
。
是
さ
へ
役
者
乃
評
儀
と
同
じ

事
に
て
時
々
乃
き
ゝ
物
あ
り
。
先
當
代
に
て
ハ
法
善
寺
乃
金
ぴ
ら
、
自
安
寺
乃
妙
見
、
高
津
乃
宮
の
高
倉
稲
荷

大
□虫
神
、
ゆ
う
が
大
権
現
ハ
幸
町
乃
方
を
遥
拝
し
、
持
仏
で
ハ
其
宗
旨

貼
の
念
仏
題
目
多
く
ハ
法
花
宗
の
坒
蔵

が
ち
也
。
此
拝
礼
か
済
だ
と
朝
御
膳
、
木
具
乃
う
へ
に
錦
手
乃
茶
碗
、
定
紋
乃
付
た
朱
塗
の
箸
箱
ハ
、
お
定
り
の

名
護
屋
ミ
や
げ
の
ふ
ち
金
乃
黒
塗
乃
脇
と
り
盆
に
、
新
渡
り
乃
躰
も
の
(2)
順
慶
町
の
座
禅
豆
屋
ほ
ど
並
へ
た
て

貼
、
近
習
が
廣
ぶ
た
、
薹
の
物
持
て
出
る
と
」
い
ふ
身
構
に
て
給
仕
も
す
む
と
、
楽
屋
入
の
き
も
の
、
羽
折
か
う



 八 

と
う
端
手
ハ
銘
々
の
気
ニ
な
れ
ハ
、
其
所
々
で
評
い
た
し
升
ふ
。 

粋
か
り 

カ
ノ
月
花
餘
情
に
陽
薹
乃
妓
婦
送
り

退
ク
な
ら
ず
、
駕
に
気
す
と
記
セ
し
こ
と
く
大
建
も
の
役
者
ハ
、
楽
家
の
往
来
を
駕
籠
で
せ
ら
る
ゝ
が
、
宮
芝
居

乃
チ
ン
コ
役
者
、
ヒ
フ
か
引
廻
し
か
、
長
合
羽
か
何
じ
や
や
ら
分
ら
ぬ
物
着
て
行
跡
か
ら
、
〔
履
〕物
提
て
風
呂
敷

包
背
負
た
母
親
か
付
て
行
ほ
ど
し
み
た
れ
た
物
ハ
な
い
わ
い
。 

頭
取 

東
西

貼
、
今
日
ハ
大
哥
舞
妓
乃
評
義
で

厮
り
升
れ
ハ
、
中
芝
居
、
ミ
や
し
ば
ゐ
、
あ
や
つ
り
芝
居
、
座
し
き
芝
居
、
旅
芝
居
な
と
の
品
定
ハ
、
又
々
近
日
相

催
し
升
る
か
ら
、
今
日
ハ
け
つ
し
て
御
無
用
で
厮
り
升
。 

ミ
な
貼 

サ
ア
松
嶋
屋
乃
評
ハ
ど
ふ
だ

貼
。 

頭
取 

我
童
丈
ハ
日
頃
大
聖
観
喜
天
を
信
仰
ふ
か
く
、
家
内
に
は
聖
天
さ
ま
乃
一
間
あ
つ
□虫
穢
れ
不
浄
の
輩
入
へ
か
ら

づ
と
、
禁
制
乃
札
を
出
し
荘
厳
、
ま
わ
り
に
は
金
銀
七
宝
を
ち
り
ぱ
め
、
誠
に
金
銀
に
あ
か
し
た
其
結
講
サ
。  

ヲ
ダ
テ 

御
拝
礼
が
済
ま
し
た
ら
霊
宝
ハ
左
り
へ
。 
芝
い
好 

ヱ
ゝ
評
判
乃
懸
り
か
ら
茶
に
せ
ま
ゐ
。
時
々
頭
取
へ

一
不
審
も
つ
て
参
ら
ふ
。
聖
天
さ
ま
を
信
仰
す
る
と
女
子
の
傍
へ
も
寄
ら
ぬ
と
い
ふ
に
、(3)
我
童
丈
ハ
水
上
を
百

人
す
る
願
か
有
と
や
ら
」
聞
た
が
。 

立
花
組 

岡
嶋
屋
ハ
も
の
か
た
ふ
て
そ
ん
な
事
ハ
ゑ
ら
い
嫌
ひ
じ
や
。  

靏
組 

其
替
り
毎
晩
乃
大
酒
に
夜
明
し
を
せ
ら
る
ゝ
ゆ
へ
、
自
然
と
芝
居
の
始
り
が
遅
ふ
な
る
。
こ
ち
の
玉
ハ
其
段

か
え
ら
い
物
じ
や
。
第
一
狂
言
乃
け
い
こ
が
早
ふ
て
、
初
日
が
早
ふ
て
、
朝
乃
初
り
が
早
ふ
て
、
幕
が
早
ふ
て
。  

わ
る
口 

ヲ
ツ
ト
待
た
り
。
其
替
り
気
が
は
よ
ふ
て
、
時
々
狂
言
方
や
後
見
に
こ
ぶ
し
の
一
ツ
も
當
ら
る
ゝ
ハ
困
た

も
の
じ
や
。 

立
花
組 

イ
ヤ
又
岡
嶋
屋
に
其
様
な
こ
と
ハ
と
ん
と
な
い
。 

頭
取 
其
争
ひ
ハ
お
ま
ち
な
さ
れ
ま
せ
。

璃
寛
丈
ハ
大
立
も
の
ゝ
お
く
り
や
う
、
芝
翫
丈
に
ハ
少
々
若
輩
ナ
い
や
ミ
も
交
る
や
う
に
見
え
升
れ
ど
、
元
来
ぶ

た
ひ
を
大
事
と
車
輪
で
勤
め
ら
る
ゝ
故
、
自
然
と
気
が
早
ふ
成
升
。 

儒
者 

い
か
さ
ま
ナ
ア
。
是
か
所
謂
智
者
の

一
矢
と
申
の
で
か
な
厮
ら
ふ
。 

片
岡
ヒ
イ
キ 

コ
レ

貼
靏
や
立
は
な
乃
評
ハ
あ
と
へ
ま
わ
し
、
□虫
ア
巻
頭
の
我
童

丈
の
細
評
か
聞
た
い
。 

頭
取 

枩
嶌
屋
ハ
最
早
六
十
四
五
才
な
れ
と
、
元
来
気
質
に
端
手
な
る
所
あ
つ
て
、
め
い

ら
ぬ
所
が
か
ふ
き
の
大
建
物
、
夫
故
大
丈
夫
と
い
ふ
位
を
付
ま
し
た
。 

南
よ
り 

(4)
去
年
天
王
寺
乃
開
帳
に
ハ
、

枩
嶋
屋
子
供
中
と
い
ふ
上
ヶ
も
の
段
々
と
は
づ
ミ
出
し
た
。
是
等
も
皆
我
童
丈
か
陽
気
ナ
か
ら
じ
や
。  

え
び
ヒ
イ
キ 

イ
ヤ
蝶
々
の
う
か
れ
ハ
」
播
磨
屋
が
ゑ
ら
か
っ
た
。 

市
紅
ヒ
イ
キ 

イ
ヤ

貼
三
河
屋
乃
天
王
寺
蕪
の

趣
向
が
當
ツ
た
。 

ハ
ル
口 

ヲ
ヽ
大
根
で
な
ふ
て
よ
か
つ
た
。 

南
纏 

枩
江
丈
、
哥
六
丈
、
其
外
女
形
の
世
話
人
が

竒
麗
ニ
有
た
。 

頭
取 

其
節
ハ
大
阪
中
か
大
う
か
れ
、
殊
に
楽
屋
内
か
ら
の
上
ヶ
も
の
に
ハ
町
々
か
ら
の
見
物
群

集
ゆ
へ
、
百
倍
乃
陽
気
か
出
来
る
が
芝
居
の
花
と
い
う
も
の
。
併
シ
若
大
夫
か
ら
出
た
馬
の
上
ヶ
物
、
是
か
お
と

な
し
う
て
能
厮
り
升
た
れ
ど
も
、
陽
気
は
役
者
の
愛
と
い
ふ
も
の
、
扨
ま
た
我
童
丈
が
全
躰
乃
気
質
ハ
大
丈
夫

と
い
ふ
侍
め
い
た
気
質
有
て
、
折
紙
付
の
銘
の
物
こ
し
ら
へ
よ
り
ハ
わ
ざ
物
を
数
腰
所
持
致
さ
る
ゝ
と
の
事
、
其
外

宣
徳
乃
火
鉢
に
と
も
し
燭
薹
、
或
ハ
金
屏
風
、
名
画
の
か
け
も
の
ゝ
類
ひ
ハ
、
北
辺
の
暦
々
乃
大
家
も
及
ハ
す
。
勿

論
ぶ
た
い
の
衣
装
ハ
、
毎
年
の
土
用
ぼ
し
に
、
よ
し
の
立
□虫
の
花
紅
葉
を
一
同
に
見
す
る
心
地
が
せ
ら
れ
升
。  

楽
や
シ
リ 

分
限
者
と
い
ゝ
大
建
物
乃
座
が
し
ら
故
、
大
王
と
呼
升
れ
ど
扨
々
若
々
し
い
事
し
や
。 

名
古
や
レ
ン 



 九 

し
か
し
手
前
乃
国
か
ら
帰
る
ゝ
節
に
、
入
歯
は
つ
し
て
只
乃
親
仁
と
見
せ
ら
れ
た
所
ハ
、
さ
し
も
の
道
中
働
ク
雲

す
け
も
我
童
丈
と
ハ
知
ら
な
ん
だ
。 

南
よ
り 

片
岡
せ
い
か
い
乃
青
海
波
図
揃
を
着
た
男
さ
へ
付
て
居
ね
ハ
、
め
つ

た
に
そ
こ
ら
ハ
さ
す
も
の
」
じ
や
な
い
。 

頭
取 

元
来
神
仏
を
尊
ミ
、
京
都
鳥
辺
山
乃
妙
見
へ
石
と
う
ろ
う
、
和

州
信
貴
乃
毘
沙
門
さ
ま
へ
の
竒
進
も
の
、
近
々
四
天
王
寺
乃
西
門
乃
焼
香
爐
、
施
主
花
徳
七
代
片
岡
仁
左
衛

門
(5)
妻
今
女
と
鋳
付
し
ハ
、
ち
と
お
こ
か
ま
し
け
れ
ど
も
、
香
爐
ハ
立
派
ナ
事
、
其
外
處
々
乃
神
社
仏
前
へ
奉
納

は
数
し
れ
ず
。 

わ
る
口 

し
か
し
年
中
の
大
吉
日
と
大
悪
日
の
□虫
ん
ば
、
ほ
ん
に
亀
屋
左
京
も
あ
き
れ
か
え
る
。

其
う
へ
役
者
乃
内
に
死
る
と
い
ふ
事
を
い
わ
さ
ぬ
と
ハ
、
き
つ
い
護
广
乃
牛
王
ナ
こ
と
じ
や
な
い
か
。 

シ
バ
イ
テ
ン
グ 

イ
ヤ

貼
(6)
江
戸
乃
市
川
海
老
蔵
は
、
ぶ
た
い
で
殺
さ
る
ゝ
仕
組
さ
へ
嫌
ひ
に
て
、
柏
筵
が
大
坂
で
成
神
乃
狂
言

に
も
、
殺
さ
る
ゝ
所
ハ
自
身
勤
め
な
ん
だ
と
い
ふ
事
さ
へ
あ
る
。
爺
さ
ん
が
首
落
さ
れ
た
ら
嬶
が
飯
焚
ふ
か
と
い
ふ

た
古
イ
咄
し
、
こ
の
や
ふ
な
事
ば
か
り
ハ
な
ゐ
。
役
者
乃
〔
内
〕で
も
死
る
事
ハ
き
ら
ふ
は
ず
じ
や
、
寺
方
の
門
に
さ

へ
立
春
大
吉
な
と
ゝ
目
出
た
く
つ
く
し
で
祝
ふ
じ
や
な
い
か
。 
頭
取 

成
ほ
と
仰
の
通
り
。
と
か
く
祝
ふ
に
恐
ノ

相
ハ
な
い
。
夫
ゆ
へ
枩
嶋
屋
乃
繁
昌
と
い
ひ
、
殊
ニ
御
子
息
嶋
枩
丈
行
末
ハ
大
建
者
と
見
へ
す
い
て
あ
る
。
誠
や
栴

檀
の
二
葉
。 

南
纏 

又
そ
の
う
へ
に
目
出
た
い
ハ
、
堺
屋
力
枩
同
居
(7)
か
ぶ
き
役
者
片
岡
枩
江
、
」
所
ハ
西
高
津

新
地
三
町
目
小
嶋
屋
専
助
か
し
や
、
此
人
孝
心
に
よ
つ
て
ほ
う
び
と
し
て
鳥
目
三
貫
文 

御
上
よ
り
被
万
下
る

と
ハ
、
其
身
の
誉
と
い
ひ
、
師
匠
乃
大
慶
で
ハ
な
い
か
。 

老
人 

(8)
去
冬
ハ
百
村
紋
九
郎
ほ
う
び
を
戴
か
れ
、
役
者

衆
に
孝
行
も
の
と
家
持
が
た
ん
と
出
来
る
と
ハ
有
か
た
い
事
じ
や
。 

皆

貼 

こ
の
跡
ハ
誰
の
評
じ
や
早
ふ
聞
た
い

貼
。 

頭
取 

こ
れ
□虫
り
ハ
立
役
衆
中
の
内
證
乃
咄
し
に
か
ゝ
り
升
ふ
。 

 

▲
立
役
之
部 

勇
気 

□紋 

市
川
鰕
十
郎     

新
丁
ヒ
イ
キ 

ヤ
レ
待
て
居
ま
し
た
。
播
万
屋
の
親
方
。 

頭
取 

市
川
系
ハ
申
さ
す
と
も
、
各
様
方
の
よ
く
御
存
、

元
来
新
町
の
廓
中
に
て
出
生
い
た
さ
れ
、
幼
少
よ
り
役
者
道
が
好
故
に
、
終
に
ハ
故
市
川
市
紅
丈
の
門
弟
と
成

り
。 

芝
い
ス
キ 

い
な
り
座ザ

摩
の
子
ど
も
芝
居
て
修
行
の
功
か
積
で
有
ゆ
へ
、
中
々
素
人
の
子
と
ハ
見
へ
ぬ
ぞ
。  

 
 

 
 

八
ま
き
箱
中 

ソ
リ
ヤ
目
徳
で
も
同
し
事
で
、
伏
見
堀
羽
子
板
橋
で
素
人
の
子
て
も
、
當
地
若
大
夫
の
芝
居
で
は

花
か
た
、
谷
村
も
三
津
五
郎
も
閉
口
さ
し
て
居
る
ハ
い
。 

新
丁 

ソ
リ
ヤ
好
こ
そ
も
の
ゝ
上
手
な
れ
バ
、
其
う
へ
親

達
が
身
躰
有
だ
け
物
を
入
、
張
こ
ま
れ
た
ゆ
へ
、
と
ふ

貼
大
か
ぶ
き
の
大
建
も
の
に
成
ら
れ
た
。
元
来
た
く
ま
し

い
気
性
ゆ
へ
」
男
立
も
致
さ
れ
、
ま
た
い
や
な
事
は
い
や
じ
や
と
い
ひ
切
て
仕
ま
ふ
さ
つ
ぱ
り
と
し
た
行
ご
ミ
、
夫

ゆ
へ
勇
気
と
言
位
を
付
た
の
じ
や
ナ
ア
。 

市
紅
ヒ
イ
キ 

サ
ア
其
勇
気
が
有
ゆ
へ
、
師
匠
の
息
子
今
の
團
蔵
丈
と
ハ

時
々
に
喧
嘩
か
出
来
、
前
か
た
ハ
市
ノ
川
と
市
川
の
中
へ
か
た
仮
名
の
ノ
の
字
を
入
て
、
紋
も
図
三
ツ
舛
に
一
文

字
を
引
た
事
も
あ
つ
た
。
江
戸
纏 

い
ま
の
市
川
は
お
江
戸
の
こ
つ
ぱ
う
親
玉
團
十
郎
か
ら
譲
り
受
、
鰕
十
郎
と



 十 

改
名
し
て
三
舛
の
舛
の
字
も
も
ら
ひ
、
俳
名
新
升
と
改
メ
た
時
、
市
河
家
の
柿
の
素
袍
大
小
な
と
を
譲
り
う
け
、

今
の
市
紅
と
ハ
師
弟
の
系
ハ
切
て
有
る
。 

南
よ
り 

そ
れ
も
昨
年
故
人
團
蔵
十
三
回
忌
に
つ
き
、
市
紅
が
三
代
目

の
團
蔵
と
改
名
の
節
、
角
の
芝
居
の
棟
梁
角
兵
衛
と
の
ゝ
あ
い
さ
つ
で
、
鰕
十
郎
丈
と
の
中
も
直
り
一
座
し
ら
れ

た
。 

楽
や
て
ん
ぐ 
し
か
し
ひ
ら
か
な
の
役
を
め
で
、
言
分
を
し
た
と
や
ら
叩
キ
合
た
と
や
ら
。 

ヒ
イ
キ 

 

サ
ア

そ
こ
が
勇
気
と
い
ふ
も
の
じ
や
。
ソ
リ
ヤ
喧
嘩
に
か
け
た
ら
市
紅
ハ
た
ま
り
ご
た
へ
ハ
有
マ
イ
。 

頭
取 

さ
様
な
る

中
違
ヒ
の
出
来
ま
す
に
も
、
ま
ん
さ
ら
其
謂
れ
な
き
に
も
あ
ら
す
で
厮
り
升
。(9)
師
匠
乃
團
蔵
丈
病
気
の
ミ
ぎ

り
、
今
の
市
紅
丈
ハ
江
戸
表
に
居
ら
れ
升
た
ゆ
へ
、
葬
式
諸
事
残
ら
ず
新
升
丈
が
致
さ
れ
、
其
う
へ
に
千
日
の
竹

林
寺
に
り
つ
ぱ
な
石
塔
」
を
建
ら
れ
法
名
釈
了
西
と
彫
付
ケ
師
恩
を
報
じ
ら
れ
た
。 

物
し
り 

し
か
し
辞
世
の

哥
に 

 

け
ふ
も
ゆ
め 

寝
て
も
起
て
も
夢
の
ゆ
め 

夢
に
ゆ
め
見
る
夢
の
世
の
中 

と
能
筆
て
書
て
あ
れ
ど
、
夢
と
い
ふ
字
が
菅
に
成
て
有
ハ
ゑ
ら
い
菅
ナ
ア
。 

市
紅
ヒ
イ
キ 

市
紅
丈
か
建
ら
れ
た

遊
行
寺
の
石
碑
に
ハ
そ
ん
な
菅
ハ
な
い
わ
い
。 

南
纏 

さ
様
な
書
損
位
を
頓
着
せ
ぬ
気
質
故
、
余
り
い
や
ミ
の
ゆ

す
り
も
な
く
、
適
々
自
画
の
鰕
の
墨
画
ニ
讃
し
た
扇
が
関
の
山
に
て
、
毎
朝
焼
と
う
ふ
屋
を
喰
て
運
を
強
ふ
し
、

と
ふ

貼
座
が
し
ら
株
に
成
ら
れ
た
。 

嶋
の
内
花
車 

息
子
と
の
ゝ
助
蔵
さ
ん
も
い
つ
ぞ
や
か
ら
市
蔵
と
改
名
し

て
、
此
頃
見
れ
ハ
早
元
服
が
よ
ふ
似
合
、
姉
さ
ん
の
小
冨
さ
ん
も
大
清
か
ら
出
て
、
是
も
鉄
漿
つ
け
も
済
で
目
出

た
い
盡
し
じ
や
ハ
イ
ナ
ア
。 

 

古
風 

□紋 

中
山
新
九
郎 

頭
取 

喜
楽
丈
ハ
中
山
新
七
と
申
せ
し
む
か
し
よ
り
、
狂
言
乃
仕
打
ハ
内
（
マ
マ
）
論
、
地
、
行
状
も
古
風
に
て
、
俳

優
家
の
名
家
中
山
家
元
和
泉
屋
の
家
屋
敷
か
ら
美
艶
香
の
仕
に
せ
迄
譲
り
受
ら
れ
た
。
役
者
道
の
大
慶
と
」
い

ひ
、
仕
合
な
義
で
ハ
厮
り
升
ぬ
か
。 

近
辺
よ
り 

大
晦
日
に
ハ
、
美
艶
香
ば
か
り
が
百
貫
乃
余
も
う
れ
る
と
ハ
け
つ

こ
う
な
事
じ
や
。 

頭
取 

子
息
一
蝶
丈
も
當
時
か
ぶ
き
の
中
立
も
の
、
追
々
昇
進
て
厮
り
舛
ふ
。 

 

當
世 

□紋 

嵐
三
五
郎 

 
 

 
 

京
ヒ
イ
キ 

ヤ
レ
京
屋
の
親
玉
ま
つ
て
お
り
ま
す
。 

わ
る
口 

な
ん
ほ
ま
つ
て
厮
ツ
て
も
モ
ウ
今
で
ハ
濱
芝
居
の
役
者

の
中
へ
這
入
り
、
た
と
へ
座
か
し
ら
被
万
成
て
も
威
勢
が
薄
ふ
成
た
や
う
に
見
へ
る
わ
い
。
濱
の
見
物

喰

 

あ
わ

ひの

貼
岩
お
こ
し 

沢
山
さ
ふ
ニ
、
目
と
く
や
百
太
郎 

靏
助
の
勢
ひ
ニ
ハ
今
の
か
ぶ
き
役
者
が
叶
ふ
物
か
い
。 

友
右
衛
門
大
せ
い  

引

す
り
出
し
て
な
く
れ

貼
。 

頭
取 

と
ふ
ざ
い
貼
、
さ
様
に
あ
ら

貼
し
き
事
を
仰
ら
れ
升
と
、
ど
ふ
し
て
も
濱

芝
居
の
見
物
ハ
立
テ
ば
つ
か
り
を
嬉
し
が
つ
て
、
評
判
と
こ
ろ
の
行
義
を
し
ら
ぬ
か
と
思
わ
れ
さ
つ
し
や
る
も
気

乃
ど
く
、
マ
ア
と
つ
く
り
と
気
を
慎
め
て
頭
取
の
評
を
御
聞
被
万
成
ま
せ
。 

見
巧
者 

イ
ヤ
モ
奥
聞
ふ
よ
り
口
聞



 十一 

と
、
来
芝
丈
に
當
世
と
い
ふ
位
を
付
ら
れ
た
ハ
、
と
か
く
當
世
ハ
名
を
取
ふ
よ
り
と
く
を
と
れ
の
世
界
じ
や
。
大

ま
い
の
前
金
取
て
、
正
月
の
給
金
も
か
ぶ
き
へ出
勤
並
ニ
と
り
、
ま
た
其
上
に
二
月
の
手
つ
け
迄
も
た
つ
ふ
り
と
と

ら
れ
た
と
の
う
わ
さ
、
濱
芝
居
の
事
な
ら
定
而
蔵
衣
装
」て
有
ふ
し
、
夫
な
れ
ハ
裸
て
も
の
お
と
し
た
た
め
し
が
な

い
と
言
物
じ
や
。 
ハ
ル
口 

イ
ヤ
又
来
芝
ハ
い
つ
で
も
同
し
衣
装
、
か
ぶ
き
を
つ
と
め
て
も
衣
装
を
切
て
出
た
る
ハ

見
た
事
が
な
い
。 

京
ヒ
イ
キ 

サ
ア
そ
れ
も
親
来
芝
の
衣
装
が
沢
山
に
有
ゆ
への
事
じ
や
。 

ヲ
ダ
テ 

ソ
レ
ガ
や
は

り
京
こ
ん
じ
よ
う
さ
、
来
芝
が
濱
へ
お
り
た

貼
と
惣
嫁
で
も
買
ふ
た
じ
や
有
ま
い
し
、
角
乃
芝
居
の
釣
看
板
見

た
が
よ
い
。
米
ふ
ん
で
居
た
芝
翫
で
さ
へ
下
へ
お
り
た
じ
や
な
い
か
。 

靏
組 

何
ぬ
か
す
じ
や
。
あ
れ
ハ
細
工
人
の

わ
ざ
し
や
。
そ
こ
で
ぬ
か
ら
ぬ
靏
図
の
親
玉
、
じ
き
に
米
を
さ
し
上
ケ
て
居
る
所
ニ
人
形
ぶ
り
を
か
え
た
處
が
、

筑
前
米
が
違
も
の
ニ
な
つ
た
ト
ゆ
ふ
て
、
堂
嶋
乃
仕
内
か
ゝ
り
の
人
々
が
よ
ろ
こ
ん
だ
。
な
ん
と
気
ど
り
ハ
ゑ
ら
い

か
。
ア
ゝ
つ
が
も
子
ヱ
。 

頭
取 

ヲ
ツ
ト
来
芝
丈
は
嵐
松
之
助
と
申
せ
し
若
年
の
頃
、
し
ば
ら
く
役
者
止
メ
て
小

間
も
の
屋
に
も
な
り
た
り
。
又
貸
本
屋
も
致
さ
れ
た
と
の
事
、
夫
故
外
の
役
者
衆
中
と
違
ひ
世
事
に
か
し
こ
く
、

楽
屋
で
も
役
者
同
士
の
す
れ
も
つ
れ
の
あ
い
さ
つ
、
又
ハ
勘
定
場
の
渡
り
引
の
應
對
納
ら
ぬ
役
も
納
め
た
り
。
頭

取
役
や
ら
手
代
や
ら
、
作
者
の
替
り
に
ま
で
は
し
り
歩
て
、
ほ
ん
に
や
れ

貼
貼
あ
し
豆
な
お
人
。 

お
た
て 

ソ

り
や
」
足
ま
め
な
筈
じ
や
。(10)
一

本
足
乃
景
事
で
當
ツ
た
も
の
。 

南
纏 

ま
た
人
の
し
ら
ぬ
足
も
ま
め
な
や
ら
、

南
枝
香
乃
後
家
御
と
何
や
ら
。 

頭
取 

イ
ヤ
モ
さ
様
な
事
迄
評
い
た
し
升
ふ
な
ら
際
限
ハ
厮
り
升
ぬ
。
と
か
く

来
芝
丈
は
振
付
が
御
上
手
ゆ
へ
、
身
の
取
廻
り
も
利
口
に
立
廻
り
、
夫
ゆ
へ
の
(11)
大
西
出
勤
。
是
か
ら
ハ
濱
芝
居

も
行
儀
正
敷
相
成
升
れ
バ
や
は
り
大
慶
、
殊
ニ
當
春
ハ
け
い
せ
い
品
評
林
の
狂
言
も
評
判
よ
く
、
大
當
り
に
て
お

手
か
ら

貼
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

天
然 

□紋 

市
河
團
蔵 

ヒ
イ
キ 

ヤ
レ
ま
つ
て
居
た

貼
。
三
河
屋
の
若
旦
那
、
早
ふ
評
を
聞
し
て
お
く
れ
。 

芝
い
好 

市
紅
丈
に
天
然
と

い
ふ
位
を
付
た
ハ
ど
ふ
し
た
事
じ
や
。 

頭
取 

サ
レ
バ
天
然
自
然
と
申
事
か
有
て
、
故
市
紅
丈
の
御
子
息
に
て
、

團
三
郎
と
申
た
子
役
の
砌
ハ
末
頼
母
し
き
狂
言
の
仕
内
で
厮
り
升
た
れ
ど
、
成
長
乃
後
と
ふ
か
暫
評
も
薄
く
、

若
大
夫
へ
出
勤
致
さ
れ
た
事
も
有
た
れ
と
、
サ
ア
爰
か
天
然
自
然
と
申
も
の
に
て
、
名
人
の
胤
と
い
ひ
、
子
役
の

時
の
小
賢
し
き
気
質
顕
れ
、
と
ふ

貼
立
も
の
と
成
ら
れ
升
た
。 

南
纏 

大
立
も
の
ゝ
名
家
故
内
の
行
義
も
正

し
く
、
い
つ
と
て
も
羽
折
き
て
座
ふ
と
ん
の
上
に
座
し
、
青
貝
入
の
机
の
」
上
に
書
物
を
置
な
ら
へ
、
孔
雀
の
尾
乃

大
ゆ
す
り
、
平
日
碁
か
お
好
に
て
盤
上
の
お
楽
し
ミ
。 

朝
顔
好 

(12)
あ
さ
か
ほ
も
お
す
き
て
能
穆
も
所
持
致
さ

る
ゝ
と
の
事
、
喜
楽
丈
や
百
花
丈
も
朝
顔
ハ
つ
く
ら
れ
て
も
、
俳
優
家
で
は
奥
山
丈
に
續
た
ら
市
紅
丈
じ
や
。 

俳
人 

朝
顔
を
愛
せ
ら
る
ゝ
か
ら
、
ふ
う
雅
ナ
所
も
有
や
う
な
れ
ど
、
去
年
亡
父
十
三
回
忌
乃
摺
も
の
、
自
ら
ハ

市
川
團
蔵
と
改
名
の
事
ゆ
へ
兎
も
角
も
、
追
加
乃
人
々
ハ
諸
人
の
知
た
俳
名
乃
あ
る
役
者
衆
中
な
る
に
、
片
岡



 十二 

仁
左
衛
門
じ
や
の
、
中
村
哥
右
衛
門
な
ど
ゝ
記
さ
れ
た
ハ
何
の
為
の
俳
名
じ
や
、
扇
面
な
ど
に
自
筆
の
讃
を
望

ま
れ
、
又
ハ
ケ
様
ナ
摺
も
の
ゝ
節
俳
名
を
用
ひ
べ
き
に
、
表
つ
き
を
い
だ
さ
れ
し
ハ
、
扨
々
不
風
雅
で
厮
ル
。 

頭
取 

イ
ヤ
モ
當
世
は
俳
名
を
表
つ
け
に
し
た
役
者
衆
中
が
多
ク
出
来
、
そ
こ
ら
と
ん
じ
や
く
ハ
せ
ぬ
所
が
け
つ
く
風
雅

な
よ
ふ
に
成
升
た
。
何
は
し
か
れ
小
が
ら
で
も
大
立
も
の
乃
気
質
顕
れ
お
手
か
ら

貼
。 

 

余
風 

□紋 

坂
東
重
太
郎 

濱
見
物 

ヤ
レ
坂
東
待
て
居
た
。
こ
ち
の
貼
。 

か
ふ
き
見
物 

イ
ヤ
重
太
郎
を
こ
ち
乃

貼
と
、
濱
芝
居
の
役
者
じ

や
と
思
ふ
て
居
る
か
い
。
其
む
か
し
ハ
大
哥
舞
妓
の
座
本
も
」
つ
と
め
ら
れ
、
第
一
か
ぶ
き
乃
名
家
岩
子
丈
乃
御

子
息
に
て
、
父
御
乃
敵
や
く
ハ
被
万
成
す
、
若
衆
が
た
よ
り
や
つ
し
役
と
成
、
中
頃
時
め
き
し
中
山
文
七
丈
鬢

附
や

貼
と
諸
見
物
乃
悦
ん
た
藝
ふ
う
ヲ
の
ミ
込
ミ
、
ま
た
當
世
乃
き
ゝ
も
の
岡
嶋
屋
丈
の
狂
言
な
ら
厮
れ

貼
、

持
て
来
い
じ
や
。 

頭
取 

サ
ア
夫
ゆ
へ
余
風
と
申
位
を
付
ま
し
た
。
ぶ
た
い
ハ
女
中
の
悦
ぶ
花
あ
る
狂
言
な
れ
ど

も
、
地
乃
趣
ハ
か
う
と
う
に
て
、
楽
屋
入
の
衣
装
も
じ
や
が
、
嶋
の
對
イ
返
し
、
小
紋
の
對
と
い
ふ
や
う
な
着
つ
け

は
お
り
、
舞
薹
乃
狂
言
よ
り
は
上
品
ニ
見
へ升
る
。  

 

為
功 

□紋 

中
山
文
七 

頭
取 

百
花
丈
は
兵
太
郎
と
申
た
時
纏
や
つ
し
役
が
お
家
乃
藝
に
て
、
俳
優
乃
名
家
乃
名
苗
氏
を
受
繾
、
中
頃

ハ
江
戸
表
乃
大
立
も
の
瀬
川
路
考
丈
乃
相
手
と
成
ら
れ
し
か
と
、
當
時
に
て
は
小
さ
ま
と
殺
さ
れ
婆
々
役
は
外

ニ
類
ハ
厮
り
升
ぬ
か
、
や
つ
ぱ
り
持
ま
へ
の
や
つ
し
ハ
又
々
格
別
な
所
が
厮
り
升
故
、
こ
な
し
と
い
ふ
位
を
付
ま
し

た
。 

有
難
や 

百
花
丈
ハ
こ
ち
乃
お
宗
旨
と
同
じ
事
て
殊
ニ
大
の
有
が
た
や
、
先
年
御
門
跡
さ
ま
の
御
下
り
の
せ

つ
も
御
礼
金
を
沢
山
に
上
ら
れ
、
扨
も

貼
殊
勝
ナ
事
。
」
そ
ふ
ゆ
ふ
こ
ゝ
ろ
ゆ
へ
、
黒
谷
乃
浄
光
ど
の
ゝ
さ
し
ず

に
て
、
和
泉
屋
に
所
持
の
御
前
さ
ま
、
け
つ
こ
う
な
仏
壇
を
ゆ
ず
り
受
ら
れ
、
扨
々
有
が
た
ひ
こ
と
じ
や
。 

ハ
ル
口 

そ
の
有
が
た
や
に
似
合
ぬ
大
の
殺
生
好
き
、
は
ぜ
釣
り
厮
れ
、
網
厮
れ
、
沖
釣
に
も
度
々
行
る
ゝ
故
、
日

和
の
善
悪
を
見
る
事
は
、
大
か
い
な
船
頭
も
及
ハ
ぬ

貼
。
有
難
や
乃
殺
生
ハ
、
是
か
ほ
ん
ま
に
魚
ハ
喰
れ
て
成
佛

す
る
と
い
ふ
所
か
知
ら
ぬ
。 

物
し
り 

御
出
生
は
お
は
り
名
古
屋
乃
矢
場
町
紅
屋
と
う
け
給
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

律
儀 

□紋 

嵐
猪
三
郎 

橘
組 

兄
さ
ま
の
評
か
ら
聞
た
い
。
待
て
い
た

貼
。 

南
纏 

環
子
丈
の
律
義
ハ
誰
て
も
よ
ふ
知
つ
て
居
る
。 

頭
取 

そ
れ
故
律
義
と
い
ふ
位
を
付
ま
し
た
。
此
お
人
若
輩
乃
砌
ハ
近
江
芝
居
に
て
修
行
致
さ
れ
、
初
代
尾
上
新
七
丈

養
子
と
成
ら
れ
し
事
も
有
た
と
の
事
。
常
に
不
動
明
王
と
楠
正
成
、
天
山
老
人
が
信
仰
に
て
、
左
専
堂
の
不
動

へ
ハ
月
参
り
致
さ
れ
、
田
上
ノ
不
動
、
其
外
近
在
の
不
動
廻
り
、
又
ハ
楠
乃
旧
跡
を
尋
ん
と
河
内
の
國
に
遊
ひ
、



 十三 

天
山
老
人
の
弟
子
こ
ぶ
ん
と
な
り
て
名
を
地
山
と
呼
ヒ
、
太
平
記
ハ
勿
論
、
義
心
傳
、
先
代
萩
の
講
釈
が
得
手
に

て
、
と
き

貼
座
敷
か
う
尺
を
し
て
、
人
の
耳
を
悦
ハ
せ
ら
れ
升
。
」 

南
纏 

イ
ヤ
又
講
尺
斗
り
じ
や
な
い
、
上
る

り
乃
會
を
催
し
、
連
中
ハ
英
子
丈 

璃
光
丈
な
ど
に
て
、
勿
論
上
る
り
ハ
中
大
夫
ど
の
と
ハ
兄
弟
の
事
也
。 

上
ル
リ
ス
キ 

上
る
り
よ
り
ハ
三
四
郎
の
方
が
よ
い
と
、
三
味
せ
ん
で
ハ
甚
大

貼
と
声
が
ゝ
り
升
。 

頭
取 

其
う
へ

上
る
り
の
故
実
あ
や
つ
り
の
事
に
委
し
く
、
是
等
の
咄
し
を
せ
ら
る
ゝ
が
お
上
手
。 

ハ
ル
口 

外
の
事
を
藝
と
替

た
ら
よ
か
ら
ふ
。 

頭
取 

コ
レ
ハ
ど
ふ
し
た
事
で
厮
り
升
ス
。
此
所
の
評
判
に
狂
言
乃
よ
し
あ
し
ハ
御
用
捨
で
厮
り

升
ス
。 

南
纏 

述
懐
さ
ん
と
い
ふ
わ
け
意
見
ハ
と
ふ
し
た
事
じ
や
し
ら
ぬ
が
、
猩
々
と
い
ふ
異
名
の
訳
ハ
お
か
し
い

じ
や
な
い
か
。 

女
中
連 

り
く
わ
ん
さ
ん
と
違
ひ
其
様
ニ
さ
ゝ
ハ
上
ら
ぬ
に
、
猩
々
と
ハ
ど
ふ
し
た
事
じ
や
。 

頭
取 

図 

ソ
リ
ヤ
弟

お
と
ゝ

付
じ
や
と
い
ふ
事
じ
や
。
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。 

 

竒
麗 

□紋 

小
川
吉
太
郎  

ヒ
イ
キ 

英
子
さ
ま

貼
早
ふ
評
が
聞
た
い
貼
。 

頭
取 

英
子
丈
は
芝
翫
丈
の
伯
父
御
東
斎
と
の
、
初
め
ハ
源
蔵

と
申
せ
し
人
乃
養
子
に
て
、
生
得
や
つ
し
方
の
器
量
故
、
小
川
吉
太
郎
と
い
ふ
名
跡
を
つ
が
れ
ヰ
た
。
そ
れ
ゆ
へ

竒
麗
と
申
位
に
て
、
御
子
息
栄
次
郎
丈
も
、
當
春
座
万
の
社
内
口
の
芝
居
に
て
」
他
門
ま
せ
ず
の
中
村
一
統
、

玉
の
助
、
駒
之
助
両
人
の
戻
り
駕
に
、
栄
二
郎
丈
禿
の
役
、
す
つ
ぽ
り
か
づ
ら
に
て
お
つ
と
め
可
愛
ら
し
う
厮
り

升
タ
。 

南
纏 

狂
哥
も
出
来
る
上
ル
り
も
や
ら
る
ゝ
、
小
川
丈
ハ
御
き
や
う
は
だ
。 

わ
る
口 

で
も
上
る
り
ハ
声

が
か
ひ
な
ふ
て
聞
に
く
い
。 

ヒ
イ
キ 

碁
も
お
す
き
、
其
う
へ
に
天
山
老
人
乃
講
尺
が
き
つ
い
お
好
に
て
、
近
辺
に

席
が
有
て
い
つ
も
お
こ
し
。 

講
尺
ス
キ 

ソ
リ
ヤ
嵐
猪
三
に
す
ゝ
め
ら
れ
、
百
花
丈
も
け
だ
い
な
ふ
聞
に
行
る
ゝ
。 

頭
取 

な
に
ハ
し
か
れ
、
や
つ
し
や
く
の
き
つ
す
い
、
追
々
御
出
世
て
ご
ざ
り
升
。  

 

若
半 

□紋 

中
山
一
蝶 

仲
い
連 

一
蝶
さ
ん
待
か
ね
て
居
る
わ
い
ナ
ア
。 

坂
丁
連 

岡
嶋
屋
う
つ
し
に
座
敷
の
遊
び
を
せ
ら
る
ゝ
。 

ヒ
イ
キ 

う
か
れ
好
で
座
敷
が
面
白
イ
事
じ
や
。 

頭
取 

来
太
郎
と
申
た
節
よ
り
、
き
つ
と
若
手
乃
花
か
た
と
見
え
追
々

に
御
出
世
で
厮
り
ヰ
ふ
。 

ハ
ル
口 

し
か
し
し
ば
ら
く
若
大
夫
へ
出
勤
に
て
、
和
泉
屋
乃
名
家
へ
濱
芝
居
の
太
鼓

を
打
込
だ
ハ
、
マ
ア
お
い
ら
ハ
不
承
知
だ
。 

ヒ
イ
キ 

な
に
ぬ
か
す
や
ら
、
そ
れ
も
し
ゆ
ぎ
や
う
乃
う
ち
じ
や
。
今

の
ま
に
大
立
者
、
岡
嶋
屋

貼
と
い
わ
し
て
見
せ
る
わ
い
。
」 

 

大
様 

□紋 

中
村
歌
七 

鶴
図
ヒ
イ
キ 

哥
七
さ
ま

貼
こ
ち
の
貼
。 

頭
取 

哥
七
丈
は
橋
之
助
と
申
た
頃
纏
大
手
な
る
狂
言
故
、
大
様

と
つ
け
ま
し
た
。 

南
纏 

か
つ
ほ
く
に
似
て
(13)
大
の
角
低
す
き
に
て
、
毎
年
の
す
も
ふ
大
か
た
十
日
は
欠
さ
れ
ぬ
。 



 十四 

角
力
好 

奥
山
も
猪
三
郎
も
え
ら
ひ
好
き
じ
や
。 

頭
取 

哥
七
丈
ハ
、
先
年
御
前
丁
に
て
江
戸
店
を
立
派
に
出

さ
れ
、
大
キ
成
鏡
薹
に
、
芝
翫
丈
の
石
橋
の
似
顔
店
出
し
の
せ
つ
ハ
、
買
人
が
群
集
い
た
し
ま
し
た
。 

ヒ
イ
キ 

哥

七
丈
ハ
大
か
ら
故
、
ち
よ
つ
と
お
も
ひ
付
こ
と
が
大
き
に
て
、
見
事
な
看
板
じ
や
有
た
。 

近
所
纏 

イ
ヤ
看
板
よ

り
い
び
き
の
音
が
大
き
な
内
ニ
寝
て
じ
や
事
ハ
、
近
處
に
よ
ふ
知
れ
る
。
今
ハ
八
幡
す
じ
か
ゝ
や
の
と
な
り
へ
変
宅

に
て
、
い
び
き
の
音
を
た
す
か
つ
た
。 

 

温
和 

□紋 

三
桝
他
人 

頭
取 

他
人
丈
ハ
清
兵
衛
丈
の
御
子
息
に
て
、
元
来
す
な
を
成
気
質
故
、
見
物
の
評
ハ
勿
論
、
楽
屋
う
ち
に
て
も

至
極
う
け
よ
く
、
夫
ゆ
え
温
和
と
い
ふ
位
を
付
ま
し
た
。 

芝
い
好 

當
春
ハ
ど
ふ
か
江
戸
下
り
と
聞
ま
し
た
が
、

や
は
り
京
都
に
て
二
の
替
り
も
」
御
出
勤
。 

京 

他
人
丈
ハ
大
坂
よ
り
京
の
ヒ
イ
キ
が
多
ひ
。 

江
戸 

背
も
す
ら

り
と
高
ク
よ
い
か
つ
か
う
、
江
戸
へ
下
ら
れ
た
ら
、
近
頃
乃
沢
村
宗
十
郎
に
よ
く
似
て
有
か
ら
評
判
か
よ
か
ろ
う

わ
い
。 

 

追
号 

 

冨
士
枕
山
十
郎 

同  
 

 

中
山
小
三
郎 

同  
 

 

市
川
市
靏 

同  
 

 

大
谷
此
友 

同  
 

 

嵐
璃
三
郎 

同  
 

 

片
岡
十
蔵 

同  
 

 

中
山
新
平 

同  
 

 

嵐
嶋
三
郎 

同  
 

 

市
川
濱
蔵 

同  
 

 

三
桝
亀
五
郎 

同  
 

 

坂
東
荒
五
郎 

同  
 

 

小
川
又
九
郎 

頭
取 

山
十
郎
丈
ハ
折
々
の
出
勤
、
ど
ふ
ぞ
打
續
出
勤
あ
ら
ば
其
節
細
評
い
た
し
位
付
升
ふ
。
小
三
郎
丈
も
近

年
ハ
打
續
て
の
出
勤
な
く
、
ど
ふ
ぞ
口
乃
内
が
直
し
て
あ
け
た
く
、
市
靏
丈
の
気
質
ハ
お
と
な
し
く
、
此
友
丈
は

江
戸
表
へ
暫
お
下
り
で
有
た
が
、
帰
坂
の
後
ハ
お
と
な
し
く
な
ら
れ
、
璃
三
郎
丈
ハ
新
川

貼
呼
れ
て
ふ
る
つ
わ
も

の
、
十
蔵
丈
ハ
江
戸
表
の
ふ
り
つ
け
の
名
人
市
山
七
蔵
ど
の
ゝ
子
息
」
故
、
ふ
り
附
か
御
巧
者
、
新
平
丈
ハ
九
州
地

な
ど
の
旅
て
ハ
、
中
山
来
助
と
呼
む
て
大
建
も
の
、
嶋
三
郎
丈
ハ
其
昔
中
山
久
吉
と
い
ふ
た
時
ハ
、
子
供
芝
居
て
ハ



 十五 

や
つ
し
役
乃
立
も
の
て
有
た
れ
と
、
一
両
年
ハ
東
國
へ
お
越
て
住
所
も
し
か
と
存
ぜ
す
。
濱
蔵
丈
ハ
な
ん
ば
新
地

法
善
寺
の
裏
門
に
て
中
嶋
屋
と
言
呼
屋
、
先
年
箕
面
乃
弁
天
の
冨
が
當
り
し
纏
追
々
繁
昌
、
聖
天
さ
ま
の
信

心
厚
く
日
参
致
さ
る
ゝ
は
竒
ど
く
ナ
事
。 

生
玉
よ
り 

南
乃
坊
の
聖
天
さ
ま
へ
金
壱
両
寄
進
と
ハ
き
ど
く
な
事
。 

頭
取 

亀
五
郎
丈
ハ
す
ま
ふ
場
乃
近
辺
て
武
蔵
野
御
飯
と
い
ふ
料
理
屋
、
荒
太
（
マ
マ
）
郎
丈
ハ
生
玉
馬
場
さ
き
か

ら
と
ハ
若
け
れ
ど
も
御
苦
労
な
こ
と
、
又
九
郎
丈
ハ
錦
子
丈
乃
弟
子
に
て
、
笠
や
又
九
郎
と
い
ゝ
し
が
、
い
つ
の
程

に
か
小
川
又
九
郎
と
改
名
致
さ
れ
。 

芝
い
好 

ヲ
ッ
ト
待
た
り
。
笠
や
又
九
郎
と
い
ふ
ハ
名
人
の
名
苗
氏
じ
や
に
、

小
川
と
し
ら
れ
て
ハ
唯
の
親
仁
じ
や
。 
は
ま
見
物 

と
ふ
し
て
も
ほ
う
だ
ら
と
い
ふ
な
が
よ
ふ
し
れ
て
よ
い
わ
い
な
。 

頭
取 

い
づ
れ
も
御
出
情
の
せ
つ
位
を
付
ま
せ
う
。 

 

▲
実
悪
敵
役
之
部 

巧
者 

□紋 

浅
尾
工
左
衛
門 

」 

南
纏 

ヤ
レ
金
田
屋
の
親
仁
さ
ま
。 

三
宝
組 

ア
ゝ
こ
れ

貼
鬼
丸
さ
ま
を
親
仁

貼
と
い
ふ
て
じ
や
け
れ
ど
、
我

童
さ
ん
よ
り
ハ
弐
ツ
若
ゐ
わ
い
な
ア
。 

頭
取 

工
左
衛
門
丈
ニ
巧
者
の
位
を
付
た
ハ
、
藝
道
乃
巧
乃
字
ハ
申
迄
も

な
く
、
元
来
器
用
な
る
産
れ
付
に
て
、
小
細
工
事
な
ど
を
巧
者
に
致
さ
れ
升
る
故
の
位
で
厮
り
升
。
第
一
上
根

に
て
筆
ま
め
に
書
抜
の
せ
り
ふ
を
直
し
、
五
音
相
通
、
ア
イ
ウ
エ
ヲ
カ
キ
ク
ケ
コ
の
詞
つ
か
ひ
な
ど
の
吟
味
を
致
さ

れ
、
其
う
へ
に
、
芝
居
乃
禁
句
入
ら
ぬ
わ
の
、
當
ら
ぬ
、
は
や
ら
ぬ
、
つ
け
る
の
と
い
ふ
詞
を
嫌
ひ
、
夫
故
入
歯
を

大
せ
つ
に
致
さ
れ
升
る
。 

楽
ヤ
シ
リ 

鬼
丸
丈
の
楽
屋
ハ
自
身
が
手
ま
め
に
松
葉
紙
に
て
は
り
廻
し
、
と
ん
と
ゆ

す
イ
事
は
嫌
ひ
に
て
、
發
句
の
哥
の
な
ど
ゝ
い
ふ
よ
ふ
な
事
を
致
さ
れ
た
事
ハ
な
く
、
只
い
つ
迚
も
ま
り
し
天
乃
御

利
生
と
、
法
花
勧
請
の
い
な
り
さ
ま
の
世
話
せ
ら
る
ゝ
斗
り
じ
や
。 

南
纏 

内
室
の
お
ま
つ
さ
ま
ハ
、
清
兵
衛
さ

ん
の
内
の
と
が
き
つ
ゐ
中
よ
し
、
芝
居
の
初
日
は
い
つ
で
も
欠
さ
ず
見
物
じ
や
。 

芝
い
好 

御
子
息
吉
三
郎
丈
も

近
頃
ま
で
江
戸
は
ら
當
テ
し
て
門
ト
に
遊
ん
で
ゝ
有
た
の
ニ
、
去
秋
纏
額
ニ
む
ら
さ
き
ぼ
う
し
置
て
裾
も
つ
て
、
ち

や
ん
と
」
よ
ひ
女
形
ニ
成
ら
れ
た
。 

ヒ
イ
キ 

元
来
器
用
な
生
れ
つ
き
で
、
琴
、
三
味
線
、
上
る
り
、
三
弦
、
つ
ゞ
み
、

太
鞁
で
も
達
者
ナ
事
じ
や
。 

頭
取 

舞
は
勿
論
乃
こ
と
に
て
、
三
番
嫂
に
て
當
ら
れ
升
た
。
鬼
丸
丈
は
、
顔
に

似
合
ぬ
大
の
子
可
愛
が
り
に
て
、
弟
子
弐
人
も
息
才
延
命
ナ
や
う
に
と
て
、
無
事
之
助 

丈
夫
郎
と
附
ら
れ
た
。 

芝
翫
連 

其
名
の
附
親
ハ
芝
翫
丈
じ
や
。
ほ
ん
に
珎
ら
し
い
名
じ
や
な
い
か
。 

 

強
気 

□紋 

大
谷
友
右
衛
門 

頭
取 

金
轡
丈
ハ
実
悪
一
道
よ
り
脇
道
へ
ゆ
か
ぬ
気
質
故
、
強
気
と
い
ふ
位
を
つ
け
ま
し
た
。 

芝
い
好 

い
つ
で
も

狂
言
が
車
輪
ゆ
へ
、
ビ
リ

貼
と
い
ふ
異
名
。 

南
纏 

岡
し
ま
や
松
嶋
屋
に
續
て
の
俳
優
中
の
金
持
じ
や
と
の
事
、

い
か
様
そ
ふ
か
し
て
土
用
干
の
衣
装
斗
り
で
さ
へ
お
び
た
ゝ
し
ゐ
事
。 

刀
屋 

イ
ヤ
又
妙
ナ
拵
への
腰
の
物
を
数
多



 十六 

所
持
し
て
厮
り
升
。 

聞
た
か
り 

妙
ナ
こ
し
乃
物
と
ハ
と
ふ
し
た
物
じ
や
。 

刀
屋 

さ
れ
バ
で
厮
り
升
。
大
谷
氏

の
好
に
て
鍔
ハ
勿
論
、
ふ
ち
か
し
ら
、
目
貫
、
小
づ
か
に
色
々
と
、
或
ハ
あ
ミ
だ
如
来
、
千
手
観
音
、
不
動
明
王
な

ど
の
像
を
彫
つ
け
、
南
無
大
師
遍
照
金
剛
じ
や
の
、
南
無
不
可
思
儀
じ
や
の
と
い
ふ
文
字
を
彫
付
、
勿
論
細
工

は
」
妙
手
に
か
け
、
金
に
あ
か
し
た
脇
さ
し
の
所
持
ハ
、
枩
嶋
屋
に
も
負
ぬ
位
で
厮
り
升
。 

南
纏 

な
ん
ち
の
紫

友
香
并
丸
十
紋
図
香
乃
店
も
場
所
が
ら
故
繁
昌
と
見
へ升
ル
。 

 

曰
ア
リ 

出
情
（白
ヌ
キ
） 

□紋 

嵐
冠
十
郎 

ほ
り
江 

慶
舎
さ
ま

貼
近
江
さ
の
ゝ
評
か
ら
聞
し
て
お
く
れ
。 

頭
取 

東
西

貼
、
先
程
来
芝
丈
評
の
節
、
南

枝
香
と
や
ら
何
と
や
ら
、
余
所
事
の
評
も
交
り
ま
し
た
故
、
其
儀
ハ
決
て
御
断
申
上
升
た
。 

南
纏 

慶
舎
さ
ん

ハ
枩
嶋
屋
を
い
わ
す
か
た
ら
ず
に
真
似
し
て
居
て
じ
や
や
ら
、
信
貴
山
参
り
し
た
り
、
年
中
の
大
吉
日
大
悪
日

乃
吟
味
か
六
か
敷
事
じ
や
。 

頭
取 

慶
舎
丈
は
岡
嶋
屋
の
高
弟
で
ハ
厮
り
升
レ
と
、
元
来
江
戸
表
に
て
修
行
い

た
さ
れ
た
身
分
故
、
江
戸
の
気
風
が
離
れ
す
ふ
た
い
の
衣
装
ハ
勿
論
、
平
日
の
着
も
の
羽
折
と
て
も
、
大
名
籏
本

侍
衆
の
ご
と
く
大
き
な
る
紋
を
つ
け
ら
れ
升
。 

楽
や
シ
リ 

ソ
リ
ヤ
其
は
ず
じ
や
、
具
足
屋
の
内
室
ハ
江
戸
て
武

家
の
奥
勤
し
た
女
中
と
や
ら
に
て
、
縫
針
が
え
ら
い
と
の
事
。 

近
所
纏 

縫
針
も
え
ら
い
が
悋
気
す
る
事
も
え

ら
ひ
。 

南
纏 

女
夫
な
か
ら
江
戸
気
故
、
楽
屋
へ権
助
が
来
た
と
て
こ
わ
が
る
も
の
じ
や
」
な
い
。 

楽
や
シ
リ 

わ

や
な
江
戸
ツ
子
ま
か
い
ハ
慶
舎
に
逢
た
ら
一
た
ま
り
も
な
い
。 

頭
取 

慶
舎
丈
ハ
元
来
世
話
や
き
ず
き
に
て
人
の

難
義
も
見
捨
ぬ
気
性
、
勿
論
師
弟
の
礼
を
重
ん
じ
、
朔
日
、
十
五
日
、
廿
八
日
の
式
日
、
初
日
寄
初
當
り
振
舞

な
ど
に
ハ
、
人
一
番
に
袴
を
付
て
親
方

貼
と
璃
寛
丈
を
尊
ミ
。 

お
た
て 

イ
ヤ
夫
よ
り
ハ
黒
び
ろ
う
ど
の
ヒ
フ
着

て
走
り
歩
行
、
璃
寛
連
、
橘
組
、
ほ
り
江
教
経
連
中
への
お
つ
と
め
ハ
、
藝
者
で
も
及
ぬ

貼
。 

芝
い
好 

ふ
た
い
の

狂
言
纏
は
地
の
咄
し
が
き
つ
ゐ
上
手
、
其
中
に
江
戸
表
の
大
名
簱
元
衆
の
家
々
乃
格
式
な
ど
の
故
実
を
い
わ
し

て
聞
ふ
な
ら
、
岡
し
ま
屋
の
長
せ
り
ふ
纏
面
白
い
事
じ
や
。 

見
巧
者 

時
ニ
頭
取
、
慶
舎
丈
の
位
に
出
情
と
つ
け

た
ハ
舞
臺
の
狂
言
の
車
輪
ナ
所
は
勿
論
の
事
、
連
中
方
への
折
見
合
出
情
致
さ
る
ゝ
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
で
有
フ
が
、
日

ア
リ
と
記
し
て
情
の
字
を
蔭
に
し
て
有
の
ハ
、
余
り
世
話
や
き
事
が
過
て
、
け
つ
く
い
ら

貼
す
る
や
ふ
に
見
へる
と

い
ふ
事
て
有
ふ
。 

頭
取 

成
ほ
ど
見
巧
者
乃
御
連
中
と
て
其
通
り
に
違
ひ
な
し
、
し
か
し
慶
舎
丈
の
こ
と
く
尻

軽
に
か
け
廻
り
、
ヒ
イ
キ
連
中
を
大
勢
に
は
な
ら
ぬ
事
。 

狂
言
方 

礼
状
を
書
て
呉
の
」
見
舞
状
か
や
り
た
い
の

と
頼
ま
れ
る
に
は
困
り
升
。 

艸
紙
や 

其
様
に
状
を
出
さ
る
ゝ
故
、
冠
十
郎
丈
も
大
坂
の
能
筆
の
内
に
入
ら
れ

て
有
一
枚
摺
が
い
つ
ぞ
や
出
ま
し
た
。 

北
よ
り 

と
ふ
か
近
頃
ハ
岡
し
ま
屋
と
一
座
せ
ら
れ
ぬ
ゆ
へ
、
璃
寛
の
機

嫌
を
そ
こ
の
ふ
た
な
ど
ゝ
い
ふ
評
も
有
ぞ
。 

頭
取 

な
る
程
素
人
方
に
て
ハ
、
慶
舎
丈
岡
嶋
や
乃
番
故
乃
や
う
に

も
思
ふ
て
厮
ル
方
も
多
ひ
故
、
久
し
う
一
座
が
厮
り
升
ぬ
と
機
嫌
で
も
損
ね
た
と
い
ふ
評
の
有
も
尤
、
し
か
し
座
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組
ハ
時
の
模
様
故
、
と
か
く
師
弟
の
礼
義
厚
、
出
情
の
字
を
黒
ニ
被
万
成
る
や
う
が
肝
要

貼
。 

 

世
話 

□紋 
浅
尾
國
五
郎 

ヒ
イ
キ 

ヤ
レ
近
国
さ
ま

貼
。 

頭
取 

ぶ
た
い
に
か
わ
ら
ぬ
平
日
の
行
込
ミ
、
近
頃
は
頭
取
替
り
に
我
家
内
の
お

世
話
や
き
、
そ
こ
で
世
話
と
い
ふ
位
を
付
け
ま
し
た
。
重
宝
ナ
お
人
で
厮
り
升
。 

 

師
風 

□紋 

浅
尾
為
十
郎 

頭
取 

奥
山
丈
ハ
江
戸
表
へ
下
ら
れ
、
彼
地
に
て
師
匠
乃
高
名
為
十
郎
と
改
名
有
て
、
狂
言
の
仕
打
ハ
、
故
人
為

十
郎
丈
乃
師
風
あ
る
故
、
即
位
を
師
風
と
付
ま
し
た
。 

大
坂
ヒ
イ
キ 

去
年
の
暮
」に
は
芝
翫
丈
と
同
道
に
て
帰

坂
と
待
て
居
た
の
に
江
戸
ニ
お
ゐ
て
、
マ
ア
し
は
ら
く
顔
が
見
ら
れ
ぬ
か
。 

芝
い
好 

為
十
郎
丈
も
早
ふ
戻
り
た
い

と
い
ふ
て
い
ら
れ
る
と
の
事
じ
や
。 

頭
取 

あ
さ
か
ほ
と
角
力
好
の
事
は
、
前
て
評
も
厮
り
升
た
故
、
猶
細
評
ハ

帰
坂
乃
節
ゆ
る

貼
致
升
ふ
。 

 

可
笑 

□紋 

嵐
團
八 

ヒ
イ
キ 

ヤ
レ
岡
む
ら
屋
待
て
居
た

貼
。 

頭
取 

團
八
丈
に
お
か
し
ミ
と
い
ふ
位
ヲ
つ
け
ま
し
た
ハ
、
ふ
た
ゐ
の
も

や
う
。 

南
纏 

地
で
ハ
ふ
た
ゐ
ほ
ど
の
お
か
し
ミ
ハ
な
い
ぞ
。 

冠
十
郎
ヒ
イ
キ 

地
は
慶
舎
の
方
や
つ
と
面
白
ひ
。  

頭
取 

ソ
リ
ヤ
其
は
ず
じ
や
厮
り
ま
し
よ
。
役
者
衆
が
地
も
ぶ
た
い
も
同
し
様
に
三
枚
目
の
敵
役
じ
や
と
て
、
内

で
金
を
盗
で
花
生
へ隠
し
て
も
置
ず
、
さ
わ
ぎ
役
も
内
で
ハ
不
理
屈
ナ
事
い
ふ
て
、
女
房
や
中
働
き
を
こ
ま
ら
せ
、

実
悪
じ
や
と
て
、
憎
て
ら
し
ゐ
物
で
も
な
い
ゆ
へ
、
團
八
丈
が
家
内
を
笑
し
て
ハ
居
ら
れ
升
ぬ
。 

楽
や
シ
リ 
わ
ら

わ
す
所
か
酒
の
む
と
、
チ
ト
ね
ち
上
戸
ゆ
へ
み
な
こ
ま
る
と
の
事
じ
や
。 

頭
取 

何
は
と
も
あ
れ
ぶ
た
い
に
愛
有

り
て
、
見
物
乃
悦
ひ
升
ゆ
へ可
笑
と
つ
け
ま
し
た
。
」  

 

追
号 

□紋 

片
岡
小
六
郎 

頭
取 

小
六
郎
丈
は
秋
又
の
御
子
息
に
て
、
初
は
芝
翫
丈
乃
弟
子
な
れ
と
、
當
時
は
片
岡
氏
の
縁
有
て
小
六
郎

と
改
名
致
さ
れ
。 

ヒ
イ
キ 

芝
翫
と
片
岡
の
替
り
役
な
ら
生
う
つ
し
、
仕
内
を
似
せ
ら
る
ゝ
所
は
奇
妙
じ
や
。 

南
纏 

何
と
成
と
位
か
付
て
ほ
し
い
。 

 

追
号 

  

桐
山
紋
治 

同 
 

 
 

坂
東
國
五
郎 

同 
 

 
 

片
岡
蝶
十
郎 



 十八 

同 
 

 
 

桐
嶌
儀
左
衛
門 

同 
 

 
 

浅
尾
此
兵
衛 

     
小
川
馬
右
衛
門 

     

嵐
岡
十
郎 

頭
取 

紋
次
丈
ハ
、
其
以
前
ハ
藝
者
に
て
有
し
ゆ
へ
、
ふ
た
い
に
粋
過
た
所
も
あ
れ
ど
、
近
頃
ハ
俳
優

は
い
か
い

も
致
さ
れ
面

白
ひ
お
人
、
国
五
郎
丈
ハ
ね
り
も
、 

素
人
芝
居
な
ど
に
顔
す
る
事
が
上
手
と
の
事
、
蝶
十
郎
丈
は
末
頼
母
敷 

 
 

 
 

よ
い
気
質
、
儀
左
衛
門
丈
も
其
昔
瀧
右
衛
門
と
い
ふ
た
時
分
ハ
、
チ
ト
人
を
こ
ま
ら
せ
た
お
人
で
有
た
か
、
今
て
ハ

わ
た
の
よ
ふ
に
成
ら
れ
、
此
兵
衛
丈
は
ふ
た
い
へ
出
る
と
目
を
ふ
さ
ゐ
で
、
両
手
を
に
ぎ
り
つ
め
る
癖
が
」
出
て
、

歩
行
ふ
う
ハ
師
匠
鬼
丸
丈
を
似
せ
ら
れ
、
元
来
旅
乃
座
が
し
ら
の
気
質
離
れ
す
。 

南
纏 

新
川
で
宝
来
屋
と
い

ふ
茶
屋
商
賣
が
繁
昌
じ
や
。
馬
右
衛
門
丈
は
座
广
の
前
乃
養
詮
丹
の
先
生
に
似
て
有
ぞ
。 

頭
取 

岡
十
郎
丈
ハ

部
屋
が
し
ら
才
蔵
丈
乃
息
子
に
て
、
京
へ
芝
居
引
こ
し
乃
節
は
、
此
お
人
か
頭
取
や
く
御
く
ろ
ふ

貼
、 

何
れ

も
追
々
位
を
付
ま
せ
う
。 

皆
々 

是
か
ら
が
若
女
か
た
の
評
を
早
ふ
聞
た
い
貼
。 

役
者
更
紗
目
鏡 

 

上
巻
畢
」 

   



 

 

＜蔵書印＞ 
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二
冊
之
内
」 

若
女
形
之
部 

風
雅 

□紋 
嵐
小
六 

ヒ
イ
キ 

ヤ
レ
吉
田
屋
の
玉
さ
ま

貼
。 

頭
取 

當
時
暦
々
の
若
女
か
た
衆
も
厮
り
升
れ
ど
、
代
々
乃
名
家
と
い

ひ
、
殊
ニ
小
六
丈
は
岩
次
郎
と
申
せ
し
は
つ
舞
臺
よ
り
大
立
も
の
乃
器
量
備
わ
り
、
女
か
た
を
情
を
守
り
、
行
義 

と
い
ひ
き
や
り

（
マ
マ
）

う
と
い
ひ
申
は
此
お
人
、
其
上
、(14)
去
秋
故
人
と
相
成
ら
れ
ま
し
た
る
京
都
ひ
か
し
山
の
俳
士
、

土
卯
先
生
の
門
人
に
て
、
ふ
う
雅
の
道
を
好
ミ
、
常
に
閑
情
を
楽
し
ミ
と
致
さ
れ
升
る
。 

南
纏 

去
春
ま
で
ハ
九

郎
右
衛
門
町
乃
貸
座
敷
に
居
ら
れ
升
た
が
、
夏
の
頃
よ
り
こ
ち
ら
側
、
河
作
の
東
へ
変
宅
に
て
、
專
妙
膏
と
い
ふ

膏
や
く
の
根
悍
、
唐
画
の
異
ふ
う
ナ
の
う
れ
ん
も
風
流
か
ら
出
た
物
好
キ
。 

頭
取 

成
ほ
と
雅
を
好
ま
る
ゝ
故
、

居
間
の
か
け
も
の
柱
が
け
に
は
、
其
時
々
の
發
句
の
短
冊
を
か
け
て
楽
し
ミ
、
近
頃
ハ
大
分
達
者
に
成
ら
れ
、
ぶ

た
い
も
つ
ゞ
ゐ
て
の
御
出
勤
。 

見
物 

し
か
し
手
も
自
由
に
成
ら
ぬ
う
へ
に
、
繾
足
を
し
ら
る
ゝ
ハ
ど
ふ
か
見
て
居

て
あ
ぶ
な
い
わ
い
。 

上
丁
纏 

こ
ち
の
方
の
ゐ
し
や
ど
の
へ
毎
日
通
わ
れ
、
神
佛
の
加
護
よ
り
」
入
か
た
の
駕
籠
に

て
、
按
腹
の
療
治
の
き
ゝ
目
が
見
え
、
追
々
に
全
快
て
有
ふ
。 

南
よ
り 
去
春
伯
父
庄
六
殿
の
死
去
の
砌
、
小
ば

し
の
墓
所
へ
乃
葬
送
り
に
、
正
八
ツ
時
の
釈
迦
兒
ひ
と
ハ
珍
ら
し
い
。
往
来
の
諸
人
か
不
思
ぎ
を
立
ま
し
た
。  

 
 

 
 

し
や
れ
も
の 

去
年
の
春
か
ら
、
乗
物
よ
り
(15)
か
ご
細
工
の
釈
迦
に
な
ひ
が
大
は
や
り
じ
や
有
た
。
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。 

 

頓
智 

□紋 

中
村
歌
六 

  

ヒ
イ
キ 

周
防
町
の
太
夫
に
頓
智
と
い
ふ
位
ハ
ど
ふ
じ
や
。 

頭
取 

サ
レ
ハ
哥
六
丈
ハ
ぶ
た
い
の
取
廻
り
が
達
者
故
、

頓
智
と
い
ふ
位
を
付
ま
し
た
が
、
舞
臺
ハ
平
日
と
て
も
ヒ
フ
を
着
て
楽
屋
入
な
ど
、
た
つ
し
や
な
ひ
ふ
じ
や
と
い
ふ

人
が
厮
り
升
。 

ハ
ル
口 

達
者
な
ひ
ふ
か
し
ら
ぬ
が
、
や
は
り
女
か
た
は
女
か
た
の
姿
に
て
し
ほ
ら
し
ふ
し
た
が
よ

ゐ
よ
ふ
に
お
も
わ
れ
る
。
平
日
ち
と
気
ず
い
と
の
噂
。 

鶴
菱
図 

本
家
の
親
玉
乃
お
も
わ
く
に
し
た
が
ふ
が
能

か
と
こ
ち
ら
ハ
お
ま
ふ
て
居
る
。
し
か
し
今
出
の
花
か
た
じ
や
。 

頭
取 

ソ
リ
ヤ
其
は
ず
じ
や
、
中
の
嶋
の
舟
越
氏

が
ヒ
イ
キ
ゆ
え
、
干
牛
丸
の
仕
送
り
、
周
坊
町
に
も
看
板
か
出
し
て
あ
る
。
ど
ふ
テ
も
干
牛
丸
の
精
力
故
か
、
御

子
息
も
沢
山
に
出
来
孫
の
ふ
へ
る
を
、
今
宮
の
隠
居
ハ
嘸
お
悦
び
で
厮
り
升
ふ
。
」 

 

今
様 

□紋 

中
村
松
江 

頭
取 

松
江
丈
ハ
市
川
熊
太
郎
と
言
、
い
な
り
の
芝
居
へ出
勤
の
頃
よ
り
當
世
の
人
気
に
か
な
ひ
、
今
大
立
も
の 

乃
気
質
故
、
楽
屋
乃
行
状
け
い
こ
の
砌
り
よ
り
、
長
き
せ
る
に
て
煙
草
盆
を
扣
へ
、
ひ
ろ
う
ど
う
の
大
座
ぶ
と
ん 

に
座
し
、
気
性
高
く
狂
言
も
少
し
嗜
な
ま
る
ゝ
よ
し
、
そ
れ
故
今
様
と
い
ふ
位
に
い
た
し
升
た
。 

皆
貼 

コ
リ
ヤ
頭 

と
り
の
御
は
た
ら
き
、
い
ひ
ぶ
ん
ハ
な
い
ぞ

貼
。 

ヒ
イ
キ 

愛
が
有
て
ひ
ん
が
よ
ふ
て
、
巴
丈
ふ
う
が
ど
こ
や
ら
に



 二十二 

見
へ
る
ぞ

貼
す
き

貼
。  

 

端
手 

□紋 
藤
川
花
友 

頭
取 

花
友
丈
は
道
と
ん
堀
に
て
出
生
な
が
ら
、
鰕
十
郎
丈
と
同
道
に
て
江
戸
表
へ
下
ら
れ
、
先
年
帰
坂
致
さ

れ
て
も
、
や
は
り
江
戸
の
気
風
離
れ
ず
、
始
終
杜
若
丈
の
行
こ
ミ
を
地
と
し
て
、
御
酒
も
大
ぶ
ん
ゆ
き
升
故
、
は

で
と
い
ふ
位
を
付
ま
し
た
。 
南
纏 

内
室
は
江
戸
萩
の
伊
三
郎
丈
の
娘
ゆ
へ
、
江
戸
訛
り
も
少
し
ま
ぜ
り
升
。  

ハ
ル
口 

藝
中
言
葉
き
れ
の
戻
々
に
、
ス
フ

貼
と
い
ふ
け
た
い
な
声
が
交
る
の
が
お
い
ら
ハ
耳
ニ
立
。
ま
た
茶
屋
か
ら

茶
屋
へ
の
梯
子
ざ
け
、
あ
れ
も
や
つ
ぱ
り
杜
若
丈
を
」
し
て
居
ら
る
ゝ
か
。 

頭
取 

サ
ア
其
端
手
が
有
故
、
ぶ
た
い

も
地
も
き
れ
い
に
て
申
分
な
し
。
や
が
て
江
戸
表
纏
帰
ら
れ
た
ら
大
立
も
の
で
厮
り
升
ふ
。 

皆
貼 

六
條
の
御

堂
が
聞
て
あ
き
れ
る
。
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。 

 

美
景 

□紋 

あ
ら
し
富
三
郎 

南
纏 

さ
け
も
可
な
つ
て
端
手
の
有
の
ハ
、
花
友
丈
よ
り
富
丈
の
方
じ
や
。
な
ぜ
に
富
三
丈
を
上
席
に
せ
ぬ
の
じ

や
。 

頭
取 

此
評
前
ニ
、
上
座
の
下
座
の
と
い
ふ
甲
乙
ハ
厮
り
ま
せ
ぬ
次
第
不
同
、
花
友
丈
ハ
杜
若
丈
の
端
手
を

専
一
と
し
、
ま
た
嵐
富
丈
ハ
少
し
お
酒
を
上
ツ
テ
も
可
愛
ら
し
う
を
専
ら
と
致
さ
れ
升
る
故
、
美
景
と
い
ふ
位
を

附
ケ
ま
し
た
ハ
、
持
ま
へ
の
御
器
量
の
う
つ
く
し
さ
、
美
景
で
ハ
御
ざ
り
ま
せ
ぬ
か
。 

狆
坊 
狆
抱
て
座
ぶ
と
ん
の

う
へ
に
す
わ
り
、
長
き
せ
る
で
南
草
の
ん
で
じ
や
處
ハ
、
と
ん
と
北
辺
の
妾
宅
さ
ん
を
見
る
や
う
な
わ
い
ナ
ア
。  

ヒ
イ
キ 

枩
江
丈
の
ゆ
す
り
纏
ハ
可
愛
ら
し
う
て
よ
い
ぞ
。 

 

花
實 

□紋 

澤
村
國
太
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

濱
見
物 

ヤ
レ
大
場
待
て
居
た
。 

芝
い
好 

い
つ
ぞ
や
ハ
無
分
別
で
立
役
に
成
り
か
け
、
蹴
抜
の
塔
か
ら
飛
ん
で
怪

家
ま
で
被
万
成
た
が
、
元
来
ぶ
た
い
ハ
申
及
バ
す
、
地
の
行
義
が
ら
が
女
形
の
情
を
は
づ
さ
ぬ
可
愛
ら
し
い
所
ハ
外

ニ
な
い
ぞ
。 

頭
取 

」 

夫
故
花
実
と
申
位
を
つ
け
升
た
も
狂
言
の
仕
内
、
平
日
の
行
状
花
実
相
對
の
申
分
な
き

人
故
、
俳
優
道
に
て
の
名
家
、
沢
村
国
太
郎
と
い
ふ
結
講
な
名
苗
氏
譲
り
受
ら
れ
し
ハ
、
其
身
の
大
慶
と
申
も
の
。 

ヒ
イ
キ 

夫
も
日
頃
信
仰
の
弁
才
天
の
御
利
生
で
有
ら
ふ
。 

西
纏 

去
々
年
大
西
の
仕
内
被
万
成
た
梅
枝
さ
ん

ハ
、
此
太
夫
が
き
つ
い
ひ
い
き
、
追
々
の
御
出
世
故
、
嘸
お
よ
ろ
こ
び
で
有
ふ
。 

楽
や
シ
リ 

イ
ヤ
又
狂
言
の
上
手

な
斗
じ
や
な
い
。
立
も
自
身
に
付
ケ
ふ
り
附
が
御
功
者
、
琴
、
三
味
せ
ん
、
鞁
弓
の
三
曲
な
ら
厮
れ

貼
。 

頭
取 

常
精
を
禁
酒
し
て
、
弁
天
を
祈
り
藝
道
を
励
る
ゝ
故
、
頓
与
大
立
も
の
と
昇
進
ハ
ま
た
ゝ
く
内
で
厮
り
升
。 

 

閑
情 

□紋 

嵐
加
な
ふ 



 二十三 

芝
い
好 

小
六
丈
の
門
弟
か
ら
今
離
寛
丈
乃
苗
氏
を
も
ら
ひ
、
名
を
加
納
と
致
さ
れ
し
ハ
、
と
ふ
り
分
ら
ぬ
為
じ

や
。 
頭
取 

小
六
丈
乃
嵐
も
、
岡
じ
ま
屋
の
嵐
も
元
祖
は
嵐
三
右
衛
門
、
勘
太
郎
兄
弟
の
分
れ
に
て
、
さ
し
て

替
り
は
厮
り
升
ぬ
。
し
か
し
今
離
寛
丈
の
嵐
を
名
乗
り
、
紋
所
ハ
可
と
い
ふ
字
ヲ
三
ツ
吉
ま
が
ひ
に
し
て
用
ひ
ら

れ
升
る
ハ
、
両
方
捨
ぬ
こ
ゝ
ろ
て
か
な
厮
り
升
ふ
。 

ハ
ル
口 

な
ん
ぼ
う
名
苗
か
え
て
も
」
声
か
か
ひ
な
ふ
て
、
加
納

で
ハ
な
ふ
て
、
か
い
な
ふ
じ
や
。 

ヒ
イ
キ 

声
が
な
ふ
て
も
狂
言
に
申
分
ハ
な
い
わ
い
。 

頭
取 

東
西

貼
、
今
日
ハ

狂
言
の
評
ハ
御
無
用
。
此
お
人
ハ
チ
ト
花
が
薄
イ
と
申
ハ
、
全
躰
う
む
し
や
う
な
こ
ゝ
ろ
に
て
、
其
上
近
こ
ろ
ハ
、 

當
時
の
流
行
も
の
家
相
方
位
な
と
松
浦
先
生
そ
こ
の
け
に
て
、
か
よ
ふ
の
事
ニ
こ
つ
て
厮
る
故
、
自
然
と
ぶ
た
い
か

淋
し
ふ
な
る
事
も
厮
り
升
ふ
な
れ
ど
、
藝
品
定
ハ
八
文
舎
へ
譲
り
、
さ
ら
ば
次
の
評
に
か
ゝ
り
升
ふ
。 

 

気
性 

□紋 

市
川
門
之
助 

ヒ
イ
キ 

可
愛
ら
し
ひ
門
之
助
な
ら
何
ぞ
優
し
い
位
で
も
有
そ
ふ
な
物
を
、
気
性
と
ハ
ど
ふ
や
ら
女
形
で
ハ
な
ふ
て
、

立
役
め
い
た
位
じ
や
な
い
か
。 

頭
取 

成
程
気
性
と
い
ふ
て
ハ
強
ふ
聞
へ
升
る
が
、
全
躰
門
之
介
丈
の
気
質
、
町 

方
の
娘
て
い
ふ
て
見
よ
ふ
な
ら
、
金
ひ
ら
と
う
八
兵
衛
と
や
ら
い
ふ
仕
打
、
夫
故
お
千
代
の
姉
の
役
な
ど
、
妹
で
ハ

し
て
厮
れ
ど
も
、
眉
落
し
た
ふ
け
處
も
し
か
ね
ぬ
気
質
、
天
王
寺
の
上
り
物
の
節
も
蝶
々
乃
う
か
れ
な
ど
す
な

ち
被
万
成
方
ゆ
へ
狂
言
も
達
者
、
そ
こ
で
気
性
と
付
ま
し
た
、 

ヒ
イ
キ 

イ
ヤ
又
琴 
三
味
せ
ん
に
懸
た
ら
、
国

太
郎
で
も
嵐
富
で
も
叶
や
せ
ぬ
。 

お
だ
て 

酒
の
方
か
や
つ
と
ゑ
ら
い
か

貼
。
」 

 

深
窓 

□紋 

片
岡
愛
之
助 

頭
取 

枩
し
ま
屋
の
御
子
息
愛
之
介
丈
は
外
々
の
女
か
た
衆
中
と
違
、
二
階
住
居
の
部
屋
住
の
身
な
れ
バ
、
別

に
評
も
厮
り
升
ぬ
。
随
分
お
と
な
し
ゐ
そ
だ
て
が
ら
、
大
立
も
の
ゝ
お
子
息
で
御
ざ
り
升
。 

 

利
發 

□紋 

嵐
璃
光 

頭
取 

中
頃
ハ
中
村
粂
太
郎
と
呼
し
事
も
厮
り
升
た
れ
ど
、
當
時
ハ
璃
寛
丈
乃
嵐
を
名
乗
り
。 

楽
や
シ
リ 

自
身

の
狂
言
ハ
達
者
な
れ
ど
も
、
人
の
狂
言
を
と
ふ
の
こ
う
の
と
い
わ
る
ゝ
ハ
悪
ひ
こ
と
じ
や
。 

お
だ
て 

ど
ふ
り
で
璃

光
が
藝
に
出
る
と
奇
妙
々
声
が
か
ゝ
ら
ぬ
。
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。 

頭
取 

こ
れ
ハ
お
な
ぶ
り
御
無
用

貼
。 

ヒ
イ
キ 

何
ぬ

か
す
の
じ
や
。
何
の
か
の
と
言
も
ぶ
た
い
が
見
え
る
か
ら
じ
や
。
其
替
り
琴
は
申
及
ず
、
哥
、
三
み
せ
ん
か
ら
上
る

り
、
三
弦
、
發
句
も
少
々
ハ
東
山
の
土
卯
の
弟
子
で
出
来
る
ぞ
や
。 

 

曰
ア
リ 

一
入
（
白
ヌ
キ
） 

□紋 

澤
村
璃
荅 



 二十四 

な
た
ヒ
イ
キ 

璃
荅
さ
ん
待
て
居
た
。
こ
ち
の
方
の
加
納
さ
ま
が
、
早
ふ
評
が
聞
た
い
と
い
ふ
て
じ
や
。 

リ
セ
ン 

一

入
と
い
ふ
位
の
入
の
字
を
蔭
に
し
た
訳
、
曰
有
と
ハ
ど
ふ
し
た
事
じ
や
。 

頭
取 

此
お
子
、
は
し
め
ハ
芝
翫
丈
の
門

人
に
て
中
村
哥
木
と
」
い
ふ
て
、
芝
翫
丈
が
江
戸
中
下
り
の
節
、
北
国
の
旅
芝
居
に
勤
て
居
ら
れ
し
事
、
芝
翫
く

り
毛
ニ
書
記
し
厮
り
升
。
其
後
嵐
氏
の
引
か
け
に
て
、
其
荅
丈
の
苗
氏
を
も
ら
ひ
。 

ハ
ル
口 

ま
ん
ま
と
首
尾
よ

く
へ
た
ニ
成
ら
れ
升
タ
。 
頭
取 

東
西

貼
、
璃
寛
の
璃
と
其
荅
の
荅
を
合
し
て
璃
荅
ト
呼
ひ
、
中
の
芝
居
の
座
本

も
し
ば
ら
く
勤
ら
れ
、
追
々
出
情
と
思
ひ
の
外
、
ど
ふ
や
ら
し
ん
が
留
つ
た
様
子
、
そ
こ
で
一
入
の
字
を
か
げ
ニ

致
し
た
ハ
、
女
形
の
情
を
守
り
裾
か
ら
け
で
し
て
や
り
に
被
万
成
た
ら
、
御
器
量
ハ
よ
し
、
一
入
可
愛
ら
し
め
も

出
来
升
。
ま
た
ゆ
た
ん
被
万
成
た
ら
多
キ
な
う
ら
腹
曰
と
申
ハ
爰
の
所
故
、
随
分
藝
道
を
お
勵
ニ
被
万
成
ま
せ
。 

 

愛
嬌 

 

浅
尾
徳
三
郎 

頭
取 

と
く
三
郎
丈
ハ
初
ぶ
た
い
の
間
も
な
ふ
中
の
芝
居
の
座
本
と
成
、
今
に
相
替
ら
ず
御
勤
。 

ヒ
イ
キ 

と
ふ

や
ら
先
の
藤
川
友
吉
丈
ニ
似
た
處
が
有
て
可
愛
ら
し
い
。 

頭
取 
夫
故
愛
嬌
と
申
位
を
付
ま
し
た
。 

南
纏 
 

象
頭
山
金
毘
羅
様
乃
撫
皮
の
御
世
話
神
慮
に
も
叶
ひ
て
、
追
々
御
出
情
て
有
ふ
。  

 

追
号 

 
 

 

可
美
無
子 

同 
 

 
 

 

中
山
み
よ
し
」  

 
 

 
 

 
 

 

同 
 

 
 

 

中
村
枩
代 

同 
 

 
 

 

浅
尾
吉
三
郎 

同 
 

 
 

 

浅
尾
か
な
め 

頭
取 

右
五
人
の
衆
中
の
位
ハ
追
々
号
け
升
ふ
。
ま
つ
眠
子
丈
ハ
、
八
十
次
郎
と
申
せ
し
と
き
よ
り
ハ
け
し
か
ら
ぬ

御
成
人
に
て
、
め
き

貼
と
お
背
が
細
ふ
長
う
成
ま
し
た
。
み
よ
し
丈
ハ
来
芝
丈
の
引
廻
し
に
て
、
追
々
の
御
出
情
。

枩
代
丈
ハ
親
御
の
勢
り
き
で
、
今
年
ハ
角
の
座
本
の
お
つ
と
め
、
追
々
御
出
情
で
厮
り
升
ふ
、
吉
三
郎
丈
、
か
な
め

丈
ハ
浅
尾
氏
の
所
て
ひ
よ
う
ば
ん
い
た
し
升
ふ
。 

 

酒
落 

 

尾
上
多
見
之
助 

 

同 
 

 
 

 

荻
野
に
し
き 

同 
 

 
 

 

嵐
源
之
助 

頭
取 

中
女
か
た
の
衆
中
に
、
酒
落
と
言
位
を
付
ま
し
た
。
此
お
三
人
ニ
限
ら
す
惣
た
ひ
中
女
形
と
い
ふ
も
の
ハ
、

稽
古
も
そ
こ

貼
に
し
て
、
法
善
寺
の
土
弓
引
に
行
、
ほ
う
び
の
う
ち
わ
取
て
悦
こ
ん
だ
り
、
い
ろ

貼
と
洒
落
た

事
し
て
遊
ふ
も
の
。
殊
ニ
多
見
之
介
丈
は
見
立
事
や
口
合
の
上
手
。 

南
纏 

蝶
々
の
時
う
さ
ぎ
の
し
や
れ
も
ゑ



 二十五 

ら
か
つ
た
。 

 

▲ 
 

 
 

 
花
車 

道
外
之
部 

器
用 

 
 

澤
村
徳
三
郎
」 

勤
仕 

 
 

柴
崎
臺
蔵 

篤
実 

 
 

桐
の
谷
権
十
郎 

侠
気 

 
 

坂
東
國
右
衛
門 

頭
取 

臺
蔵
丈
ハ
年
久
し
き
か
ぶ
き
乃
頭
取
、
夫
故
勤
仕
と
い
ふ
位
を
付
ま
し
た
ハ
、
朝
未
明
か
ら
打
出
し
迄
の 

日
勤
は
申
に
及
わ
ず
、
惣
連
中
か
た
への
念
を
届
ケ
、
此
お
人
竹
田
の
芝
居
で
な
ら
伊
と
い
ひ
、
前
茶
屋
の
商
内 

の
仕
内
も
至
極
て
い
ね
い
、
と
な
た
様
が
お
こ
し
被
万
成
て
も
頓
与
麁
抹
ハ
厮
り
升
ぬ
ゆ
へ
、
近
在
か
ら
も
芝
居
の 

見
物
ハ
、
處
の
庄
屋
殿
か
ら
指
図
し
て
、
な
ら
伊
へ
貼
と
来
り
。
追
々
」
繁
昌
で
厮
り
升
。
桐
の
谷
丈
も
か
ぶ
き
て

ハ
古
イ
頭
取
、
夫
故
篤
実
と
申
位
を
付
ま
し
た
。
坂
町
に
て
小
間
物
や
店
ハ
文
の
塵
紙
か
ら
い
ろ
貼
の
あ
き
内
、

こ
れ
も
追
々
行
込
あ
つ
て
諸
事
の
應
對
、
さ
ば
き
事
を
よ
く
致
さ
れ
、
生
得
鳥
類
、
畜
類
の
生
も
の
を
飼
事
に

妙
を
得
ら
れ
、
八
ま
ん
ず
し
の
狎
屋
と
い
ふ
て
は
、
誰
し
ら
ぬ
者
も
厮
り
升
ぬ
。 

 

▲ 
 

 
 

 

惣
巻
軸 

豪
傑 

□紋 

(16)
中
村
歌
右
衛
門 

皆

貼 

ヤ
レ
待
て
居
た

貼
。 

靍
組 

靍
」
組
か
首
長
ふ
し
て
居
る
と
い
ふ
も
久
し
ひ
も
の
じ
や
。 
北
よ
り 

そ
り

や
其
筈
じ
や
、
當
時
乃
親
玉
じ
や
故
、
ソ
レ
京
都
加
茂
季
鷹
先
生
よ
り
鶴
菱
紋
図
丈
へ
送
ら
れ
た
と
て
、
扇
面
の

狂
言
ニ 

首
な
が
し 

口
ば
し
な
か
し 

足
な
が
し 

よ
わ
ひ
も
な
が
く 

よ
く
揃
ひ
靍 

と
い
ふ
哥
を
能
筆
に
て
書
給
ふ
。
芝
翫
丈
か
諸
藝
に
よ
く
達
し
た
と
の
事
故
と
や
ら
の
御
ほ
め
な
さ
れ
て
の
悦
ひ

哥
じ
や
と
さ
。 

京
纏 

イ
ヤ
ま
だ
其
上
に
、
去
御
殿
に
て
今
世
間
で
流
行
す
る
ハ
何
と
御
問
遊
さ
れ
候
處
、
御

内
の
御
側
遣
イ
の
御
女
中
纏
、
芝
翫
と
申
哥
舞
伎
役
者
が
は
や
り
升
と
申
さ
れ
た
折
ふ
し
、
雲
錦
亭 

季 

鷹

先
生
事 

御

前
へ
ま
か
ら
れ
た
と
き
、
御
上
さ
ま
纏
な
ん
ぞ
ほ
め
て
や
れ
と
の
事
、
夫
で
(17)
加
茂
先
生
乃
狂
哥
に
、 

天
台
の
止
観

し
く
わ
ん

ハ
四
明

し

め

い 

當
代
の
芝
翫
ハ
芝
居 

か
ゞ
や
か
し
け
り 

と
い
ふ
事
も
聞
て
居
る
。 

頭
取 

芝
翫
丈
は
天
明
八
申
の
と
し
、
若
太
夫
の
芝
居
、
子
供
狂
言
へ
は
し
め
て
出
ら

れ
、
廿
四
孝
の
横
蔵
と
、
伊
セ
も
の
語
の
有
」
つ
ね
二
役
を
出
か
さ
れ
、
其
こ
ろ
子
供
狂
言
乃
藝
品
定
う
な
い
子

と
い
ふ
評
義
記
に
、
位
ハ
大
上
上
吉
（四
文
字
白
ヌ
キ
）
と
し
る
し
大
建
も
の
ゝ
気
ざ
し
、
其
節
か
漸
々
十
一
才
の
時
。  

 

ヒ
イ
キ 

其
の
ち
見
立
す
ま
ふ
に
も
、
東
の
方
乃
大
関
に
て
位
ハ
極
上
上
吉
、
西
の
方
ハ
中
山
一
徳
位
ハ
極
（白
ヌ
キ
）



 二十六 

の
上
上
吉
で
有
た
。  

頭
取 

夫
よ
り
座
万
い
な
り
の
宮
地
を
修
行
有
て
、
大
哥
舞
妓
正
勤
の
初
め
纏
、
江
戸

下
り
の
狂
言
目
録
ハ
濱
枩
哥
國
の
著
述
、
芝
翫
佛
の
す
る
也
。
委
し
く
ハ
殊
ニ
今
日
ハ
藝
評
を
致
さ
ぬ
席
故
、
内

證
ば
な
し
ひ
い
き
気
質
の
評
ニ
懸
り
升
ふ
。 

書
林 

(18)
初
め
の
江
戸
下
り
の
節
、
堺
町
乃
舞
臺
に
て
、
千
本
ざ
く

ら
二
ノ
切
知
盛
の
役
、
見
物
と
口
論
出
来
て
額
に
疵
を
受
ら
れ
、
其
節
の
即
興
ニ
、 

む
ら
さ
き
を 

か
ほ
に
も
ろ
ふ
や 

上

江
戸
の
花 

と
い
ふ
発
句
を
致
さ
れ
、
夫
纏
江
戸
中
の
贔
屓
つ
よ
く
成
た
と
い
ふ
事
、
こ
れ
も
哥
國
乃
作
の
、
故
郷
へ
は
れ
の 

錦
画
姿
と
い
ふ
小
本
二
冊
の
内
に
書
て
有
が
、
其
後
二
度
目
の
江
戸
下
り
ハ
、
芝
翫
栗
毛
と
て
、
哥
右
衛
門
自

作
の
少
冊
、
又
ハ
芝
翫
帖
、
芝
翫
国
」
一
覧
、
芝
翫
ヒ
イ
キ
花
実
知
な
と
と
い
ふ
て
、
色
々
様
々
の
本
乃
出
る
役
者

ハ
、
古
今
に
そ
の
例
か
厮
り
升
ぬ
。 

狂
哥
連 
市
丸
乃
社
中
暁
の
鐘
成
が
出
し
た
芝
翫
節
用
百
戯
通
ハ
、
余
程
骨

か
折
て
有
て
面
白
い
。 

本
ス
キ 

成
程
小
細
工
に
よ
ふ
出
来
て
ハ
あ
れ
ど
、
ア
リ
ヤ
先
に
芝
居
節
用
集
と
い
ふ
も
の

と
、
江
戸
か
ら
出
た
き
ん
も
う
図
彙
之
臺
図
會
の
作
の
附
會
、
案
文
も
よ
つ
ほ
と
手
傳
ふ
て
有
わ
い
。 

□
□
や 

其
今
度
の
百
人
一
首
ハ
不
評
て
有
た
。 

借
本
や 

其
替
り
芝
翫
ミ
や
げ
滑
稽
雲
之
助
咄
ハ
評
が
よ
い
。 

頭
取 

い
か
さ
ま
各
々
様
方
の
仰
の
通
り
、
芝
翫
丈
の
之
著
作
せ
し
戯
書
の
出
板
有
事
ハ
、
昔
か
ら
例
が
厮
り
升
ぬ
。
尤

名
人
乃
衆
中
目
出
度
ふ
た
い
納
め
致
さ
れ
升
か
、
ま
た
ハ
死
去
乃
後
其
人
々
の
名
誉
ヲ
著
せ
し
書
に
ハ
、
江
戸
の

事
ハ
し
は
ら
く
置
、
京
大
坂
に
て
は
、
中
山
由
男
一
代
記
、
慶
子
画
譜
、
梅
幸
集
、
眠
獅
撰 

玉
の
光
、
来
芝
一

代
記 

桐
の
嶋
台
、
市
川
の
流
嵐
小
六
過
去
物
語
、
嵐
雛
介
死
出
の
山
風
な
と
ゝ
て
、
其
身
一
代
の
事
を
一
度

か
二
度
に
著
し
た
本
ハ
出
れ
と
も
、
夫
さ
へ
名
人
と
呼
れ
し
人
、
昔
ハ
し
ら
ず
近
来
の
祇
園
町
尾
上
芙
雀
、
浅
尾

為
十
郎
、
山
下
金
作
、
」
三
保
木
花
桐
ハ
と
も
角
も
、
あ
れ
程
ヒ
イ
キ
強
か
り
し
近
頃
の
中
山
文
七 
鬢
附
や

貼
と
て
、
今
に
ひ
ん
と
こ
な
の
や
つ
し
の
藝
ふ
う
を
残
し
た
人
さ
へ
、
其
藝
評
一
代
記
さ
へ出
ず
と
仕
舞
た
に
、

當
代
の
人
気
が
本
ニ
移
つ
た
の
か
、
何
に
も
せ
よ
珍
し
ゐ
事
で
厮
り
升
。 

芝
イ
好 

ヤ
ア
ソ
リ
ヤ
書
物
斗
じ
や
な
い
。

替
り
毎
に
錦
繪
の
似
顔
ハ
い
ふ
に
及
ハ
ず
、
其
時
々
に
ヒ
イ
キ
連
か
ら
出
る
り
つ
ぱ
な
摺
物
に
讃
し
た
發
句
狂
哥
。  

橘
組 

ソ
リ
ヤ
芝
翫
斗
り
じ
や
な
い
。
岡
嶋
屋
で
も
同
し
事
じ
や
。 

江
戸 

ヲ
ゝ
そ
ふ
じ
や

貼
。
ま
た
一
度
も
江

戸
へ
下
ら
ぬ
璃
寛
を
ヒ
イ
キ
す
る
や
う
な
れ
ど
、
東
都
の
戯
作
者
、(19)
曲
亭
馬
琴
乃
作
の
三
勝
半
七
南
柯
夢
も

か
ぶ
き
ニ
仕
組
、
璃
寛
丈
か
半
七
と
丹
波
市
ニ
な
ら
れ
た
時
と
、
其
後
椿
説
弓
張
月
に
て
鎮
西
八
郎
を
勤
ら
れ

た
其
時
と
、
両
度
迄
曲
亭
主
人
か
誉
詞
の
り
つ
ぱ
な
摺
も
の
さ
へ
、
は
る

貼
江
戸
か
ら
送
た
じ
や
な
い
か
。 

鶴
図
ヒ
イ
キ 

(20)
イ
ヤ
す
り
も
の
斗
り
じ
や
な
ゐ
。
時
々
の
狂
言
に
寄
た
芝
翫
織
ハ
嶋
の
内
の
油
丁
紣
和
が
玉
じ
や
。

紙
入
地
、
た
ば
こ
入
、
鏡
袋
地
な
ら
好
し
た
い
じ
や
。 

ご
ふ
く
や 

芝
く
わ
ん
茶
、
芝
翫
柿
も
流
行
た
が
、
今
年

は
ま
た
」
芝
翫
嶋
か
え
ら
ふ
は
や
る
テ
。 

キ
セ
ル
ヤ 

し
く
わ
ん
嶋
張
の
き
せ
る
な
ら
沢
山
ニ
仕
入
ま
し
た
。 

小
間
物
や 

芝
翫
嶋
櫛
か
ら
尺
長
な
ら
色
々
厮
り
升
ス
。 

ヒ
イ
キ 

其
外
芝
翫
の
し
巴
、
芝
翫
半
ぎ
り
、
芝
く
わ

ん
駒
が
た
手
汐
、
芝
翫
ろ
う
そ
く
、
芝
翫
御
飯
な
ら
千
日
前
か
ら
所
替
し
て
、
今
ハ
な
ん
ば
新
地
四
季
の
こ
ち
ら
。 



 二十七 

橘
組 

ソ
リ
ヤ
り
く
わ
ん
御
飯
も
あ
る
わ
い
。 

ツ
ル
ウ 

菓
子
に
と
り
て
ハ
つ
る
の
子
、
靏
菱
、
芝
翫
糖
、
銘
酒
に
つ

る
菱
、
靏
の
声
、
又
ハ
芝
翫
丈
の
舞
扇
、(21)
日
の
丸
の
鉄
扇
な
ら
平
の
町
壱
丁
目
末
廣
師
靏
卯
と
御
尋
被
万
下
、

多
少
ニ
限
ら
す
御
用
被
夢
仰
付
務
被
万
下
升
ふ
。 

ハ
ル
口 

ヱ
ヽ
横
着
も
の
め
が
、
い
つ
や
ら
ハ
芝
翫
と
い
ひ
分
し

て
じ
や
な
い
か
い
。 
本
ヤ 

其
義
ハ
納
や
町
の
親
旦
那
か
あ
い
さ
つ
に
て
相
済
ま
し
た
。
右
商
内
物
の
所
書
な
ど
ハ
、

芝
翫
ヒ
イ
キ
年
代
記
大
成
ニ
委
敷
記
シ
厮
り
升
か
ら
、
御
む
御
覧
被
万
下
升
ふ
。 

町
纏 

有
為
轉
変
の
世
乃
な

ら
ひ
と
て
、
ヒ
イ
キ
花
実
知
時
代
の
衆
中
に
も
故
人
に
成
れ
た
。 

本
ヤ 

サ
ア
そ
れ
故
此
度
改
正
致
ま
し
た
。
ひ

い
き
の
親
玉
西
喜
も
過
ら
れ
升
た
れ
と
、
出
冊
が
あ
れ
バ
入
舟
と
や
ら
上
町
の
米
や
乃
旦
那
、
西
喜
ニ
劣
ら
ぬ

ひ
い
き
じ
や
」
け
に
厮
り
升
。 

上
丁 

去
ル
處
に
ま
た

貼
え
ら
ひ
ヒ
イ
キ
が
あ
る
。
去
年
乃
春
も
か
ご
細
工
か

ら
天
王
寺
乃
開
帳
と
出
か
け
ら
れ
た
と
、
道
て
誠
ニ
い
ろ
の
よ
ひ
芝
翫
茶
色
の
蝶
々
を
見
付
、
手
と
り
に
し
て
持

て
戻
、
け
つ
か
う
な
金
網
中
へ
入
て
、
餌
ヲ
飼
ふ
も
の
を
壱
人
付
置
、
余
所
か
ら
見
せ
て
呉
と
招
請
す
る
と
、
本

願
寺
の
御
書
さ
ま
見
る
よ
ふ
な
四
五
人
警
固
し
て
見
せ
に
行
。
な
ん
と
此
や
ふ
ナ
金
太
郎
ハ
璃
寛
ヒ
イ
キ
に
は
有

ま
い
。 

頭
取 

東
西

貼
、
又
々
靏
橘
の
ヒ
イ
キ
論
に
な
り
升
た
。
一
向
果
し
も
厮
り
ま
せ
ぬ
。
こ
れ
纏
ハ
芝
翫
丈

の
細
評
に
か
ゝ
り
升
ふ
。 

見
巧
者 

豪
傑
ト
い
ふ
位
は
申
分
の
な
い
よ
い
号
ハ
、
し
く
わ
ん
丈
の
藝
風
ハ
小
六
と
市

紅
を
腹
に
持
て
、
塩
町
政
太
夫
に
て
せ
り
ふ
の
い
ひ
廻
し
を
工
夫
、
遺
し
文
三
乃
あ
や
つ
り
を
よ
ふ
飲
込
ん
で
せ

ら
る
ゝ
故
、
人
形
も
よ
く
つ
か
ひ
、
上
る
り
も
悟
ら
れ
。 

南
纏 

上
る
り
三
味
せ
ん
で
も
、
歌
三
味
せ
ん
で
も
、

琴
で
も
ゆ
け
ば
、
鞁
弓
ハ
ど
ふ
か
知
ら
ぬ
が
、
揚
弓
ハ
え
ら
い
と
早
嶋
の
親
仁
さ
ん
も
お
つ
し
や
つ
て
じ
や
。 

俳
人 

狂
哥
は
東
武
の
(22)
蜀
山
人
寝
惚
先
生
の
弟
子
と
成
て
、
登
保
斗
と
や
ら
い
ふ
表
と
く
じ
や
け
な
。
俳
諧
も
大
ぶ

ん
に
出
来
、
手
跡
も
又
捂
か
ら
ず
」
諸
方
か
ら
扇
面
、
短
冊
な
と
に
、
自
筆
乃
發
句
、
狂
哥
を
所
望
せ
ら
れ
、
毎

日

貼
し
よ
う
も
気
根
に
よ
ふ
書
て
や
ら
れ
升
。 

わ
る
口 

し
か
し
薬
見
せ
乃
年
玉
に
、
画
讃
乃
扇
子
を
添
ら

れ
る
ハ
チ
ト
安
賣
過
る
じ
や
な
い
か
。 

南
纏 

芝
翫
丈
ハ
安
賣
の
御
家
故
、
狂
言
も
初
日
か
ら
場
数
を
た
つ
ふ
り

と
見
せ
ら
る
ゝ
。
諸
式
直
下
の
時
節
な 

御
上
乃
御
意
に
叶
ふ
と
い
ふ
物
じ
や
。 

ヒ
イ
キ 

英
一
蝶
乃
画
風
を
な

ら
わ
せ
、
画
も
大
分
書
と
ハ
扨
々
器
用
な
お
人
。 

俳
人 

英
乃
画
風
ハ
は
せ
を
翁
さ
へ
学
は
れ
た
と
あ
る
か
ら
、

芝
翫
丈
も
風
流

貼
。 

ヒ
イ
キ 

風
流
と
言
イ
、
當
世
乃
人
気
を
よ
く
の
ミ
込
事
も
え
ら
い
も
の
じ
や
ぞ
。  

北
纏 

ゑ
ら
ひ
か
し
ら
ぬ
が
、
今
度
江
戸
下
り
芝
居
ち
う
ニ
、
去
ル
北
辺
の
大
家
の
御
子
息
が
、
ち
と
し
た
訳
で
、

か
け
落
と
や
ら
出
走

し
ゅ
ぽ
ん

と
や
ら
な
さ
れ
た
處
か
、
余
ほ
ど
の
路
用
金
を
持
て
ゞ
有
た
所
が
、
江
戸
道
中
に
て
残
ら

す
遣
イ
は
た
し
、
や
う

貼
壱
両
も
つ
て
東
武
へ着
致
さ
れ
、
四
五
日
も
逗
留
の
中
路
用
も
な
く
し
て
仕
舞
、
殊
ニ

彼
地
ハ
無
縁
ニ
て
誰
に
か
る
も
の
も
な
く
、
い
ろ

貼
と
し
ん
は
い
の
處
、
折
ふ
し
芝
翫
丈
江
戸
に
て
芝
居
中
故
、

御
子
息
も
よ
く

貼
の
事
や
ら
、
風
与
こ
ゝ
ろ
附
」
あ
ほ
う
成
事
な
が
ら
、
大
坂
に
て
一
度
對
面
し
た
れ
ど
も
、
當

時
の
気
質
男
気
を
便
り
に
あ
わ
れ
な
る
か
な
。 

む
だ
口 

石
ど
う
丸
爺
を
尋
て
高
野
への
ほ
る
。 

頭
取 

東
西

貼
貼
。 

北
纏 

直
々
に
御
子
息
が
芝
翫
丈
の
旅
宅
へ
参
ら
れ
、
案
内
し
て
取
次
の
も
の
へ
内
用
の
お
も
む
き
を
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頼
れ
た
處
が
、
芝
翫
子
一
向
不
万
逢
に
、
取
次
に
て
段
々
の
断
い
わ
れ
た
と
や
ら
、
夫
で
無
万
據
御
き
の
ど
く
な

が
ら
、
道
中
二
日
路
程
ろ
ぎ
ん
な
し
に
出
ら
れ
た
と
サ
。
ソ
コ
デ
浪
花
の
家
内
ハ
大
そ
う
ど
う
、
獨
り
む
す
こ
乃

家
出
故
、
手
代
、
別
家
中
、
上
下
と
も
手
わ
け
し
て
さ
が
し
ニ
出
た
。
東
武
方
へ
尋
に
出
た
人
が
、
よ
ふ

貼
江
戸

入
口
に
て
御
子
息
ニ
逢
、
其
ま
ゝ
返
し
籠
に
て
大
坂
へ
帰
着
致
さ
れ
ま
し
た
と
の
噂
じ
や
。 

む
だ
口 

そ
れ
し
き

の
事
に
な
が

貼
と
た
い
く
つ
し
た
わ
い
。
早
ふ
芝
翫
の
評
を
し
た
が
よ
い
。 

北
纏 

夫
ニ
付
此
度
芝
翫
丈
帰
坂
の

節
顔
見
せ
に
、
ま
へ
に
申
御
子
息
よ
り
、
江
戸
表
に
て
無
心
を
言
ふ
た
と
き
段
々
の
断
尤
の
事
、
定
め
て
其
身
を

ひ
げ
し
て
の
断
と
お
も
ふ
た
と
て
、
當
大
坂
へ
御
帰
り
の
後
顔
見
せ
積
も
の
せ
ん
と
、
名
古
屋
御
領
分
鳴
海
潟
に

て
恨
之
介
地
の
ち
り
め
ん
に
、
白
上
り
の
千
羽
靏
の
絞
り
」
引
替
し
わ
た
入
三
十
と
富
士
見
原
の
織
屋
に
て
、
何

や
ら
お
も
わ
く
の
大
巾
の
ぼ
り
を
織
せ
、
つ
見
も
の
せ
う
と
申
さ
れ
た
所
が
、
別
家
中
其
外

貼
纏
さ
し
留
ら
れ

た
げ
な
。 

皆
貼 

其
積
物
は
ど
ふ
し
た
の
じ
や
。
お
し
い
物
じ
や
ナ
ア
。 

北
よ
り 

そ
の
し
ゆ
ゐ
も
の
を
御
子
息

焼
捨
た
と
や
ら
、
な
く
し
た
と
や
ら
い
ふ
噂
で
有
た
。
當
時
人
気
を
よ
く
と
る
芝
翫
丈
な
れ
ど
も
、
大
躰
無
心

ゆ
ふ
人
柄
で
も
し
れ
そ
ふ
な
も
の
じ
や
。
ど
ふ
や
ら
ち
と
お
か
し
ふ
お
も
わ
れ
る
テ
。 

頭
取 

そ
こ
が
何
ぞ
の
間

違
で
ハ
厮
り
升
ふ
。
ど
ふ
て
江
戸
芝
居
中
に
は
大
立
も
の
じ
や
故
、
無
心
に
来
る
人
も
多
ふ
厮
り
升
ふ
。
夫
に

一
々
相
手
に
な
り
、
無
心
を
聞
ふ
な
ら
た
ま
る
事
ハ
厮
り
升
セ
ぬ
。
逢
ぬ
と
い
ふ
ハ
爰
の
事
、
取
次
衆
が
ふ
て
う
法

で
厮
り
升
。 

皆
貼 

こ
れ
ハ
尤
じ
や
。
し
か
し
御
子
息
さ
ま
ハ
御
な
ん
ぎ
で
有
た
で
有
ふ
。
サ
ア
貼
早
ふ
跡
評

貼
。

ヒ
イ
キ 

な
ん
で
も
子
ヱ
事
で
ひ
ま
か
入
た
。
こ
ち
の
親
玉
ハ
狂
言
の
作
も
出
来
、
ふ
り
付
も
巧
者
な
り
。
何
か
ら

何
迄
頓
与
抜
目
の
な
い
ぞ
。 

南
纏 

狂
言
斗
り
じ
や
な
い
。
近
頃
ハ
足
迄
が
達
者
に
な
ら
れ
、
今
度
の
帰
国
ハ
難

波
新
地
乃
文
里
さ
ん
と
同
道
に
て
、
駕
籠
に
も
乗
ら
ず
帰
ら
れ
た
と
の
事
。 

芝
い
て
ん
ぐ 

道
中
で
ハ
市
兵
衛

と
」
変
名
し
て
、
柳
ご
う
り
か
た
げ
て
下
男
と
成
り
、
江
戸
出
立
の
砌
り
よ
り
、
顔
に
ハ
紅
粉
か
ら
塗
て
色
を
黒

ふ
見
せ
、
素
人
に
な
り
て
戻
ら
れ
た
と
の
事
。 

江
戸
者 

江
戸
登
り
や
名
古
屋
戻
り
の
役
者
が
、
か
ら
だ
に
彫

物
書
た
り
す
る
事
も
、
後
に
ハ
手
を
見
ら
る
ゝ
で
有
ふ
。 

芝
い
好 

い
つ
も
通
し
駕
籠
乃
芝
翫
丈
か
其
様
に
歩
行

て
戻
ら
れ
た
故
、
双
蝶
々
に
米
屋
場
の
立
廻
り
き
つ
う
足
の
悪
イ
様
子
で
有
た
。
今
度
の
乗
込
ミ
も
、
先
年
の
や

う
に
ば
づ
む
で
有
ふ
と
楽
ん
で
居
た
に
、
乗
込
か
な
ふ
て
残
り
多
イ
。 

ヒ
イ
キ 

イ
ヤ
又
先
年
の
乗
込
に
ハ
手
打

連
中
ハ
勿
論
、
道
と
ん
堀
の
い
え
中
藝
者
店
い
ろ

貼
の
趣
向
ヲ
は
づ
ま
し
、
其
う
へ
守
り
連
中
じ
や
の
駒
図
連
中

の
と
群
れ

貼
か
ら
我
へと
ち
よ
こ
つ
た
事
故
、
あ
の
よ
ふ
な
乗
込
ハ
道
頓
堀
初
つ
て
か
ら
な
い
事
じ
や
。 

老
人 

イ
ヤ
そ
ふ
も
い
え
ぬ
。
尾
上
菊
五
郎
が
江
戸
か
ら
登
ツ
た
と
き
の
乗
込
、
け
し
か
ら
ぬ
事
で
有
た
が
、
此
親
仁
か

口
で
斗
り
い
ふ
て
ハ
、
今
の
若
イ
衆
ハ
、
ヱ
ゝ
何
ゆ
ふ
や
ら
、
よ
い
口
ナ
事
と
誠
に
や
せ
ま
い
。
ど
れ

貼
ト
い
ひ

貼

懐
中
纏
梅
幸
集
一
冊
取
出
し
、
皆
の
衆
こ
れ
見
や
し
や
れ
ト
本
を
開
。 

●
安
永
三
午
年
、
大
阪
へ
ハ
三
十
弐
年
ぶ
り
、
十
月
廿
六
日
の
乗
込
の
勢
ひ
花
々
敷
、
川
舟
乃
錺
り
も
艤
お
び 

た
ゝ
し
く
、
牽
頭
并
ニ
所
の
若
ひ
者
」
も
別
舟
に
て
出
迎
ひ
、
向
ひ
出
る
舟
ハ
前
以
て
言
ひ
合
せ
、
船
幕
乃
染
立
艫
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に
ハ
吹
貫
幟
な
ど
か
ざ
り
立
て
、
は
や
し
も
の
し
て
賑
ひ
し
に
、
船
陸
と
も
人
群
集
、
い
ふ
も
更
也
。
此
後
大
坂

乗
込
の
迎
ひ
船
は
凡
幕
幟
な
ど
も
用
ひ
て
、
是
を
賑
ひ
の
例
の
始
と
も
な
り
し
程
の
事
ぞ
か
し
。
○ 

ナ
ン
ト
其
こ
ろ
も
ゑ
ら
か
つ
た
と
見
や
う
か
な
。 

若
手 

ヱ
ゝ
と
か
く
年
よ
り
と
い
ふ
も
の
ハ
。
イ
ヤ
ま
への
吉
右
衛

門
ハ
一
生
尻
か
ら
け
た
事
が
な
い
の
、
や
つ
し
な
ら
彦
四
郎
の
事
じ
や
な
ど
ゝ
、
四
五
十
年
も
昔
の
事
を
い
ふ
。
今

言
た
と
て
間
に
合
ぬ
。 
ヒ
イ
キ 

乗
込
ミ
ハ
梅
幸
か
え
ら
か
つ
た
に
も
せ
よ
、
芝
翫
丈
か
太
左
衛
門
橋
す
じ
八
ま

ん
筋
の
角
屋
敷
を
買
ふ
て
立
派
な
普
請
も
成
就
し
て
、
文
化
十
四
年
正
月
八
日
に
店
開
き
、
人
参
百
奇
圓
并

加
賀
の
銘
産
御
所
落
厂
、
買
人
ハ
誠
ニ
門
前
に
市
を
な
し
た
わ
い
な
。
南
纏 

文
化
十
年
の
秋
心
斎
ば
し
す
じ

○大
枩
屋
の
む
か
へ
芝
翫
香
の
び
ん
付
屋
の
店
出
し
も
え
ら
か
つ
た
。 

頭
取 

役
者
衆
中
軒
を
並
ぶ
る
嶋
の
内
と

は
申
せ
共
、
町
方
の
内
儀
達
、
娘
、
下
女
に
至
迄
、
か
ゝ
屋
と
岡
嶋
屋
の
内
を
わ
さ

貼
見
に
廻
ら
れ
升
。
」 

モ
サ
引 

三
井
の
呉
服
だ
な
、
虎
屋
の
ま
ん
ぢ
う
、
南
御
堂
に
新
町
の
あ
げ
や
、
砂
場
の
和
泉
屋
、
あ
ミ
だ
池
見

物
す
る
田
舎
道
者
も
、
か
ゝ
屋
と
岡
し
ま
屋
の
内
を
覗
て
い
な
ね
バ
、
国
元
へ
土
産
に
な
ら
ぬ
と
の
事
。 

わ
る
組 

か
ゞ
や
の
店
見
た
ら
、
国
への
ミ
や
げ
に
も
成
ふ
か
、
岡
じ
ま
や
の
新
屋
敷
の
見
沢
店
見
る
や
う
に
、
堺
格
子
乃

入
た
古
風
ナ
表
付
、
役
者
の
内
と
ハ
と
ん
と
見
へ
ぬ
。 

南
纏 

芝
翫
丈
ハ
何
て
も
人
に
見
せ
る
事
が
き
つ
い
好
ゆ
へ
、

惣
稽
古
で
も
、
初
午
芝
翫
で
も
、
町
方
か
ら
我
へ
ト
見
に
来
る
や
う
に
し
た
ハ
、
此
お
人
か
ら
初
め
た
や
う
な
も

の
じ
や
。
其
う
へ
ぶ
た
い
の
狂
言
で
も
声
の
懸
る
を
悦
び
、
お
と
な
し
い
見
物
斗
乃
日
ハ
と
ん
と
聲
か
懸
ら
ぬ
と
淋

し
□
ら
れ
升
。
立
花
組 

(23)
り
く
わ
ん
丈
の
芝
居
は
女
子
の
見
物
か
多
ひ
に
よ
つ
て
音
な
し
く
、
芝
翫
の
見
物
ハ
男

が
多
ゆ
へ
場
か
や
か
ま
し
い
わ
い
。 

古
実
者 

元
祖
嵐
小
六
ハ
、
初
日
に
見
物
の
誉
た
所
ハ
抜
キ
、
又
二
日
目
に
誉

ル
所
ハ
ぬ
き
し
て
、
幕
を
引
て
か
ら
嶋
伊
面
白
か
つ
た
と
感
ず
る
や
う
に
致
さ
れ
し
ハ
、
こ
れ
見
ざ
め
の
せ
ぬ
工
夫
、

又
上
る
り
大
夫
有
幡
大
和
は
、
度
々
見
物
の
誉
る
日
あ
れ
ば
、
床
よ
り
お
り
て
腹
を
立
、
不
作
法
」
な
見
物
じ

や
と
い
わ
れ
た
け
な
と
、
此
様
ナ
事
い
ふ
と
、
又
お
若
イ
ニ
嫌
わ
れ
る
で
有
ふ
。 

頭
取 

芝
翫
丈
の
細
評
ハ
ま
だ

さ
ま

貼
珎
説
も
厮
り
升
れ
ど
、
長
居
ハ
却
て
御
退
屈
、
京
扇
屋
の
玉
之
介
丈
、
江
戸
表
よ
り
つ
れ
帰
ら
れ
し
駒

之
介
丈
、
い
つ
れ
劣
ら
ぬ
大
建
者
の
茅
生
、
芝
翫
丈
ハ
よ
い
お
子
息
を
持
て
ゞ
厮
り
升
。 

玉
ヒ
イ
キ 

こ
ち
の
玉
さ

ん
ハ
、
き
り
や
う
と
言
、
藝
と
い
ひ
、
殊
ニ
す
ぐ
れ
て
所
作
景
事
の
や
わ
ら
か
さ
。 

駒
ヒ
イ
キ 

ソ
リ
ヤ
同
じ
事
、
景

事
所
作
ハ
し
る
通
り
地
藝
に
は
し
こ
き
事
、
殊
ニ
親
玉
に
よ
く
似
た
気
質
、
地
藝
の
息イ

キ

込
ミ
せ
ん
だ
ん
ハ
二
葉
よ
り

か
ん
ば
し
と
、
い
か
な
大
舞
臺
を
も
苦
に
せ
ぬ
気
質
、
さ
き
へ
貼
と
進
ム
い
き
ほ
ひ
が
見
へて
有
ぞ

貼
。 

玉駒

ヒ
イ
キ 

ヤ
レ
こ
ち
の
貼
。
も
ふ
芝
翫
丈
璃
寛
丈
の
跡
に
並
ふ
役
者
衆
も
あ
る
ま
い
と
あ
ん
じ
て
見
た
か
ひ
有
て
、
俳
優
乃

家
ハ
ま
つ
貼
繁
昌
、
や
が
て
親
玉
ニ
劣
ら
ず
名
を
も
世
界
ニ
あ
ぐ
る
て
有
ふ
。 

玉
連 

さ
し
づ
め
こ
ち
の
玉
さ
ん

が
親
玉
の
跡
つ
ぎ

貼
。 

駒
連 

イ
ヤ
貼
大
た
ん
の
気
性
ハ
さ
し
づ
め
駒
さ
ん
と
極
ツ
タ

貼
。 

頭
取 

ア
ヽ
申
々

こ
れ
又
ど
ふ
し
た
事
で
厮
り
升
。
御
子
息
達
乃
評
判
ハ
ヒ
イ
キ
連
中
の
気
質
ハ
」
近
日
評
を
催
し
升
ふ
。 

橘
組 

早
ふ
岡
じ
ま
屋
の
評
を
初
め
さ
つ
し
や
れ

貼
。 
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正
風 
□紋 

(24)
嵐
吉
三
郎 

 
 

 

借
者 

い
か
し
ま
璃
寛
子
に
正
風
の
号
を
冠
ら
し
め
た
ハ
理
の
當
惑
、
夫
ニ
付
吉
と
い
ふ
文
字
の
有
か
た
き
事
を
演

舌
仕
ら
ふ
。
吉
の
字
は
字
数
三
方
三
千
餘
字
と
て
、
京
乃
三
十
三
間
堂
乃
佛
の
数
よ
り
多
ひ
、
中
に
て
吉
の
字

を
最
上
の
文
字
と
い
ひ
、
易
道
に
て
も
元
吉
と
置
き
て
お
も
き
事
也
、
人
倫
の
品
ハ
様
々
有
と
い
へと
も
、
士
と
い

ふ
も
の
上
中
下
へ
通
達
し
て
、
人
倫
の
本
道
を
得
た
る
も
の
。 

待 

成
程
待
た
る
も
の
ゝ
口
よ
り
出
す
一
言
に
、

よ
か
ら
ぬ
事
ハ
一
ツ
も
な
い
、
そ
れ
故
士
の
口
と
書
て
吉
と
い
ふ
文
字
に
被
万
成
た
し
や
な
い
か
。 

頭
取 

吉
の

字
ハ
有
が
た
い
文
字
な
れ
バ
こ
そ
、
評
書
位
付
に
も
上
上
吉
に
至
る
を
役
者
衆
中
の
手
柄
と
致
し
升
る
。 

南
纏 

吉
の
字
ハ
結
構
な
筈
じ
や
。
岡
し
ま
や
の
三
吉
香
ハ
五
痔
脱
肛
、
ひ
ゞ
、
霜
は
れ
に
奇
妙
じ
や
。 

藝
者 

橘
香
敢
ハ

二
日
酔
ニ
ふ
り
出
し
て
飲
と
よ
ふ
き
ゝ
升
。 

女
中
連 
岡
島
練
り
つ
か
ふ
と
、
小
倉
屋
の
鬢
附
ハ
遣
わ
れ
ぬ
ハ
イ

ナ
。
」 

仲
居
連 

小
倉
屋
の
ひ
ん
附
ハ
嫌
ひ
じ
や
け
れ
ど
、
小
倉
染
の
縮
め
ん
の
半
ゑ
り
に
し
て
も
装
束
に
し
て
も

よ
い
わ
い
ナ
ア
。 

○大
手
代 

サ
ア
そ
れ
故
大
分
仕
入
升
が
よ
ふ
賣
れ
升
。 

○小
手
代 

當
春
り
く
わ
ん
さ
ま
京
上
り

ニ
付
、
彼
地
の
御
ひ
い
き
連
中
纏
、
芝
居
の
大
幕
と
揃
への
手
拭
う
こ
ん
色
に
ふ
せ
ん
橘
の
紋
て
厮
り
升
が
、
小
倉

の
色
帋
の
狂
言
故
、
三
吉
狐
色
と
も
、
う
こ
ん
橘
と
も
も
て
は
や
し
ま
す
る
。 
リ
ク
ツ
言 

小
倉
の
狂
言
故
三
が

い
立
花
の
紋
を
付
よ
ふ
な
も
の
じ
や
ニ
、
ふ
せ
ん
蝶
ハ
孚
源
氏
の
時
、
飛
軽
て
初
て
用
ひ
ら
れ
た
紋
じ
や
。  

手
代 

ア
リ
ヤ
平
家
の
紋
の
ふ
せ
ん
蝶
に
似
せ
た
物
て
厮
り
升
。 

ほ
り
へ 

其
時
か
ら
堀
江
の
嶋
に
の
り
つ
ね
講
と

い
ふ
て
、
藝
子
や
、
お
や
ま
茶
屋
、
置
屋
の
ヒ
イ
キ
連
中
が
出
来
た
。 

頭
取 

其
外
北
辺
に
は
璃
寛
連
と
申
が
あ

れ
ば
、
京
都
四
条
の
川
東
に
ハ
橘
組
と
申
て
鶴
組
に
劣
ら
ぬ
ヒ
イ
キ
か
沢
山
に
厮
り
升
。 

南
纏 
璃
寛
連
纏
ハ

床
刀
の
簾ミ

す

い
つ
と
て
も
立
派
ニ
し
て
送
ら
れ
升
。
其
外
桟
敷
か
け
の
聨
も
淡
路
丁
船
場
丁
の
清
水
さ
ん
の
大
キ
な

お
世
話
。 

ツ
ル
ウ 

ア
ヽ
コ
レ
貼
清
水
さ
ん

貼
と
伊
介
の
事
斗
り
い
ふ
て
貰
ふ
ま
い
。
今
で
こ
そ
璃
寛
ヒ
イ
キ
、
芝

翫
ヒ
イ
キ
と
て
連
中
の
群
々
か
出
来
た
れ
と
、
其
」
以
前
、
ア
ヽ
い
つ
や
ら
で
有
た 

ト
一
寸
お
も
ひ 

 
 

 
 

出
し
た 

ヲ
ヽ
そ
れ

貼
文
化

四
年
の
頃
、
璃
寛
丈
に
故
障
の
事
が
有
て
暫
ら
く
道
頓
堀
へ
出
勤
な
く
、
其
後
も
め
事
も
済
ん
だ
角
の
芝
居
へ
出

ら
れ
た
其
時
ハ
、
か
ら
だ
わ
ち
ゐ
さ
い
が
、
此
男
が
か
た
ぬ
い
で
、
ヒ
イ
キ
連
中
い
ひ
合
、
の
ほ
り
を
沢
山
に
送
り
た

事
が
あ
る
。
其
後
芝
翫
丈
へ
数
本
の
幟
を
立
る
や
う
に
し
た
も
、
マ
ア
わ
し
が
元
祖
じ
や
。 

ヒ
イ
キ 

芝
翫
丈
に

も
い
ろ

貼
の
幟
が
あ
れ
ど
、
塩
瀬
の
幟
と
市
場
の
唐
木
綿
の
大
幟
ハ
璃
寛
丈
の
い
さ
ほ
し
、
外
ニ
類
な
し
じ
や
。

む
た
口 

其
ひ
い
き
の
つ
よ
い
此
大
坂
で
、
引
つ
ゞ
い
て
芝
居
を
打
テ
バ
よ
い
に
、
芝
翫
丈
ハ
と
か
く
芝
居
を
よ
く
つ
ゝ

け
て
さ
つ
し
や
る
か
ら
木
戸
表
方
の
よ
ろ
こ
び
じ
や
と
い
ゝ
升
。
江
戸 

最
前
芝
翫
の
評
の
と
き
も
い
ふ
た
が
、
一

度
も
江
戸
へ
下
へ
ら
ぬ
璃
寛
の
ヒ
イ
キ
す
る
ハ
ど
ふ
か
芝
翫
の
思
わ
く
も
い
な
も
の
だ
が
、
イ
ヤ
お
ら
斗
り
で
も
な
い
。

吉
原
の
お
い
ら
ん
粧
ひ
も
、
璃
寛
の
噂
を
聞
及
び
熊
坂
乃
時
か
つ
ら
雉
と
い
ふ
う
た
を
送
り
、
大
坂
で
も
其
替
歌

を
拵
へて
、
き
つ
く
流
行
た
と
あ
る
、
こ
れ
ら
が
誠
の
ヒ
イ
キ
と
い
ふ
も
の
た
。 

ヒ
イ
キ 

ソ
リ
ヤ
な
ん
ぼ
ニ
」
芝
翫
が
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ゑ
ら
ひ
と
い
ふ
て
も
、
江
戸
へ
も
行
ず
唯
一
ト
す
じ
の
藝
を
立
通
し
、
生
立
の
大
立
者
大
哥
舞
妓
の
役
者
ハ
此
人

だ
。
夫
に
當
時
の
か
ゞ
や
ト
一
ト
口
に
い
わ
れ
ぬ
わ
い
。 

江
戸 

何
馬
鹿
や
ろ
ら
め
、
生
立
の
大
哥
舞
妓
な
ど
ゝ

太
平
楽
を
い
や
が
る
。
其
大
立
者
が
今
生お

い

立た
ち

の
め
い
上
り
の
靏
さ
ん
と
か
た
せ
を
競
て
、
何
の
か
の
と
い
や
げ
い

ぶ
ん
だ
と
お
も
つ
て
い
や
が
る
か
。
藝
道
修
行
乃
為
た
。
大
芝
居
小
芝
居
の
頓
着
ハ
し
子
ヱ
。
今
の
い
き
ほ
い
を
見

ろ
。
あ
ま
り
廣か

う

言
は
き
や
が
る
と
還か

へ

つ
て
立
花
の
ふ
げ
い
ぶ
ん
だ
ヨ
。
ヱ
ヽ
か
げ
ん
に
ち
よ
つ
く
ば
つ
て
居
ろ
。 

京
よ
り 

あ
の
人
さ
ん
が
た
ハ
は
ち
ま
き
で
や
い
と
い
ふ
人
じ
や
そ
ふ
な
。 

江
戸 

何
は
ち
ま
き
で
や
い
だ
。
と
ん

だ
事
を
ぬ
か
し
や
が
る
。
芝
居
ハ
何
と
お
も
つ
て
居
や
が
る
。
陽
気
の
為
だ
ゾ
。
夫
に
ヱ
ヽ
衆
様
だ
の
と
音
な
し
く

淋
し
く
し
て
人じ

ん

躰て
い

が
つ
て
居
り
や
ヱ
ヽ
か
と
お
も
つ
て
あ
き
れ
ラ
ア
。 

閑
情
を
好
や
ろ
う
等ら

ハ
奥
山
這ヘ

ヱ

入
て
抹
香

の
か
ざ
で
も
く
ら
つ
た
が
ヱ
ヽ
。 

頭
取 

是
ハ
け
し
か
ら
ぬ
。
お
ま
ち
な
さ
れ
升
。 

う
か
も
れ
ん 

か
つ
ら
を
の
哥
ハ

陽
気
で
よ
か
つ
た
。  

 
 

ア
ダ
タ 

見
ぬ
恋
に 

イ
キ
タ
こ
が
れ 

浪
花
の
花
山
あ
ら
し
」  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
キ
タ 

 
 

 
 

 
 

 

ト
諷
ふ
。
若
手 

ヱ
ヽ
や
か
ま
し
い
わ
い
。
り
く
わ
ん
が
熊
坂
ハ
京
大
坂
で
大
當
り
じ
や
。 

芝
い
好 

中
の
芝
居
の
熊

坂
の
看
板
ハ
嶋
の
内
の
八
ま
ん
へ
絵
馬
に
奉
納
、
娘
か
け
き
よ
の
看
板
ハ
天
王
寺
新
清
水
へ
奉
納
し
て
、
岡
嶋
氏
と

記
し
て
あ
る
。 

京 

猿
廻
し
の
絵
馬
ハ
京
の
清
水
へ
奉
納
し
て
有
る
。 

芝
居
好 

其
さ
る
廻
し
で
思
ひ
出
し
た
。

岡
嶋
屋
の
は
次
分
ハ
幾
度
見
て
も
飽
ハ
な
い
。
有
田
唄
の
声
の
よ
さ
、 

お
さ
る
め
で
た
や 

目
出
た
や
な 

楽
ヤ
シ
リ 

イ
ヤ
そ
れ
斗
り
じ
や
ナ
イ
。
ツ
イ
ち
よ
つ
と
端
シ
リ
ヤ
長
歌
諷
わ
れ
て
も
よ
い
声
じ
や
。
ア
ノ
声
が
(25)
鈴

木
左
橘
に
や
り
た
い
。 

ヲ
ダ
テ 

イ
ヤ
左
き
つ
ハ
声
纏
酒
飲
し
て
貰
ふ
方
が
よ
か
ろ
う
。 

ヒ
イ
キ 

芝
翫
斗
り
狂

哥
や
發
句
が
出
来
る
じ
や
な
い
。
岡
嶋
や
も
面
白
ひ
事
じ
や
。
前
か
た
紀
州
行
屋
宮
内
乃
道
の
記
ハ
摺
も
の
が

出
た
わ
い
。 

板
木
ヤ 

夫
ハ(26)
故
璃
環
丈
の
卅
三
回
忌
の
摺
も
の
ハ
仰
山
で
よ
か
っ
た
。 

本
や 

イ
ヤ
ま
た
夫
纏
仰

山
な
ハ
其
佛
事
ニ
松
屋
町
の
本
利
か
ら
の
進
も
つ
、
釣
臺
い
つ
ぱ
い
の
紙
袋
へ
極
上
々
の
日
向
椎
茸
入
て
、
看
板
着

た
男
に
荷
な
わ
せ
、
心
斎
ば
し
筋
を
練
り
」
物
乃
や
う
に
し
て
通
つ
た
も
お
か
し
か
つ
た
。 

北
纏 

い
か
様
本
利

と
い
ふ
男
も
、
大
の
璃
寛
信
仰
で
、
尾
張
ミ
や
げ
の
矢
立
に
小
刀
か
ら
の
り
入
の
仕
込
た
を
、
璃
寛
好
じ
や
と
て

諸
方
へ
見
せ
歩
行
れ
た
。 

本
ヤ 

今
で
ハ
心
斎
橋
の
詰
に
矢
立
店
が
三
四
軒
も
出
来
、
本
利
か
璃
寛
好
じ
や
と

い
ふ
た
矢
立
か
沢
山
に
仕
入
て
有
ル
。 

ハ
ル
口 

り
く
わ
ん
好
乃
菜
籠
ハ
チ
ト
役
者
に
ハ
似
合
ぬ
事
、
ど
ふ
か
當
振

舞
に
往
て
、
硯
ぶ
た
た
や
躰
の
有
（
肴
ヵ
）を
持
て
戻
る
ゝ
か
と
思
わ
れ
る
。
頭
取 

成
ほ
ど
そ
ふ
思
召
も
道
理
、
ソ

リ
ヤ
は
ま
や
き
迄
む
し
つ
て
戻
る
役
者
衆
も
厮
れ
、
大
建
も
の
ゝ
世
界
に
て
ハ
と
ん
と
な
い
事
、
璃
寛
丈
の
好
は
菜

籠
で
ハ
厮
り
升
ぬ
。
マ
ア
ち
よ
つ
と
し
た
獨
り
前
の
弁
當
、
ま
た
は
菓
子
入
、
腰
へさ
し
込
ム
す
つ
ぽ
ん
も
拵
へて
厮
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り
升
。
其
時
の
酒
の
肴
入
ル
積
り
、
そ
れ
を
菜
籠
じ
や
と
い
ひ
出
し
た
ハ
え
ら
い
間
違
じ
や
。
北
よ
り 

其
菓
子
入

で
思
ひ
出
し
た
て
、
人
の
見
る
前
で
ほ
り

貼
喰
て
居
る
ハ
扨
々
不
躾
ナ
事
し
や
。 

女
中
連 

璃
寛
さ
ん
乃
内
の

咄
し
聞
ふ
と
楽
し
ん
で
待
て
居
る
の
に
、
何
じ
や
や
ら
す
つ
ほ
ん
じ
や
の
菜
籠
の
と
、
あ
け
く
の
果
に
は
ヨ
ウ
さ
ら

へ
講
て
見
る
面
白
イ
髷
の
鶴
ウ
と
や
ら
い
ふ
人
が
、
菓
子
」
喰
ふ
の
が
璃
寛
様
の
評
か
へ
、
わ
た
し
ら
ハ
そ
ん
な
事
聞

に
や
来
ま
せ
ぬ
わ
い
ナ
。 
皆
貼 

コ
リ
ヤ
そ
ふ
有
そ
ふ
ナ
物
じ
や
。 

ヒ
イ
キ 

頭
取
早
ふ
岡
嶋
屋
の
評
ハ
ど
ふ
じ
や
。 

頭
取 

成
ほ
と
何
れ
も
様
の
御
待
兼
も
御
尤
、
璃
寛
丈
ハ
生
得
律
儀
篤
実
な
る
気
質
故
、
諸
方
の
ヒ
イ
キ
も
強
く

自
然
と
備
る
人
徳
有
て
、
北
辺
乃
旦
那
様
は
申
及
ハ
ず
、
京
都
、
名
古
屋
、
其
外
の
ヒ
イ
キ

貼
よ
り
送
る
ゝ
進
物
、

誠
ニ
山
海
珍
ぶ
つ
に
飽
満
チ
、
名
月
に
椿
を
見
る
話
斗
、
歓
楽
の
身
分
と
い
へと
も
、
其
身
は
質
朴
を
専
一
と
し
、

朝
ハ
未
明
に
家
内
の
下
ぬ
う
ち
に
庭
の
し
つ
く
い
場
を
洗
ふ
た
り
、
諸
方
か
ら
来
た
進
物
に
懸
た
水
引
を
湯
の
し

し
て
亦
々
餘
處
への
進
物
に
懸
ら
れ
升
が
、
コ
リ
ヤ
し
ゆ
ミ
で
ハ
厮
り
升
ぬ
。
世
界
の
冥
加
を
思
ふ
て
致
さ
れ
升
事

で
厮
り
升
。 

清
水 

さ
様

貼
其
内
水
引
と
申
物
ハ
随
分
大
せ
つ
に
致
さ
れ
る
が
よ
い
て
、
我
等
の
旦
那
先
キ
米

屋
の
某
ハ
な
ま
こ
袴
の
久
三
つ
れ
た
身
か
ら
て
も
、
途
中
に
水
引
か
一
筋
お
ち
て
あ
つ
て
も
拾
ふ
て
袂
へ
入
ら
れ
升

か
、
則
こ
れ
と
同
日
の
論
と
ヒ
イ
キ
口
で
い
ふ
の
じ
や
な
い
。
ち
や
ら
な
し
大
し
ん
じ
つ
て
厮
り
升
。 

ム
タ
口 

朝
ハ

未
明
に
お
き
る
と
い
ふ
ハ
た
ま
」
貼
の
事
か
、
二
日
酔
し
て
芝
居
の
始
り
の
お
そ
ゐ
い
事
ハ
度
々
の
事
じ
や
。
芝
翫

丈
の
評
場
で
も
い
ふ
通
り
じ
や
。 

楽
や
シ
リ 

り
く
わ
ん
丈
ハ
内
に
居
ら
る
ゝ
と
き
も
、
又
楽
屋
入
致
さ
る
ゝ
に
も
、

け
つ
か
う
な
数
珠
を
片
時
も
離
さ
ず
首
に
か
け
て
居
ら
る
ゝ
を
、
え
ら
い
有
か
た
や
じ
や
と
人
ハ
お
も
ふ
か
、
岡

じ
ま
や
の
心
ハ
又
格
別
な
物
じ
や
。
家
内
の
召
つ
か
ひ
下
男
も
下
女
も
、
ど
ふ
て
役
者
の
内
へ
奉
公
ニ
来
る
も
の
故
、

マ
ア
面
白
か
り
の
浮
気
が
多
く
、
口
入
屋
で
も
わ
た
し
や
岡
嶋
屋
へ
往
て
見
た
い
。
給
銀
ハ
何
ぼ
ふ
て
も
大
事
な
い
。

璃
寛
様
の
顔
を
毎
日
傍
で
見
て
居
た
い
な
ど
ゝ
い
ふ
て
来
る
程
の
者
ゆ
へ
、
篤
実
て
い
ね
い
ナ
親
方
の
気
ニ
入
ふ
筈

も
な
し
と
有
て
、
強
ふ
呵
ツ
た
り
、
か
す
喰
し
た
ら
、
出
替
り
時
に
も
成
ら
ぬ
先
キ
に
飛
で
出
て
、
ぶ
た
い
と
地
と

ハ
え
ら
い
違
ひ
じ
や
と
わ
ん
ざ
ん
い
わ
る
ゝ
が
い
や
さ
に
、
何
事
も
見
て
見
ぬ
ふ
り
、
い
ゝ
た
ゐ
事
も
い
ふ
ま
い
と
て
、

首
に
か
け
ら
れ
た
堪
忍
の
数
珠
を
守
る
と
言
地
口
で
厮
り
升
。 

筆
者
曰 

ぶ
た
い
と
地
と
え
ら
ひ
違
び
じ
や
と

ハ
余
に
お
こ
が
ま
し
い
。
よ
し
に
し
て
も
ら
ひ
た
い
。 

南
纏 

岡
嶋
屋
ハ
ふ
た
い
の
狂
言
斗
り
じ
や
な
い
。
内
に
さ
へ

通
さ
ぬ
場
と
て
、
」
芝
居
の
懸
合
に
来
る
人
通
る
べ
か
ら
ず
と
張
紙
出
し
て
有
に
ハ
、
芝
居
方
が
困
る
わ
い
。  

頭
取 

其
儀
は
近
来
多
病
に
て
、
始
終
り
う
ゐ
ん
に
て
胸
が
つ
か
へ
、
ま
た
は
背
が
痛
な
と
致
ス
故
で
厮
り
升
ス
、 

皆
々 

舞
ウ
タ
イ

は
千
代
ま
せ
千
代
ま
せ
と 

栄
へ
る
宿
こ
そ
目
出
度
け
れ
、 

 
 

文
政
三
辰
年 

正
月
吉
日 

 

作
者 

五
文
舎
一
笑
」  
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注
釈 

(1)
摂
陽
奇
観
四
六
巻 

文
政
二
年
十
月
の
項
に
、
「此
頃 

紅
毛
渡
リ
更
紗
目
鏡
流
行
」、
説
明
に
「大
坂
に
て
贋
物
多
く
製
ス
」 

（2）
摂
陽
奇
観
四
六
巻 

文
政
二
年
七
月 

「當
世
見
聞
謎
づ
く
し
・
・・
順
慶
町
の
坐
禅
豆
」
同
四
五
巻 

「
世
上
流
行 

座
禅
豆
店
」 

(3)
役
者
世
世
の
接
木 

「此
人
一
代
の
内
に
女
千
人
の
願
を
聖
天
宮
へ
か
け
し
お
う
せ
し
人
な
り
」 

(4)
摂
陽
奇
観
四
六
巻 
「
文
政
二
年
二
月 

天
王
寺
開
帳
ニ
付
大
坂
市
中
よ
り
寄
附
物
夥
し
く
種
々
の
趣
向
あ
り
此
節
蝶
々

貼

と
い
ひ
て
う
か
る
ゝ
事
大
ひ
に
流
行
ス
別
而
道
頓
堀
大
か
ぶ
き
ち
う
芝
居
の
役
者
花
美
に
出
立
こ
れ
を
又
見
ん
と
て
見
物
群
集

ス
」
／ 

歌
舞
伎
年
表 

「文
政
二
年
二
月 

役
者
天
王
寺
へ蝶
々

貼
と
い
ひ
て
、
う
か
れ
行
。
」 

(5)
歌
舞
伎
年
表 

「大
芝
居 

中
芝
居 
子
供
芝
居 

役
者
内
儀
見
立
相
撲
」（文
化
八
年
） 

「行
司 

二
左
衛
門 

い
ま
」 

(6)
役
者
世
世
の
接
木 

初
代
市
川
団
十
郎
は
、
宝
永
元
年
春
市
村
座
の
舞
台
で
生
島
半
六
に
よ
り
刺
殺
さ
れ
る 

(7)
摂
陽
奇
観
四
六
巻 

「文
政
三
年
正
月
西
高
津
新
地
三
丁
目
小
島
屋
専
助
か
し
や
堺
屋
力
松
同
居
歌
舞
妓
役
者
片
岡
松
江
孝

心
に
付
御
ほ
う
び
鳥
目
三
貫
文
被
夢
下
置
務
」 

(8)
摂
陽
奇
観
四
六
巻 

文
政
二
年
五
月 

西
高
津
新
地
九
丁
目
大
野
屋
善
右
衛
門
か
し
や 

高
津
屋
太
七
同
居
か
ぶ
き
役
者 

百
村
紋
九
郎 

當
卯
三
十
六
歳 

祖
母 

妙
清 

當
卯
百
二
歳 
手
當
米
十
俵
被
夢
下
置
務
候
〔
編
者
曰
ク
原
本
此
ノ
所
壱
行

空
白
〕 

「文
政
二
年
七
月 

當
世
見
聞
謎
づ
く
し 

百
村
門
九
郎
の
祖
母
さ
ん
・・
・
百
よ
り
う
へじ
ゃ
」  

(9)
役
者
世
世
の
接
木 

「
辞
世 

け
ふ
も
夢
寝
て
も
起
て
も
ゆ
め
の
夢 

ゆ
め
に
夢
見
る
夢
の
世
の
中 

三
代
目
市
紅 

 

門
人
市
川

市
蔵
爾
後
に
元
祖
蝦
十
郎
師
恩
を
思
ひ
千
日
竹
林
寺
に
石
碑
を
営
む
事
奇
特
千
萬
也
又
倅
團
三
郎
團
之
介
の
両
人
は
江
戸
出

勤
ゆ
へ
兄
團
之
介
は
叶
わ
ざ
る
事
有
て
し
ば
ら
く
延
引
な
れ
ど
弟
團
三
郎
は
取
も
の
も
取
あ
え
ず
上
阪
為
て
追
福
の
営
怠
り
な

く
遊
行
寺
に
辞
世
を
彫
刻
し
て
石
碑
を
建
る
」
／ 

摂
陽
奇
観
四
四
巻 

文
化
五
戌
辰
十
月
九
日 

「
市
川
團
蔵
死
・
・
・
釈
了
西 

下
寺
町
遊
行
寺
ニ
墓
あ
り
千
日
竹
林
寺
に
も
あ
り 

け
ふ
も
夢
寝
て
も
お
き
て
も
夢
の
夢
夢
の
夢
見
る
夢
の
世
の
中
」 

(10)
歌
舞
伎
年
表 

文
政
二
年
正
月 

大
阪
（
角
） 

「
『
錦
の
蔦
か
づ
ら
』
傘
の
一
本
足
（三
五
郎
） 

三
五
郎
角
に
て
傘
の
一
本
足
」
／ 

 
 

摂
陽
奇
観
四
六
巻 

「文
政
二
年
七
月 

當
世
見
聞
謎
づ
く
し
・・
・ 

来
芝
の
景
事
・・
・足
一
本
で
當
っ
た
」 

(11)
摂
陽
奇
観
四
六
巻 

文
政
二
年
十
二
月 

「
嵐
三
五
郎
大
西
芝
居
へ
出
勤
・
・
・
給
金
正
月
分
七
拾
両
前
金
五
十
両
二
月
の
手
付

三
拾
両
都
合
百
五
十
両
請
取
出
勤
尤
蔵
衣
装
也
」 

(12)
摂
陽
奇
観
四
五
巻 

「文
化
年
間 

牽
牛
花
流
行 

文
化
七
八
年
の
頃
よ
り
雅
俗
と
な
く
牽
牛
花
を
翫
ふ
事
盛
ん
に
成
行
寛
永

の
大
菊
元
禄
の
百
椿
近
く
は
寛
政
の
橘
に
百
倍
ス
・
・・
」「文
化
十
四
年
丑
ノ
秋 

浪
花
牽
牛
花
珍
蔵
家
品
目
」
等
／ 

(13)
玉
つ
く
し 

文
化
十
三
年
子
の
夏
大
新
板
（一
枚
摺
） 

「す
ま
ふ
好 

浅
尾
奥
山 

中
村
哥
七
」  

(14)
土
卵
先
生
＝
富
土
卵
（
一
七
五
九
～
一
八
一
九
） 

狼
狽
窟
主
人 

従
五
位
に
叙
さ
れ
た
公
家
、
東
山
在
住
、
俳
人
、
大
衆
文

化
に
対
し
て
広
範
な
興
味
と
深
い
関
わ
り
あ
い
を
持
ち
、
役
者
評
判
記
や
戯
作
を
著
し
、
俳
諧
、
狂
歌
の
サ
ー
ク
ル
で
も
活
躍
。

歌
舞
伎
役
者
の
贔
屓
で
あ
り
、
璃
寛
等
の
俳
諧
の
師
匠
で
も
あ
っ
た
。 

(15)
摂
陽
奇
観
四
六
巻 

文
政
二
年
七
月 

「當
世
見
聞
謎
づ
く
し
・
・・
籠
細
工
の
釈
迦
」
／
摂
陽
奇
観
四
五
巻
文
化 

(16)
三
代
目
中
村
歌
衛
門 

安
永
七
（一
七
七
八
）
～
天
保
九
（一
八
三
八
） 

本
名
大
関
市
兵
衛 

俳
名
芝
翫
・
梅
玉 

別
号
百
戯
園 

狂
言
作
者
名
金
澤
竜
玉 

屋
号
加
賀
屋 

実
父
（初
代
中
村
歌
衛
門
）は
、
「容
貌
の
醜
く
か
り
し
た
め
」役
者
に
す
る
事
を
望
ま

な
か
っ
た
と
三
世
中
村
仲
蔵
の
随
筆
に
見
え
る
。
父
親
に
内
証
で
出
演
し
た
子
ど
も
芝
居
で
の
人
気
が
契
機
と
な
っ
て
役
者
の
道

を
歩
む
。
こ
の
時
期
「首
振
」芝
居
で
人
形
遣
い
の
名
手
文
三
郎
の
薫
陶
を
受
け
る
。
十
六
歳
で
大
芝
居
へ出
勤
。
体
矮
小
で
容
貌

も
甚
だ
上
が
ら
ず
、
口
跡
も
ま
た
し
ゃ
が
れ
声
で
、
時
と
し
て
含
み
声
で
あ
っ
た
と
も
い
う
が
、
弁
舌
が
極
め
て
や
か
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
「歌
右
衛
門
は
男
前
は
悪
い
が
、
芸
が
上
手
」
を
い
わ
れ
、
先
輩
で
容
貌
に
す
ぐ
れ
た
二
代
目
嵐
吉
三
郎
（
璃
寛
）
や
江
戸
の
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三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
と
覇
を
競
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
役
柄
を
こ
な
し
、
地
芸
・
所
作
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
七
変
化
を
演

じ
、
元
禄
以
来
の
一
人
一
役
柄
の
枠
を
ひ
ろ
げ
、
「兼
ネ
ル
」
の
称
を
受
け
た
。
又
師
と
し
て
す
ぐ
れ
、
多
く
の
若
手
役
者
を
成
功

に
導
い
た
。
教
養
層
に
も
多
数
の
贔
屓
を
持
ち
、
彼
を
賞
賛
す
る
本
・
摺
物
・画
帖
な
ど
が
作
ら
れ
た
。 

(17)
妙
妙
戯
談 
「
先
年
加
茂
の
翁
よ
り
吉
野
貴
氏
の
脚
色
帖
中
へ
送
ら
れ
し
狂
哥
に 

天
台
の
止
観
ハ
四
明
中
村
の
芝
翫
ハ
芝
居
加

賀
屋
か
し
け
る
」  

 

(18)
手
前
味
噌 

「歌
右
衛
門
の
伝
」
／
『
歌
舞
伎
年
表
』文
化
五
年
五
月
五
日
よ
り
中
村
座
「千
本
桜
」の
項
「文
化
見
聞
集
」収
載 

(19)
歌
舞
伎
年
表 

文
化
五
年 
九
月 

大
阪
（
中
） 

「
『
舞
扇
南
柯
話
』
『南
柯
夢
』
ハ
馬
琴
の
作
を
直
す
」 

十
一
月
「
大
阪
（
中
） 

か

ほ
み
せ
『
嶋
巡
月
弓
張
』 ･･･

馬
琴
述
、
北
斎
画
の
摺
物
出
来
る
。
江
戸
本
所
松
坂
二
丁
目
平
林
庄
五
郎
版
・
・
・
余
が
初
著
述
の

稗
本
「
弓
張
月
」
に
据
て
、
浪
速
中
の
芝
居
の
顔
見
世
、
今
年
玆
仲
冬
十
三
日
よ
り
、
新
に
場
を
ひ
ら
く
と
て
聞
え
し
に
贈
る
と
て
、

か
つ
し
か
の
翁
の
画
る
ま
ヽ
に
、
書
肆
平
林
堂
の
需
に
応
じ
て
、
曲
亭
馬
琴
の
部
並
書
」
／
『
璃
寛
花
橘
』
に
、
文
化
五
年
（
中
）
『
舞

扇
南
柯
話
』赤
根
半
七
・
丹
波
市 

『
嶋
巡
弓
月
（マ
マ
）
張
』
鎮
西
八
郎
、
文
化
七
年
・
十
一
年
『
舞
扇
南
柯
話
』
と
記
載 

(20)
摂
陽
奇
観
四
五
巻 

「
子
の
と
し
春
大
新
ぱ
ん 

芝
翫
離
寛
は
や
り
物
見
立
勝
負
附
」
／
「贔

屓
重
宝

芝
翫
年
代
記
大
成
」
「
玉
つ
く
し 

文
化
十
三
年
子
の
夏
大
新
板
」（一
枚
摺
）に
芝
翫
に
ち
な
ん
だ
商
品
収
載 

(21)
中
村
歌
右
衛
門

故
郷
へ
は
れ
の

錦
画
姿 

下
巻 

七
変
化
の
所
作 

「
そ
の
時
に
つ
か
ふ
た
扇
は
わ
ざ

貼
そ
の
大
坂
へ
あ
つ
ら
へ
に
お
こ
し 

平
野
町
の
鶴

卯
と
い
ふ
末
広
師
が
こ
し
ら
え
た
の
で
厮
り
升
」
／ 

摂
陽
奇
観
四
五
巻 
文
化
十
一
年 

「
今
年 

日
の
丸
鉄
扇
流
行 

こ
れ
は

當
春
中
の
芝
居
ニ
而
中
村
歌
右
衛
門･･･

用
ひ
し
ゆ
へ男
子
は
勿
論
遊
里
の
婦
人
等
迄
専
ら
日
の
丸
の
扇
子
を
つ
か
ふ
」 

(22)
『
梅
玉
余
響
』
」
天
保
九
年
猿
笠
著
に
、
「
狂
歌
は
蜀
山
人
に
と
ひ
し
が
浪
花
に
か
へ
り
て
よ
り
鶴
廼
屋
翁
ま
た
は
六
々
大
人
に
随

ふ
て
ま
な
ぶ
」 

蜀
山
人
は
三
津
五
郎
の
贔
屓
で
、
初
め
は
歌
右
衛
門
を
嫌
い
、
文
化
八
年
翫
柳
主
人
宛
書
状
に
、
歌
右
衛
門
を

「
上
手
な
れ
ど
も
江
戸
者
の
風
上
に
可
置
も
の
に
無
之
・
・
・
上
方
役
者
、
上
方
儒
者
、
皆
々
大
嫌
い
に
候
也
」
「
け
し
か
ら
ぬ
不
作

の
ば
け
も
の
見
物
」
（
歌
舞
伎
年
表
）
と
し
て
い
る
。
坂
東
三
津
五
郎
と
二
人
奴
上
演
の
際
、
芝
翫
を
始
め
て
見
物
に
き
た
蜀
山
人

の
座
敷
へ
挨
拶
に
行
き
、
「大
和
屋
と
加
賀
屋
と
二
人
奴
ら
さ
・
・・
」の
句
を
貰
う
。
以
後
蜀
山
人
は
芝
翫
の
贔
屓
と
な
っ
た
。 

(23)
歌
右
衛
門
錦
絵
姿 

「岡
嶋
屋
を
贔
屓
す
る
は
、
多
く
女
が
勝
ち
ま
す
る
。
歌
右
衛
門
は
不
男
ゆ
え
、
娘
や
内
義
は
さ
ほ
ど
に
は

思
い
ま
せ
ね
ど
も
、
狂
言
の
仕
打
に
巧
者
面
白
味
を
見
よ
う
な
ら
、
な
か
な
か
嵐
吉
と
一
口
に
は
い
わ
れ
ま
せ
ぬ
」 

(24)
二
世
嵐
吉
三
郎 

 

明
和
六
年
（一
七
六
九
）
～
文
政
四
年
（一
八
二
一
） 

岡
島
屋
離
寛 

初
世
の
実
子
、
長
男
の
嵐
猪
三
郎
を
お

い
て
二
世
を
襲
名
。
二
一
歳
で
大
劇
場
に
出
勤
。
終
生
立
役
を
専
門
と
す
る
。
『役
者
世
々
の
接
木
』に
「近
来
か
程
ま
で
揃
た
る

役
を
見
ず
。
第
一
美
男
に
て
、
其
の
上
美
形
に
て
、
上
品
で
、
ま
づ
近
世
の
稀
人
な
り
」
と
評
さ
れ
る
。
文
政
四
年
甥
大
三
郎
に
璃

寛
の
名
を
譲
り
橘
三
郎
と
改
称
す
る
が
、
間
も
な
く
死
亡
。
舞
台
が
綺
麗
で
女
性
に
人
気
の
あ
っ
た
吉
三
郎
と
、
凝
り
性
の
演
技

派
で
玄
人
好
み
の
す
る
歌
右
衛
門
と
の
不
仲
は
有
名
で
、
『
芝
翫
随
筆
』 

『
摂
陽
奇
観
』に
は
、
吉
三
郎
の
歌
右
衛
門
に
関
す
る
訴

状
（芝
寛
贔
屓
の
戯
作
と
も
い
う
）
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
後
年
贔
屓
連
中
が
仲
介
し
二
人
を
和
解
さ
せ
同
座
が
実
現
す
る
運
び

と
な
っ
た
が
、
吉
三
郎
が
急
逝
し
実
現
し
な
か
っ
た
。 

(25)
歌
舞
伎
年
表 

「文
政
元
年
正
月
（
中
）・
・・
長
唄 

鈴
木
左
橘
」
／
「文
化
三
年
七
月
（
角
）
・・
・
長
歌 

鈴
木
左
吉
」
等 

(26)
文
化
九
年
十
二
月 

佐
藤
益
之
絵 

日
英
交
流
大
坂
歌
舞
伎
展
（大
阪
歴
史
博
物
館 

二
〇
〇
五
刊
） 

一
五
二
頁 
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参
考
文
献
・
関
連
資
料 

近
世
の
出
版
物
に
お
け
る
（）内
の
数
字
は
中
之
島
図
書
館
の
請
求
記
号 

『保
古
帖
』―
「贔

屓
重
宝

芝
翫
年
代
記
大
成
」「芝
翫
ひ
い
き
道
中
記
」「芝
翫
国
一
覧
」「玉
つ
く
し
」
等
一
枚
摺
（甲
雑
六
八
）  

 

『役
者
風
俗
三
国
志
』 

別
書
名
役
者
三
国
志 

花
笠
文
京
編 

天
保
二
年 

大
坂 

河
内
屋
太
助
等
四
書
肆
刊
（九
七
一
／
八
） 

『中
村
歌
右
衛
門

故
郷
へ
は
れ
の

錦
画
姿
』八
文
舎
自
笑
著
浪
華 

河
内
屋
太
助 

文
化
九
年
刊
（九
七
一
／
七
〇 

朝
日
九
七
一
／
一
四
） 

『俳
優
世
々
の
接
木
』 
別
書
名

三
都

役
者

世
代
の
接
木 

俳
優
堂
夢
遊
著 

文
政
十
一
刊
（九
七
一
／
一
三 

朝
日
九
七
一
／
二
三
安
政
六
刊
） 

『
梅
玉
余
響
」 

猿
笠
翁
編 
大
坂 

河
内
屋
太
助 

天
保
一
〇
年
刊
（九
七
一
／
一
三
二
） 

『加
賀
屋

道
中
記

芝
翫
栗
毛
』 

浜
松
歌
国
編 
大
坂 

河
内
屋
太
助 

文
化
十
一
年
刊
（二
五
五
・八
／
一
六 

朝
日
二
五
五
・八
／
六
） 

『賞
讃

雅
詞

芝
翫
帖
』 

芝
翫
帖 

浜
松
歌
国
編 
狂
画
堂
芦
州
模 

文
金
堂 

文
化
十
一
年
（九
七
一
／
六
二 

朝
日
九
七
一
／
六
〇
）  

 

『芝
翫

土
産

滑
稽
道
中
雲
助
噺
』 

暁
鐘
成
作 

大
阪 
河
内
屋
太
助
刊
（二
五
五
・八
／
二
八
） 

『璃
寛

芝
翫

花
競
二
巻
噺
』 

天
保
五
刊
（二
五
五
・九
／
五
〇
）・璃
寛
花
競 

文
化
十
一
年
刊
（二
五
五
・九
／
一
〇
・七
六
）  

『
芝
翫
節
用
百
戯
通
』 

暁
鐘
成
編 

狂
画
堂
蘆
州
画 
文
化
十
二
年
刊
（九
七
一
／
五
〇 

朝
日
九
七
一
／
一
六
）  

 
 

『
芝
翫
百
人
一
首
玉
文
庫
』 

暁
鐘
成
作
・画 

大
阪 

河
内
屋
太
助 

文
政
二
年
刊
（朝
日
九
七
一
／
一
七
） 

『
芝
翫
随
筆
』 

写
（甲
和
三
四
二
） 

『
芝
翫
随
筆
』 

滑
稽
文
人
著 

写
二
篇
（朝
日
九
七
一
／
三
二 

下
巻
欠
） 

『
四
天
王
大
坂
入
』 

八
文
字
屋
自
笑
著 

江
戸 

鶴
屋
金
助
等 

文
化
十
二
年
刊 

（九
七
一
／
一
〇
二 

朝
日
九
七
一
／
一
五
） 

『浪
花
土
産
初
物
語
』 

式
亭
三
馬
著 

す
る
が
や
半
兵
衛 

文
化
五
年
板
（朝
日
九
七
一
／
二
五
） 

『中
村
芝
翫

吾
妻
土
産

返
咲
浪
華
の
裡
梅
』 

二
世
立
川
焉
馬
著 

歌
川
歌
國
画 

西
村
屋
與
八
等 

天
保
四
刊
（朝
日
九
七
一
／
十
二
） 

『中
村
芝
翫

東
都
餞
別

妙
妙
戯
談
』 

南
地
亭
金
楽
著 

丁
子
屋
平
兵
衛
等 

天
保
五
年
刊
（朝
日
九
七
一
／
三
一 
〇
四
一
／
三
二
六
） 

『
劇
場
訓
蒙
図
彙
』 

式
亭
三
馬
作 

上
総
屋
忠
介
助 

文
化
三
年
刊
（九
七
一
／
八
二
） 

『
中
山
由
男
一
代
狂
言
録
』 

不
二
某
編 

天
明
二
年
刊
（九
七
一
／
一
〇
） 

『
慶
子
画
譜
附
録
出
世
目
録
』 

八
文
字
屋
自
笑
編 

大
阪 

泉
屋
卯
兵
衛 

天
明
六
年
刊
（九
一
一
／
六
六
） 

『玉
の
光
』 

別
書
名
嵐
小
六
一
代
記
余
禄 

八
文
字
屋
自
笑
著 

八
文
字
屋
八
左
衛
門 

寛
政
八
年
刊
（九
七
一
／
七
二
） 

『
来
芝
一
代
記
」 

浪
華 

綿
屋
喜
兵
衛 

寛
政
九
年
刊
（二
五
五
・四
／
一
〇
） 

『
桐
の
嶋
台
』 

八
文
字
屋
自
笑
著 

八
文
字
屋
八
左
衛
門 

寛
政
九
年
刊
（九
七
一
／
九
八
） 

『
嵐
小
録
過
去
物
語
』 

蟷
螂
軒
魚
丸
著 

耳
鳥
斎
画 

浪
華 

綿
屋
喜
兵
衛 

寛
政
九
年
刊
（九
七
一
／
一
六
六
） 

『璃
寛
花
橘
』 

梨
園
山
人
著 

〔文
化
十
三
年
〕写
（九
七
一
／
一
六
二
） 

 

不
夜
庵
五
雲
編
「梅
幸
集
」
『上
方
藝
文
叢
刊
』
四
巻 

上
方
芸
文
叢
刊
刊
行
会 

一
九
七
九
年
刊 

三
代
目
中
村
仲
蔵
著 

郡
司
正
勝
校
注
『
手
前
味
噌
』 

青
蛙
房 

昭
和
四
四
年
刊 

伊
原
敏
郎
著
『近
世
日
本
演
劇
史
』  

早
稲
田
大
学
出
版
部 

大
正
二
年
刊 

河
竹
繁
俊
著
『歌
舞
伎
名
優
伝
』  

修
道
社 

昭
和
三
一
年
刊 

 

伊
原
敏
郎
著
『歌
舞
伎
年
表
』 

五
・
六
巻 

岩
波
書
店 

昭
和
四
八
年
刊 

 

松
平
進
著
『上
方
浮
世
絵
の
再
発
見
』 

講
談
社 

一
九
九
九
刊 

 

浜
松
歌
国
著 

船
越
政
一
郎
編
・
校
訂
「摂
陽
奇
観
」
四
五
・
四
六
巻
『浪
速
叢
書
』五
・六
巻 

 

浪
速
叢
書
刊
行
会 

昭
和
三
年
刊 

『
日
英
交
流
大
坂
歌
舞
伎
展
』 

大
阪
歴
史
博
物
館 

二
〇
〇
五
刊 

藤
井
高
尚
・
中
村
歌
右
衛
門
著 

森
銑
三
・
北
川
博
邦
編
「落
葉
の
下
草
」
『
日
本
随
筆
大
成
』
続
九 

吉
川
弘
文
館 

一
九
八
〇
刊 



 三十六 

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
編
・刊
『
上
方
歌
舞
伎
資
料
展
―
三
代
目
歌
右
衛
門
の
周
辺
』 

一
九
九
六
年
刊 

 
お
わ
り
に 

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
は
、
「
正
平
版
論
語
」
を
始
め
、
町
方
文
書
、
近
世
の
出
版
史
研
究
に
欠
か
せ
な
い
「
大
坂
本
屋
仲
間
記

録
」
等
、
近
世
の
資
料
を
所
蔵
、
一
般
の
閲
覧
に
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
資
料
を
広
く
利
用
し
て
頂
く
た
め
に
、
「大
坂
本
屋

仲
間
記
録
」「遡
遊
従
之
」の
出
版
、
紀
要
への
投
稿
等
を
通
じ
て
紹
介
し
て
き
た
。 

今
回
の
「
役
者
更
紗
目
鏡
」
に
つ
い
て
は
、
中
之
島
図
書
館
で
の
講
演
会
に
関
連
し
て
、
荻
田
清
氏
に
ご
教
示
頂
い
た
の
が
始
ま
り

で
勉
強
の
た
め
に
翻
刻
を
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
昨
秋
の
大
阪
歴
史
博
物
館
に
よ
る
「日
英
交
流
大
坂
歌
舞
伎
展
―
上
方
役
者
絵
と

都
市
文
化
」
の
開
催
、
上
方
演
劇
界
を
代
表
す
る
名
跡
「坂
田
藤
十
郎
」
（三
代
目
）
の
襲
名
等
、
中
村
歌
右
衛
門
関
係
の
催
し
が
続

い
た
事
も
あ
り
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

                    



 三十七 

 
 

福
澤
諭
吉
『
覚
』
に
つ
い
て
の
考
察 

諭
吉
と
同
時
代
に
生
き
た
肥
後
熊
本
藩
隊
長
山
川
亀
三
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稲
垣 

房
子
（
中
之
島
図
書
館
） 

  

こ
の
度
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
左
記
の
資
料
を
寄
贈
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
資
料
と
そ
れ
に
関

わ
る
人
物
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。 

  
 

 
 

覚 

一 

金
弐
拾
五
両
也 

右
は
千
八
百
六
十
七
年
式
英
兵 

練
法
翻
訳
料
百
弐
拾
五
両 

之
内
金
と
し
て
前
書
之
高 

慥
ニ
請
取
申
候 

当
年
中 

訳
書
出
来
候
丈
ヶ
七
八
拾
枚 

差
上
、
尚
又
来
正
月
二
十
日
頃 

七
八
拾
枚
差
上
可
申
、
金
子
之
義 

ハ
其
都
々
御
遣
し
可
被
下
候 

以
上 

十
二
月
廿
三
日 

福
澤
諭
吉 

＊
三
箇
所
に
「
福
澤
諭
吉
」
角
印
の
押
印
あ
り
。 

 

こ
の
ち
い
さ
な
（
二
八
㎝
×
一
六
㎝
）
書
付
は
筆
者
の
実
父
山
川
信
夫
が
持
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
所
有
し
て
い

た
信
夫
も
他
界
し
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
も
良
く
な
い
と
、
若
干
の
調
査
を
し
た
。
山
川
信
夫
（
一
九
九
四
年

没
）
は
熊
本
県
上
益
城
郡
益
城
町
安
永
の
出
身
で
、
生
前
か
ら
「
福
澤
諭
吉
の
書
付
が
あ
る
。」
と
言
っ
て

い
た
。
信
夫
の
書
き
残
し
た
も
の
等
か
ら
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 



 三十八 

第
一
章 

福
澤
諭
吉
『
覚
』
か
ら
考
察
し
た
こ
と 

◇
福
沢
諭
吉
の
真
筆
で
あ
る
か
？ 

確
か
に
「
福
澤
諭
吉
」
と
は
読
め
る
が
ほ
ん
の
ち
い
さ
な
一
枚
の
書
付
で
あ
り
、
虫
喰
い
も
あ
り
、
保
存
状
態
は

よ
く
な
い
。
福
澤
諭
吉
の
残
さ
れ
た
他
書
簡
等
と
比
較
し
て
も
か
ら
筆
遣
い
は
福
澤
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

◇
何
年
の
書
付
か
？ 

「
十
二
月
廿
三
日
」
と
い
う
日
付
は
何
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
？
年
末
か
ら
年
明
に
か
け
て
翻
訳
の
作
業

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。「
千
八
百
六
十
七
年
式
」と
あ
る
の
で
、当
然
そ
の
後
で
あ
る
が
、

一
八
六
七
年
は
す
な
わ
ち
慶
応
三
年
一
月
に
、
福
澤
諭
吉
は
幕
府
の
軍
艦
受
取
委
員
の
随
員
・
通
訳
と
し
て
二

回
目
の
渡
米
を
果
た
し
、
六
月
に
帰
朝
、
多
額
の
資
金
を
用
意
し
多
く
の
書
籍
を
買
っ
て
き
て
い
る
。
帰
国
の
七

月
に
は
渡
米
中
の
摩
擦
が
嵩
じ
て
謹
慎
を
命
ぜ
ら
れ
、
塾
の
教
科
書
用
と
仙
台
藩
と
紀
州
藩
の
た
め
に
大
量
に

購
入
し
て
き
た
洋
書
が
、
神
奈
川
奉
行
の
も
と
で
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
が
、
十
月
に
は
謹
慎
処
分
は
解
除
と
な
り
、

荷
物
も
年
が
明
け
た
一
八
六
八
年
に
は
新
銭
座
の
塾
に
引
き
取
ら
れ
た
。
四
月
に
は
諭
吉
が
新
銭
座
の
英
学

塾
を
「
慶
應
義
塾
」
と
名
づ
け
、
塾
経
営
と
翻
訳
・
著
述
に
専
念
し
た
年
で
あ
る
。
そ
の
九
月
八
日
に
明

治
と
改
元
さ
れ
た
。 

後
に
述
べ
る
熊
本
藩
の
状
況
、
新
政
府
兵
部
省
な
ど
の
時
代
背
景
か
ら
見
る
と
一
八
六
七
年
か
ら
一
八
七
〇

年
ま
で
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。 

 ◇
「
千
八
百
六
十
七
年
式
英
兵
練
法
」
と
は
ど
の
翻
訳
書
の
こ
と
か
？ 

こ
の
『
覚
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
千
八
百
六
十
七
年
式
英
兵
練
法
」
が
翻
訳
作
業
は
諭
吉
が
訳
し
た
の
で
は
な
く
、

事
務
的
に
請
け
負
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

福
澤
が
翻
訳
を
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
福
澤
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）

の
巻
末
に
あ
る
「
英
字
新
聞
の
翻
訳
」
（
三
七
五
頁
）
と
い
う
コ
ラ
ム
に
も
書
か
れ
て
い
る
。 

中
津
藩
の
小
幡
篤
次
郎
（
中
略
）
ら
六
名
を
呼
び
寄
せ
て
塾
生
と
し
た
の
は
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
新
聞
の
翻
訳
は
こ
れ
ら
の
塾
生
を
養
う
た
め
の
金
策
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
福
沢
に

と
っ
て
の
洋
学
塾
経
営
の
必
要
と
、
諸
藩
に
と
っ
て
の
情
報
収
集
の
必
要
と
の
間
に
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

翻
訳
原
稿
の
筆
写
に
つ
い
て
は
、
中
津
藩
三
輪
光
五
郎
の
談
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

「
多
分
横
字
新
聞
か
雑
誌
の
翻
訳
で
せ
う
、
政
治
経
済
兵
器
等
に
関
す
る
翻
訳
の
原
稿
を
、
一
月
何
回

か
十
冊
ば
か
り
、
中
津
か
ら
来
た
学
生
が
九
人
か
十
人
で
写
し
ま
し
た
。
一
冊
は
十
行
二
十
字
詰
で
十
五



 三十九 

六
枚
も
あ
り
ま
し
た
ら
う
、
こ
れ
を
急
い
で
写
す
の
で
す
が
、
書
い
て
あ
る
事
柄
は
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
も
聞

い
た
事
も
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
か
ら
、
写
す
の
に
も
手
間
が
取
れ
ま
す
。
（
中
略
）
其
十
冊
の
写
本
を
先
生

は
ど
う
処
理
さ
れ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
浜
町
の
熊
本
藩
邸
に
居
た
国
友
某
と
い
ふ
人
な
ど
は
、
其
配
布

を
受
け
た
や
う
で
す
。
そ
し
て
写
字
を
命
ぜ
ら
れ
る
の
は
、
中
津
の
学
生
に
限
っ
て
い
ま
し
た
。
」 

ま
た
、
翻
訳
料
の
相
場
は
「
五
三
山
口
良
蔵
宛
書
簡
慶
応
四
年
六
月
七
日
付
」
（
一
〇
〇
頁
）
で
は
、
訳
書
の

種
別
に
よ
る
ペ
ー
ジ
あ
た
り
の
翻
訳
料
を
提
示
し
て
い
る
。 

「
一
、
兵
書
。
窮
理
書
。
地
理
書
。
舎
密
書
。
新
聞
紙
之
類 

十
行
二
十
字
之
訳
書
壱
枚
ニ
付 

代
金
壱
両 

一 

政
治
書
。
経
済
書
。
万
国
公
法
。
兵
制
論
等 

都
て
議
論
文
、
同
断
ニ
付 

代
金
壱
両
三
分 

右
之
通
何
時
ニ
て
も
、
日
を
限
り
無
相
違
翻
訳
仕
候
」  

（
『
福
澤
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻
よ
り
） 

「
覚
」
に
よ
る
と
翻
訳
料
は
百
弐
拾
五
両
と
い
う
大
金
で
あ
り
、
七
八
拾
枚
に
分
割
し
て
い
る
と
い
う

分
量
と
し
て
も
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
訳
書
と
考
え
ら
れ
る
。
金
銭
の
管
理
は
厳
密
で
あ
っ
た
福
澤
が
、

一
時
金
に
も
「
覚
」
と
し
た
た
め
押
印
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

ち
な
み
に
、
熊
本
藩
か
ら
の
依
頼
で
翻
訳
を
し
た
こ
と
は
、
会
田
倉
吉
著
「
福
沢
諭
吉
」（
吉
川
弘
文
館 

人

物
叢
書
新
装
版
一
六
九
頁
）
に
記
述
が
あ
る
。 

「
明
治
元
年
の
入
学
（
慶
應
義
塾
・
筆
者
補
記
）
者
数
は
一
〇
三
名
、
そ
れ
か
ら
二
年
が
二
五
八
名
、

三
年
は
三
二
六
名
と
い
う
よ
う
な
勢
い
で
、
そ
の
た
め
同
二
年
に
は
、
熊
本
藩
か
ら
頼
ま
れ
て
翻
訳

し
た
『
洋
兵
明
鑑
』
五
冊
何
百
部
か
の
買
い
上
げ
代
金
六
〇
〇
両
で
、
二
階
建
講
堂
一
棟
を
増
築
し

た
ほ
か
・
・
・
」 

問
題
の
「
千
八
百
六
十
七
年
式
英
兵
練
法
」
が
、
こ
の
『
洋
兵
明
鑑
』
に
あ
た
る
の
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
て

な
い
。 

 

他
に
『
洋
学
史
事
典
』
日
蘭
学
会
編 

（
雄
松
堂
出
版 

一
九
八
四
年
刊
）
の
記
述
を
参
考
に
以
下
の
二

書
が
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。 

「
英
国
歩
操
新
式
」
橋
爪
貫
一
訳 

三
巻
五
冊 

明
治
元
年
（
一
八
六
八
年
）
刊 

原
書
は
一
八
六
二
年
の
制
定
な
る
も
の
を
、
ス
ナ
イ
ド
ル
元
込
銃
の
採
用
に
よ
っ
て
一
八
六
七
年
に

改
正
し
た
英
国
陸
軍
の
歩
兵
操
練
書Field E

xercise and evolution of infantry.

で
あ
り
、
１
．

生
兵
・
小
隊
教
練
、
２
．
中
隊
教
練
、
大
隊
教
練
か
ら
な
る
。 

「
英
国
歩
兵
練
法
」
一

赤
松
小
三
郎
訳 

八
冊 

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
年
）
刊
。 

原
書
はField E

xercise and E
volution of Infantry.

の
一
八
六
二
年
版
を
基
に
一
八
六
四
年
を

用
い
て
補
入
し
て
い
る
。
内
容
は
、
１
．
生
兵
・
小
隊
、
２
．
中
隊
、
３
．
施
条
銃
使
用
法
、
４
．
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同
上
、
５
．
大
隊
、
６
．
同
上
、
７
．
大
隊
運
動
、
８
．
軽
歩
兵
兵
で
、
他
に
一
八
六
四
年
版
を
用

い
た
慶
応
四
年
版
が
あ
り
、
別
に
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
）
刊
の
『
重
訂
英
国
歩
練
法
』
九
冊
が

あ
っ
て
、
横
隊
編
と
要
用
の
諸
件
編
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。 

一
八
六
七
年
式
と
明
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
改
訂
版
か
と
思
わ
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
福
澤
は
著
作
権
に
関
し
て
非
常
に
厳
格
で
あ
っ
た
の
で
、
右
翻
訳
書
で
あ
れ
ば
、
翻
訳
者
と

の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
も
疑
問
が
残
る
。 

こ
の
翻
訳
書
の
特
定
は
今
後
調
査
を
続
け
た
い
。 

 

◇
福
澤
諭
吉
『
覚
』
は
誰
宛
に
書
か
れ
た
も
の
か
？ 

福
澤
諭
吉
『
覚
』
は
熊
本
藩
士
山
川
亀
三
郎
（
清
房
）
に
宛
て
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

山
川
亀
三
郎
は
『
覚
』
を
所
持
し
て
い
た
、
故
山
川
信
夫
の
祖
父
、
つ
ま
り
筆
者
の
曽
祖
父
に
あ
た
る
。

亀
三
郎
は
幕
末
明
治
に
肥
後
熊
本
（
細
川
）
藩
の
藩
兵
で
あ
り
、
陸
軍
の
砲
兵
隊
の
技
術
は
フ
ラ
ン
ス
の

将
校
に
学
び
、
海
軍
の
操
艦
術
は
英
国
士
官
に
教
わ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。 

山
川
信
夫
が
父
（
正
）
か
ら
譲
り
受
け
た
か
、
亀
三
郎
が
建
て
た
熊
本
の
屋
敷
（
上
益
城
郡
益
城
町
広
安

村
字
安
永
）
を
処
分
し
た
時
に
保
管
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
二
章 

山
川
亀
三
郎
（
清
房
）
に
つ
い
て 

 
 

 

福
澤
諭
吉
の
生
ま
れ
は
太
陰
暦
一
八
三
四
年
一
二
月
一
二
日
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
太
陽
暦
で
い
う
と
一
八
三

五
年
（
天
保
五
年
）
一
月
一
〇
日
に
あ
た
る
。
先
に
考
察
し
た
『
覚
』
の
受
取
人
と
考
え
ら
れ
る
山
川
亀
三
郎
の
生

年
は
一
八
三
五
年
と
い
わ
れ
る
の
で
、
ほ
ぼ
同
年
代
と
な
る
。
激
動
の
幕
末
明
治
を
同
年
代
と
し
て
生
き
た

ふ
た
り
の
か
か
わ
り
が
興
味
深
い
。
慶
応
か
ら
明
治
に
福
澤
諭
吉
と
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る 

 
 
 
 
 
 

山
川
亀
三
郎
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。 

 

以
下
は
山
川
亀
三
郎
の
孫
に
あ
た
る
山
川
信
夫
が

生
前
、
書
き
残
し
た
著
書
『
山
川
家
の
人
々
』（
昭

和
四
五
年 

教
育
タ
イ
ム
ス
）
か
ら
の
引
用
で
あ

る
。 

◇
亀
三
郎
（
清
房
）
の
生
い
立
ち
と
軍
人
と
し
て 

の
経
歴 

山
川
家
は
も
と
福
島
正
則
（
広
島
藩
）
の
家
臣
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で
、
七
本
槍
で
有
名
な
賤
ヶ
岳
の
合
戦
の
際
、
敵
将
三
人
を
倒
し
た
。
福
島
家
が
亡
び
た
後
、
細
川

家
の
客
分
に
な
り
、
熊
本
県
上
益
城
郡
益
城
町
広
安
村
字
安
永
に
屋
敷
を
賜
り
、
現
在
も
住
民
に
「
山

川
山
」
と
呼
ば
れ
る
雑
木
林
の
一
区
画
が
残
っ
て
い
る
。 

 

山
川
家
の
近
代
の
中
興
の
祖
は
山
川
清
房
で
あ
る
。
彼
は
一
八
三
五
（
天
保
四
）
年
山
川
清
簾
（
き

よ
か
ど
）
の
三
男
と
し
て
安
永
に
生
ま
れ
た
。
母
は
津
久
礼
の
豪
族
鈴
木
家
の
出
で
あ
る
が
、
母
が

二
子
あ
る
家
の
後
添
い
に
来
た
た
め
に
、
幼
名
亀
三
郎
と
呼
ば
れ
た…

（
中
略
）
少
年
時
代
、
熊
本

藩
の
塾
生
と
な
っ
て
か
ら
は
学
力
衆
に
秀
で
、
居
寮
長
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
後
明
治
変
革
期
の
軍
人

と
し
て
成
績
よ
く
、
賞
与
と
し
て
金
二
千
疋
を
戴
い
た
と
い
う
。
浦
賀
に
米
艦
が
来
た
時
、
彼
は
二

十
歳
で
選
抜
さ
れ
て
、
肥
後
藩
兵
と
し
て
同
地
に
出
兵
す
る
際
、
お
別
れ
に
津
久
礼
の
祖
母
を
訪
れ

た
。
祖
母
は
畳
の
上
に
は
上
げ
ず
、
腰
か
け
た
ま
ま
で
出
兵
の
祝
杯
を
と
ら
せ
、「
亀
三
郎
は
切
れ
る

刀
を
も
っ
て
い
る
か
」
と
ね
ん
ご
ろ
に
尋
ね
た
と
い
う
。
厳
格
の
中
に
も
愛
情
に
満
ち
た
こ
の
賢
明

な
外
祖
母
は
、
古
武
士
そ
の
ま
ま
の
清
房
の
人
格
形
成
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

『
山
川
家
の
人
々
』
よ
り 

＊ 

肥
後
藩
は
一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
の
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
四
日
後
の
六
月
七
日
、
幕
府
か
ら
相
州
（
神

奈
川
県
）
沿
岸
本
牧
の
警
備
を
命
ぜ
ら
れ
、
藩
兵
三
〇
〇
名
を
派
遣
し
て
い
る
。 

『
熊
本
県
史 

近
代
編
第
一
巻
』
二
六
二
頁
よ
り 

 

 

肥
後
藩
兵
と
し
て
で
あ
る
か
、
明
治
政
府
の
軍
人
と
し
て
で
あ
る
か
、
時
代
は
不
明
で
あ
る
が
、

陸
軍
の
砲
兵
隊
の
技
術
は
フ
ラ
ン
ス
将
校
に
学
び
、
海
軍
の
操
艦
技
術
は
英
国
仕
官
に
教
わ
っ
た
そ

う
で
あ
る
。
英
国
の
士
官
官
か
ら
時
計
を
買
う
時
、
金
時
計
も
銀
時
計
も
中
の
機
械
は
同
一
で
あ
る

こ
と
を
確
か
め
て
、
銀
時
計
を
買
い
受
け
、
長
い
間
愛
用
し
て
い
た
が
、
遠
州
灘
で
肥
後
藩
の
軍
艦

が
遭
難
し
、
彼
は
陸
地
に
泳
ぎ
つ
い
た
が
、
長
時
間
の
遭
難
に
も
彼
の
所
持
す
る
時
計
だ
け
は
狂
わ

な
か
っ
た
と
自
慢
し
て
い
た
。 
 

 
 

 

『
山
川
家
の
人
々
』
よ
り 

＊ 

明
治
三
一
（
八
七
〇
）
年
二
月
、
兵
部
省
は
各
藩
の
常
備
兵
員
を
定
め
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
肥

後
藩
は
、「
三
月
藩
士
強
壮
ノ
者
撰
ン
デ
英
式
ニ
傚
（
な
ら
）
ヒ
常
備
兵
二
大
隊
（
中
略
）
予
備
兵
一
大
隊

砲
兵
二
隊
（
中
略
）
に
編
制
」
し
た
。（
中
略
）
し
か
し
、
こ
の
英
式
常
備
兵
は
翌
年
秋
の
兵
部
省
の
兵
制

改
革
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
仏
式
に
変
革
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
 
 

『
熊
本
県
史 

近
代
編
第
一
巻
』
二
六
九
頁
よ
り 

 

清
房
は
若
い
頃
か
ら
、
陸
軍
・
海
軍
の
兵
術
を
フ
ラ
ン
ス
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
つ
い
て
学
ん
だ
だ
け
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に
、
外
国
語
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
生
活
技
術
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
も
の
を
早
く
か
ら
身
に

つ
け
、
ぶ
ど
う
酒
を
呑
み
、
パ
ン
や
牛
肉
を
食
し
、
紅
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
・
マ
ー
マ
レ
イ
ド
・
ト
マ
ト

等
を
用
い
て
い
た
。
清
房
の
人
と
な
り
を
最
も
端
的
に
表
現
す
る
も
の
に
、
次
の
こ
と
が
あ
る
。
家

に
は
三
丁
の
ア
メ
リ
カ
製
六
連
発
拳
銃
が
あ
っ
た
。
屋
敷
は
周
辺
よ
り
少
し
高
く
、
ち
ょ
っ
と
城
郭

を
思
わ
せ
る
感
じ
の
地
形
で
、
家
屋
の
四
方
の
壁
と
戸
袋
に
は
銃
眼
が
作
ら
れ
て
あ
っ
て
、
屋
敷
の

ど
の
方
向
か
ら
賊
が
う
か
が
っ
て
も
射
撃
が
で
き
る
よ
う
に
用
意
さ
れ
て
い
た
。
更
に
、
妻
と
小
さ

い
娘
達
に
は
ア
メ
リ
カ
製
六
連
発
拳
銃
の
射
撃
訓
練
を
さ
せ
た
そ
う
で
、
近
く
に
あ
る
自
己
所
有
の

桑
畑
の
土
手
に
紙
に
書
い
た
標
的
を
つ
く
り
、
手
を
取
っ
て
訓
練
さ
せ
た
。
そ
の
往
復
に
は
、
暴
発

し
て
も
人
に
害
を
与
え
な
い
た
め
に
、
娘
達
に
、
歩
兵
が
小
銃
を
か
つ
ぐ
形
で
、
短
い
ピ
ス
ト
ル
を

か
つ
が
せ
て
歩
か
せ
た
そ
う
で
あ
る
。 

 
 

 
 
 

『
山
川
家
の
人
々
』
よ
り 

 

◇ 

山
川
亀
三
郎
（
清
房
）
と
堺
事
件 

山
川
亀
三
郎
が
歴
史
の
ひ
と
コ
マ
に
登
場
す
る
。
幕
末
大
坂
の
二

堺
事
件
で
あ
る
。
堺
事
件
と
、
そ
の

際
、
切
腹
を
命
じ
ら
れ
た
土
佐
藩
士
を
護
送
し
た
山
川
隊
長
の
こ
と
を
記
録
し
た
文
書
は
、
三
つ
あ
る
。

一
番
古
い
の
は
、
森
鷗
外
の
小
説
『
堺
事
件
』「
新
小
説
」
第
一
九
号
第
二
巻
（
大
正
三
年
二
月
一
日
発
行
）

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
山
川
亀
三
郎
を
亀
太
郎
と
記
述
し
て
い
る
。
次
い
で
昭
和
一
二
年
四
月
、
宝
文
館
刊

行
の
寺
石
正
路
著
『
明
治
元
年
土
佐
藩
士
泉
州
堺
烈
挙
』（
一
二
九
頁
）
が
あ
る
。
三
点
目
は
徳
富
蘇
峰
の

大
著
、「
近
世
日
本
国
民
史
」『
明
治
天
皇
御
宇
史
』
第
八
冊
（
明
治
書
院
昭
和
一
八
年
刊
、
七
二
頁
）
で

あ
る
。 

 

堺
事
件
と
は
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
二
月
一
五
日
、
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
デ
ュ
プ
レ
ー
号
水
兵
の
堺
市
中

狼
藉
に
よ
り
、
堺
を
警
護
し
て
い
た
土
佐
藩
兵
が
フ
ラ
ン
ス
兵
一
一
名
を
殺
傷
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治

新
政
府
は
フ
ラ
ン
ス
の
強
硬
な
抗
議
に
よ
り
、
土
佐
藩
士
二
〇
名
に
切
腹
を
命
じ
、
一
週
間
後
の
二
月
二

三
日
、
泉
州
堺
の
妙
国
寺
が
切
腹
の
場
と
決
ま
っ
た
。
同
時
に
肥
後
熊
本
藩
と
安
芸
広
島
藩
に
、
大
阪
長

堀
の
土
佐
藩
邸
か
ら
、
土
佐
藩
烈
士
二
〇
名
を
、
妙
国
寺
ま
で
護
送
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
肥

後
（
細
川
）
藩
隊
長
が
山
川
亀
三
郎
で
あ
っ
た
。 

 

森
鷗
外
『
堺
事
件
』
の
記
述
よ
り 

先
手
は
両
藩
の
下
役
人
数
で
、次
に
兵
卒
数
人
が
続
く
。次
は
細
川
藩
の
留
守
居
馬
場
彦
左
衛
門
、

同
藩
の
隊
長
山
川
亀
太
郎
、
浅
野
藩
の
重
役
渡
邊
競
の
三
人
で
あ
る
。
陣
笠
小
袴
で
馬
に
跨
り
、
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持
鑓
を
竪
て
さ
せ
て
い
る
。
次
に
兵
卒
数
人
が
行
く
。
次
に
大
砲
二
門
を
挽
か
せ
て
行
く
。
次
が

二
十
挺
の
駕
籠
で
あ
る
。
駕
籠
一
挺
毎
に
、
装
剣
の
銃
を
持
っ
た
六
人
の
兵
が
附
く
。
二
十
挺
の

前
後
は
、
同
じ
く
装
剣
の
銃
を
持
っ
た
兵
が
百
二
十
人
囲
ん
で
い
る
。
後
押
は
銃
を
負
っ
た
騎
兵

二
騎
で
あ
る
。
次
に
両
藩
の
高
張
提
灯
各
十
挺
が
行
く
。
次
に
両
藩
士
卒
百
数
十
人
が
行
く
。
以

上
の
行
列
の
背
後
に
少
し
距
離
を
取
っ
て
、
土
佐
藩
の
重
臣
始
め
数
百
人
が
続
く
。
長
径
凡
そ
五

丁
で
あ
る
。 

長
堀
を
出
発
し
て
暫
く
進
ん
で
か
ら
、
山
川
亀
太
郎
が
駕
籠
に
就
い
て
一
人
々
々
に
挨
拶
し
て
、

箕
浦
の
駕
籠
に
戻
っ
て
こ
う
云
っ
た
。「
狭
い
駕
籠
で
、
定
め
て
窮
屈
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
其
上
長

途
の
事
ゆ
え
、
簾
を
垂
れ
た
儘
で
は
、
鬱
陶
し
く
思
わ
れ
る
で
あ
り
ま
せ
う
。
簾
を
捲
か
せ
ま
せ

う
か
」
と
云
っ
た
。「
ご
厚
意
忝
う
存
じ
ま
す
差
構
な
い
事
な
ら
、
さ
や
う
願
い
ま
せ
う
」
と
箕
浦

が
答
え
た
。
そ
れ
で
駕
籠
の
簾
は
す
べ
て
巻
き
上
げ
ら
れ
た
。
又
暫
く
進
む
と
、
山
川
が
一
人
々
々

の
駕
籠
に
就
い
て
「
茶
菓
の
用
意
を
し
て
い
ま
す
か
ら
、
お
望
み
の
方
に
差
上
げ
た
い
。」
と
云
っ

た
。 

両
藩
の
二
十
人
に
対
す
る
取
扱
は
、
万
事
非
常
に
鄭
重
な
も
の
で
あ
る
。 

 

寺
石
正
路
著
『
明
治
元
年
土
佐
藩
士
泉
州
堺
烈
挙
』
の
記
述
よ
り 

高
知
県
郷
土
史
家
寺
石
正
路
は
昭
和
一
〇
年
頃
、
堺
事
件
を
調
べ
る
う
ち
に
、
切
腹
し
た
藩
士
の
遺
品

類
が
熊
本
県
の
山
川
家
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
と
な
り
、
肥
後
藩
隊
長
山
川
亀
三
郎
の
娘
婿

山
川
正
に
そ
の
閲
覧
を
申
し
で
て
い
る
。
遺
品
や
辞
世
の
句
等
に
接
し
、
大
い
に
感
激
、
堺
事
件
を
ま
と

め
た
そ
の
著
作
の
巻
頭
に
「
烈
士
遺
墨
三
葉
」
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。 

ま
た
、
山
川
亀
三
郎
の
縁
者
徳
富
蘇
峰
と
事
実
の
確
認
を
す
る
書
簡
を
交
換
し
て
い
る
。
同
著
の
巻
頭
に

徳
富
蘇
峰
の
書
簡
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

徳
富
蘇
峰
先
生
書
簡 

 

（
前
略
）
然
る
に
尊
著
御
引
用
相
成
候
、
山
川
亀
太
郎
な
る
も
の
は
、
老
生
長
姉
の
夫
に
し
て
、

即
ち
老
生
の
義
兄
に
當
り
候
、
山
川
亀
三
郎
な
る
者
と
存
候
、
右
は
大
正
の
初
期
春
陽
堂
に
て
出

版
し
た
る
森
鷗
外
君
の
著
述
に
も
亀
太
郎
と
有
之
、
或
は
そ
れ
を
ご
襲
用
相
成
候
も
の
か
と
存
候
、

熊
本
藩
は
山
川
亀
太
郎
な
る
者
無
之
、
然
も
亀
三
郎
な
る
も
の
が
當
時
の
熊
本
兵
の
隊
長
に
有
之

候
、
而
し
て
堺
事
件
の
土
佐
人
士
と
関
係
あ
る
次
第
は
同
人
宅
に
左
の
書
類
等
有
之
候
間
、
何
か

の
御
参
考
に
可
相
成
と
差
出
候
、
即
ち
竹
内
弥
三
郎
君
の
辞
世
、
大
石
甚
吉
君
の
辞
世
二
点
、
川



 四十四 

合
（
マ
マ
）
銀
太
郎
君
の
形
見
の
絹
の
布
片
、
右
三
種
及
そ
の
人
名
録
差
出
候
、
且
つ
山
川
亀
三

郎
な
る
者
の
身
分
を
証
明
す
る
為
兵
部
省
の
辞
令
一
通
、
熊
本
藩
要
人
の
口
上
書
一
通
差
出
候
。 

 
右
の
次
第
に
就
き
、
老
生
の
如
き
も
単
に
熊
本
県
人
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
此
事
に
若
干
の

関
係
あ
る
者
の
親
類
と
し
て
、
最
も
尊
書
に
向
て
感
謝
措
く
能
は
ざ
る
も
の
に
候
。
匇
々
頓
首 

昭
和
九
年
十
二
月
初
六 

蘇
峰
迀迀迀迀
生 

寺
石
先
生 

玉
机
下 

 

◇ 

土
佐
藩
烈
士
の
遺
品 

堺
事
件
に
つ
い
て
、
亀
三
郎
（
清
房
）
は
後
年
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。「
彼
ら
は
け
っ
し

て
罪
を
犯
し
た
罪
人
で
は
な
い
。
国
家
の
た
め
に
一
身
を
さ
さ
げ
た
国
士
で
あ
る
。
元
禄
の
昔
、

大
石
良
雄
以
下
の
赤
穂
浪
士
が
細
川
藩
に
お
預
け
に
な
っ
た
時
の
故
事
に
習
っ
て
、
丁
重
に
遇
し

た
。」
と
、
死
を
決
し
た
烈
士
達
も
、
山
川
隊
長
が
指
揮
す
る
肥
後
藩
士
の
武
士
の
情
け
に
は
、
十

分
の
敬
意
を
表
し
た
。
藩
士
達
は
、
筆
・
紙
・
墨
を
用
意
し
て
、
後
日
の
記
念
に
一
筆
願
い
た
い

と
望
む
も
の
が
多
く
、
心
得
の
あ
る
烈
士
の
多
く
が
、
快
く
こ
れ
に
応
じ
た
。 

山
川
家
に
は
六
番
隊
士
大
石
甚
吉
の
辞
世
の
和
歌
、
八
番
隊
士
川
谷
銀
太
郎
が
紋
服
の
小
袖
を

刀
で
切
っ
て
、
行
年
、
姓
名
を
墨
書
し
た
絹
地
、
八
番
隊
員
竹
内
弥
三
郎
の
辞
世
の
和
歌
な
ど
が

保
存
さ
れ
て
い
る
。 

君
の
た
め
死
亭て

魂
は
神
と
な
り 

早
く
攘
夷
の
な
る
を
守
ら
ん 

 

 

土
藩 

竹
内
弥
三
郎
藤
原
栄
久 

 

山
川
家
で
は
、
こ
れ
ら
の
遺
品
を
大
切
に
保
管
し
て
き
た

が
、
近
年
に
な
り
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
堺
妙

国
寺
に
一
式
を
寄
贈
し
た
。
山
川
亀
三
郎
関
連
で
幕
末
熊

本
の
動
向
を
し
た
た
め
た
手
紙
や
文
書
が
含
ま
れ
る
。
一

八
六
九
（
明
治
二
）
年
六
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
の
初
代

熊
本
藩
知
藩
事
を
任
じ
ら
れ
た
細
川
韶
邦
（
よ
し
く
に
）

宛
の
九
月
廿
五
日
付
太
政
官
文
書
等
興
味
深
い
文
書
が
含

ま
れ
て
い
る
。 
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明
治
期
の
亀
三
郎
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
章
が
あ
る
。「
肥
後
藩
隊
長
亀
三
郎
は
、
同
藩
錚
々
の
人
物

に
し
て
、
明
治
三
年
練
兵
を
天
覧
に
供
す
る
時
、
藩
兵
の
連
隊
司
令
と
な
り
、
兵
部
省
よ
り
下
文
の
感
状

を
給
わ
る
。
曰
く
、
熊
本
藩
山
川
亀
三
郎
先
般
練
兵
天
覧
之
の
節
聯
隊
司
令
申
付
候
處
勉
励
盡
力
候
に
付

目
録
之
通
差
遣
候
事
、
庚
午
五
月
兵
部
省
と
以
っ
て
そ
の
人
格
閲
歴
を
徴
す
る
。」、『
明
治
元
年
土
佐
藩
士 

泉
州
堺
烈
擧
』
よ
り 

 ◇ 

亀
三
郎
の
妻
常
子
は
徳
富
一
敬
三

の
長
女
／
徳
富
蘇
峰
・
蘆
花
の
姉 

 

前
述
の
徳
富
蘇
峰
の
書
簡
に
あ
る
よ
う
に
、
山
川
亀
三
郎
の
妻
常
子
は
蘇
峰
の
長
姉
に
あ
た
る
。
彼
ら

の
母
久
子
は
上
益
城
郡
益
城
町
の
矢
島
家
の
出
身
で
、
久
子
の
姉
は
熊
本
県
女
子
教
育
に
つ
く
し
た
竹
崎

順
子
、
妹
津
世
子
は
横
井
小
楠
に
嫁
ぎ
、
妹
ひ
と
り
矢
嶋
楫
子
は
日
本
基
督
教
婦
人
僑
風
会
創
設
し
た
。

常
子
も
早
く
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
を
し
て
お
り
、
亀
三
郎
の
死
後
（
明
治
三
七
年
没
）
は
父
母
・
一

敬
と
久
子
の
看
病
の
た
め
上
京
し
、
山
室
軍
平
の
救
世
軍
に
入
隊
し
、
佐
々
木
信
綱
門
下
に
入
り
歌
集
も

出
し
て
い
る
。
ま
た
、
若
い
時
に
学
資
の
面
倒
を
見
て
く
れ
た
長
姉
の
た
め
に
蘇
峰
・
蘆
花
か
ら
著
作
や

国
民
新
聞
は
全
部
送
ら
れ
て
き
て
い
た
の
で
、
家
族
で
良
く
読
ん
で
い
た
。 

亀
三
郎
（
清
房
）
は
広
島
勤
務
の
時
、
同
藩
の
雨
森
ミ
ツ
子
と
結
婚
し
た
。
妊
娠
し
た
妻
を
肥

後
の
実
家
に
送
り
届
け
た
が
、
長
女
磨
智
（
ま
ち
）
は
実
家
で
生
ま
れ
、
事
情
は
分
か
ら
な
い
が
、

最
初
の
妻
と
は
間
も
な
く
離
婚
し
て
い
る
。
清
房
は
若
い
時
か
ら
経
済
的
に
苦
労
し
て
育
っ
た
の

で
、
兄
二
人
と
違
っ
て
質
素
倹
約
で
、
軍
人
と
し
て
の
俸
給
も
貯
蓄
し
、
退
職
の
時
の
一
時
金
と

合
わ
せ
る
と
、
相
当
の
財
力
の
余
裕
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
清
房
の
特
異
な
経
歴
と
財
力
は
地

方
で
は
注
目
の
的
と
な
り
、
こ
の
地
方
の
豪
族
で

あ
る
津
森
村
の
杉
堂
の
矢
島
直
方
は
、
徳
富
常
子

と
の
再
婚
の
世
話
を
し
た
。
常
子
は
水
俣
の
徳
富

一
敬
の
長
女
で
あ
る
が
、
一
度
結
婚
し
て
一
女
を

生
み
、
離
婚
し
て
家
に
帰
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
江
義
塾
時
代
の
猪
一
郎
（
蘇
峰
）
は
長
姉
の
結

婚
の
た
め
に
、
清
房
と
の
折
衝
等
の
役
割
を
果
た

し
た
よ
う
で
あ
る
。
二
人
は
木
山
の
『
丹
波
屋
』

の
二
階
を
か
り
て
家
庭
を
も
ち
、
そ
れ
ま
で
に
雨
森
家
に
預
け
て
あ
っ
た
長
女
磨
智
を
引
き
取
っ

た
。
明
治
一
五
、
六
年
頃
に
、
安
永
に
屋
敷
を
求
め
て
家
を
建
て
た
。『
山
川
家
の
人
々
』
よ
り 

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
熊
本
の
地
で
新
し
い
時
代
を
築
い
て
い
っ
た
群
像
の
中
に
若
い
日
の
山

常子
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川
亀
三
郎
が
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
軍
人
と
し
て
の
働
き
が
、
こ
の
ち
い
さ
な
書
付
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。 

 

参
考
文
献 

寺
石
正
路
著
『
明
治
元
年
土
佐
藩
士
泉
州
堺
烈
挙
』（
宝
文
館
昭
和
一
二
年
四
月
） 

蘇
峰
徳
富
猪
一
郎
著
「
近
世
日
本
国
民
史
」『
明
治
天
皇
御
宇
史
』
第
八
冊
（
明
治
書
院 

昭
和
一
八
年
） 

『
熊
本
県
史
近
代
編 

第
一
巻
』（
熊
本
県 

昭
和
三
六
年
） 

山
川
信
夫
編
著
『
山
川
家
の
人
々
』（
教
育
タ
イ
ム
ス 

昭
和
四
五
年
） 

森
林
太
郎
『
鷗
外
全
集
第
十
五
巻
』（
岩
波
書
店 

昭
和
四
八
年
） 

日
蘭
学
会
編 

『
洋
学
史
事
典
』（
雄
松
堂
出
版 

昭
和
五
九
年
） 

会
田
倉
吉
著
『
福
沢
諭
吉
』（
吉
川
弘
文
館 

人
物
叢
書 

新
装
版
昭
和
六
〇
年 

一
六
九
頁
） 

慶
應
義
塾
編
『
福
澤
諭
吉
書
簡
集
第
一
巻
』
（
岩
波
書
店 
平
成
一
三
年
） 

 

注 
                                        

          

 

一 

赤
松
小
三
郎
は
江
戸
時
代
後
期
洋
学
者
で
英
国
兵
書
の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
が
、
慶
応
三
年
九
月
京
都
で
暗
殺
さ
れ
る
。  

二 

「
王
政
復
古
直
後
の
攘
夷
事
件
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
年
）
二
月
十
五
日
、
当
日
堺
に
入
港
し
た
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
水

兵
が
上
陸
し
周
辺
住
民
に
乱
暴
を
働
い
た
た
め
、
同
地
警
備
の
土
佐
藩
兵
が
襲
撃
し
十
一
名
を
殺
傷
し
た
事
件
。
こ
の

こ
ろ
こ
う
し
た
事
件
が
相
次
い
だ
が
、
成
立
し
た
ば
か
り
の
新
政
府
は
外
国
と
事
を
か
ま
え
る
不
利
を
考
え
て
、
箕
浦

猪
之
吉
（
隊
長
）
以
下
二
十
名
（
う
ち
九
名
は
、
フ
ラ
ン
ス
艦
長
の
申
し
出
に
よ
り
助
命
）
の
土
佐
藩
士
に
切
腹
を
命

ず
る
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
要
求
を
す
べ
て
認
め
た
。」（
世
界
大
百
科
事
典
よ
り
）  

三 

徳
富
一
敬
は
横
井
小
楠
の
高
弟
で
あ
り
、
小
楠
が
一
八
六
九
年
に
暗
殺
さ
れ
た
後
、
相
弟
子
の
竹
崎
律
次
郎
は
明
治
維

新
の
際
、
細
川
藩
か
ら
熊
本
県
へ
の
藩
政
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。 

 



 四十七 

    
小
野
十
三
郎
遺
漏
詩
二
十
四
篇 

 
 

高
松 

敏
男
（
元
中
之
島
図
書
館
） 

 

  

平
成
の
世
で
あ
る
。
今
更
、
太
平
洋
戦
争
下
の
一
篇
の
詩
に
問
題
が
あ
る
か
ど
う
か
、
提
起
す
る
こ
と
自
体
に

意
味
が
あ
る
の
か
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
判
断
は
読
者
に
任
せ
る
。
し
か
し
い
く
ら
歳
月
が
過
ぎ
、

時
代
が
移
り
か
わ
ろ
う
と
、
事
実
は
事
実
と
し
て
、
真
実
は
真
実
と
し
て
、
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
柄
も
一
方
に
は
あ
り
、
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
た
ま
ま
で
終
ら
せ
る
よ
り
、
芸
術
家
や
詩
人
自
身
が
、
そ
の
事

実
に
つ
い
て
の
ち
ど
う
対
処
し
た
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
も
あ
る
。
で
な
け
れ
ば
詩
史
・
文
学

史
・
芸
術
史
も
意
味
を
な
さ
な
い
。 

 

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
平
成
六
年
六
月
二
六
日
付
で
受
入
れ
ら
れ
て
い
る
、
昭
和
一
六
年
一
月
一
五
日
発

行
の
月
刊
漫
画
雑
誌
「
大
阪
パ
ッ
ク
」「
皇
軍
慰
問
特
輯
号
」
に
掲
載
の
小
野
十
三
郎
氏
の
詩
に
は
、
そ
う
し
た

意
味
で
の
問
い
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
え
る
の
で
、
全
文
を
掲
載
す
る
。 

  

紀
元
二
千
六
百
一
年 

 
 

世
紀
更
ま
る 

 
 

第
一
年
。 

 
 

炳
乎
と
し
て 

 
 

東
亜
の
海
に 

 
 

い
ま
大
き
な
太
陽
が
の
ぼ
る
。 

 
 

か
つ
て
わ
れ
ら
の
先
人
が 

 
 

太
古
の
猛
烈
な
羊
齒
の
中
か
ら 

 
 

う
ち
仰
い
だ 

 
 

無
垢
の
光
芒 



 四十八 

 
 

再
び
地
平
を
射
る
。 

 
 

暗
い
海 

 
 

山
骨
の
刺
々
し
さ 

 
 

ま
が
り
く
ね
っ
た
木
々
よ 

 
 

靄
よ
。 

 

わ
れ
ら
は
希
ふ
。 

 
 

大
陸
に 

海
洋
に 

 
 

わ
れ
ら
の
視
野
の 

 
 

明
る
く
大
き
く
晴
れ
わ
た
り 

 
 

わ
れ
ら
の
戦
ひ
の
前
途
益
々
栄
あ
ら
ん
こ
と
を
。 

  
 

世
紀
更
ま
る 

 
 

第
一
年
。 

 
 

謹
み
て
こ
ゝ
に 

 
 

戦
没
英
霊 

 
 

並
び
に
皇
軍
将
兵
に
対
し
て 

深
き
感
謝
の
黙
禱
を
捧
ぐ
。 

 こ
れ
は
か
っ
て
の
日
本
帝
国
が
皇
紀
二
千
六
百
年
に
か
こ
つ
け
て
国
民
の
愛
国
感
情
の
高
揚
を
は
か
っ
た
時

に
、「
大
阪
パ
ッ
ク
」
新
春
臨
時
増
刊
の
巻
頭
に
、「
慰
問
袋
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
た
ま

た
ま
偶
然
に
も
こ
の
詩
を
目
に
し
た
時
、
時
局
を
共
に
生
き
て
当
時
の
世
相
を
皮
膚
感
覚
で
知
っ
て
い
る
世
代
と

は
い
え
、
平
民
派
の
「
詩
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
文
学
の
理
論
的
支
柱
（
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
系
の
革

命
詩
人
の
一
人
）」（
伊
藤
信
吉
）、
そ
し
て
戦
後
は
「
短
歌
的
抒
情
否
定
」
を
宣
言
し
た
小
野
氏
の
詩
で
あ
っ
た

だ
け
に
、
ぼ
く
は
目
を
疑
っ
た
。
発
表
さ
れ
た
時
期
が
、
米
軍
が
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
上
陸
す
る
よ
り
も
、
日
本

が
対
米
英
宣
戦
布
告
す
る
よ
り
も
早
く
、
こ
の
時
期
に
、
本
当
に
小
野
氏
の
詩
な
の
か
、
と
急
い
で
『
定
本
小
野

十
三
郎
全
詩
集
』、『
小
野
十
三
郎
著
作
集
』（
全
三
冊
）
を
繰
り
、
巻
末
の
寺
島
珠
雄
編
「
年
譜
」
を
も
確
認
し

た
も
の
だ
。
し
か
し
ど
う
し
て
か
こ
の
詩
は
収
録
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
て
、
詳
細
き
わ
ま
る
二
つ
の
「
年
譜
」、『
著
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作
集
』
の
「
補
遺
」「
編
注
」
に
も
見
え
な
い
。
そ
こ
で
小
野
氏
の
書
き
残
し
た
も
の
を
総
あ
た
り
す
る
こ
と
か

ら
は
じ
め
、
ど
こ
か
に
こ
の
詩
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
か
、
と
調
査
を
進
め
て
み
る
と
、
単
行
本
『
奇
妙

な
本
棚 
詩
に
つ
い
て
の
自
伝
的
考
察
』（
昭
三
九
・
六
・
二
〇 

第
一
書
店
）
中
の
エ
ッ
セ
イ
「
奇
妙
な
本
棚
」
に
、

小
野
氏
自
身
が
わ
が
書
斎
の
本
棚
に
並
ぶ
書
物
を
見
な
が
ら
、
戦
時
中
の
自
分
の
精
神
史
を
、
自
己
弁
護
と
も
、

自
悔
と
も
、
ひ
ら
き
な
お
り
と
も
つ
か
ぬ
、
文
字
通
り
奇
妙
な
内
容
の
回
顧
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

要
旨
は
こ
う
で
あ
る
。 

「
わ
た
し
の
四
畳
半
の
書
斎
に
は
、
組
み
立
て
式
の
本
棚
が
列
べ
て
三
つ
置
か
れ
て
い
る
」。
こ
れ
は
「
二
十

年
余
一
度
も
動
か
し
た
こ
と
が
な
い
」。「
眼
を
や
る
と
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
奇
妙
な
配
列
で
」、「
ま
ん
中
の
本
棚

の
上
三
段
だ
が
、
最
上
段
と
次
の
段
に
つ
ま
っ
て
い
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
科
学
工
業
に
関
す
る
本
で
あ
る
」。「
い

ず
れ
も
戦
争
中
に
蒐
集
し
た
も
の
で
、「
日
本
重
工
業
読
本
」（
中
略
）、「
航
空
機
工
場
読
本
」（
中
略
）
と
い
っ

た
そ
の
こ
ろ
相
つ
い
で
出
た
時
局
向
き
の
初
歩
的
な
本
」
で
、「
わ
た
し
自
身
の
生
活
と
も
能
力
と
も
あ
ま
り
直

接
か
ん
け
い
の
な
さ
そ
う
な
書
物
が
か
な
り
大
量
に
仕
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
奇
妙
だ
が
」、
そ
れ
ら
と
「
対
照

的
に
そ
の
本
棚
の
三
段
目
に
」
は
、「
日
本
古
典
に
関
す
る
研
究
書
や
鑑
賞
本
が
ず
ら
り
と
列
ん
で
い
る
」。「
万

葉
集
が
も
っ
と
も
多
く
」、
茂
吉
の
「
柿
本
人
麿
」、
保
田
與
重
郎
の
「
万
葉
集
の
精
神
」、「
蓮
田
善
明
の
「
神
韻

の
文
学
」
と
い
う
恐
る
べ
き
本
も
収
ま
っ
て
い
る
」。「
わ
た
し
は
そ
の
こ
ろ
、
朝
に
「
日
本
重
工
業
読
本
」
を
読

み
、
夕
に
「
万
葉
集
の
精
神
」
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
ま
ず
ま
ち
が
い
な
い
」。
そ
し
て
「「
万
葉
集
の
精
神
」
に

危
く
引
き
こ
ま
れ
そ
う
に
な
っ
て
ハ
ッ
と
気
が
つ
い
た
と
き
」、
わ
た
し
は
「
作
業
教
本
や
技
術
書
に
し
が
み
つ

い
た
」。 

「
し
か
し
、
こ
の
昔
の
ま
ま
に
上
下
に
配
列
さ
れ
て
い
る
」「
書
物
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
」、「
戦
時
下
に
お
い

て
一
人
の
詩
人
が
経
験
し
た
精
神
の
往
反
運
動
の
模
様
を
示
す
も
の
で
あ
る
」。「
わ
た
し
が
純
然
た
る
知
識
と
し

て
学
ん
だ
旋
盤
や
フ
ラ
イ
ス
盤
の
構
造
や
」、「
各
種
ゲ
ー
ジ
類
の
個
別
的
な
性
能
そ
の
も
の
の
中
に
も
」、「
文
学

的
古
典
の
研
究
書
や
鑑
賞
本
の
あ
る
も
の
か
ら
影
響
を
受
け
た
精
神
主
義
が
し
の
び
こ
ん
で
い
な
か
っ
た
と
は

云
え
な
い
」。「
わ
た
し
は
そ
の
直
後
、「
大
阪
朝
日
」
の
求
め
に
応
じ
て
「
空
の
要
塞
飛
ぶ
」
と
い
う
詩
を
書
い

て
、
そ
の
四
発
爆
撃
機
の
機
胴
に
描
か
れ
た
日
の
丸
を
讃
え
、「
見
て
い
た
ら
涙
が
出
た
」
と
云
っ
て
い
る
。
ま

た
、
当
時
「
毎
日
」
の
記
者
を
し
て
い
た
井
上
靖
が
、
物
質
的
に
不
如
意
な
生
活
を
し
て
い
た
わ
た
し
に
多
少
の

原
稿
料
で
も
と
い
う
好
意
か
ら
」、「
陸
軍
記
念
日
に
題
す
る
詩
を
一
つ
た
の
ま
れ
」、「「
明
治
の
軍
歌
」
と
い
う

詩
を
よ
せ
も
し
た
」。
さ
ら
に
文
学
報
国
会
の
『
辻
詩
集
』
に
寄
せ
た
「
木
と
鉄
と
鋼
」、「
毎
日
」
に
書
い
た
「
質

と
量
」
で
は
、「
質
に
お
い
て
、
量
に
お
い
て
も
敵
を
し
の
ぎ
、
物
や
兵
器
の
不
足
の
た
め
に
流
さ
れ
る
同
胞
の

血
の
一
滴
を
惜
し
み
、
防
ぎ
と
め
よ
う
」
と
露
骨
に
心
情
を
吐
露
し
た
言
葉
を
綴
っ
た
こ
と
を
、「
一
体
わ
た
し
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は
本
気
で
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
煩
悶
、
し
か
し
「
わ
た
し
が
学
ん
だ
思
想
と
、
そ
の
思

想
に
よ
っ
て
裏
づ
け
さ
れ
、
支
え
ら
れ
た
感
情
に
即
し
て
云
え
ば
、
そ
の
場
合
、
沈
黙
こ
そ
が
最
も
確
実
な
手
段

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」。
そ
し
て
「
そ
の
沈
黙
に
耐
え
得
ず
し
て
」、「
求
め
ら
れ
れ
ば
、
虚
名
と
多
少
の
物

質
的
な
報
酬
が
か
ら
ん
で
、
こ
れ
が
拭
い
難
い
汚
点
と
な
り
、
命
と
り
と
な
る
こ
と
も
考
え
ず
に
、
こ
の
よ
う
な

詩
を
書
い
た
事
実
は
か
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
」。「
本
質
的
に
は
、
高
村
光
太
郎
を
は
じ
め
当
時
多
く
の
詩
人
が

書
き
、
戦
後
そ
れ
に
よ
っ
て
文
学
者
の
戦
争
責
任
の
問
題
を
問
わ
れ
た
「
愛
国
詩
」
の
基
調
に
あ
る
訴
え
の
性
質

と
少
し
も
変
わ
り
は
な
っ
か
た
」
と
自
悔
す
る
。
が
、
こ
の
前
半
の
自
悔
的
モ
ノ
ロ
ー
グ
は
、
後
半
に
な
る
と
、

ひ
ら
き
な
お
り
と
も
と
れ
る
口
調
に
と
っ
て
変
わ
る
。 

 

す
な
わ
ち
、「
わ
た
し
の
こ
れ
か
ら
の
作
品
の
多
く
は
黙
殺
さ
れ
た
」。「
わ
た
し
の
目
に
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、

ま
だ
こ
の
証
拠
物
件
を
決
め
手
と
し
て
、
わ
た
し
の
戦
争
責
任
を
摘
発
し
よ
う
と
し
た
者
は
な
い
。
吉
本
隆
明
に

そ
れ
が
あ
る
と
き
い
て
い
る
が
、
彼
が
発
見
で
き
た
の
は
、
た
ぶ
ん
文
学
報
国
会
の
「
辻
詩
集
」
の
中
の
一
篇
ぐ

ら
い
だ
ろ
う
。
戦
後
に
出
し
た
わ
た
し
の
五
冊
の
ど
の
詩
集
に
も
こ
れ
ら
の
作
品
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
た

し
自
身
が
黙
殺
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
わ
た
し
は
そ
れ
に
よ
り
証
拠
い
ん
滅
を
計
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
現
に
こ

れ
ら
の
詩
は
、
一
冊
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
製
作
年
月
の
順
に
貼
っ
て
保
存
さ
れ
て
お
り
、
も
し
戦
時
中
わ
た

し
と
い
う
一
人
の
詩
人
の
精
神
の
位
相
を
材
料
と
し
な
に
ご
と
か
を
研
め
よ
う
と
す
る
人
が
い
る
な
ら
（
目
下
、

わ
た
し
が
そ
れ
を
使
用
中
だ
が
）
い
つ
な
ん
ど
き
で
も
こ
の
切
抜
帖
を
提
供
す
る
用
意
が
あ
る
」。「
参
考
資
料
な

ら
ま
だ
他
に
も
か
な
り
あ
る
か
ら
」、「
い
い
気
な
部
分
に
容
赦
な
く
メ
ス
を
入
れ
て
も
ら
え
た
ら
あ
り
が
た
い
」

と
云
い
切
る
。 

 

寺
島
珠
雄
氏
は
、『
定
本
』
の
「
年
譜
」
で
こ
の
時
代
の
小
野
氏
の
こ
と
を
、「
こ
の
こ
ろ
科
学
技
術
書
を
多
く

読
む
。
戦
時
下
精
神
主
義
へ
の
平
衡
剤
。
自
己
抵
抗
。
し
か
し
、
時
局
詩
を
書
か
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
」

と
要
約
し
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
ぼ
く
は
、
こ
れ
ま
で
小
野
十
三
郎
氏
の
残
し
た
「
奇
妙
な
本
棚
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
と
、「
紀
元
二

千
六
百
一
年
」
と
い
う
一
篇
の
詩
に
こ
と
さ
ら
こ
だ
わ
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
ぼ
く
が
昭
和
二
〇
年
三
月
一
四
日

の
未
明
に
大
阪
の
密
集
し
た
市
街
地
で
、
Ｂ
２９
の
焼
夷
弾
の
中
を
逃
げ
惑
っ
た
体
験
が
忘
れ
ら
れ
ず
に
、
小
野
氏

の
戦
争
責
任
を
追
及
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
Ｎ
・
ベ
ル
ヂ
ャ
ー
エ
フ
が
『
わ
が
生
涯
』
で
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
時
代
に
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
時
代
特
有
の
気
分
．
．
が
あ
り
、
Ｒ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
神
秘
思
想
で
さ
え
、

一
時
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
界
を
席
巻
し
た
ぐ
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
一
人
の
生
活
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
詩
人
が
時

局
に
便
乗
し
、
戦
争
賛
美
を
詩
に
刻
み
つ
け
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
こ
に
ど
れ
だ
け
の
責
任
が
問
え
る
か
は
疑
問
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で
あ
る
。
む
し
ろ
、
文
学
者
の
場
合
の
戦
争
責
任
を
問
題
に
す
る
な
ら
、
中
之
島
図
書
館
正
面
に
碑
が
あ
り
、
戦

中
に
『
愛
国
百
人
一
首
』
を
編
さ
ん
し
た
川
田
順
氏
こ
そ
先
陣
を
走
っ
た
と
云
え
そ
う
で
あ
る
。
が
、
小
野
氏
の

場
合
に
限
っ
て
特
に
気
に
な
る
の
は
、
そ
の
対
処
の
仕
方
で
あ
る
。
氏
は
「
奇
妙
な
本
棚
」
の
前
半
で
、
自
己
の

精
神
史
を
か
え
り
み
て
、
自
悔
の
姿
勢
を
見
せ
な
が
ら
、
後
半
に
い
た
る
と
、
俺
の
腹
は
す
わ
っ
て
い
る
ん
だ
、

と
い
わ
ぬ
ば
か
り
に
、「
証
拠
い
ん
滅
を
は
か
っ
た
の
で
は
な
い
」、「
い
つ
な
ん
ど
き
で
も
こ
の
切
抜
帖
を
提
供

す
る
用
意
が
あ
る
」、「
容
赦
な
く
メ
ス
を
」
と
ひ
ら
き
な
お
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
「
パ
ン
ド
ラ
の
函
」
は

遂
ぞ
開
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
繰
り
返
す
が
存
命
中
に
編
集
・
発
行
さ
れ
た
『
定
本
全
詩
集
』、
そ
の
補

遺
版
『
小
野
十
三
郎
著
作
集
』
第
三
巻
、
い
ず
れ
の
巻
末
の
詳
細
な
「
年
譜
」
か
ら
も
抹
消
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。 

 

か
つ
て
本
多
秋
五
氏
は
、「
近
代
文
学
」
同
人
の
座
談
会
で
、
戦
争
責
任
の
問
題
は
、「
当
事
者
と
し
て
、
文
学

者
が
自
発
的
に
考
え
る
こ
と
が
真
っ
先
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（「
文
学
者
の
責
務
」
昭
二
一･

四
「
人

間
」）
と
言
葉
を
残
し
た
が
、
一
度
活
字
と
な
っ
て
世
に
出
た
も
の
は
、
自
身
の
手
で
ま
ッ
先
に
お
お
や
け

．
．
．
．
に
す

べ
き
で
あ
る
。
例
え
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
一
時
期
批
判
を
浴
び
、
傷
つ
く
こ
と
が
あ
っ
て
も
。
小
野
十
三
郎
と
い

う
詩
人
の
果
た
し
た
役
割
と
評
価
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
見
失
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

以
下
、
先
に
引
用
の
「
紀
元
二
千
六
百
一
年
」
を
除
き
、
ぼ
く
の
調
査
し
え
た
範
囲
で
の
、
小
野
氏
の
遺
漏
詩

の
紹
介
を
果
た
し
て
お
き
た
い
。
但
し
、「
大
阪
パ
ッ
ク
」
掲
載
の
も
の
は
、
現
在
で
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書

館
の
書
架
で
閲
覧
可
能
な
の
で
、
巻
末
に
詩
の
題
名
の
み
の
記
載
に
と
ど
め
る
。 

 

夜
釣
り 

 
 
 
 
 

「
あ
し
か
び
」
第
１
集 

 
 

昭
二
六
・
四
・
一 

 
 

 
 
 

伝
馬
を
横
ず
け 

 
 
 

か
た
む
い
た
屋
根
の
上
に
あ
が
っ
て 

 
 
 

天
明
ま
で
糸
を
た
れ
て
い
る
。 

 
 
 

眼
下
の
海
は
暗
く
且
つ
深
い
。 

 
 
 

廃
墟
と
化
し
た
製
鋼
所
の
大
鉄
骨
構
造
か 

 
 
 

そ
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
と
沈
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 

 
 
 

か
れ
ら
が
と
き
ど
き
交
わ
す
会
話
や 

 
 
 

咳
ば
ら
い
は 

 
 
 

し
か
し
そ
こ
へ
は 

 
 
 

達
し
な
い
。 
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大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
五
十
周
年
記
念 

 

賀
頌 

 

式
典
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

 

昭
二
八
・
一
一 

 
 
 
 

そ
の
中
は 

い
つ
も
ひ
ん
や
り
と
し
て
い
る 

 
 
 

く
つ
音
も
し
わ
ぶ
き
も 

本
を
め
く
る
音
も 

 
 
 

高
い
天
上
に
冴
え
た
ひ
ゞ
き
と
な
る 

 
 
 

し
つ
と
り
と
紙
に
と
け
こ
ん
だ
活
字
よ 

 
 
 

か
す
か
な
か
び
の
に
お
い
よ 

 
 
 

き
み
が
そ
う
し
て
う
つ
む
い
て 

 
 
 

く
い
い
る
よ
う
に 

 
 
 

ひ
ら
い
た
本
の
頁
に
眼
を
そ
ゝ
い
で
い
る
と
き 

 
 
 

重
い
足
ど
り
で 

 
 
 

時
は
し
づ
か
に
き
み
の
か
た
わ
ら
に
歩
み
き
た
り 

 
 
 

じ
つ
と
き
み
を
肩
ご
し
に
見
守
っ
て
い
る 

 
 
 

あ
ゝ 

中
之
島
図
書
館 

五
十
年
の
歴
史 

 
 
 

木
枯
し
の
夜
も 

 
 
 

明
々
と
灯

あ
か
り

を
つ
け
て
。 

  

「
大
阪
パ
ッ
ク
」
掲
載
詩
（
以
下
題
名
の
み
） 

 

〝
世
相
戯
詩
〞 

通
天
閣
異
変
／
偽
刑
事
横
行
す
／
掏
摸
の
教
訓 

 
 
 

三
五
卷
一
〇
号 

昭
一
五
・
一
一
・
一 

 

〝
世
相
戯
詩
〞 

日
米
対
抗
猫
八
試
合
／
爆
弾
町
会
／
雨
天
好
日 

 
 
 

三
五
卷
一
一
号 

昭
一
五
・
一
二
・
一 

 

〝
世
相
戯
詩
〞 

薪
炭
バ
ス
と
国
民
性
／
わ
が
家
の
家
庭
料
理  

  
 
 
 

三
六
卷
一
号 

昭
一
六
・
一
・
一 

 

〝
世
相
戯
詩
〞 

仏
と
ぶ
つ
か
つ
た
僧
侶
／
死
の
奇
病
事
件
／
埋
蔵
金
伝
説 

 
 
 
 

三
六
卷
三
号 

昭
一
六
・
二
・
一 

 

〝
世
相
戯
詩
〞 

彗
星
南
方
よ
り
き
た
る
／
硫
酸
法
／
卓
上
ピ
ア
ノ
の
遍
歴 

 
 
 
 

三
六
卷
五
号 

昭
一
六
・
四
・
一 

 

〝
世
相
戯
詩
〞 

烏
賊

い

か

の
甲
羅

こ
う
ら

／
市
場
の
魚
屋
が
一
匹
の
大
鯛
を
仕
入
れ
て
き
た
／ 

富
士
山
か
ら
石
油
が
出
る
と
い
ふ
話 

 
 
 
 
 

三
六
卷
六
号 

昭
一
六
・
五
・
一 

 

〝
ニ
ュ
ー
ス
詩
集
〞 

ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
の
ゆ
り
か
も
め
／
ケ
エ
ト
・
ス
ミ
ス
が
歌
つ
て
ゐ
る
／ 

ほ
う
れ
ん
草
飢
饉
／
倫
敦
の
犬 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
六
卷
一
二
号 

昭
一
六
・
一
一
・
一 
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編集後記 

1964(昭和 39)年 12 月に創刊された「大阪府立図書館紀要」は 1998(平成 10)年までに

34 号が発行された。36年にわたり掲載された論文、資料紹介、翻刻、レファレンス・分

類・整理の理論等は府立図書館の歴史物語る貴重な資料となってきた。しかし諸般の事

情により 1998 年の発行後は途絶えたままになっていたが、その間、図書館も社会の情報

環境も大きく変化してきた。今回「大阪府立図書館紀要」を再刊させるにあたり、大阪

府立図書館のホームページ上で公開することとし、広くこの紀要を読んでいただけるよ

うにした。大阪府立図書館としては、電子媒体で出版する初めての紀要であり、音声認

識への配慮も行っている。今後とも継続発行できるよう努力していきたい。 

なお、当紀要に掲載された著作物の著作権は執筆者に属し、その著作の使用に関して

は大阪府立図書館が著作権者の了解を得ている。 
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